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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　こうして一つの人生が幕を閉じた。

　遥はるか遠い世界である男が辿たどった二十九年間の軌き跡せき、その記憶は、すべて克明にとは言わないまでも、ラニィの中にしっかりと刻みつけられている。

　それがあたりまえだと幼いころは無邪気に信じていた。ところが、そうでもないらしい。前世について話すと、たいてい噓つき呼ばわりされ、馬鹿にされた。母親にまで気味悪がられた。あんたは本当に自分の子かと罵ののしられたり、叩たたかれたりもした。

　誰も信じてくれないが、ラニィは噓つきじゃない。

　前世、わりと不遇な生涯を送った日本という国と、ラニィが生まれ育ったビヨールのポマ村とは、あまりにも違いすぎる。ここには高層ビルが林立する街並みも、自動車が行き交う道路もないし、電車の中でスマホをいじる人々もいない。電車。スマホ。ＳＮＳ。信号機。ＳＵＶ。それらは想像の産物なんかじゃない。ラニィは前世で実際にそれらを見て、使っていた。だから、その存在を知っているのだ。

　暇があると、前世のことばかり考えている。日本での二十九年間は結果的に報われなかった。それでも、ポマ村での十八年よりはまだマシだった。

　クソだ。何がクソかというと、自分自身だ。ラニィはクソ扱いされている。

　そもそも、この世界の連中はわかっていない。基本的人権とか。偏見や差別は悪いことだとか。そうした概念すらないのだ。理解できるわけもない。

「……母さん。僕はあなたを恨むよ」

　寝床にしている藁わらの山の中で呟つぶやいてみた。もういない人を恨んだところで、どうにもならない。おかげで気軽に恨めてしまう。そういう部分もなくはない。

「ラニィ！」

　突然、鋭く名を呼ぶ声がして、ラニィが寝室にしている納屋の戸が開いた。まただ。毎朝こうだ。やめて欲しい。ラニィは藁の中で極限まで体を丸めた。足音が近づいてくる。もうかなり近い。彼女はすぐそこまで迫っている。

「とっくに起きてるんでしょう、ラニィ！」

「ひいっ」

　思わず悲鳴をあげてしまった。彼女が藁の山に蹴けりを入れたのだ。

「さっさと出てきなさい」

「……す、すみません、お嬢様。ごめんなさい。本当に……」

　ラニィは藁の山から這はいだした。四つん這いで見上げると、開け放たれた戸から射さしこむ朝日を背負って、お嬢様が仁王立ちしていた。

　彼女の赤い巻き毛は稀き少しようだ。透けそうなほど白い肌も、硝がら子す玉のような青い瞳も、たいそうすばらしい。ポマ村で彼女を知らない者はいないだろう。小さな村だということもあるが、彼女はとにかく目立つ。あらゆる意味で。

「お嬢様なんて呼ぶなと、何度言ったら」

「……ご、ご、ご、ごめんなさい、ミシャ様、つ、つ、つ、つい……」

「様なんてつけないで」

「……は、は、はい、すみませんでした、ミシャ、……さん……」

「だいたい、なぜ……」

　彼女は声を震わせた。

「なぜ服を着ていないの。裸なの」

「えっ。あっ」

　ラニィは毛深い両手両足を駆使して、大事な部分をなんとか隠そうとした。ただ、隠すべき場所は何箇所かある。とても隠しきれない。

「……こ、これはその。……昨夜、暑かったので。それで……」

「早く何か着なさい！」

「き、着ます。大至急。あ、あと、仕事ですよね、朝の水みず汲くみと、それから……」

「水汲みはいいから、バナーを散歩させて。私も行くから。それを言いに来たの」

「は、はい、お嬢様、ただ今！」

　睨にらまれたので、ラニィは慌てて訂正した。

「──ミシャ様！　じゃなかった、ミシャさん！」

　ミシャは、この役立たずのグズが、と言わんばかりの眼まな差ざしでラニィを一刺しすると、ようやく納屋から出ていった。

「マジ、怖っ……」

　ラニィは大急ぎで身支度をした。短かった尻尾が最近になってのびてきて、どうにかできないものかといつも思う。いっそ切ってしまおうか。大きな耳が、帽子に収めると窮屈で、毎度のことながら苛いら々いらする。

　ラニィの母は猫耳人コーサニカの血を半分引いていた。父は犬頭人ウルフニツドだったらしい。

　母は当時、村を出て町暮らしをしていた。父は母にとって行きずりの男でしかなかった。しかも、そういう相手は複数いたようだ。妊娠に気づいたときには手遅れで、しかたなく村に戻って出産した。生まれた子供の特徴からして、父親はあの男に違いない。ありあまる精力以外は何の取り柄えもない、本物のろくでなしだったと、母は生前、息子に語り聞かせた。子供にそういうことを言わないで欲しい。仮にも実の父親なんだから。

　納屋を出ると、ミシャとバナーが待ち構えていた。バナーは大型の狩猟犬だが、もうしばらく猟には行っていない。もっぱらミシャの護衛役を務めている。

　ミシャがバナーの引き綱を差しだした。

「さあ」

「はい！」

　ラニィは引き綱を受けとった。当然、弾はずみでミシャの手をさわってしまわないように、充分気をつけた。

「バ、バナー、行こう！　散歩だよ、好きだろ、散歩！　好き、……だよね？」

　やたらと毛並みのいい狩猟犬は、舌を出してハアハア息をしている。ミシャの隣から動こうとしない。ミシャがため息をついた。

「犬を相手に下手に出る人間がどこにいるの。バナー、おいで」

　ミシャが一声かけて歩を進めると、バナーはあっさり腰を上げた。

　尻尾を振って飼い主を追いかける飼い犬のあとを、使用人がついてゆく。というか、ラニィはほとんどバナーに引きずられている。

　情けない、とは正直あまり思わない。母は住みこみの使用人としてミシャの家で働いていた。物心がついたころにはラニィは使用人の息子で、母の手伝いをさせられた。母が病気で倒れて働けなくなると、代わりにラニィが働いた。

　ミシャの父マッテオは村一番の地主で、親切な雇い主だった。母が死ぬまで面倒を見てくれたし、葬式まで出してくれた。使用人の息子は正式に使用人として雇われた。

　ミシャの家は、丘の上に建つ何軒かのお屋敷の中でもひときわ大きい。丘から村の広場へと向かう坂道を下りてゆくときの眺めは、なかなかきれいだ。

　まあ、田舎だけど。

　丘の麓に村人たちの家々が身を寄せあっているほかは、畑と草っ原と森と数本の川しかない。ドがつく田舎の光景だ。

　母のことは恨んでいるが、若い時分にこの村を飛びだした気持ちはちょっとわかる。ここで一生を終えるのって、どうなの、それ。微妙すぎない？

　引き綱をフンフンと引っぱって前を行くバナーは、尻尾までしゅっとしている。この犬とラニィ、どちらの身分が上だろう。そりゃ自分でしょ、と断言できる自信はない。さっきミシャはラニィを人間と呼んだが、いわゆる人間とはミシャのような者のことを指す。猫耳人コーサニカや犬頭人ウルフニツドの血を引くラニィは、見た目からして人間とは異なっている。

　背筋をぴんと伸ばして鼻歌交じりに颯さつ爽そうと歩くミシャと、ズボンの中でこすれる尻尾のむず痒がゆさをこらえて猫背になっているラニィとは、そもそも違うのだ。

「ラニィ」

　雇い主の令嬢が、振り返らずに使用人の名を呼んだ。

「……はい。何ですか、お嬢、──ミシャさん」

「子供のころのこと、覚えてる？」

「ええ、まあ。多少は」

「あなたはよく不思議な話をしていた。どうして突然やめてしまったの。私はあなたの話を聞くのが楽しみだったのに」

「……母に[image: ]られたので。旦那様にも、それとなくですが、注意を受けましたし」

「もうぜんぶ忘れてしまった？」

「いえ。……ああ、でも、そうですね。覚えてません。詳しくは」

「そう」

　ミシャはうつむいた。バナーがちらっと振り返る。ケッ、このミジンコが、という感じの一いち瞥べつだった。犬のくせに。所詮、犬にはわかるまい。

　ラニィとミシャは同い年だが、お互いの間には埋めがたい隔たりがある。

　子供のころのことを覚えているかって？

　もちろん、覚えている。はっきりと。

　前世の記憶も、現実も、夢物語も、あまり区別がついていなかった。ミシャがいわば雲の上の人だということも知らなかった。友だちだと思っていた。いや、それ以上だ。

　実際、好きだった。

　彼女みたいな美しい快活な少女が身近にいて、好きにならないほうがおかしい。

　前世では社畜のシステムエンジニアだった。残業や休日出勤は日常茶飯事で、粉骨砕身働いたあげく、車に轢ひかれそうな子供を助けようとして二十九年の生涯を終えた。女性とふれあう機会には恵まれなかった。仕事が忙しかったせいだと言いたいところだが、学生時代も女性と交際したことがない。結局、童貞のまま死んだ。

　幼稚園や小学校のころ、同年代の女の子に恋心らしきものを抱いだいたことはある。ただ、どの女の子もミシャほど近しい存在ではなかった。

　ミシャを好きになったように誰かを好きになったことはない。

　正真正銘、初恋だった。

「……僕は子供だったんです。じゃなきゃ、あんなたわごと、他ひ人と様さまにべらべらしゃべったりしません」

「私も子供だった。あなたの法ほ螺ら話を真に受けてたんだもの」

　腰の後ろで手を組んで坂道を下りてゆく彼女の後ろ姿が、なんだか寂しげだった。

　噓うそじゃないんだ。前世の話はぜんぶ本当だし、きみへの想いだって。

　言ったところでどうにもならないから、黙っているしかない。前世なんか証明できっこないし、彼女は遠からずどこかいい家の息子と結婚する。縁談は引きも切らず舞いこんでいるのだ。でも、彼女は一向に首を縦に振ろうとしない。どうしてなのか。

　まだ日の出からさして時が経たっていない。早起きの村人たちも朝あさ餉げの途中だろう。人の気配はするが、人ひと影かげはない。

　ミシャはこの時間帯の村を歩くのが好きだ。彼女は人目を引くし、話しかけられれば愛あい想そよく応じる。とびきり器量がよくて、人柄もいい。彼女は村で評判の地主の娘だ。常にそうでなければいけない。ときどきそれが息苦しくなるのだろう。

「大丈夫ですよ、ミシャさん」

「何が？」

「いつも僕を足蹴にして起こすだなんて、誰にも言いませんから」

「あ、あなたを蹴ってるわけじゃ」

「今朝はたまたま当たらなかったけど、たまに直撃するし……」

「それは間違えただけで！　むしろ、あなたには当たらないように気をつけて……」

　顔を真っ赤にして怒るミシャが愛らしすぎて、胸が痛くなった。

　少なくともミシャが嫁ぐまでは、使用人としてあの家で働こうとラニィは決めていた。彼女が幸せになるのを見届けたら、母のように村を出てもいい。けれども、今はまだ彼女から離はなれたくなかった。離れてしまえば、きっと二度と会えない。彼女と会えなくなるなんて考えたくもない。

「……だいたい、あなたが納屋なんかに寝ているから悪いんじゃない」

　坂道を下りきった。もうすぐ広場だ。

　急にバナーが足を止めた。ミシャも立ち止まり、顔を後ろに向けた。頰ほおがかわいらしく膨らんでいた。

「余っている部屋がいくつもあるのに、納屋がいいだなんて」

「僕にはもったいないですよ」
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「だけど、昔は母屋にいたでしょう」

「昔は昔です。あれは母が旦那様に貸していただいていた部屋ですし」

「あのころは楽しかったのに……」

　小声だったので、はっきりとは聞きとれなかった。訊きき返そうとしたら、バナーが唸うなり声を発しはじめた。

　ミシャと顔を見あわせる。バナーは何かを警戒しているようだ。村に家畜以外の獣けものでも入りこんでいるのか。ままあることだし、もし野犬のたぐいなら、さっさと追い払ってしまうべきだ。バナーがいるので難しくない。ラニィたちは広場へ向かった。

「……誰かいる？」

　ミシャの言うとおり、広場には人がいた。真っ黒い外がい套とうですっぽりと全身を覆っている。女性だろうか。男性にしては背が低いし、華きや奢しやだ。朝空を見上げている。

　バナーが激しく吠ほえ、駆けだそうとしたので、ラニィは引き綱を必死に引いて押さえた。狩猟犬だから本ほん性しようは勇猛だが、こんなに興奮するのはめずらしい。

「あの、……あなた、村の人じゃありませんよね？　ここで何を……？」

　ミシャが問いかけると、黒外套の女はこちらに向きなおった。バナーの吠え声を聞きつけたのだろう。広場近くの家々から村人たちが出てきて、ラニィはそっちに気をとられた。そのせいで、引き綱をつかむ手の力が緩んだのか。そうでなくても、バナーを止めることはできなかったかもしれない。

　バナーはものすごい勢いで黒外套の女に飛びかかった。

　しまった、と思う間もなかった。

　きゃん、と仔こ犬いぬみたいにバナーが鳴いた。

　黒外套の女が手刀でバナーの頭を一撃したのだ。

　その拍子に外套のフードが外れた。

　やっぱり女だ。かなり若い。短い頭髪は身にまとう外套より黒く、瞳が異様な色の輝きを宿している。赤い。いや、赤というよりショッキングピンクだ。

　バナーは叩きつけられるように地面に倒れ伏した。

　女のまだ成熟していない顔には、表情らしきものが一いつ切さい浮かんでいない。女は平然とバナーの頭を踏み潰した。

「……バナー！」

　愛犬に走り寄ろうとするミシャを、ラニィはとっさに抱だきとどめた。何がなんだかさっぱりわからない。でも、あれはやばい。とにかくやばい。とんでもなくやばいやつだ。

「だめです、お嬢様、逃げないと」

「逃げるって、だけど、バナーが──」

「おいおいおい！　朝っぱらから、いってえ何事だ！」

　暴れん坊のサムが、腕をぶんぶん回しながら広場に駆けこんできた。血の気が多すぎて、事あるごとに誰彼構わず喧けん嘩かをふっかける厄介な男だが、こんなときは頼もしい。ラニィは安あん堵どした。助かった。大間違いだった。

「ああ!?　なんで犬が死んでやがるっ──」

　サムが言い終える前に、黒外套の女が猫のような身のこなしで躍おどりかかった。サムの頭頂あたりと顎あごを左右の手でつかみ、ねじるというより回転させる。硬かたいものが砕ける音がして、村一番の巨漢は首だけ真後ろを向いた。

「……ミシャ！」

　ラニィはミシャを抱かかえるようにして走った。ミシャはもう抗わなかった。とてつもなく恐ろしいものを目撃して、頭の中が真っ白になっているのかもしれない。ラニィにしても、何かはっきりした考えがあって逃げだしたわけではなかった。ただ、ミシャが一緒だったから、迷わず行動できたのだとは思う。自分のことより、ミシャを守らないと。ミシャを危険から遠ざけないといけない。

　黒外套の女が追いかけてくるんじゃないか。振り向いて確かく認にんしたい。するべきなのかもしれないが、怖くてできない。

　ラニィたちは広場を出て坂道を少し上った。そのころには村じゅうが大変な騒ぎになっていた。村の男たち、女たちが、子供たちも、老人たちも、わめきながら、泣き叫びながら、あっちへ行ったりこっちへ行ったりしている。黒外套の女が暴れているのか。そこまではわからない。犬が吠え、鶏にわとりが鳴いている。何年か前、朝方にパン屋の家で火事が起きた。あのときよりもよっぽどひどい。

　丘の上のお屋敷からマッテオが出てきた。寝ね間ま着きの上に外套を羽織っている。

「ミシャ！」

「お父さん！」

　ミシャは父親の胸に飛びこんだ。マッテオは娘を抱きすくめながら、髭ひげを整えていない起きがけの顔をこわばらせてラニィを見た。

「ラニィ、これは何の騒ぎだ」

「はい、旦那様、それが、僕にも何がなんだか……」

「お父さん、バナーが、バナーが殺されてしまったの」

「殺された？　誰がそんなことを」

「それは、広場に女が、……女の子が……」

　ラニィは口ごもって丘の下に広がるポマ村に目を転じた。はっとした。

「旦那様、西のほうで何か」

「馬鹿な──」

　マッテオは絶句した。

　村人の半分以上は丘の麓に住んでいる。もっとも、畑や放牧地の中にも家が点在しているし、村の西せい端たんには鍛か冶じ屋や宿屋がある。

　その鍛冶屋や宿屋の一帯から煙けむりが上がっていた。

　ラニィは目を凝らした。人だろうか。複数の影がうごめいている。

　ミシャはマッテオにしがみついた。

「……何なの」

「トレアンで戦いがあったらしい」

　マッテオは頭かぶりを振った。

「……だが、まさか」

「戦い……」

　ラニィは呟つぶやいた。何だ、それ。知らない。戦いなんて初耳だ。

「旦那様、戦いって、……何のことですか」

「俺も昨日、風の便りに聞いただけで、よくわからんのだ。ビヨール王の軍隊が勝ったとか、負けたとか。しかし……」

　戦争の話は何度か耳にした。どれも遠い異国の出来事だった。でも、トレアンとは聞き捨てならない。死んだ母はラニィを産む前、そのトレアンで暮らしていた。ポマ村から馬で何日もかかるらしいが、それでも二番目か三番目に近い町だ。

　呆ぼう然ぜんと視線をさまよわせていると、西の鍛冶屋や宿屋のあたりだけではなくて、畑の間をのびる道や農家でも人か何かが動いていることに気づいた。その中の一部は人にしては大きい。馬に乗っているのか。きっと騎兵だ。トレアンの町で王の軍を打ち負かしたどこぞの軍隊が、このポマ村にまで攻めてきたのだ。

「どうすれば。……旦那様、どうしたらいいんでしょう」

「俺にわかるわけが！」

　マッテオは声を荒あららげかけて、がっくりとうなだれた。娘を抱いているというより、娘に支えられているかのようだった。

「……逃げるしかない。避難するんだ。おまえは先に行きなさい、ミシャ。お父さんは、お母さんや他ほかの者たちを連れて追いかける」

「でもお父さん、行くって、どこに……」

「ラニィ」

「はい、旦那様」

「森だ」

　父親はそう言うと娘を使用人のほうへ押しやった。

「行け。森に逃げこめ。ミシャを頼んだぞ！」

　ラニィは返事もそこそこにミシャの手を引いてお屋敷をあとにした。

　森。だけど森って、どこの森だろう。村の周りは森ばかりだ。だいたい、どうして自分は坂道を駆け下りているのか。まずい。このまま進んだら、広場に戻ってしまう。

　村はもうひどい。人が大勢倒れている。死んでいるのか。あの黒外套の女がやったのだろうか。違う。あの女だけじゃない。あちこちで旗がひるがえっている。真ん中がショッキングピンクのような赤で、左右が黒の二色旗だ。武装した兵隊がそこにも、あそこにもいる。騎兵まで。なんでこんなことに。

「ごめん！」

　ラニィは謝りながら踵きびすを返した。ミシャは文句一つ言わずついてきてくれた。

　森。森だ。森に逃げこまないと。森。あの森だ。丘を越こえて、さらに北へ向かうと、ティモ山がそびえている。その山裾に広がる森が一番深い。きっと兵隊も、あの森までは追ってこないだろう。

　ふたたびお屋敷の近くを通りかかったが、マッテオたちの姿はなかった。もう逃げたのかもしれない。まだお屋敷の中にいるのかもしれない。別行動をとったのはまずかったか。一いつ瞬しゆんそう思った。後の祭りだ。今さらどうしようもない。

　丘を越えて避難する村人はラニィたちの他にもいた。村人の大半は猫耳人コーサニカと犬頭人ウルフニツドの血を引くラニィを馬鹿にしていて、尻尾つきめ、この毛むくじゃらめと、陰かげ口ぐちをたたいている。それでもこんなときは、顔見知りがそばにいるだけで心強い。

　少し余裕が出てきたのか、ラニィはふと数年前の出来事を思いだした。ビヨールの隣国ネクタリがエヴァラスティアという国と戦争をして、何人死んだとか、どこだかの何々砦とりでが攻め落とされたとか。物騒な報しらせがもたらされるたびに、辺へん鄙ぴで静かなポマ村がざわついた。あのとき村人たちは、怖がりながらも新しい報告を日々待ち望んでいた。それはラニィも一緒だった。

　まさかこんなことが起こるなんて、夢にも思わなかったからだ。戦争という災難が自分たちの身にまで降りかかってくる。そんなことは想像だにしなかった。

　村人たちは、薪たきぎ拾いに行くときに使う山道を伝って山裾の森に入ってゆく。彼らについていったほうがいいのか。迷ったが、ラニィは山道を避さけて森に分け入ることにした。

　ミシャが息を切らしてだいぶ苦しそうだ。いったん木陰に座らせた。

「ちょっと休みましょう」

「……私のせいで」

　ミシャが切れ切れの声で言った。ラニィは首を振ってみせ、木陰から顔を出して様子をうかがった。

　山裾の森に逃げこむ村人たちのほとんどは、山道を目指している。ラニィもそうしかけたが、やめて正解だった。

　兵隊だ。村人たちを追いかけている。

「ラニィ」

　ミシャに呼ばれた。

「静かに」

　ラニィはそれだけ言って、息を殺した。

　兵隊はこっちのほうには来ない。ここは安全だ。今のところは。

　悲鳴があがった。山裾の森の手前で村人が一人、兵隊につかまったのだ。

　あれはたぶんシーサだ。ラニィやミシャより三つ上で、とっくに結婚している。

　別の村人が、この野郎とか何とか叫びながら兵隊に飛びかかろうとした。夫のベレンだろう。

　兵隊は腰に帯びていた剣のような武器を抜き、ベレンに斬りつけた。

　シーサが夫の名を呼んだ。

　ベレンが倒れた。周りの村人たちは、助けに行くどころか、むしろ足を速めた。

　ラニィは顔を引っこめた。心臓が早鐘を打っている。口から出てきそうだ。耳鳴りがする。帽子がない。いつ脱げたのか。尻が痛い。さわると、硬かたくなった尻尾がズボンを突き破りそうだった。

　ミシャは全身汗びっしょりになって震えている。どこを見ているのか。目が泳いでいる。放心しているのかもしれない。

「行きましょう」

　そう声をかけると、ミシャはゆっくりとラニィのほうに顔を向けた。汗で額や頰ほおに赤毛が張りついている。

「……でも」

「ここから離はなれないと。旦那様と奥様はあとから来ます。それか、もう遠くまで逃げて、このあたりにはいないかもしれないし」

「やさしいのね、ラニィ。……私、殺されちゃったかもって、考えてた。お父さんも、お母さんも、みんな。……あなたはずっと、やさしかった。……私と違って」

「何を、……言ってるんです。お嬢様。……ミシャさん」

「私、あなたの醜いところが嫌いなの。だって、あなたは人間じゃないでしょ」

　その傷はいつもラニィの胸の奥に口をあけていた。だけれど、こんなにも深くその傷口を抉えぐられたことはない。

　そうだ。──僕は醜い。前世の僕も醜かった。だから人に好かれなかった。友だちさえ少なかった。生まれ変わったら、その醜さがわかりやすい形で明確になっていた。

　僕は人間じゃない。人間ですらない。

　そんなことは知っている。とっくに受け容いれていた。今さら何を言われたって平気だ。そう思っていたのに。

「……ええ。そのとおりです。僕は人間じゃないから。……お嬢様とは違います」

「幼いころ、私、あなたが好きだった。あなたの不思議な話を聞くのが、大好きだった」

　ミシャは右手をのばした。

　その指先が、ラニィの頰にふれた。

「なのに、だんだんあなたを醜いと感じるようになった。あなたが人間じゃないから」

「すみませんでした。……せめて、僕もお嬢様と同じ、人間だったらよかったのに」

「謝らないで」

　ミシャは一瞬で泣き顔になった。彼女は静かに泣いた。汗よりも遥はるかに大量の涙がとめどなくあふれた。彼女の右手がラニィの頰から離れて、こぼれるように落ちた。

「あなたを醜いと感じるたびに、私は私がいやになる。だから、私はあなたが嫌いなの。あなたはいつだってやさしいのに。本当は、あなたは醜くなんかない。醜いのは私なの」

「行きましょう」

　ラニィはミシャを無理やり立たせて歩きはじめた。これ以上、彼女の告白を聞いていたら、こっちまで泣きたくなってしまう。

　ラニィはともかく、ミシャはふだん森の中を歩いたりしない。ちょっとした斜面でも大変そうだ。でも、泣き言は言わない。ラニィに迷惑をかけまいと、懸命に我慢しているのだろう。

　兵隊は二人以上が組になって山狩りをしているようだ。犬を連れた兵隊もいる。派手に動いていると見つかってしまいそうだ。だったら、じっとしていればいいのか。

　どうするのが最善なのか、見当もつかないまま、二人は兵隊に怯おびえながら移動した。

　兵隊の気配を感じると、茂みに隠れた。

　息を殺して、兵隊が茂みの近くを通りすぎるのを待った。

　どこかで犬が吠ほえるたびに、心臓が縮んだ。

　一度、あの黒外がい套とうの女が森の中をうろついている姿を遠目に見かけた。血の雨に降られたように体じゅうが赤黒く濡ぬれ、変わり果てていたが、間違いなくあの女だった。

　黒外套の女は兵隊や犬たちのように獲物を探しているというより、ぼんやりとほっつき歩いているかのようだった。ラニィより若そうなあの少女が、猟犬を叩き殺してサムをひとひねりにした。あの様子だと、それ以後もたくさん手にかけたのだろう。ちょっと信じられないが、事実なのだ。

　またどこかで犬が吠えている。兵隊の声も聞こえる。女性の金切り声が響いた。そう遠くない。きっと村の女が兵隊につかまったのだ。

　あいつらはなんでこんなことをしているのだろう。いったい何のために？　現在進行形で繰り広げられている野蛮で残虐な行為に、どんな意味があるのか？　そっと歩いたほうがいいのか？　全力疾走するべきか？　それとも、下手に動かないほうがいい？

　ミシャが何かに足をとられて転倒した。すぐに立たせて進もうとしたら、ミシャはつんのめりそうになった。転んだときに、足を痛めたらしい。

「ラニィ、私、走れない、どうしたら……」

「乗って」

　ラニィはミシャに背を向けてしゃがんだ。ミシャを背負って足を動かした。重くなんかなかった。使用人として、水みず汲くみ、給仕、野良仕事、草刈り、家畜の世話、薪拾い、何でもした。それなりに鍛えられている。ミシャはラニィにとりすがって繰り返し謝罪した。謝らなくていいのに。どうか謝らないで欲しい。ミシャが謝る必要はない。

　なんとなく助かりそうな気がしていた。日本で生きた二十九年間とポマ村での十八年間を合わせても、ここまで必死になったことはない。こんなにもがんばっているのだ。報われないわけがない。

「あっちにいるぞ！」

　兵隊の声に犬の吠ほえ声が重なって、ラニィはもちろん慌てた。恐ろしくてたまらなかったが、望みを失いはしなかった。逃げきれる。そう信じていた。大丈夫だ。このへんの地面はわりと走りやすい。ミシャをおぶっていても、体がすいすい進む。何かに導かれているような感覚があった。行く手がまばゆいほどに明るい。あそこまで行けば、きっと助かる。もうすぐだ。ほら。見ろ。どうだ。ここは──。

「下ろして」

　ミシャが言った。

　ラニィの足は微動だにしなかった。

　動けない。

　あと一歩、いや半歩でも踏みだしたら、とんでもないことになる。

　ミシャはラニィの背中から下りた。片脚を引きずりながら、ラニィの隣に進みでる。吹き上がる風で、彼女の赤い巻き毛がなびいた。

　畑や放牧地、家々、銀色に輝く川、水車小屋、二人が生まれ育った村のほとんどすべてが見渡せる。うごめく人馬は虫のようだ。ここから見るポマ村は、そこかしこから立ちのぼる煙けむりをのぞけば、平和だったころとほぼ変わらない。

　切り立った崖がけの縁ふちに二人は立っていた。

　犬が吠えている。兵隊が叫ぶ。足音が迫ってくる。

　ミシャはラニィの手をとり、痛いほどきつく握った。

「私、馬鹿じゃないから」

　突然、何を言いだすのだろう。ラニィはミシャの横顔を見つめた。こんなときでも彼女はきれいだった。涙や土や枯れ枝でどんなに汚れていても、彼女の美しさと可か憐れんさが損そこなわれることはない。

「あいつらにつかまったらどうなるか、私、ちゃんとわかってる。あなただって想像がつくでしょ？」

　うなずくしかなかった。ミシャに噓うそをつきたくはない。

　ミシャは一度歯を食いしばってから、「それは、いや」と言いきった。

「それだけは、絶対にいやなの」

　言うまでもなく、ラニィだっていやだ。ミシャがそんな目に遭うなんて耐えられない。でも、やつらは確実にやるだろう。ミシャのような女性を見逃すはずがない。やつらは彼女を傷つける。彼女から奪う。彼女を引き裂こうとする。

「あなたを醜いと感じない自分だったらよかったのに」

「……お嬢様」

「そんなふうに呼ばないで、ラニィ。昔みたいに呼んで」

「ミシャ」

「私、怖いの」

　彼女は全身をぶるぶると震わせていた。ラニィのほうに顔を向ける。見たことがないほどくしゃくしゃだった。それでも彼女は愛らしい。いや、違う。愛らしいんじゃない。

「どうしたらいいかはわかってる。それなのに、前に進めないの。怖くてたまらないの。やるべきことは決まってるのに、私、勇気が出ないの」

「きみが好きだ、ミシャ」

　ラニィは笑いかけた。滑稽なほど不細工な笑え顔がおだろう。承知の上だ。僕は醜い。それがどうした。

「ずっと好きだった。僕はきみを愛してる」

「本当だから、信じてね」

　ミシャは笑った。

「私もなの」

　彼女がそう言ってくれた瞬しゆん間かん、吹っきれた。

　二人はどちらからともなく手をつないだ。そして、同時に崖から身を躍おどらせた。兵隊や犬の声はもう聞こえなかった。太陽がやけにまぶしかった。ミシャはすでに目をつぶっていた。最後に抱だきしめればよかった。口づけくらい、しておけばよかった。手遅れだ。あとどれくらいだろう。下を見る。思ったより近い。地面が──……。
















　ところで、生まれ変わりを信じるか？







　一度ならず二度までも生まれ変わってしまったら、信じるしかない。

「勇敢なる兵士たちよ！」

　カナーンの丘に将軍の野太い声が響き渡ると、兵士たちが槍やりを上下に動かしはじめた。槍の石突きで地面を叩く。それにあわせて、ウゥッ、と低く唸うなる。アーカイム、と母国の名を叫ぶ者もいる。ギルヒーも兵士たちに倣ならって連呼した。

「アーカイム！　アーカイム！　アーカイム！　アーカイム！　アーカイム！」

　丘の下に広がるチロッテの野は、敵の歩兵と騎兵とで埋うめ尽くされ、数百どころか数千もの帝国旗がはためいている。あの黒、赤、黒の二色旗を見るだけで、ギルヒーは身震いがして止まらない。

「我らがアーカイムの誇り高き将兵！　並びに、みずから防衛隊に参加した闘志溢あふれる愛国の士、志願兵の諸君！　時は至り、ついに機が熟した！」

　バトラ将軍は小柄な老人だ。志願防衛隊の中列あたりに配置されたギルヒーには、彼がどこにいるのかもよくわからない。しかし、老将の声は驚くほどよく通る。

「エヴァラスティア帝国の罪、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、極ごく悪あく非道を詳細に語ることは今さらすまい！」

「そうだ！」

　兵士たちが口々に応じた。

「必要ない！」「そうだ！」「我々は知っている！」

「隣国ボルウォー、サナンザに続き、我がアーカイムにまで、彼奴等きやつらはブーツの土も落とさず踏みこんだ！　我々はこの一言を叩きつけるだけでよい！　帝国、許すまじ！」

「許すまじ！」

　男たちが唱和する。

「許すまじ！」「許すまじ！」「許すまじ！」

　ギルヒーも当然、心の底から将軍に同意しながら、誰よりも大きな声で怒鳴った。

「許すまじ！」

　そうだ。許せない。エヴァラスティア。あの国には、忘れようにも忘れられない恨みがある。絶対に許せるわけがない。

　アーカイムのギルヒーとして生を受け、物心がついたころにはすでに、重たい無念と、痛みにも似た嘆きと、くるおしいほどの憤りを抱かかえていた。

　ミシャ。あの日、失った彼女のことがありありと思いだされて、眠れずに転げまわる夜をどれだけ過ごしただろう。ギルヒーは幸か不幸か、大きな耳を帽子で隠す必要はなく、尻尾もない姿で生まれた。でも、ミシャはいない。もうどこにもいないのだ。

　父は猟師だった。母はギルヒーの妹を産んで間もなく亡なくなった。乳ち飲のみ子だった妹は父の知り合いに預けられ、それっきり会っていない。ギルヒーが十三歳のとき、父も病やまいで呆あつ気けなく死んだ。

　以来、ギルヒーは一人で生きてきた。生き抜くだけで精一杯だったが、エヴァラスティア帝国の動静を耳にするたびに、はらわたが煮えくり返った。

　帝国軍がポマ村を襲ったりしなければ、ミシャが死を選ぶことはなかっただろう。ギルヒー、いや、ラニィは、もっと彼女のそばにいられた。彼女がいつか自分以外の男に嫁いだとしても、それで彼女が幸せに暮らせるのであれば、きっと祝福できた。すべての可能性を帝国が奪い去ったのだ。

　地上に存在するエヴァラスティアの旗を、あるだけぜんぶ焼き払ってやりたい。帝国の兵隊は全員、万ばん死しに値する。そうは思っても、食うや食わずの未熟な猟師でしかないギルヒーに、いったい何ができるというのか。

　去年の暮れ、帝国軍は初めてアーカイムの国境を侵した。その直後、アーカイム王の名において志願兵の募集が始まった。これだと思った。

　志願防衛隊の一員になれば、給料がもらえるらしい。戦闘の訓練を受けることもできる。そして、いずれはあの憎き帝国と戦うことになるだろう。生まれてこのかたどころか、生まれる前からずっと待ち望んでいた機会が、ようやく巡ってきた。

「アーカイムの友たちよ！」

　老将が全軍に呼びかける。ギルヒーは感極まって涙ぐんだ。孤独と復ふく讐しゆう心しんだけが仲間だった。そんな自分を友と呼んでくれる人がここにいた。

「義によって我々の戦いに助すけ太だ刀ちすべく馳はせ参じてくれた真の勇者を、皆に紹介しようと思う！　サンドストームの英雄、〝風の戦士〟、砂の民たみのナバク・ハーザード！」

　丘がどよめきで揺れた。向かって右のほうから騎馬が駆けてくる。その姿は中列のギルヒーにもちゃんと見えた。

　鞍あん上じようの男は白い頭巾を被かぶり、やはり白い外套を身にまとっている。浅黒い顔は精せい悍かんというより獰どう猛もうそうで、恐ろしいほど眼光が鋭い。顎あご髭ひげが刃やいばのごとく尖とがっている。際きわ立だって肩が広く、背が高い。すばらしい偉丈夫だ。

　男が手綱を締めて馬を止めてから、それが馬じゃないことにギルヒーは気づいた。もしかして、あれは猪いのししなのか。でも、山で何度も見かけたことがある猪の大物よりずっと巨大だ。脚あしは長くてがっしりしており、背に瘤こぶがある。

「砂猪ゾアだ！」

　事情通らしい志願兵が言った。

「風の戦士は天剣持ちって話だぞ！」

　ゾアはたぶん、あの生き物のことだろう。天剣というのは何なのか。初耳だ。

　わあ、おお、という歓声があちこちで上がった。

「ナバク・ハーザード！」

「あれが風の戦士か。すげえ！」

「いかにも、諸君！　俺がナバクだ！」

　風の戦士は破顔して白い歯を見せた。明朗にして迫力たっぷりの力強い声だった。

「親兄弟を、女房子供を、家族を、友を、同どう胞ほうを守らんとする者たちよ！　俺は故郷を愛する諸君の味方だ！　諸君を勝たせるために、俺は来た！」

「ナバク！」「風の戦士！」「ナバク！」

　兵士たちが呼ばわって槍を振り上げる。

　風の戦士は湾刀を抜き、その切っ先で丘の下に群がる帝国軍を示した。

「やつらは大義なく群れをなすだけの弱兵だ！　連中を率いるランゼリカとかいう姫将軍など、お飾りにすぎん！　実際に指揮を執るのは〝輝き将しよう〟ダレン・デューだろう！」

「強いのは風の戦士だ！」

　一人の兵士が太い声で叫ぶと、ナバクは腹の底から笑った。

「むろん、この俺がダレンごときに後おくれをとることはない！　やつとはかつて一戦交えたが、俺と同じ天剣持ちでありながら、慎重を通り越して臆病な卑劣漢だった！」

「輝将、何するものぞ！」

　兵士が怒鳴った。

「姫将軍なんかやっちまえばいい！」

　志願兵の一人がそんな下げ卑びた言い方をすると、兵士も志願兵も一斉に賛同した。

「そうだ、血祭りだ！」「血祭りにしろ！」「血祭りだ！」

　帝国軍を根絶やしにする。これはその前ぜん哨しよう戦せんだ。

「恐れを知らぬ猛も者さたちよ！」

　風の戦士は湾刀を振りまわしながら煽あおった。

「俺たちは勝つ！　帝国軍を打ち倒す！　誰であろうと、俺たちを阻むことはできん！　志願防衛隊、前進！　俺に続け！」

　風の戦士が手綱を引いて白い外がい套とうをなびかせ、砂猪ゾアの首を巡らせた。志願兵たちが我先に丘を駆け下りてゆく。

　ギルヒーも負けじと走った。勝手に声が出た。

「おおお！　おおおおおお！　おおおおおおおおおお！」

　ナバク・ハーザード。砂猪ゾアに乗る風の戦士は速い。志願防衛隊をぐんぐん引き離し、単騎で帝国軍に突っこんでゆく。なんて男だ。怖くないのか。怖かったら、あんな芸当はできないだろう。ナバクに感化されているのか、ギルヒーも恐怖を感じなかった。勝てる。この戦争は勝ったも同然だ。負けるわけがない。

　やにわに帝国軍の陣から渡り鳥の大群が飛び立った。いや、鳥なんかじゃない。矢だ。帝国軍の弓兵が矢を斉射したのだ。指揮官が叫んだ。

「槍上げぇい！」

　ギルヒーたちは槍を両手持ちして、穂先を斜め上に向けていた。それを直角に立てると、足並みが乱れた。季節外れの雹ひようみたいに矢が降りそそぐ。ギルヒーの槍に矢が当たった。志願兵がばたばたと何人も、もしかしたら何十人も倒れたが、運が悪ければ自分もその中の一人だったかもしれないとは考えもしなかった。

　ナバク・ハーザードが帝国軍の最前列に突撃しようとしている。帝国軍の前衛は鎧よろい兜かぶとで身を固めて槍と盾を持つ重装兵だ。いくら風の戦士でも、砂猪ゾアごと槍やり衾ぶすまで串刺しにされて終わりじゃないのか。そうはならなかった。

　ナバクが砂猪ゾアの背から跳び上がる。砂猪ゾアはそのまま敵兵の槍を物ともせずに突進した。おそらく無傷ではないだろうが、勢いが止まらない。

　数十本の槍を飛び越したナバクは、帝国軍の三列目か四列目に躍おどりこんだ。

　白はく刃じんが閃ひらめき、血煙が巻き上がる。

　風の戦士が帝国兵を斬って、斬って、斬りまくっている。

　帝国軍が浮き足立った。矢はもう飛んでこない。両軍が接近したせいだ。風の戦士に続いて、アーカイムの志願防衛隊が帝国軍に食らいつこうとしている。

　隊列は乱れていても、ギルヒーの前にはまだ大勢の志願兵がいる。敵と激突して味方が吹っ飛んだ。目の前の人垣がいっぺんに薙なぎ倒たおされたように感じた。それでもギルヒーは最前列じゃない。雄お叫たけび。怒号。指揮官が「叩けぇい！」とがなっている。そうだ。

　隻せき腕わんの教官が口をすっぱくして言っていた。おまえらはずぶの素人だ。槍で相手を突き刺そうなんて考えるな。叩け。思いっきり叩いて、ぶちのめしてやれ。叩け。叩くんだ。

　叩け叩けとわめきながら槍を振り下ろすと、何かにぶつかって弾はじかれた。たぶん敵の槍だろう。自分の背丈より長い槍の柄を両手でしっかりと握りしめ、ふたたび振り下ろす。一歩、二歩と足を進めながら、何回も何回も槍を振り上げては振り下ろした。

　二回に一回は槍が何かに当たる。

　重い。訓練のときより、槍がやたらと重く感じる。

　敵を一人でも倒したのか。わからない。腕の痺しびれもどこか曖あい昧まいだが、やれている。戦争なんて自分にできるのか。正直、不安だった。何だ。意外と戦えているじゃないか。

　いい気になりかけていた。それは否定できないが、あまりにも突然の出来事だった。

　だしぬけに前の志願兵が真っ二つになって、ギルヒーが最前列になった。誇張でも何でもなく、本当に一人の人間が二つになったのだ。

　その志願兵とは一緒に訓練を受けた。話らしい話をしたことはないものの、顔見知りではあった。ともにこの戦いをくぐり抜けたら戦友になっていたかもしれない男が、上半身と下半身とに分断され、崩れ落ちた。意味がわからない。

　女だ。

　突っこんでくる。女が。どうして？　何だ？　女？　戦場になんで女が？
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　その女は帝国軍の隊列から飛びだしてきた。ということは、帝国兵なのか。速い。

　速いなんてものじゃない。もうすぐそこにいる。

　女は奇妙で大仰な形をした武器らしきものこそ持っているが、鎧兜のたぐいを身につけていない。まだ若そうだ。せいぜい十八歳のギルヒーと同年輩だろう。

　いつかどこかで会ったことがある。

　漆黒の髪。瞳の色は赤というよりショッキングピンクだ。不自然に感じられるほど異様な輝きを宿している。まさか。噓うそだろ。あの女なのか。あの日、ポマ村の広場にいた。いや、だけど、おかしい。だって、あれから何年経たった？　あのとき、この女は何歳だったのか？　ありえない。でも、似ている。同一人物としか思えない。似すぎている。

「おまえっ──」







　それにしても、二度あることは三度ある、ということなのか。







　王おう樹じゆという木がある。たいそうな名だが、デュラーン国の西に広がる樹海にはざらにある常緑高木だ。若木のうちは丸っこくて愛らしく、年を経ると馬鹿みたいな巨木に育つ。

　ルカリックはこのへんで一番大きな王樹によく登る。とくに何をするでもない。枝にまたがって幹に背を預け、ぼうっとしている。これが最高に気持ちいい。たまに樹上で昼寝をすることもある。

「落ちたらしゃれにならないけどな。三十メートルは軽くあるし。メートルとは言わないか。クートだっけ」

　独り言もときどき言う。

　ときどき、というか、けっこう言う。

「しゃべる相手がいないし……」

　一人で笑うと、やけにむなしい。

　とはいえ、いいかげん慣れてはいる。鱗うろこに覆われている指を折って、この樹海に入ってから過ごした季節を数えてみた。

「かれこれ六年か。てことは、もう十八歳？　あ、爪がのびてる……」

　ルカリックは右手の爪に齧かじりついた。蜥蜴人サラマンの爪は硬かたくて鋭い。使いようによっては便利だが、どうも気になるので短くしている。蜥蜴人サラマンは顎の力が強いし、歯が欠けたり抜けたりしても生えてくるから、いつしか道具を使わずに爪を嚙かみ切るようになった。

　ついでに、蜥蜴人サラマンは成長が早い。生まれてから百日程度の授乳期間が終わると、よちよち歩きを始める。三歳くらいまでは母親について歩くが、四歳ごろには体格が大人に近くなって、邪魔者扱いされてしまう。

　親離れすると、母親とは赤の他人になる。ルカリックも母親に会いたいとはこれっぽっちも思わない。父親に至っては知りもしないので、いてもいなくても同じだ。

　俗に、蜥蜴人サラマンに巣はあっても家はなし、という。家族ではなく、気の合う者同士で党という集団を形成して暮らすのが蜥蜴人サラマン流だ。

　それすらもしないで、樹海に一人引き籠こもっているルカリックは、何者なのか。

「まがりなりにも猟師をやってたこともあるし、なんとかなっちゃうんだよな……」

　前世まえが何であれ、自分は結局、蜥蜴人サラマンだと感じる。一方で、いわゆる蜥蜴人サラマンとは違うような気もする。だったら何だと訊きかれると、即答できない。

「何者でもないし、何者にもなれない、みたいな……？」

　いつかどこかで聞いたような言葉だ。十八年しか生きていないわりには、そういうことが多すぎる。

「……そりゃまあ、十八年以上生きてるし。一回目は二十九年で、二回目は十八年、三回目も十八年か。で、四回目の十八歳。──ん……」

　首をひねる。今、遠くで何かが動いた。

　目を凝らして北東の方向を見る。あの一帯は木がまばらだ。いる。

　獣けものじゃない。人か。わざわざ樹海に入りこんでくるとは。

「またか。このごろ多いな。帝国のせいだ……」

　その名を口にすると、苦々しさが喉から胸へと広がり、腹の底まで染み渡る。

　アドリトラーとかいう男がエヴァラスティア帝国の皇帝に即位したのが、今から三十五年ほど前らしい。その七年後、アドリトラー帝は〝人間の帝国〟を標ひよう榜ぼうし、国号をエヴァラスティア、正式名称を〝天地一統全界太平恒久不滅絶対種人間乃帝国〟に改めた。

　帝国はもともと領土の拡張に意欲的だった。アドリトラー帝の時代になって、よりいっそう他国に戦争をふっかけまくるようになった。

　ルカリックが樹海入りした六年前はまだ、帝国はデュラーンに侵攻していなかった。それでも戦乱の噂うわさはいやというほど耳に入ってきたし、難民の姿をしばしば目にした。亡国の敗残兵が、あちこちで追い剝はぎをしているという話もよく聞いた。物騒な世の中になった。それが人々の口癖だった。

「……関係ない」

　ルカリックは右手を握り固めて息を吐はいた。

　ぜんぶ忘れてしまいたい。

　帝国にも戦いにも関かかわりたくないから、樹海暮らしをしている。

　向いていないのだ。もともとが平和な日本の童貞社畜ＳＥだし。どうして戦争なんかするのか。他ほかにやることないの？　戦うのは格闘技くらいにしておけばいい。どんな理由があっても、殺しあうなんて馬鹿だ。軍隊を送りこんで村人虐殺とか、まともじゃない。

　もちろん、大事な人を殺されたら黙ってはいられない。仇かたきをとりたい。復ふく讐しゆうしたい。それが人情というものだ。でも、報復して何になる？　死んだ人が生き返るわけじゃない。

　エヴァラスティア。相も変わらず世を乱しつづけている帝国は真正のクソだ。

　ああいう国があるから、野盗、山賊のたぐいが大量発生して跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする。暮らしを破壊されて行き場をなくした人々の一部は、この樹海にまで逃げこんでくるのだ。

「……知ったこっちゃないけど。そうだよ。無視だ、無視。どうだって……」

　ルカリックは目を背そむけようとした。見たくないのに、なぜか見てしまう。

　五人か六人の集団がこっちのほうへ駆けてくる。狼おおかみの群れにでも追われているのか。いや、狼は夕方から夜にかけて狩りをするので、その線はまずない。だとしたら、灰色熊か。樹海には豹ひようもいる。まあ違うだろう。人を襲うのはたいてい人だ。

「くそ！」

　ルカリックは吐き捨てて王樹からするすると下りた。なまじ目がいいものだから、見えてしまった。

　集団の中に赤毛の女がいた。年の頃は十六、七か。二十歳はたちにはなっていないだろう。

　勝手知ったる樹海を走りながら、余計なことに首を突っこむな、と自分自身を説得しようとする。やめておけ。おまえは世捨て人じゃないか。

　足を止め、まださして大きくなっていない王樹に身を寄せた。

「お父さん！」

　若い女が父を呼ぶ声がした。

「急げ、カルハ！」

　男の声が応こたえた。

　ルカリックが身を潜ひそめている王樹の近くを、中年の男二人、それから青年が通りすぎてゆく。赤毛の女はその次だった。

　ルカリックはすかさず手をのばして女の腕をつかんだ。女が悲鳴をあげる。ルカリックはかまわず女を引き寄せて駆けだした。

「こっちだ。ばらばらに逃げたほうがいい」

「あ、あなたは」

「猟師だよ。安心して」

「でも、お父さんが……」

　赤毛の女は顔を引きつらせている。突然のことに驚いているのか。いや、それだけじゃない。彼女は怯おびえきっている。たぶん、自分の腕を鷲わしづかみにしている蜥蜴人サラマンに。

　地域にもよるが、蜥蜴人サラマンはあらかさまに差別されている。猫耳人コーサニカや犬頭人ウルフニツドなんてものじゃない。外見が爬は虫ちゆう類るいに似ているからか。れっきとした哺ほ乳にゆう類るいなのに。

「何に追われてるんだ？」

　赤毛の女は答えようとしたのかもしれないが、嗚お咽えつで言葉にならなかった。

　まったく似ていない。年とし恰かつ好こうは同じくらいだし、赤毛だが、それだけだ。

　たしかカルハとか呼ばれていた。彼女はミシャじゃない。当然だ。そんなことは最初からわかっている。

　ルカリックは近くの茂みに赤毛の女を押しこみ、手製の腰鞘ざやから鉈なたを抜いた。彼女が茂みから出てこようとしたので、低い声で「隠れてろ」と脅しつけた。

　樹海の端はしのほうを突き抜ける道や、外縁沿いの道が何本かあって、商人や旅人が往来している。この前、明け方に樹海の中を散策していたら、十人以上の男たちが焚たき火を囲んで酒盛りしていた。ああいう輩やからが掃いて捨てるほどいる。どうせ野盗のたぐいだ。

　戦いなんて心底嫌いなはずなのに、一暴れしたくてたまらない。鉈をくるっと一回転させて柄えを握りなおした。獣ならこの手でだいぶ仕留めたし、相手が人間でも、野盗みたいなクズならやれる。あれか。

　木々の合間に人ひと影かげが見えた。きっと、やつだ。

　こっちに来る。

　思ったより小柄だ。華きや奢しやと言ってもいいかもしれない。襤ぼ褸ろをまとっている。

「……噓だろ」

　女だ。

　ひどく汚よごれているので明言できないが、髪はたぶん黒い。目は。

　赤い。

　というより、ショッキングピンクだ。あの色。あれは。

　あの不気味な輝きは。

　身なりは一見、難民だ。でも、彼女は違う。右手にぶら下げている細長い物体は剣なのか。どす黒い粘液のようなもので塗り固められていて、刃物かどうかさえよくわからない。彼女が身につけている襤褸も同じだ。

　ひょっとして、血か。

　彼女は全身に返り血を浴びて、それが乾いた上に血ち脂あぶらがこびりつき、固まっているのかもしれない。

　ルカリックは彼女を知っていた。

「おまえは……」

　必ずしも呼びかけたわけではないが、彼女は足を止め、ゆっくりとルカリックに目の焦点を合わせた。

　汚れきっているだけではなく、肉が落ちて、骨張っている。

　それでもなお面影があった。

「ワタシ」

　掠かすれた声で、彼女はそう言った。

「おまえは」

　ルカリックは声を震わせて訊いた。訊かずにはいられなかった。

「おまえは、……何なんだ」

「ワタシワエリカントフィフスフルデリカ」

　そして、彼女は駆けだした。棒きれみたいに瘦やせ細っているのに、信じられないほど彼女は素早かった。彼女は一瞬でルカリックに肉薄した。彼女が振り上げている剣らしきもの、あるいは剣だったのかもしれない物体で、今から自分は殺されるのだろう。こんなのってない。どうして毎回この女が。逃げられないのか。なんで。







「──……ルカイン。おい、アベル。アベルカイン。おいったら」

　肩を叩たたかれて、アベルカイン・ララクルスは我に返った。左を向くと、品のいい猟犬のような顔が笑っていた。

「どうした、アベル。目を開けたまま眠っていたんじゃないだろうな」

「まさか」

　友に笑い返し、肩をすくめてみせる。

「すまない。考えごとをしていた」

「この期ごに及んで、まだ考えることがあるとはな。おまえらしいよ、軍師どの」

「やめてくれ、殿でん下か。軍師なんて柄がらじゃない」

「だったらおまえも殿下はよせ。嫌きらいだって、知ってるだろう」

「もちろん知っているよ、ピエトロジョー・サントマルトリス。でも、きみは正真正銘、我らがサントマルタンの王太子殿下だ」

　ピエトロジョーは、ふん、と鼻を鳴らして口くち許もとを歪ゆがめた。

「わかったよ。俺もおまえも子供じゃない。お互いもう十八だからな」

　まだ不服そうだが、数年前まではアベルカインが何を言っても突っかかってきて、しまいには怒りだすこともめずらしくなかった。ピエトロジョーは成長して変わった。変わってくれなければ困る。十八歳は立派な大人だ。

　アベルカインは後ろに列をなしているサントマルタンの将兵をざっと見まわした。歩兵が二千人。軽装騎兵が五百騎。全員、歴戦の勇士とまでは言えなくても、実戦を経験している。選えり抜ぬきの精鋭たちだ。

「しかし、アベル」

　ピエトロジョーに肩を小突かれた。

「おまえの読みどおりだったな。やつらは平ひら皿ざら谷だにに陣を張った」

「その点についてはちっとも不思議じゃない。地勢を考えれば、ここしかないんだ」

　平皿谷は谷というよりも、ちょっとした盆地だ。この壺つぼ山やまの中腹から眺めると、日の出前のまだ薄暗い空の下、平皿谷にはものすごい数の天幕がひしめている。物見が報告してきた総兵力四万から五万という数は、大外れしていないだろう。

「平皿谷を通る以外の経路も考えられる。ただ、何万人もが野営できるのはここしかない。まともな指揮官なら、ここで一度、兵を休ませる」

「帝国第五征圧軍を率いるのは、俺たちと変わらん年頃の女なんだろう。たしか、シャルゼリカとかいう」

「アドリトラー帝の娘むすめらしいけど、軍歴はわからない。噂では天剣持ちだとか」

「たとえ並外れて腕が立つとしても、軍の采配となると話は別だ。やはり実質的な大将はゲルト・ファッツか。まだ三十歳くらいだよな」

「将軍としては若い。でも、赫かつ々かくたる武勲を立てている有能な男だ」

「それだけに、まともなはずだな」

　ピエトロジョーはにやりとした。

「指揮官がなまじ優秀なせいで、やつらは俺たちに敗れるってわけか」

「まだ勝てると決まったわけじゃない」

「おまえが作戦を立てて、この俺が兵を率いるんだ。勝てないわけがない」

　ピエトロジョーは生まれながらの自信家だが、傲慢では決してない。強くあらねばならないから、自分は強いのだと信じている。彼の自信は、サントマルタンの民たみと国土を守り、栄えさせるための力なのだ。

「アベルカイン・ララクルス。おまえはずっと俺の友だちだった。だが、いつまでも友だちのままではいられない」

「父は貴族だけど、僕には兄がいる。……僕は跡継ぎじゃないからね」

　ピエトロジョーは驚いたように目を瞠みはって、そうじゃない、と笑った。

「俺が王になったら、おまえを宰相にする。友だちじゃなくて、おまえは俺の片腕になるんだ。こき使ってやるからな。覚悟しておけ」

　気の利きいた答えが浮かばない。うなずくことしかできなかった。

　サントマルタンに竹馬はないが、アベルカインとピエトロジョーは竹馬の友だ。

　アベルカインの幼年期から少年期は、前世の記憶のせいで混乱していた。明るく前向きで鷹おう揚ようなピエトロジョーに、どれだけ救われたかわからない。

　彼が身近にいてくれたおかげで、大切なことに気づいた。

　自分はもう日本人の社畜ＳＥじゃない。猫耳人コーサニカと犬頭人ウルフニツドの血を引くポマ村のラニィでも、アーカイムのギルヒーでも、蜥蜴人サラマンのルカリックでもない。

　サントマルタンのララクルス家に生まれ、ほとんど何不自由なく育ち、ピエトロジョーという友がいる。この国を愛しているし、貴族の端くれとして、民を守らなければならない。過去の記憶を消し去ることはできないが、肝心なのはあくまで現在なのだ。

　間もなく日が昇る。

　平皿谷の天幕に掲げられた黒赤の二色旗、そして、『天地一統全界太平恒久不滅絶対種人間乃帝国』と書かれた長旗がよく見えるようになってきた。

　去年、サントマルタンと国境を接するレミッサが帝国に全面降伏した。その前からアベルカインはわかっていた。帝国はいずれ必ず攻めてくる。選択肢は結局のところ二つしかない。屈服するか。もしくは、戦うか。

　サントマルタンにも和平派や恭順派がいる。ピエトロジョーは一貫して主戦派だった。友のおかげで、アベルカインは帝国に立ち向かう気概を持つことができた。帝国と戦う。そのことにはもはや一いつ片ぺんの迷いもない。

　とはいえ、帝国はやみくもに戦って勝てる相手ではない。どうやってあの巨大な怪物に挑み、これを打ち負かせばいいのか。果たして勝ち目はあるのか。アベルカインはひたすら考えつづけてきた。戦うことが目的なのではない。勝利しなければ意味がないのだ。

　我が友サントマルタン王太子ピエトロジョーは武芸に秀でている。十五歳から部隊を指揮し、賊を討伐したり、隣国との小競り合いを制したりしてきた。帝国が来襲すれば、彼が先頭に立って帝国を迎え撃つことになるだろう。

　友を勝たせる。そのために、自分にできることは何なのか。

「そろそろだな」

　ピエトロジョーが兜かぶとを被かぶって自分の馬に乗った。アベルカインも騎乗する。

　サントマルタンの軍馬はまるで牝め鹿じかだと揶や揄ゆされる。起伏が激しくて岩山の多い国土で育った馬は、俊敏で丈夫な脚あしを持つものの、総じて小柄だ。帝国軍の逞たくましい軍馬に比べるといかにも貧弱だが、牝鹿のような馬にしかできないこともある。

　下馬してそのときを待っていた騎兵たちも、次々と馬に乗った。どの騎兵も軽量の鎧よろいを身につけている。携帯している武器は、重い騎兵槍やりのたぐいではない。扱いやすい短槍、剣、そして短弓だ。

　ピエトロジョーは肩を上下させて大きく深呼吸すると、兜のバイザーを下ろした。

「事をなすのによき日和だ」

　この壺山中腹から平皿谷へと至る斜面は険しく切り立っている。ほぼ崖がけだ。徒歩で下りるのも躊ちゆう躇ちよするような急勾配の坂を、馬で一気に駆け下りる。そんな策は正気の沙汰ではないと、強気なピエトロジョーでさえ最初は反対した。

　壺山から平皿谷へ攻め入るのは無理だ。誰もがそう思うからこそ、帝国軍の意表を突くことができる。現に帝国第五征圧軍は、壺山方面だけまるで警戒していない。

　アベルカインは貴族の家に生まれたが、体格も身体能力も人並みだ。ピエトロジョーとは数えきれないほど試合をした。まともに立ち合ったら、十本に一本もとれない。どうすれば勝てるのか。頭を使いだすと、勝率がいくらか上がった。

　こことは別の世界で二十九年生きた。あの世界では印刷技術が発達していて、大きな書店や図書館に行けば、数十万冊もの本が並んでいた。ずいぶんいろいろな本を読んだ。人づきあいが苦手で、本が友だちだった。読書でえた知識は今も多少は思いだせる。

　これは一いちノの谷たにの戦いだ。源みなもとの義よし経つねが鵯ひよどり越ごえの奇襲を成功させた。名高い逆落としだ。逆落としは史実ではなく創作だという説もあったが、だったらここで実現してみせる。平皿谷はサントマルタンにとっての桶おけ狭はざ間まなのだ。織お田だ信のぶ長ながの軍が今いま川がわ義よし元もとの首をとったように、ピエトロジョーがゲルト・ファッツ将軍を討つ。

　ピエトロジョーが右手を高々と挙げた。

「さあ、勝ちにいくぞ」

　馬術が巧みな熟練の十騎が先陣を切って崖を下りはじめる。ピエトロジョーも馬を進めた。アベルカインも続く。

　これでも貴族なので、馬には四歳から乗っている。事前に急な坂で練習もした。でも、これは予想以上だ。下りる？　違う。落ちる感覚だ。こういうときは馬に任せたほうがいい。牝鹿のようなサントマルタンの軍馬は、勝手に足場を見つけてどんどん下りてゆく。

　帝国軍の陣地はまだ静まり返っている。

　上のほうから、「うわっ」という声が聞こえてきた。一騎の騎兵が飛び跳ねるようにしてアベルカインたちを追い越してゆく。馬が足を踏み外したようだ。

　敵の陣地に動きがあった。気づかれたか。天幕の外で数人の兵士が騒いでいる。

　ピエトロジョーが振り向いた。アベルカインは首を振ってみせる。このままでいい。

　一部の帝国兵はすでにサントマルタン軍を認にん識しきしている。ただ、現時点では、慌てふためいたり仲間に報しらせようと騒いだりしているだけだ。迎撃の態勢を整えるところまではいっていない。

　先頭の十騎が平皿谷に下りたった。その直後、喇らつ叭ぱの音が鳴り響きはじめた。帝国軍の喇叭だ。こうなったら静かにしている必要はない。負けじとピエトロジョーが叫ぶ。

「サントマルタンのためにペル・サントマルタン！」

　騎兵たちが、そしてまだ崖を下りている途中の歩兵も、声を限りに唱えた。

「サントマルタンのためにペル・サントマルタン！」

　アベルカインは黙って馬を操あやつった。ピエトロジョーが馬の腹に拍車をかけ、敵陣に突っこんでゆく。絶対に我らが王子を孤立させてはならない。アベルカインは周囲の騎兵に指示を出しながら、懸命に友を追いかけた。

　ゲルト・ファッツ将軍の居場所は目星がついている。平皿谷のほぼ中央だ。そこまで辿たどりついて将軍を討ちとる。それだけではだめだ。その後、ピエトロジョーを離脱させないといけない。緒しよ戦せんに敗れたくらいで帝国は退ひかないだろう。王子には救国の英雄として長い防衛戦を戦い抜いてもらう。

　アベルカインは一応、剣を抜いている。持っているだけだ。使いはしない。

　騎兵たちはよくやっている。王子直衛のアベルカインを含む三十騎以外は、分散して敵陣を駆け、帝国兵を馬ば蹄ていにかけて、槍で突き、剣で斬りつけて、器用な者は騎射までしていた。敵を殺す必要はない。引っかきまわして蹴け散ちらすだけでいいのだ。

　歩兵も続々と平皿谷に下りている。彼らも騎兵と同じく軽装だ。騎兵が敵陣に入りこんでいるから、直射で近い標的を狙って矢を放っている。接近戦は避さけられるだけ避けるよう厳命しているから、帝国兵にしてみればやりにくいだろう。本当は火矢で攪かく乱らんしたかったが、帝国軍の天幕は火がついても延えん焼しようしづらい。火を用意する手間も考慮して、やむなく断念した。

　王子率いる三十騎は、無人の野を進むかのように敵陣を突っきってゆく。ここまでうまくいくとは想像していなかった。いや、気をゆるめるな。行く手で槍と盾を持った帝国兵が隊たい伍ごを組もうとしている。密集隊形で壁を作るつもりだ。

「ピエトロ、迂う回かいして──」

「いや、突っこむ！　俺を信じろ、アベル！　突撃スカーレ！」

　ピエトロジョーは伝統的な掛け声で勢いをつけ、馬を加速させた。もう制止できない。行くしかない。

「スカーレ！」「スカーレ！」「スカーレ！」

　直衛の騎兵たちが人馬一体となって帝国兵に突貫する。アベルカインも馬腹を蹴った。

　帝国兵たちの隊列はまだ固まっていない。槍や盾の構え方もまちまちだ。一いつ瞬しゆんで突破した。とりあえず、ピエトロジョーと自分は大丈夫だ。脱落したのは二騎か、三騎か。アベルカインは振り向きそうになったが、思いとどまった。それどころじゃない。

　帝国の騎兵だ。横合いから突っかかってきて、こちらの騎兵が一騎、二騎と立てつづけに騎兵槍の餌え食じきになった。

「止まるな！」

　アベルカインはピエトロジョーと同時に怒鳴った。たとえ味方が何騎やられても、敵の騎兵は無視するしかない。周りには帝国の歩兵もいる。騎兵が足を止めて歩兵に包囲されたら終わりだ。進め。進みつづけろ。騎兵が動いているだけで、密集隊形をとっていない歩兵にとっては脅威だ。

「万歳ペルセンプレ！」

「殿でん下か！　我が国をどうか！」

「アベルカイン様、殿下をお願いします！」

　絶叫しながら、直衛の騎兵たちが隊列から離はなれてゆく。彼らとふたたび会うことはないだろう。感傷に浸るな。まだだ。直衛はアベルカインを入れてまだ二十騎以上残っている。依然として帝国軍は周しゆう章しよう狼ろう狽ばいしていて、まったく統率がとれていない。その場その場で対応しているだけだ。上々じゃないか。

「将軍をお守りしろ！」

　そんな声がはっきりと聞こえた。

　向かう先にひときわ大きな天幕があり、その周囲に歩兵が集結しようとしている。馬を引く者がいる。騎兵も四、五騎いる。

「あそこだ！」

　ピエトロジョーが高らかに言い放ち、剣を掲げた。

「ゆくぞ、俺に続け！」

「スカーレ！」「スカーレ！」「スカーレ！」「スカーレ！」

　直衛の騎兵たちが一斉に鬨ときの声を上げる。アベルカインは歯を食いしばって目を皿にした。ここからが正念場だ。ゲルト・ファッツ。どこだ。どこにいる。

　例の天幕から男が出てきた。刃が大きい薙なぎ刀なたのような武器を手にしているが、防具は胸当てしかつけていない。黒髪。赤い目。赤といっても、ショッキングピンクと表現したほうがアベルカインにとってはしっくりくる。

　帝国人でも、あそこまで黒い髪と鮮やかなショッキングピンクの瞳を持つ者はそういない。帝国が言う絶対種人間というやつだ。間違いない。あれがゲルト・ファッツだ。

　帝国の歩兵らがファッツの前に我が身や盾、槍で防壁を築こうとする。だが、一足遅い。直衛の騎兵たちが果敢に突進してこれを斬り破る。アベルカインもその中にいるが、まだ一度も剣を振るっていない。ピエトロジョーの斜め後ろに馬をつけて、標的のファッツを見すえている。

　ピエトロジョーは三番手か四番手だ。一番手の騎兵が間もなくファッツをとらえる。

　そのとき、ファッツが動いた。逃げない。向かってこようとした。

　情報によると、ファッツは常人を超越した天剣持ちではない。武術の心得は当然あるだろうし、あの大仰な薙刀も飾りではなさそうだが、複数の騎兵相手では分が悪いはずだ。観念して、潔く斬り死にする気か。邪魔さえ入らなければ、ファッツは見事に武人らしい最さい期ごを遂げていたかもしれない。

「……女だと」

　アベルカインは思わず呟つぶやいた。

　天幕の中から出てきたのか。それとも、別の場所から現れたのだろうか。とにかく、一人の女がファッツの前に躍おどりでた。

　ファッツどころか周りの兵士たちと比べてもずっと華きや奢しやだ。あるいは起き抜けなのかもしれない。外がい套とうを身につけるというより羽織っている。

　漆黒の髪は短めだ。

　女にしては。

　瞳が赤い。

　不穏なまでに。

　帝国人でもそうはいないはずの、絶対種人間。

　ピエトロジョーにすら明かしていないが、アベルカインはずっと昔に出くわしたことがある。

　それも、一度じゃない。何度も。正確に言えば、三度だ。

　またなのか。

　同じだ。

　あの女じゃないか。

　女が持っている奇妙というか異様な形をした武器にも見覚えがある。

　あの女は、あの武器で、──僕を。

　アーカイムのギルヒーを。

「シャルゼリカ様！」

　ファッツは女の名を呼んだのだろう。あれが？

　あの女がシャルゼリカ？　皇帝の娘むすめだっていうのか？　天剣持ちの？

　シャルゼリカはあの奇態な武器を振りまわしたのか。速すぎてよく見えなかった。でも、一番手と二番手の騎兵がいっぺんに、たぶんほとんど同時に馬ごと斬り刻まれ、大量の血ち飛沫しぶきをぶちまけながら飛び散った。一人の人間にあんなことができるとはとても思えないが、彼女がやったのだろう。そう考えるしかない。

　一番手と二番手の騎兵が木こっ端ぱ微み塵じんになったあとに、あの武器を手にした彼女が血みどろになって立っていたからだ。

　他ほかの騎兵たちの馬が血肉の雨を浴びていななき、竿さお立だちになった。アベルカインの馬も前まえ脚あしをあげて身をよじった。帝国軍の歩兵たちまで跳び上がったりしゃがみこんだりした。暴れる馬を御ぎよしきれず、何人か落馬した。その中にはピエトロジョーもいた。

「殿下、どうかお下がりを！　ここは私が！」

　ファッツが進みでてこようとしている。シャルゼリカは振り向いてファッツを見た。

　ピエトロジョーは立とうとしてはいるが、どこかを強く打ったのか、まだ起き上がることができていない。

　アベルカインはいったん馬の首にしがみついてから、地面に下りた。

　ファッツが頭上で薙刀を一回転させ、ピエトロジョーに迫ろうとしている。だめだ。今ここでピエトロジョーを失うわけにはいかない。無二の友を死なせてたまるものか。それに、帝国との戦いには彼が必要不可欠なのだ。

「ピエトロ！」

　アベルカインはピエトロジョーを跳び越こえ、ファッツの薙刀を剣で防いだ。体格だけではない。技量も圧倒的にファッツのほうが上だろう。それなのに、なぜか押し返すことができた。でも、次はおそらくそうはいかない。攻められる前に攻めろ。

「失敗だ、退ひけ！　ピエトロ、きみは生きろ！　騎兵たち、王子を！」

　叫びながら踏みこんで矢継ぎ早に剣を繰りだす。相手は薙刀だから、接近されるとやりづらいはずだ。実際、アベルカインが押している。ファッツは防戦一方だ。

　友はもう逃げてくれたか。確かめる余裕はさすがにない。

　もう一押しだ。あと一押ししてファッツを怯ひるませることができれば、自分もなんとか逃げおおせられるかもしれない。戦いはこれからも続く。友を支えて、サントマルタンを守らないと。

「劣等種が！」

　ファッツは薙刀の柄えでアベルカインの剣を弾はじき返しつつ、前蹴りを出した。焦っているのだろう。雑だった。それにしても、我ながら驚いた。アベルカインは見すかしたような身のこなしでファッツの蹴りを躱かわしたのだ。

　ファッツは体勢を崩している。千載一遇の機会だ。

　ゲルト・ファッツを殺せる。

　おかげでかえって泡を食ったとは思わない。アベルカインの体は勝手に反応した。すこぶる調子がいい。よすぎるほどだ。剣が右手の延長のようにのびて敵将の喉元をとらえようとしている。本当にあともう少しだった。

　衝撃は真上から来た。ものすごい音がして、右腕がへし折られた。痛みは感じなかったが、アベルカインは座りこんでしまった。

「え……」

　あの女だ。

　シャルゼリカが右斜め前にいて、アベルカインを見下ろしている。すぐ近くだ。

　いつの間に。

「下がっていろと言ったわりに、手こずるものだ」

　シャルゼリカが押し殺したような声で呟いた。

「申し訳ありません、シャルゼリカ様……」

　ファッツが恥じ入って詫わびる声を聞きながら、アベルカインはなんとなく理解した。

　この女だ。

　ファッツが危ないと知り、この女がアベルカインの右腕を折った。たぶん、武器を持っていない左手を叩きつけたのだろう。女が素手で、男の腕を軽々と折った。

　右腕はぴくりとも動かない。きっと骨が粉々になっている。腱けんも血管も筋肉もめちゃくちゃだろう。この女のどこにそんな力があるのか。これが天剣持ちか。

　だいたい、どうしてこの女がここに？

　同じ顔をした女が、何度も何度も。

　これで四回目じゃないか。

「……だから、何なんだよ、おまえは」

　答える代わりに、彼女は武器を振り下ろした。
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「よしよし。来やがったな、ブッチの野郎め」

　ジョー・ヴィシャスが肩を揺らして笑う。そのいかにも凶悪そうで物騒としか言いようがない笑え顔がおを見るたびに、ロワは土と佐さ犬いぬを思いだす。顔がいかついだけじゃなくて、ジョーは体も大きい。当年とって五十歳。十年前よりだいぶ肥えた巨きよ軀くに鎧よろいをまとい、その上に黒い毛皮の外套を着た姿は、かなり威い嚇かく的だ。

「おい、ロワ」

　隣のロワを見下ろす眼光も、刺さりそうなほど鋭くて、とにかく圧がすごい。慣れていなければ、思わず縮み上がってしまうだろう。

「何ですか、オヤジ」

「今のところはおまえさんが描かいた絵図どおりだがな。思い上がるんじゃねえぞ」

「まあ、気をつけます」

　ジョーは舌打ちをして悪相をしかめた。

「まったくかわいげのねえ……」

「ジョー！」

　前のほうから声が聞こえてきたので、ロワは背伸びをした。前後左右、どの方向にいる傭よう兵へいも全員、ロワより背が高い。

「……見えないんだよな」

　小声でぼやくと、巨人に持ち上げられた。巨人というのは物の喩たとえではなく、バオッゾは実際、巨人族の血を引いている。ジョーどころじゃない、身長二・二メートルを超こえる巨体の持ち主だ。彼に肩車してもらうと、短たん軀くのロワでもずっと遠くまで見渡せる。

「ありがとう」

　礼を言っても、バオッゾは「んんー」と唸うなるだけだ。この巨人はあまり言葉が達者じゃない。数も四つから先はあやしくて、仲間たちによく馬鹿にされている。

「どうだ」

　ジョーがぶっきらぼうに訊きいた。

　向かって左にはトマン川が流れている。右手にそびえるハイレ山は、小さいわりに急きゆう峻しゆんだ。ジョー・ヴィシャスの傭兵部隊〝狐狼団ジヤツカル〟は、川と山に挟まれた幅百メートルもない川原に布陣している。

　敵との距離は五百メートルといったところか。徐々に近づいている。ジャッカルは動いていない。敵がゆっくりと前進している。

「五列横隊。……重装歩兵が約三百。騎兵は後ろか」

「ロワ！」

　ジョーは声を荒らげた。

「どうだって訊いてんだろうが」

「まだです」

「四百ポーンまで来たら教えろ。いや、四百五十ポーンだ」

　ポーンは歩幅がもとになっている長さの単位で、一ポーンがだいたい七十センチくらいだ。大陸で広く用いられているが、ロワは昔からどうも馴な染じめない。つい頭の中でメートルやセンチメートルに換算してしまう。

「二百八十メートルと三百十五メートルの違いって、けっこう微妙なんだけど……」

「何か言いやがったか、半人前め」

　ジョーに言い返そうとしたら、うるさい男が不平を漏らしはじめた。

「なあ、さっさと俺を出せよ、オヤジ！」

　ジャッカルの主力は槍やりと盾を持つ中装歩兵十四分隊二百八十人だが、その後方に騎兵が控えている。四分隊八十騎の騎兵を束ねるレオポルド・ホットスティールは、血の気が多すぎてうぬぼれの強い暴れ馬のような筋肉馬鹿だ。

「あんなクソ雑ざ魚こども、俺がひとっ走りして蹴け散ちらしてやる。害虫一食ってやつだ」

「それを言うなら鎧がい袖しゆう一いつ触しよくだろうが、阿あ呆ほうめ」

　ジョーは顔をしかめて足あし許もとに唾つばを吐はいた。

「だめだ。てめえはしばらくじっとしてろ。策ってもんがあるんだからな」

「策っていってもよ。腰抜けのチビが考えくさった小細工じゃねえか」

「誰が考えようと、最終的にやると決めたのは俺だ。レオ、てめえはこのジョー・ヴィシャス様に逆らおうってのか」

「ああ、いや、そうじゃねえよ、俺はただ……」

「オヤジ、そろそろ四百五十ポーンです」

　ロワが声をかけると、ジョーはうなずいて、主力の歩兵隊を率いる腹心の部下に呼びかけた。

「トビ！」

「盾上げえ！」

　打てば響くように犬頭人ウルフニツドのトビが命じた。彼はジャッカルでは最古参の傭兵だ。ジョーの友人でもある。

　歩兵たちが一斉に盾を頭上に掲げた。敵味方の距離はおよそ三百メートルだ。ふつうはこのくらいから弓戦が始まる。でも、敵は矢を射てこない。ジョーがほくそ笑む。

「案の定だな」

　ロワを肩車しているバオッゾが、「むぉー」と牛のように唸うなって体を右に向けた。

　ハイレ山のほうから剣けん戟げきの響きや雄お叫たけびが聞こえる。どうやら始まったらしい。

　正面の敵がざわつき、足並みを乱した。彼らにとって想定外のことがハイレ山で起こっている。動揺しているのだ。

「ちくしょう、ジョー、古ふる狐ぎつねめ！」

　敵中から胴どう間ま声ごえがあがった。まだ二百メートル以上離はなれているのにはっきり聞こえるとは、とんでもない声量だ。ジョーは大笑いした。

「クソトカゲのくせして、いい声で鳴きやがる！　ブッチ！　てめえとやりあうのもいいかげん飽きた！　今日で終わりにしてやる！」

　敵軍の傭兵部隊、ブッチーズの首領、蜥蜴人サラマンのブッチに負けず劣らず、ジョーも声がでかい。通信機どころか拡声器さえないので、声の小さい者に指揮官は務まらないのだ。

「悪たれジョージヨー・ヴイシヤス！　おまえらを皆殺しにして終わらせてやる！　瘦やせ犬どもめ！」

「俺らが瘦せ犬かどうか、味わって試してみろ、癇癪屋ブッチブツチ・テンパー！　できるもんならな！」

　ジョーは右手を振って煽あおった。

「トビ、突撃だ！」

　主力の歩兵隊が鬨ときの声を上げて前進を開始する。ジョーもゆったりと歩きだした。バオッゾ、ロワを含む直衛の歩兵二十人もジョーに続いた。

「俺らはまだかよ、オヤジ！」

　レオポルドが叫んだ。ジョーは返事をしない。

　間もなくジャッカルの中装歩兵隊とブッチーズの重装歩兵隊が衝突した。

　ブッチーズの重装歩兵は、鎖くさり帷かた子びらの上に板金の鎧やら兜かぶとやらを着けている。対するジャッカルの中装歩兵は、綿のクッションをふんだんに縫いこんだ亜麻織リンネルの鎧下、胸甲、鉄てつ兜かぶとという装備だ。防御力はブッチーズに、機動性はジャッカルに分がある。

「まあ互角だな」

　ジョーが低い声で呟つぶやいた。

　両軍は激しく槍で突きあい、叩きあい、盾をぶつけあっている。兵数はブッチーズが約三百で、ジャッカルは二百八十だ。ブッチーズのほうが少し多いが、大きな差はない。ジョー・ヴィシャスのジャッカルは名だたる傭兵部隊だが、ブッチーズもこの業界では大手だし、兵士の質もほぼ同等だろう。どちらもちょっとやそっとでは崩れない。おそらくまだ死者は出ていないだろう。

　ロワはバオッゾに担がれたままため息をついて、鳩尾みぞおちのあたりをさすった。胃が痛くてしょうがない。

　ジャッカルには野の童わつぱと称される子供たちがいて、雑用をこなしたり、戦利品を運んだりしている。大人の傭兵は戦場を庭と呼び、野童を立ち入らせない。十三歳になると大半の野童は庭入りし、敵を殺せば一人前の傭兵として認められる。

　ロワはつい最近、十八歳になった。同い年どころか年下の傭兵たちも、今まさにあの最前線で戦っている。彼らは勇敢だ。それは認める。彼らに臆病者とそしられても、ロワは反論しない。まったくそのとおりだからだ。でも、臆病で何が悪い？

　十八歳は鬼門だ。

　ラニィ。ギルヒー。ルカリック。アベルカイン。生まれ変わるたびに、どういうわけか十八歳で命を落としてきた。

　思えば毎回、直接的か間接的に戦争が絡んでいる。戦いには関かかわらないほうがいい。それなのに、何の因果かロワは戦場にいる。

「ぬおぉー」

　バオッゾが上を向いたので、ロワは彼の頭にしがみついた。

　矢だ。ハイレ山から矢が放たれた。

　数十本の矢が放物線を描えがいて、ブッチーズの後衛、騎兵隊に降りそそぐ。ブッチーズはまったく用心していなかったから、まともに矢を浴びた。

「オリヴァーがやりやがった！」

　ジョーが快かい哉さいを叫んだ。矢の雨が止やみ、ハイレ山からジャッカルの軽装歩兵が駆け下りてくる。まずは小部隊だ。二十人の一分隊だろう。その先頭を走る傭兵は小こ柄がらだ。

「……ダーリャ。早いな」

　ロワは口を押さえた。胃痛を通り越して吐き気がする。同い年のダーリャはロワと違って怖いもの知らずだ。それだけに、見ているこっちはひやひやする。

　ダーリャ隊が横合いからブッチーズの重装歩兵隊に食くらいついてゆく。彼らはジャッカルの主力中装歩兵隊とがっぷり四つに組んでいたから、ダーリャ隊に対応しきれない。もっとも、ダーリャ隊の突撃をしのぐのは、真っ向勝負でも簡単じゃないだろう。

　戦いのあと略奪に遭あった町で、ダーリャはジョーに拾われた。そのとき彼女はまだ九歳だった。自分を乱暴しようとした傭兵の返り血を浴びて、彼女の全身は真っ赤に染まっていたという。彼女が血まみれダーリャダーリヤ・ブラツドと呼ばれるゆえんだ。

　庭入りする前からダーリャはとうに経験者で、一人前だった。女の傭兵は少ないし、どうしても軽かろんじられがちだが、彼女を侮ったら必ず痛い目を見る。ジョーが腹を揺すって笑った。

「うちのお姫さんは尋常じゃねえぞ」

　からかい半分の口調ではあるものの、ジョーもダーリャの才能を認めている。さもなくば分隊を預けたりしない。ジャッカル一の剣術家で、野童や若い傭兵たちの教育係を務めているオリヴァー・ソードマンは、ダーリャに天剣の素質ありと見なしているようだ。仮にそうだとしても、彼女の向こう見ずな猪ちよ突とつ猛もう進しんは胃にも心臓にも悪い。

「後続は……」

　言いかけて、ロワは息をついた。ダーリャ隊にいくらか遅れて、ジャッカルの軽装歩兵がぞろぞろとハイレ山から下りてくる。その中には、兜を被らず鎧すら着ていないオリヴァーの姿もあった。

　ジャッカルの主力はトビの中装歩兵十四分隊で、レオポルドの騎兵四分隊が機動部隊として突破や攪かく乱らんを行う。でも、攻撃の要かなめはオリヴァーの軽装歩兵五分隊百人だ。彼らは長弓や弩いしゆみの扱いに長たけているうえ、オリヴァーにみっちりと剣術を叩きこまれている。

　ダーリャ隊をのみこむような勢いで、オリヴァー以下軽装歩兵四分隊がブッチーズの重装歩兵隊を食い破ってゆく。

　トビの主力中装歩兵隊も力強く進みはじめた。

　敵の軍列はもはや崩壊寸前だ。なんとか持ちこたえているのは意地だろう。

「レオ、出番だ。蹂じゆう躙りんしてこい」

　ジョーがとうとう騎兵隊を解き放った。

「よしきた！　行くぞ、野郎ども！」

　魅惑の鋼のレオポルドレオポルド・ホツトステイールが喜び勇んで馬を走らせる。彼は天性の自己陶酔家ナルシストで、端的に言っていやなやつだ。ただ、人馬一体となったその姿は実際、軍神の彫像めいて美しい。騎兵隊は快速を生かして主力中装歩兵隊の外側、川沿いを駆け上がり、敵に襲いかかるつもりのようだ。

　ジョー曰いわく、「ブッチの野郎は馬鹿の二つ覚えだ」。

　ブッチーズはまず矢が届く距離まで前進し、弓歩兵が斉射を始める。その後、敵と激突したら騎兵を相手の背後に回りこませつつ、弓歩兵は剣を抜いて側面攻撃を狙う。

　また、射撃開始とともに騎兵が側面攻撃を敢行、すかさず全軍突撃を仕掛けることもある。ただし、これは相手に騎兵がいないか、少ない場合だけだ。騎兵で騎兵を潰つぶされる、騎兵潰しを警戒しているのだろう。ジョーが言うほどブッチは馬鹿じゃない。

　開戦前に放たれたジャッカルの斥せつ候こうは、ブッチーズの兵数がやけに少ないという報告を上げてきた。まだ暗く、敵情をはっきりと目視することはできなかったが、騎兵はどうやらいる。しかし、歩兵が明らかに少ない。

　ロワはすぐにぴんときた。ジャッカルとブッチーズは過去、何度も対戦している。戦績は、ロワの知るかぎりジャッカルの四勝二分けだ。お互いに手の内を知り尽くしている。そこでブッチは、ジョーの裏をかくことにしたのだろう。

　別働隊だ。本隊とは異なる経路でひそかに別働隊を進軍させ、ジャッカルを挟撃する。それがきっとブッチの狙いだ。

　問題は、ブッチーズの別働隊がどこを進んでくるのか。

　両軍がトマン川とハイレ山に挟まれたこの川原でぶつかる可能性が高いことは、あらかじめわかっていた。

　地勢から考えて、別働隊の進路は二つに一つだ。川向こうか、山中か。

　トマン川は水量が多くて流れも速いから、そうたやすくは渡れない。ということは、山中だろう。ブッチーズの重装歩兵に山歩きは無理だ。別働隊は弓歩兵に違いない。山からいきなり矢を射かけられたら、百戦錬磨のジャッカルといえども危機に瀕ひんする。

　例の二つ覚えじゃない。ブッチは第三の奇手を採とった。オリヴァーの軽装歩兵をハイレ山に入れてブッチーズの別働隊を制圧しないと、この戦いは負ける。

　ロワがそう主張すると、ジョーは少し考えこんでから、苦く笑しようして言ったものだ。

「半人前のくせして、口だけは一丁前だからな、おまえさんは」

　敵を殺したこともない、ロワのような半人前の意見にも聞く耳を持つ。粗暴そうな見かけとは裏腹に、ジョーは度量が広い。

　剣豪の誉れ高い剣達者オリヴァーオリヴアー・ソードマンに統率されたジャッカルの軽装歩兵隊と、ブッチーズの弓歩兵隊が白兵戦をしたら、どうなるか。結果は火を見るより明らかだ。しかも、ブッチーズ側は不意打ちを食らわすつもりが、逆に奇襲された。

　オリヴァーたちは弓歩兵隊を一いつ蹴しゆうして山を下り、ブッチーズの重装歩兵隊を討ち破ろうとしている。

　ジョーは背に負う大剣〝粉ふん砕さい丸まる〟の柄つかに手をかけた。

「よし。俺らも出るか」

　バオッゾが「ぬあー」と吼ほえた。

「え？」

　巨人の肩の上で、ロワは泡を食った。

「いや、でも、勝ちはもう動かないだろうし、何もオヤジまで前に出なくたって……」

「馬鹿野郎。こういうときこそ駄目を押すんだよ。バオッゾ、ロワを下ろせ」

「あ、ちょっ、バオッゾ、待っ──」

　待つわけがない。仲間に何か頼まれるとバオッゾは断らないが、最優先はジョーの意向だ。もしジョーが舌を嚙かんで死ねと命じれば、バオッゾは即座に従うだろう。

　ロワは地面に下ろされてしまった。ジョーがロワを見下ろしてにやりとする。

「てめえも少しは汗水流しやがれ、半人前」

　ジャッカルに籍を置いているかぎり、ジョーオヤジの命令は絶対だ。ロワは渋々剣を抜きながら考えた。今回は十九歳になれるだろうか。どうだろう。わからない。無理かも。
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「──デン・ブラッシオ。やつは二十二歳だった。口を開きゃあ、おっかあがどうした、おっかあが何だ。とにかくおっかあのことばっかり言ってやがったな、あいつは」

　ジョーが笑うと、焚たき火を囲んでいる傭よう兵へいたちも笑い声をあげた。

「酔っ払って、おっかあはおっとうに捨てられて苦労したんだって涙ぐむ顔がえらく不細工でよ。俺が思わず噴きだしたら、やつめ、ブチキレて飛びかかってきやがって」

「叩きのめしたよな、オヤジ」

　半裸で焚き火の前に座っているレオポルドが言った。戦いが終わると、鍛え抜いた自慢の肉体を見せびらかしたいのか、彼はとかく脱ぎたがる。

「おう、ぶちのめしてやったぜ」

　ジョーが応じると、傭兵たちがどっと沸わいた。レオポルドの隣でトビが酒杯を掲げた。

「度胸があった」

　うなずく者、洟はなを啜すする者が何人もいた。

　焚き火のすぐ脇であぐらをかいているオリヴァーが、鑿のみで粗あらく削ったような顔を微かに笑わせた。

「剣は下手だったが、槍やりは人並み以上に使えた」

「やつのおっかあには金を送ってやる」

　ジョーは一瞬、真顔になったが、すぐに笑えみを浮かべた。

「負けてくたばったんじゃねえ。やつは死んで、俺らを勝たせた。俺らには報奨が入る。やつは孝行息子だ」

　血なまぐさい仕事が片づいて宴うたげを張る段になると、ジョーはいつも先に逝った者たちについて語る。今回の戦闘では、軽装歩兵のクン・ターとノーマン、中装歩兵のゼアナン、エドハル、そしてデン・ブラッシオの五名が戦死した。

「おまえらみんな、俺の自慢の子供たちだ。よし、飲め！」

　ジョーは傭兵たちを見まわしてそう号令をかけるや否いなや、自分の酒杯を一気に干した。傭兵たちが次々と酒杯を呷あおる。あちこちで歓声があがりはじめた。

　ロワも酒杯に口をつけた。この酒は麦酒ビールにいろいろなものを混ぜて作る。苦くて甘く、酸味があってぬるい。口慣れているのでまずいとは思わないが、とくにうまくもない。

「やあ、ロワ」

　いやに身なりのいい男がロワの隣に腰を下ろした。絹の服をまとい、上等な革かわ靴ぐつは微み塵じんも汚よごれていない。貴公子然とした美男で、目め許もとは柔和なのに、抜け目のない印象を受ける。それとも、彼の正体を知っているから、そんなふうに感じるのか。

「ファウストさん。来てたんですか」

「ええ、観戦させていただきました。感服しましたよ。ブッチが繰りだした乾けん坤こん一いつ擲てきの奇策をまんまと打ち砕いたのは、ロワ、きみでしょう」

「僕はほとんど見てただけなんで。一人もしとめてないし」

「ずいぶん謙虚ですね。私が思うに、今やあなたはジャッカルの頭脳じゃないですか」

　満面に笑みをたたえて人をおだてながら、この男は何を企んでいるのだろう。

「どっちに張ってたんですか」

　試しにそう尋ねてみたら、ファウストはよどみなく答えた。

「それはもちろん、ジャッカルですとも。ジョーは古くからの友人だし、大切な仕事相手ですからね」

　三年前まで、ヨヴェル・ファウストはファウスト商会の若旦那だった。父親に代わって会長の座に就ついてからは、大旦那と呼ばれている。

　商会とジャッカルとの付き合いは長い。ジャッカルは商会を通して、軍需品から日用品まで、じつに様々な品物を調達している。ただし、それはブッチーズも同じだ。

　ついでに言うと、今回の戦いでジャッカルを雇ったイスカリア諸国域の小国ポメラニア、そして、ブッチーズの雇い主ボスコもまた、商会と取引がある。ポメラニアがジャッカルに支払う戦勝報奨金の一部は、商会が貸しつけることになるだろう。

　陸東のイスカリア諸国域にひしめく小国家の多くは、少人数の衛兵隊しか持っていない。国家間で何か揉もめごとが起きた際、話し合いが決裂したら、傭兵の出番だ。ちなみに、話し合いで穏便に解決することはあまりない。

　傭兵部隊にとって、イスカリア諸国域は恰かつ好こうの稼ぎ場所だ。その傭兵部隊や小国家群と繫つながっているファウスト商会は、戦争が起これば起こるほど儲もうかる。

　ヨヴェル・ファウストという優男は、言ってみれば死の商人の親玉なのだ。

　ロワはヨヴェルが手にしている酒杯を視線で示した。

「泥水みたいでしょう、それ」

「とんでもない」

　ヨヴェルは微び笑しようして杯を傾けた。杯の中身はロワたちが飲んでいるものと一緒だ。大金持ちの彼にとっては泥水どころか汚水同然だろうに、天上の美酒でも味わっているかのようにうっとりと目を細めてみせる。こんなやつの言葉を真に受けたら馬鹿を見る。

「友人の傭兵部隊が見事な勝利を収めた。それも、私が見込んでいる若者の作戦が図に当たって。こんなにおいしい酒はめったに飲めません」

「たで食う虫も好きずきか。でも、程ほど々ほどにしておいたほうがいい。腹を壊しますよ」

　ロワは杯を地べたに置いた。立ち上がると、ヨヴェルに引き止められた。

「じつは、折り入ってあなたに話があるんです」

「悪いんですけど、あとにしてください」

「もちろん。私はしばらくいますから。またあとで」

　ロワはヨヴェルに背を向けてその場をあとにした。

　輸送隊や野の童わつぱなどの非戦闘員を入れると、ジャッカルは八百人近い大所帯だ。二十以上の焚き火がたかれ、傭兵や職人、人足たちが飲み、食くらい、歌い、踊おどり、料理人はひっきりなしに肉やパンを焼いて、野童たちがそこらを駆けまわっている。

　ブッチーズとの戦闘は追撃を含めても午前中でけりがついたが、負傷者の手当て、死者や捕虜の処置、戦利品の回収、相手方への戦勝通告、敗戦申告の受諾といった後始末に夕方までかかった。ジャッカルは戦場の川原に近いこの場所で一泊して、明日、ポメラニアの首都ルニスカ入りする。ルニスカで戦勝報奨金を受けとって何日か滞在したら、また次の戦いへと赴くことになるだろう。

「いつまで続くんだ……」

　足早に酒宴から遠ざかろうとするロワに目をとめても、声をかける傭兵は皆かい無むだ。七歳のとき養い親のモン婆ばあが死に、その姪めいピエレッタは厄介者を傭兵部隊に売り渡した。以来十年以上、ここで暮らしているが、誰にも仲間とは見なされていない。

　ジャッカルの一員である以上、ロワも傭兵だ。傭兵なのに、戦場の空気に馴な染じめない。戦争は傭兵の仕事だ。日常ですらある。そんな感覚は異常だと思ってしまう。

　結局、二十一世紀の日本を知っている自分と、彼らのような野蛮人とは、根本からして違うのか。でも、前世ではみずから進んで剣を持った。日本人だった過去は遠い昔だ。

　日本での二十九年に及ぶ人生は、戦争とはほぼ無縁だった。その後、戦いに巻きこまれて死に、あるいは自分の意志で戦いに加わって死んだ。ロワはそれなりに戦争を知っているほうだろう。少なくとも、ロワほど戦争で死んだことがある者は他ほかにいないはずだ。

　戦争には苦い思い出がある。ありすぎる。

「……やっぱり、さっさと抜けたほうがいいのかな」

　ジャッカルの野童はふつう十三歳で庭入りする。ロワは体が小さくてろくに剣を使えなかったから、十四歳まで野童のままだった。師匠のオリヴァーにはたぶん見抜かれていたが、ロワは訓練で手を抜いていた。傭兵なんて自分には無理だと思っていたからだ。

　庭入りさせられてからも、真剣に白兵戦をしたことは一度もない。経験があるから、ロワはよくわかっている。殺されるのは気持ちのいいものじゃない。人を殺したくもない。

　ジョーはロワを半人前と呼ぶ。半人前どころか、ロワは所詮、傭兵にはなれない。傭兵なのに傭兵じゃない半端者を、誰が仲間扱いするだろう。

「抜けたあと、一人で生きていけるか、だ……」

　このあたりにはもう焚き火の明かりは届かない。傭兵の姿は見あたらないし、暗闇の中で野童たちが遊んでいるといったようなこともなさそうだ。

　行く手が少し小高くなっていて、その上に木立がある。ロワは足を止めた。何かいる。何かというか、誰かだ。木立の中でうずくまっている。

　ロワは咳せき払ばらいをしようとした。思いとどまり、慎重にそっと歩を進めた。

　相手はなかなかロワに気づかない。微かな嗚お咽えつの声を聞きながら、ロワは迷っていた。立ち去ったほうがいいだろうか。そうだ。そのほうがいい。うん。そうしよう。

　踵きびすを返そうとしたら、呼びかけられた。

「おい、意気地なし」

　彼女が顔を上げて、こっちを見た。

「盗み見か。悪趣味なやつだ。タマなしの軟弱野郎め」

「……ひどい言い種ぐさだな。僕はただ、……偶然、通りかかっただけだよ」

「何だ。小便か。それともクソか」

　呆あきれて何も言い返せずにいると、彼女は両手で素早く顔をぬぐって洟を啜った。

「みんなが楽しく騒いでるときにそうやって逃げるから、おまえは爪つま弾はじきにされるんだ」

「いつもそうやって一人で泣いてるダーリャに言われたくないんだけど……」

「誰が泣いてたって？」

「ごめん。僕の勘違いかも」

「おまえの勘違いだ。仲間が何人くたばろうと、血まみれダーリャダーリヤ・ブラツドが泣くもんか」

　ロワはそろそろとダーリャに歩みより、遠すぎも近すぎもしない場所に腰を下ろした。彼女の手や足が届く範囲にいると、いつ殴ったり蹴けられたりするかわからない。

「あたしはもうすぐみんなのところに戻る。おまえはどうせ逃げるんだろ」

「だから、逃げてなんか」

「お高くとまって、おまえらとは違うみたいな態度はもうよせ。餓が鬼きっぽいんだよ」

「……そんなふうに見えるのかな、僕」

「見えるさ。自分は頭がいいと思ってるんだろ。すかしやがって。腹が立つ」

「すかしてなんかないって。頭がいいとか、僕はべつに」

「本気でそう思ってるとしたら、おまえはおまえ自身のことをちっともわかってないんだ。それじゃ、ポーゴと変わらない」

「言うなよ」

　声が震えた。

　ロワは息をついて気を静めようとした。だめだ。うまくいかない。

「……やめてくれないかな。ポーゴを引き合いに出すのは」

「すまない」

　ダーリャは顎あごを喉元に押しつけるようにして頭を下げた。

「……ふっと、頭に浮かんで。あいつの名前が、口から出て。……悪かった」

　ポーゴは同い年だった。

　彼の時間は十四歳で止まったまま、もう動くことはない。ロワやダーリャとの年齢差は開く一方だ。
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　ダーリャは野童だったころから人一倍機敏で、非凡だった。鈍くさいロワとポーゴは彼女の引き立て役にもなれず、年下の野童たちにも小馬鹿にされていた。

　ロワは平気だった。遺伝か、幼児期の栄養状態が劣悪だったせいか、女のダーリャよりずっと華きや奢しやで、体が弱い。運動神経も人並み以下だった。しかも怠けていたのだから、嘲られてもしょうがない。出来が悪いと思われていれば何も期待されないし、それなりに楽な生き方だ。

　一方、ポーゴは度を越こしたのんびり屋だった。右を向けと言われて右を向くまでに一呼吸置き、よいしょと動きだす。一事が万ばん事じその調子で、諭されても[image: ]られても直らない。無口ではないが、ひどくゆっくりしゃべるから、結果的に言葉数が少なくなる。

　ポーゴのそばにいると、気が安らいだ。無能でも、ポーゴには取り柄えがあった。ポーゴは本当にいつもにこにこしていた。みんなに見下されていたけれど、ポーゴを嫌う者は一人もいなかった。

　ロワと同じく、ポーゴも十三歳で庭入りできなかった。ジョーにその旨むねを言い渡されると、ポーゴは号泣した。意外だった。ポーゴも悔しいと思うことがあるのだ。それでいて、翌日にはけろりとしていた。ポーゴらしい。それでこそポーゴだ。

　十四歳でロワと仲よく庭入りすることになったときも、ポーゴは大喜びするでもなく、相変わらずにこやかだった。

　だから、あんなことになるとは想像だにしなかった。

「ポーゴはちゃんと、わかってたよ」

　野童としての生活に耐えがたさを感じたこともある。ときおり前世の記憶がいろいろな意味で邪魔になった。でも、隣でポーゴが笑っていると、気持ちがほぐれた。

　鈍くさい二人組は日がな一日、行動をともにしていた。ロワは誰よりもポーゴと一緒にいた。ポーゴの気持ちを、考えを、何もかもを、手にとるように理解しているつもりだった。そうじゃなかった。

「わかってなかったのは、僕だ。ポーゴのことを、僕は、……これっぽっちも」

　初うい陣じんで、ポーゴは聞いたことのないような雄お叫たけびをあげながら、しゃにむに敵に突っこんだ。そのときロワはポーゴの隣にいた。当然、止めようとした。間に合わなかった。

　戦場は甘くない。素しろ人うとに毛が生えた程度の十四歳が味方と連係しないで突出したら、またたく間に敵の餌え食じきになる。

　ポーゴは槍やりで突かれ、鎚つちで頭をぶん殴られた。地面に倒れこむと、何人もの敵味方に踏みにじられ、蹴け飛とばされた。やめろ。

　やめてくれ。

　ロワは必死にポーゴを守ろうとした。もう手遅れだった。無駄だとわかっていても、見捨てられなかった。ロワも何度となく敵の剣や槍に狙われた。死を覚悟したし、何回かは死んだと思った。なぜあのとき無事だったのか。さっぱりわからない。

　とにかく、ロワは生き残り、ポーゴはたった一つしかない命を失った。

「ポーゴは一人前の傭よう兵へいになりたかったんだ。素質があるとか、ないとか、できるとか、できないとか、そんなの関係ない。みんなに認められたかったんだ」

　ロワは知らなかった。気づいていなかった。ダーリャたちに遅れをとって、ポーゴはたぶん焦ってさえいた。やっと念願が叶かなった。戦場に出ることができた。今すぐにでも敵を殺さないといけない。ポーゴは思いつめていた。わかっていれば、馬鹿な真ま似ねをしないように、何か手を打つことができたはずだ。

　あの晩、焚たき火の前でジョーがポーゴの名を呼んだ。「──ポーゴ。笑ってばかりいる鈍にぶいやつだったが、なんだかおっ死ぬまであいつの間抜け面づらは忘れねえような気がするな。とろくせえのに死に急ぎやがって。くそったれめ……」と。

　悪たれジョージヨー・ヴイシヤスの声がめずらしく湿っていた。

　ポーゴはみんなに愛されていた。

　ロワはため息をついた。

　吐はきだしきれない淀よどんだものが、胸の中にわだかまっている。

「ポーゴは、僕とは違う」

「そうだな」

　ダーリャは閃ひらめくような動作で立つと、ロワの左腕を鷲わしづかみにした。

「おまえと違って、ポーゴはいじけてなかった。行くぞ」

「え？　どこに？」

「みんなのところだ。今夜は吐くまで飲ませてやる。覚悟しろ」

「そういう飲みにケーション的なのはどうかと思うんだけど……」

「は？　のみのけーそん？　何だそれ？」

「あ、いや、こっちの話。でもほら、僕そんなに強くないし。酔うと寝ちゃうから……」

「心配するな。眠ったら叩たたき起こしてやる」

　ダーリャのことだ。本気でロワを眠らせないつもりだろう。逃げたいが、腕をつかまれている。ダーリャの背丈はロワよりいくらか高いくらいで、体は決して大きくない。でも、力の強さは異様だ。とても振りほどけない。

　半ば引きずられるようにして傭兵たちの宴うたげに戻ると、どうも様子が変だった。盛り上がりに欠けるどころか、白けている。何かあったのか。

　焚き火の前で、ジョーが座らずに立っている。ロワとダーリャを見て、手招きした。

「そんなとこにいやがったのか。ロワ、ちょっと来い」

　ジョーのそばには、トビ、オリヴァー、レオポルドといったジャッカルの重鎮が居並んでいる。それから、ヨヴェル・ファウストも。いや、商会の若き大旦那だけじゃない。庇かばうようにロワの前を歩いているダーリャが呟つぶやいた。

「何だ、あの女……」

　誰だろう。その何者かはジョーと対たい峙じするように立っていて、ロワからは後ろ姿しか見えない。女なのか。まあ女だろう。切りそろえた長い銀糸の束のような髪の毛といい、背せ恰かつ好こうといい、外がい套とうの裾からのぞく脚あしの細さといい、まず間違いなく女だ。

　女が振り返った。

　ダーリャは一瞬、立ち止まりかけたが、すぐにかえって足を速めた。

　ロワは足を止めこそしなかったが、下を向いた。女が身にまとう外套は色も意匠も地味だ。でも、あの女は庶民じゃない。顔の輝きでわかる。日本と違って、この世界の庶民は石せつ鹼けんを使って洗顔することもまずない。上流階級の者は見るからにこぎれいだし、かぐわしい匂においを漂わせていて、近寄りがたい。

「やあ、ロワ」

　ヨヴェルが微笑ほほえんでロワの手をとり、ダーリャの前に引っぱりだした。

「話があると言ったでしょう。彼女に引きあわせたかったんですよ」

　ロワは女の足あし許もとに目を落としていた。顔を上げる気にはなれない。香水か何かなのか。薔ば薇らのような香りがする。女はロワを見つめているようだ。視線を感じる。

「おい、ロワ……」

　何か言いかけたダーリャの機先を制するように、女がひざまずいた。

　どよめきが起こって、間もなく静まり返った。

「お初にお目にかかります、ロワジュディアン様。わたくしはアークラントから参りましたアルノワと申す者。どうかお見知りおきくださいませ」

　アークラント。東にある国の名だ。ここから千キロほど離はなれている。縁とゆかりはなくもない。ロワはアークラント第二の都市セーレンの下町で養い親のモン婆ばあに育てられた。このアルノワとかいう女はアークラント人らしい。それで？　だから何なんだよ。

「人違いじゃないかな。僕はただのロワで、ロワジュディアンなんて名前じゃないし」

「さようでございますか」

　アルノワは一分の隙もない身のこなしで立ち上がり、猫科の肉食獣を思わせる瞳でロワを射すくめた。

　この女。まだずいぶん若い。ひょっとしたら、ロワやダーリャより年下かもしれない。胸なんかほとんど真っ平らだ。でも、いやに大人びて見える。表情がないせいか。端たん整せいすぎる顔立ちも相まって、まるで人形みたいだ。

「ふざけるのもたいがいになさい」

　声音も平板で、冷淡さ以外の感情は伝わってこない。

「証拠はそろっています。あなたは紛まぎれもなくロワジュディアン様。すなわち、アークラント王ゴウドリックⅢ世陛下の御み子こであらせられます」

　レオポルドがブハッと酒を噴きだし、六つに割れた腹筋を抱かかえて笑い転げた。

「聞いたか、おまえら。このちんけなチビの臆病者が王の子供だとよ。てことは、いわゆる王子様ってやつじゃねえか。ありえねえ！」

　ほぼ剝むきだしの全身を紅潮させて大笑いするレオポルドに、誰もが賛同した。ファウスト商会の大旦那が仕込んだ茶番劇なんじゃないかと疑う者もいた。だとしたらまんざら悪くもねえと傭兵たちは手を叩いて笑った。実際、おもしれえ冗談だ。まったくこいつは傑作だ。レオポルドは笑いすぎて涙まで流し、ジョーの肩に腕を回した。

「なあ、オヤジ。ロワが王子様なら、オヤジはきっと王様だろうぜ。オヤジは強こわ面もてで、威厳だけはあるからな。いやいや、怒るなよ。調子になんか乗ってねえって。ただ、荒唐無稽すぎてよ。よりにもよってあのチビスケじゃあ、もしかしてとも思えねえだろ」

　周りの傭兵たちは、そうだ、そうだ、とうなずいているのに、ジョーはむっつりと押し黙ったまま、レオポルドを突き放しもしない。何か変だ。

　ロワはトビとオリヴァーの様子をうかがった。犬頭人ウルフニツドには体毛の薄い者もいるが、トビはさながら直立する狼おおかみだ。その視線はジョーとアルノワの間を行ったり来たりしている。オリヴァーはロワを凝視しているのに、目が合っても反応がない。まるでロワを通して別の何かを見ているかのようだ。

「どういうことだ」

　ダーリャに袖を引っぱられた。

「ロワ、おまえ、魔王の子供だってことを隠してたのか」

「知らないよ。違うって」

　アークラントの王は伝統的に魔王と呼ばれている。アークラントは魔族が建てた国だからだ。

　式字という文字がある。この世界で古くから用いられている表意文字だが、数千字、一説には数万字もあるといい、それらを覚えるだけで大変だ。ただ、漢字と共通点が多いので、ロワにとってはさして難しくない。今となっては、漢字を思いだそうとすると式字が浮かぶくらい、頭に馴な染じんでいる。

　魔は、妖しい、不思議な、といった意味を持つ式字だ。魔族の名の由来は、彼らが持つ魔眼と称される力らしい。

　具体的に、その魔眼とは何なのか。ロワは知らない。魔王は魔族だが、現在のアークラントは多民族国家だ。他種族との混血が進み、魔眼の力を持たない魔族も少なくないとか。魔王だの魔族だの魔眼だのに関するロワの知識は、せいぜいその程度だ。

「僕は実の親も知らない孤児みなしごだし──」

　周囲で笑っていた傭兵たちが一様に口をつぐんだ。

「親を知らない？」

　ダーリャが血相を変えて詰め寄ってきた。

「おまえの母親はムーバアだかじゃないのか。たしかそんなことを言ってたよな」

「……モン婆だよ。彼女は僕の養母なんだ。きっと、親戚か何かで。……親戚だと思うんだけど。詳しく聞きだす前に、死んじゃったし。調べようにも、僕は七歳でジャッカルに入ったから……」

「ロワジュディアン様の身み柄がらと引き換えに金銭をえたピエレッタという女性は、モン・タービアの姪めいにあたり、存命です」

　アルノワは前もって用意していたかのようにすらすらと話した。

「ロワジュディアン様のご母堂については、さる御お方かたとしか申しあげられません。しかし、モン・タービアはご母堂の縁者でした。わたくしどもは、ピエレッタや複数の関係者に直接会って証言をえ、紛うことなき事実であることを確かく認にんしております」

「落とし子ってことか」

　ジョーが彼らしくない芯の抜けたような声を出すと、アルノワは憎らしいほど事もなげに肯定した。

「おっしゃるとおりです。ロワジュディアン様は魔王ゴウドリック陛下の非ひ嫡ちやく出しゆつ子しであり、王族としての諸権利を公式には一いつ切さい付与されておりませんでした」

「ようは、名ばかり王子じゃねえか」

　笑おうとしたレオポルドに、アルノワが冷たすぎる一いち瞥べつをくれた。

「黙りなさい、下郎」

　人が人に向ける眼まな差ざしじゃない。控えめに言っても、塵ゴミを見るような目つきだ。レオポルドは目を剝いた。

「……げろうって。何だ？　げろう……？」

　アルノワは短く息をつくと、仕掛け人形のように正確な動作でロワに向きなおった。

「ゴウドリック陛下はこのたび、正式にロワジュディアン様を王族にお迎えする決定を下されました。つきましては、城都グンダナまでご足労いただきたく存じます」
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「──けどよ、あの女、……いや、あの女性が、本当のことを言ってる、……お言いになってるとは、限らねえわけだろ」

「だいたい、あんな若い女、……お嬢さんが魔王の使いだってのか？　変じゃねえか？」

「あのお嬢さん、……ご婦人の身分は、ファウストの大旦那が保証するってよ」

「商会はアークラントとも取引があるんだろ。ロワの野郎の捜索にも手を貸してたとか」

「それで大旦那があの女、……お嬢さんを案内しくさりやがったってわけかよ」

「でもよ、どうも眉まゆ唾つばじゃねえか。こんな話、聞いたことねえ」

　傭よう兵へいたちが囁ささやきあっている。アルノワは彼らを視線で一ひと薙なぎして黙らせ、魔王直筆の書簡やら魔族の紋章が刻まれた指輪やらをロワやジョーに見せた。魔王の筆跡を知らないので書簡の真しん贋がんは不明だが、指輪はかなり値打ちがありそうだ。

「彼女はね、魔王陛下に仕える侍じ従じゆう団だんの一員なんですよ」

　ヨヴェル曰いわく、アルノワは近侍という高い位に女性で唯一とりたてられた。一種の天才なのだとか。そんなことを言われても、ああそう、という感想しか抱いだきようがない。ロワは途方に暮れていた。どうやら自分に降りかかっている問題らしいが、正直、手に余る。誰か助けて欲しい。

「うちは魔王の臣下でも何でもない」

　トビが彼らしく簡潔に言った。つまり、ロワはジャッカルの傭兵で、魔王に仕えているわけじゃない。アークラントの民たみですらないのだ。魔王の言いなりになる筋合いはない。

「……そうか」

　座っていたら、ロワは膝を打っていただろう。そうだよ。魔王なんか知ったことじゃない。魔王の侍従だか近侍だかに、はっきりと言ってやれ。

　無理だ。ロワはつい顔を伏せてしまった。すごい。目力が。アルノワ怖い。怖すぎる。

　ロワは横目でオリヴァーを見た。師匠はいかにも剣豪らしい助言を弟で子しに与えた。

「己おのれのうちなる声を聞き、それに従え」

　なるほど。耳を傾けてみると、ロワのうちなる声はこんなことを言っていた。何なのこれ。もうめんどくさすぎる。アルノワ怖い。だめだ。こんな声には従えない。

　ロワが従うとしたら、やはりここはオヤジの判断だ。

　そのジョー・ヴィシャスは、太い腕を組んで座りこみ、口を開こうとしない。ロワは半人前の傭兵だが、年齢的には大人だ。自分のことは自分で決めろ。そういうことなのか。

「逃げるのか、クソ童貞野郎」

　突然、ダーリャに胸ぐらをつかまれた。ロワは激しく体を揺さぶられた。

「一人前の傭兵になれない腑ふ抜ぬけのまま、尻尾を巻いて逃げだすのか。一生童貞のままか。おまえは悔しくないのか」

「……童貞、童貞、言うなよ」

「実際、童貞だろうが」

「そうだけど……」

　否定はできない。いや、それどころか。

　最初は二十九歳で死に、そのあと十八歳で四度死んだ。合計するとけっこう長く生きているのに、なんと一度も女を抱だいたことがない。いまだ童貞。依然として童貞だ。ちょっとすごいんじゃないの、これ。もちろん、ダーリャが言っているのはそういうことじゃないわけだが、どうだろう。考えようによっては、あらゆる意味で童貞ということに……。

「おい、チビスケ」

　自分の童貞っぷりにおののいていたら、非童貞の権ごん化げのような男がダーリャを押しのけて迫ってきた。レオポルド・ホットスティール。なんでこの男が。

「まさか辞やめるつもりじゃねえだろうな。たぐい稀まれな肉体美を誇る俺ならともかく、おまえに王子様なんか似合わねえぞ」

「そんなの、……僕だって、そう思うよ。だけど──」

「だけど、何だ」

　ロワは言葉に詰まった。だって、あんたは僕を見下して、馬鹿にしてる。僕のことなんかどうだっていいだろ。なんであんたが顔どころか全身真っ赤にして怒おこってるんだよ。

「いいか、チビスケ」

　レオポルドは人差し指をロワの額に突きつけて怒鳴った。

「おまえはちっぽけな役立たずだ。むしろ邪魔者でしかねえ。俺たちはそんなおまえを養ってきてやった。その恩を忘れたとは言わせねえぞ」

「……僕も、自分の食くい扶ぶ持ち分くらいは働いてる」

「ふざけるな。それで足りるかよ。おまえには、もっともっと働いてもらう」

「ブラック企業かよ……」

「ああ？　ブラッキーヨ？　何だそれ？」

「いや、……何でもない。こっちの話」

「ぐだぐだぬかしてねえで、おまえは俺らのために身を粉々にして働け」

「粉々にするのはいやなんだけど」

「うるせえ。チビスケの分際で。黙ってキビキビ働きゃいいんだ。おまえも、ようやくこすっからい頭脳労働で団に貢献できるようになってきたところだろうが」

「おう、チビの作戦は悪くねえ」

　古株の傭兵ポルツが声をあげると、トビと同じ犬頭人ウルフニツドのブレンケが賛同した。

「前より死人が少なくなった。そのチビがオヤジに意見するようになってからだ」

「強くなったよな、俺ら」

「違いねえ」

「チビと鋏はさみは使いようってな」

「適材適所ってやつだろ。俺はそう思ってたぜ」

　傭兵たちが矢継ぎ早に口を出した。

「ねえ、ロワ」

　猫耳人コーサニカの傭兵ミケルがロワの肩に手を置いた。年下だが、庭入りはロワと同時だった。

「あんたに好かれてないことはわかってるよ。けどさ。死ぬまで同じ釜の飯を食ってれば、いつか仲よくなれるかもしれないって。あんたはそう思ってないだろうけど……」

「……僕は、べつに……」

　違う。そうじゃない。好かれていないと思っていたのは、ロワのほうだ。

　だって、自分みたいなやつが好かれるわけがない。

　みんなとは違うから。

　ロワには前世や前々世、その前に送った人生の記憶がある。何回もしくじって、あれも、これも、すべてを失った。馬鹿げた死に方をした。ひどい死に方をした。ろくでもない死に方をした。もういやだ。生まれてしまった以上は死ぬ。それはしょうがないとしても、大事なものをなくすつらさを味わいたくない。本当にもう、たくさんなんだ。

　みんなを、ジャッカルの仲間たちを、愛したくはなかった。

　傭兵は明日をも知れぬ身だ。みんな、いつポーゴのように死んでしまうかもしれない。

「……違うんだ、ミケル。僕は、……僕のほうなんだ。みんな、仲間なのに……」

　誰にもポーゴのように死んで欲しくはなかった。

　でも、ロワは臆病者だ。客観的に見て、すぐれた戦士になりうる資質もない。剣豪オリヴァーや、天剣持ちかもしれないダーリャ、自信満々のレオポルドみたいに、敵を打ち倒して仲間を助けられるのなら、そうしたい。だけれど、ロワにはとても無理だ。古参のトビ、そしてジョーのような人望や統率力もない。

　いったい自分に何ができる？

　日本人だったころ、ときには貪るように本を読んだ。戦争のシーンがあるフィクションだけじゃない。洋の東西を問わない歴史関係の書籍、『孫そん子し』や、クラウゼヴィッツが書いた『戦争論』の解説本にも手を出した。何もかもはっきりと覚えているわけじゃない。それでも、頭の隅に引っかかっている知識の断だん片ぺんが、多少は役立つかもしれない。

　サントマルタンのアベルカイン・ララクルスは、軍師役を演じようとして果たせなかった。自分自身も前線に出たせいで、討ち死にしてしまった。

　同じ轍てつは踏まない。ロワの体は戦いに向いていないのだから、頭だけを使う。

　ちっとも傭兵らしくないし、仲間たちは認めてくれないだろう。それでもいい。敵を出し抜く作戦を立てて、ポーゴのように死ぬ者を一人でも減らす。戦いのあとにジョーが誰の名も呼ばずにすんだら、それこそが自分の勝利だ。

「んがあああぁー」

　これまで妙におとなしかったバオッゾが、いきなり夜空に向かって吼ほえた。やさしい巨人の目は泣き濡ぬれていた。

「……僕は、弱いから、……だけど、みんなの役に立ちたくて……」

　ダーリャの言うとおりだ。僕は違う。そう思っていた。皆にはない知識が僕にはある。すかしていた。自分自身のことをちっともわかっていなかった。長く生きているくせに、幼稚だった。

　何のかの言って、ジョーはロワの提案を突っぱねず、受け容いれてきた。いくらかは見所があると思ってくれていたのだろう。

　僕はジャッカルの軍師になる。ロワはまず、堂々とそう宣言すればよかったのだ。きっと、今からでも遅くない。

　ダーリャと顔を見あわせた。負けず嫌ぎらいで、頑固で、口が悪くて、それなのに泣き虫で、ロワを馬鹿にしながら、心配してくれる。幼いころは男の子みたいだったが、今はどう見ても男じゃない。身だしなみに気を配れば、ダーリャはたちまち美しい娘むすめに変貌するだろう。オリヴァーが舌を巻くほど、彼女は強い。それだけに気がかりだ。硬かたくて鋭すぎる剣のように、何かの拍子で折れてしまうんじゃないか。彼女を死なせたくない。

　ロワはアルノワを一顧だにしないでその横を通りすぎ、ジョーの前で足を止めた。座っていてもジョーは大きく見える。気品のある猟犬は、年輪を重ねて老練な闘犬になった。

「ジョー、僕は──」

「行け」

　ジョーはうるさい蝿はえでも追い払うように分厚い右手を振った。

「グンダナでもどこでも、さっさと行っちまえ。どのみち、おまえさんに傭兵は無理だ。並の女にも劣るそのガタイじゃあな。お上品な宮廷暮らしのほうが、なんぼか合ってるだろうよ」

「オヤジ……」

　口火を切ろうとしたレオポルドは、ジョーに一睨みされただけでしゅんとなった。

「よいのか」

　オリヴァーが短く尋ねると、ジョーは獰どう猛もうな顔に狡こう猾かつそうな笑えみを刻んだ。目をすがめて、アルノワを見る。

「手塩にかけた俺の子供を一人くれてやるんだ。ただってことはねえだろ。なあ、嬢ちゃんよ。当然、あっちのほうは弾はずんでくれるんだろうな」

「むろん、ご期待に添えるよう善処いたします」

「よし、よし。そうこなくっちゃな。これでもロワの野郎はジャッカルの大事な資産だ。安くはねえが、アークラントといやあ、陸東に冠たる大国の一つだからな。俺を失望させることはねえだろ。話は決まりだ」

「ちょっ……」

　ロワは胸を搔かきむしった。ジョーがぎろりと眼まなこを光らせて、ロワをねめつける。

「何だ、半人前。文句でもあるのかよ」

「……ここが、僕の家です。僕にはここしかない」

「俺は狐狼団ジヤツカルの家長だ。俺の命令に従わんやつの面倒を見る義理はねえ」

「ピエトロジョー・サントマルトリス」

　ジョーは目を瞠みはって息をのんだ。石をすり潰つぶすような音がした。歯は軋ぎしりの音だった。

「……なんでその名を知ってやがる」

　なぜなら、僕はピエトロジョー・サントマルトリスと面識があるからだ。ロワではなく、アベルカイン・ララクルスとして。

　言えない。そんなことは。言ったところで、誰も信じないだろう。だから、その名を口にはすまいとロワは決めていた。一生、胸の奥にしまっておくつもりだった。

「魔王なんて、ゴウドリックなんて、知らない。僕の父親は、あんただ」

「阿あ呆ほう！　その名を知ってて、俺の気持ちがわからねえのか！　だとしたら、俺はおまえさんを買いかぶってたのかもしれねえな」

　わからない。わかるはずがない。どうしてジョーはロワを手放そうとしているのか。金に目がくらんだのか。ジョーはざらにいるがめつい傭よう兵へい隊長にすぎなかったのか。

　陸西のサントマルタンという国はもう存在しない。天地一統全界太平恒久不滅絶対種人間乃帝国、人間の帝国を名乗るエヴァラスティアに攻め滅ぼされた。国王夫妻は斬首され、王族の数人が他国に亡命したという。王太子ピエトロジョーは生きのび、落ちぶれて傭兵に身をやつしたのだろう。そして、陸東で傭兵隊長になった。

　彼は少年時代から明敏だった。血気に逸はやるきらいはあったものの、とにかく器うつわが大きかった。本来は傭兵隊長で終わるような男じゃない。世が世なら王になっていた。

　酔うとジョーはよく、冗談めかして話した。

「たんまり儲もうけたら、土地を買う。それか、どこぞの領地を切りとってもいい。てめえらに畑でも耕させて、俺はゆったり余生を過ごすさ」

　狐狼団ジヤツカルの小さな国をつくるんだ、と。

　あながち夢物語でもない。彼なら王にもなれる。イスカリア諸国域の狭量で疑い深く吝りん嗇しよくでぼんくらな君主たちよりは、よほどうまく国を治めるだろう。軍師として建国を手伝い、ジョー王を支える。いつかそんな日が来ないとも限らない。アベルカインにはできなかったことを、ロワがやるのだ。

　いつまでも傭兵でいるより、そのほうがずっといい。たとえ好きで続けたくても、たいていは長持ちしない仕事だ。

　傭兵には戦死のリスクがついて回る。大怪我をして引退を余儀なくされるかもしれない。若いうちにこつこつ金を貯ためて、いいところで足を洗い、商売でも始めよう。そう夢見る傭兵は少なくないが、めったに実現しない。身を持ち崩して、自滅するように野垂れ死んだ傭兵、元傭兵を何人も知っている。

　もしロワが人の親で、子供が傭兵になりたがったとしたら、賛成はできない。むしろ、強硬に反対する。自分が傭兵でも、子供には傭兵をやらせたくない。傭兵と、左ひだり団扇うちわで暮らせる王侯貴族、どちらかをすすめるとしたら断然、後者だ。

　ピエトロジョー・サントマルトリスは、正真正銘の王子だった。清潔な王宮で上等な衣きぬを身にまとい、毎日湯浴みして、腕のいい料理人がつくった極ごく上じようの食事に舌鼓を打つ。そんな上流階級の暮らしを知っている。子供の生き方を選ぶなら、傭兵か、それとも魔王の息子か。

　体に力が入らない。しゃがみこんでしまいそうだ。

　古い友が前言を撤回することはない。父親だからこそ、息子にしてやらなければならないことがある。ジョーはそう信じていて、その考えを曲げることはないだろう。

　ロワはジョーに向かって深々と頭を下げた。他ほかに道はない。

「……今までお世話になりました。どうか、いつまでもお元気で」
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　もともとグンダナは、魔族が鬼き山ざんの上に築いた城塞の名だったらしい。この城塞は幾度もの増築と修繕を経て、鬼き山ざん城じようと呼び名を改められ、今も健在だ。城都グンダナのほとんど全域から、その偉容を仰ぎ見ることができる。

　鬼山の麓に広がる城下町には混凝土コンクリートの堅けん牢ろうな建物が林立し、魔族から始まって北洋人、南海人、遊牧騎馬民諸族に由来する馬ば族ぞく、蜥蜴人サラマン、犬頭人ウルフニツド、猫耳人コーサニカ、果ては大洋の向こうより渡来した斎さい人じん、北方ボーン人の土地ミドラムボーンの先住民である白肌白はく髪はつのボーン人まで、じつに百万人以上が住んでいるという。大都会だ。

　城都全体が嘆きの断崖と称される高く厚い防壁に囲まれているうえ、魔王が住まう鬼山城は、鋼はがねで鎧よろわれた文字どおりの鉄壁によって守られている。グンダナは巨大な都市であり、最大の防衛拠点でもある。建国王ヘルメルがアークラントを興おこして以来、魔眼の旗が無数にはためくこの都は、一度も侵されたことがないらしい。

「人口百万ってことは、仙台くらいか。……仙台って。宮城県だっけ。懐かしい……」

　ロワは畳まれて置いてあった衣服を広げてみた。和服と幕末頃の洋装を折衷したような衣装だ。たしかにアークラントの男性はこんな感じの服を着ていた。おぼろげに覚えているが、着方まではよくわからない。記憶にある服はもっと簡素なものだった。

「お手伝いいたしましょうか」

　脱衣所の戸の向こうから女の声がした。

「あぁ、いや、あの、大丈夫です」

　ロワは急いで下着らしきものを身につけた。もたもたしていたら、アルノワが脱衣所に入ってきかねない。彼女は入浴も手伝おうとしたのだ。幼児でもあるまいし必要ないとロワが主張しても、信用していない様子だった。ずいぶん有能な女性らしいので、自分以外がたどたどしい赤ん坊のように思えるのかもしれない。

　イスカリア諸国域の小国ポメラニアとボスコの境からアークラント城都グンダナまでは三百リーク、約千二百キロの長い旅だった。

　ロワと魔王の近きん侍じアルノワ、護衛の武官三名が、馬や馬車を乗り継いで十八日。その間、アルノワは片時もロワから離はなれようとしなかった。夜はすぐ隣で眠るし、用便で一行から離れる際にもついてこようとする。これにはほとほと参った。

　なんとか服を着て脱衣所を出ると、案の定、アルノワに点検され、下着以外はすべて手直しされた。椅子に座らされ、髪を乾かされたり整えられたりしていると、子供返りしたような気がしてくる。もっとも、この冷たい目をした胸の平たい人形のような女性は、ロワを世話しているわけじゃない。監視し、管理しているのだろう。

　ちなみに、彼女は十歳のころから魔王の侍従団で働いていて、現在十七歳だとか。

　つまり、一個下だ。

「それでは参りましょう、ロワジュディアン様。陛下がお待ちです」

　グンダナ到着後、城下町の片隅にあるこの館やかたに一泊した。いつ魔王と会うのか。べつに会いたくはないが、少しばかりやきもきしていた。アルノワに連れられて館をあとにし、ようやく鬼山城へと向かったのは結局、日が暮れてからだった。

　緊張感はない。ひたすら億おつ劫くうだ。いっそ逃げだしたいが、馬車に乗っているうちにいくつもの門を通り抜け、魔王が住む鬼山城に着いてしまった。

　この城はかつて石造りだったらしい。今は一部をのぞいて混凝土コンクリートだ。巨大というか壮大というか、とにかくでかい。柱や壁には、この国で信仰されている大おお角つの神がみの神話や魔族の伝承が精緻に、びっしりと刻み描えがかれている。

　謁見の間の手前は意外と狭く、百段もの階段を上がらなければならないので、防御に有利そうな造りだ。重厚にして壮麗な扉は開かれていた。一度閉めたら、開けるのにさぞかし難儀するだろう。何千人も収容できそうな謁見の間の果てに、うずくまる巨竜のような壇があって、その中央の玉座に男が腰かけていた。

　謁見の間には、ロワとアルノワ、それから玉座の男の三人しかいない。

　アルノワはロワを従えて壇の前まで進みでると、ひざまずいて頭こうべを垂れた。

「陛下。ロワジュディアン様をお連れしました」

「大儀であった」

　あの王冠を戴く金髪碧へき眼がんの偉丈夫が魔王なのだろう。身にまとう玉衣はロワの服と似ている。色合いは異なるし、装飾も多いが、雲泥ほどの差はない。壇上の玉座まで、なおも十五メートルほどの距離があるせいだろうか。たとえばオーラのようなものを感じるわけでもないし、畏れ入るほど高貴な男だとは思えない。

「息子よ」

　そう呼びかけられても、何の感慨もわかなかった。少しばかり不愉快なだけだ。

　ロワが微かに鼻で笑うと、魔王はわずかに表情をゆるめた。

「なぜ余の前に出いでて膝をつかぬ」

「僕はあなたを知らない」

「余もまた、そなたを知らぬ。だが、そなたは余の息子だ。余が信を置くアルノワがそう申しておる」

「あなたと違って、僕には彼女を信じる理由がない」

「無礼者め」

　魔王は笑みを含んだ声で言うと、玉座を立った。その瞬間、ロワの背筋に強烈な電流が走った。総毛立ち、腰が引けて、しゃっくりが出た。自然と身構えてしまった。

　魔王はあっという間に壇から降りた。滑り降りたように見えた。そのときにはもう目と鼻の先まで迫っていた。

　魔王は佩はい剣けんを抜いて振りかざした。魔王の双眼が妖しく光っている。これは死ぬ。

　斬り殺される。確実に。百パーセントだ。

　何しろ、魔王の剣はすでにロワの頭を叩たたき割ろうとしている。またか。十八歳で死ぬ。これで何回目だよ。ふざけるな。図らずも傭兵を辞やめて、戦いから遠ざかったはずなのに。笑えない。笑えなすぎて、笑いたくなる。もしかして呪のろわれているのか。十八歳で死ぬ呪い。そもそも、何度死んでも生まれ変わってしまうこと自体、呪いみたいなものだ。

　死にたくはない。とくに、こんな意味のわからない死に方は絶対にごめんだ。ああ、だけど、魔王の剣が額の上のほうに食いこんで、そして──、

　そして、どうなった？

　ロワは死んだ。死んだらどうなるか。知らないだろう？　教えてやろうか。

　経験上、死は完全な闇だ。何も見えない。何も聞こえない。何も感じない。何も思わない。一筋の光すらない。死は虚無だ。無に抱いだかれるなんていう生やさしいものじゃない。自分という存在が無そのものになる。ただただ何もない。

　ロワは無に帰した。──ような気がする。

　錯覚なのか。

　ロワの右肩のすぐ上あたりで、魔王の剣が静止している。

　魔王はその剣先を見つめ、眉をひそめた。鼻柱に皺しわを寄せ、唇の合間から大きな犬歯をのぞかせる。訝いぶかっているのか。

「……陛下」

　アルノワが立ち上がりかけた。

「なるほどな」

　魔王は剣を引いて鞘さやに収め、ロワを見た。この男は貴人なんかじゃない。まるで野獣の帝王だ。猛たけ々だけしくて狡こう智ちに長たけ、動くたびに輝くばかりの生気がほとばしる。

「ロワジュディアン。紛まぎれもなく、そなたは魔族の血を引いておる。余の息子だ」

　アルノワがそっと息をついた。

「……お戯たわむれを」

「戯れてなどおらぬ」

　魔王は笑いもせずに返した。

「余は本気であった。ゆえに、それとわかったのだ」

「僕を、……殺そうと？」

　魔王はロワの問いに答えず、目を伏せて顎あごを引き、前方に頭を傾けた。

「まずは詫わびよう。ロワジュディアン。余はそなたの母を守ってやれなんだ。すまぬ」

「……何のことですか」

　魔王は顔を上げたかと思うと、身をひるがえして壇に上った。玉座に腰を下ろし、肘掛けに右肘をもたせかける。右手で顎をさわりながら脚あしを組んだ。

「余はそなたの母を愛した。だが、彼女は舞ぶ妓ぎであり、我が宮廷には馴染まなかった。彼女は余の許もとから去り、そなたをひとりで産んだのだ」

「初耳です」

「さもあらん。余が八方手を尽くし消息を知ったときには、彼女はこの世におらなんだ。そなたを引き取ることもできたが、彼女が望まぬであろうと慮おもんぱかり、しなかった」

「だったら、なんで今ごろ……」

「我がアークラントのため。アークラント一国のみならず、陸東を死守せんがためだ」

「そんなの、僕には」

「一刻も早く彼かの帝国に対抗しうる態勢を整えねば、手遅れになりかねぬ」

「てっ……──」

　瞬間、頭の中が真っ白になった。ほんの一瞬だ。

　帝国。

　魔王は今、帝国と言った。

　アークラント。陸東。帝国。繫がらない。帝国があの帝国だとしたら。別の帝国。帝国違いか。でも、帝国を名乗る国は現在、他ほかにない。あったら覚えている。

　ピエトロジョーとアベルカインが生まれ育ったサントマルタンは陸西にあった。ラニィとミシャが死んだビヨールのポマ村も、ギルヒーが復ふく讐しゆうに燃えて討ち死にしたアーカイムも、ルカリックが隠いん棲せいしたデュラーンの樹海も、大陸の西、陸西に位置していた。

　ここアークラントやイスカリア諸国域は大陸の東、陸東だ。

　ロワも帝国の動静には気を配っていた。聞いた話によると、帝国は今や陸西の半分どころか、七割から八割までを領有しているとか。ただ、詳しくは知らない。なかなか耳に入ってこないのだ。陸西は遠い。遠すぎる。

　大陸は、凍いてつく涙の海と竜りゆう海かいに挟まれたサンドストームという国を境にして、大きく東西に分かたれている。

　凍てつく涙の海は年がら年中時し化けていて、沖に出た船はほとんど沈む。夏でも水温が低いので、海に落ちた者はまず助からない。冬には流氷が押し寄せ、白い海と化す。

　竜海にはその名のとおり、海竜たちが棲せい息そくしている。海竜は小舟程度なら見逃すこともあるが、人が四人も乗れるような船は必ず海中に引きずりこんでしまう。

　サンドストームは険しい岩山と砂漠の国だ。険けん峻しゆんで脆もろい岩山は人の立ち入りを拒み、五百キロ四方に及ぶ広大な太たい砂さは牛馬をたやすく殺す。砂猪ゾアを飼う砂の民たみの案内なくして、太砂を渡ることはできない。

　いつか帝国の魔手が陸東にまでのびるとしても、ずっと先の話だろう。次はどうかわからないが、ロワには関係ない。そう信じこんでいた。情勢が変わったのか。

「……エヴァラスティアが、陸東に？」

「我が同盟国サンドストームが、その西に連なるミンヘルド、ノアヘルド、トアルンドの三国を従え、堅固な壁を築いておる。今のところ、帝国襲来の気配はない」

「だったら」

「彼奴等きやつらを知っておるか」

「……たしか、自分たちは絶対種人間だとか、何だとか」

「さよう。帝家フォーエヴァランスを名乗る者どもは、ミレニアムの末まつ裔えいだという。彼奴等が言うには、自分らこそ正統なる絶対種人間であり、他は劣等種であるらしい」

「ミレニアムって、二千年以上前に滅んだとかいう……」

「千年の長きにわたって大陸を支配したと言われておる最初の帝国だ」

「大昔の話じゃないか」

「むろん、彼奴等の思想に根拠などあるまい。だが、彼奴等は四百年以上かけて陸西の小国から覇者へと成長した。帝国の前身ラスティア王国は、我がアークラントより古い」

「……四百年。そんなに前から」

「帝国は必ずや動く。否いな。動かせてはならぬ。付け入る隙を与えてはならぬのだ」

「でも、どうやって。──同盟……」

　アークラントとサンドストームは同盟関係にあると魔王が言った。サンドストームはミンヘルド以下の三国を従属させている。

「百族協和だ」

　魔王は玉座の肘掛けに両肘をつき、胸の前で両手をきつく握りあわせた。

「国と国とが、民族と民族、種族と種族とが手と手をとりあい、力を結集し、相互扶助を具現させる。帝国と戦うのは愚策だ。勝利しても人々が死に、国は疲弊する。余は帝国と戦わぬ。陸東は我らの領域だと彼奴等に悟らせ、手出しをさせぬ」

「ロワジュディアン様の兄君、次兄にあたられるドゴシアン様は、養子として隣国タイシュの大たい君くん家に入られました」

　アルノワがよどみなく並べ立てる。

　魔王の四男は、先だって陸島南部の大国ガルマンティーの七侯、ローダイン侯家を継いだ。五男は何とか大公の養子で、正式な後継者として認められている。

　長女はどこだかの王に第二夫人として嫁いだが、どうやら離縁してしまったらしい。次女はどこだかの公妃で、三女は何とか侯妃、四女は何とか王妃。

　次から次へといろいろな名前が出てきてとても記憶できないが、五女がサンドストーム王太子ウーランの妃だというのは覚えられた。まだ十四歳の六女イヴァラーヤは、ヒューベリーのルルバート・ヒューデルビー王子と婚約済みらしい。

　魔王には他にも、五歳と二歳の息子、四歳、三歳、一歳の娘がいる。いずれしかるべき家と縁組みすることになるだろう。

　長兄の王太子、建国王と同じ名を持つヘルメルにも、二男二女がいる。まだ幼い彼ら、彼女らの結婚相手も、着々と選定が進められているという。

「……すごく子沢山なんだな」

　ロワが呆気にとられて凡庸な感想を漏らすと、魔王は笑った。

「これも王の務めよ。子はおればおるほどよい」

　なんて男だ。

　家同士の結びつきを強めるために子供同士を結婚させる。それ自体は王族や貴族に限らず、庶民でもよくあることだ。子は縁組みの道具として使われる。

　でも、魔王が子作りに励んだのは、最初から百族協和の理想を実現するためだったのか。もともと女好きだったんじゃないのか。

　一人の妻があれだけの数の子供を産むのは大変だし、きっと側室がいるのだろう。なるべくたくさん子供が欲しいから、妻が一人では足りない。権力者にはそういう事情もあるのかもしれないが、ちょっとどうかと思う。こっちは何度生まれ変わっても童貞なのに、みたいな、ルサンチマン？　ルサンチマンって何だっけ？　とにかく、僻ひがみ嫉そねみ妬ねたみ的な感情は脇に置いて、倫理的、道徳的に、どうなのそれ？　だいたい、子供を産ませたいのなら、相手は正妻と側室だけにしておけばいい。

　なぜ庶民の舞妓とやらにまで手を出したのか。ロワはその結果、生まれたらしい。ありがとうございます。いやいや。ないから。なれないから。そんな気持ちには。

　もしかすると、魔王はロワの母親を側室にしようとしたが、逃げられたのかもしれない。もしそうなのであれば、ざまあみろだ。母はいい仕事をしてくれた。

　母のことはこれっぽっちも覚えていないけど。

　ロワを産んですぐか、少なくとも物心がつく前に、彼女は死んでしまった。

　この世界ではというか、医療技術が発達していなければそういうものなのかもしれないが、出産は命がけだ。信じられないほど呆あつ気けなく、女性は出産の前後に命を落とす。

　魔王に孕はらまされなければ、そしてロワを産んだりしなければ、彼女は死ななかっただろう。今もまだ生きていて、どこかで幸せに暮らしていたかもしれない。

「話はそれだけですか」

　もういい。何も聞きたくない。ロワは魔王に背を向けようとした。

「待て、ロワジュディアン。余がそなたを呼び寄せた理由をまだ話しておらぬ」

「理由？　何ですか。その百族協和とかってのに手を貸せとでも？　知ったことかよ。勝手にやってろ。僕は帰る」

「どこへ帰るというのだ」

「それは……」

　帰る。

　僕は帰りたい。

　自分の家へ。

　今の自分にとって家と思える場所は一つしかない。ジャッカルに戻るんだ。

　もちろん、そんなことはできない。

　すでにロワの運命はねじ曲げられていた。

「アークラント王の名において、余の息子たるロワジュディアンに命じる」

　あの玉座にふんぞり返っている魔王ゴウドリックⅢ世によって。

　それとも、魔王を百族協和に駆りたてたおおもとの原因、つまりは帝国が、またしてもロワから大切なものを奪ったのか。

　魔王は穏やかな笑えみすら浮かべて息子に告げた。

「ヨルムンドの王女と結婚せよ」
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　何が息子だ。何が魔王だ。王子だ。王女と結婚だ。冗談じゃない。冗談じゃないのだとしたら、もっと質たちが悪い。

　言いたいことは山ほどある。でも、文句をつける暇がないほど何もかも迅速に、かつ強ごう引いんに進められた。

　ごたいそうなお仕着せの礼服だか何だかを無理やり着せられ、ああしろこうしろとアルノワに言いつけられた。反抗しようにも、すぐにやたらと厳粛な儀式だのむやみに華やかな晩ばん餐さんだのが始まった。半分呆ぼう然ぜんとしながらふてくされているうちに、ロワは王子ロワジュディアンの身分を与えられ、あっという間に出立のときが来た。

　その日は朝早くに鬼山城から追いだされ、否いや応おうなしに騎乗させられた。武官やら文官やらに前後左右を固められて城下町まで下りると、とんでもない騒ぎになっていた。

　グンダナはどこもかしこも混凝土コンクリートだ。見ようによっては味気ない。それがどうだろう。多彩な衣服を身にまとい、髪や瞳、肌の色が異なるばかりか、鱗りん皮ぴだったり、体表を被毛で覆われていたりする人々が、様々な声で叫び、歌い、踊おどっている。城都じゅうの通りという通りで笛や弦楽器が奏でられ、太鼓が打ち鳴らされて、色とりどりの花びらが舞い、耳は痛いし、目がちかちかするほどだ。

　王子の結婚という慶事があってのことなので、特殊な状況なのだとは思う。アークラントには多民族国家ゆえの矛盾や軋あつ轢れきがあるはずだ。これがあたりまえではないだろう。それでも、こうして多種多様な人々がともに喜び祝える土壌が、この城都にはあるのだ。

　唐突に狐狼団ジヤツカルが恋しい理由がわかった。

　ジョーは人の見かけになんかこだわらなかった。仲間の傭よう兵へいたちもそれは一緒だった。もとよりロワは、猫耳人コーサニカと犬頭人ウルフニツドの間に生まれたこともあれば、蜥蜴人サラマンだったこともある。ジャッカルにはいわゆる人種差別が微み塵じんもなかった。能力が劣る者さえ、何か役割を果たしていたり、仲間に好かれていたりすれば、居場所があった。いけすかないひねくれ者のロワすら受け容いれられていた。ジャッカルはロワの家だった。

　今のグンダナはどこか、ほんの少しだが、ジャッカルに似ている。

　いつか百族協和という絵空事めいた理想が実現したら、こんな光景がどこでも見られるようになるかもしれない。ひょっとして、魔王が目指す終着点はそこなのか。

　婚礼のためにヨルムンドへと向かう王子ロワジュディアンの行列は、城都を守る嘆きの断崖の南正門前で、魔王ゴウドリックⅢ世とその一族に迎えられた。

　王妃は年齢不詳の美女だが、感心してしまうくらい素っ気なかった。出戻りの長女は王妃に生き写しで、親子というより双子のようですらあった。

　六女イヴァラーヤは王妃に似ても似つかない。庶子なので当然だ。麦わら色の髪の毛がふわふわしていて、自分が一番賢いと信じて疑っていないような目をしている。ロワのことは王子の服を着た藁わら人形くらいにしか思っていないだろう。

　五歳の七男、四歳の七女と三歳の八女、二歳の八男、一歳の九女は、それぞれ可か憐れんだった。七男は犬頭人ウルフニツドの、七女は猫耳人コーサニカの血を間違いなく引いている。焦茶色の肌をした八男の母親は南海人だろう。末っ子の九女は異様に色白で、毛髪も瞳も色がきわめて薄い。古代人の末裔だというボーン人の特徴がはっきりと現れている。

　魔王の三男ディアナンは筋骨逞たくましい男だった。武人として一軍を指揮しているという。彼は赤の他人のようにロワに挨拶したが、実直そうで、印象は悪くなかった。

　王太子妃プラシアは誰よりも気安くロワに接してくれた。彼女は名族の出らしいが、四人の愛らしい子供に囲まれて、幸せこの上ない母親という感じの女性だった。ふくよかというか、ありていに言うと肥満していて、その太り方がまた不思議なほど彼女を魅力的に見せている。彼女はやわらかな手でロワの手をとり、目に涙まで浮かべた。

「ロワジュディアン様。ヨルムンドまでは長旅となります。どうか道中、お気をつけて。アルノワは頼りになる娘です。何なりと相談なさるといいわ。あなたにとって、大切な人だから。──ああ、どうしましょう、もっとお話ししたかったのに、こんなに慌ただしく発たってしまわれるなんて、思ってもみなかったから……」

「ええい、プラシア。よせ、みっともない」

　プラシアを抱だきよせてロワから引き離した王太子ヘルメルは、父親から野性味を削りとって若さと残忍さを受けつけたような顔立ちの男だった。魔王の一族は、六女イヴァラーヤをのぞいて煌きらびやかな金髪か銀髪だが、ヘルメルは錆さび色いろの髪をしている。気味が悪いほど青々とした瞳が紛まがい物めいて見えた。

「勘違いするなよ、貴様。我が妻は誰にでもやさしいのだ」

　王太子はロワの名も呼ばずに凄んでみせた。

「貴様は我がアークラントのため、ヨルムンドの王女に気に入られるよう、せいぜい粉骨砕身しろ。国益を損そこなうような真似をしたら、ただではおかん」

　ロワを嫌きらっているようだし、好感は持てない。しかし、王太子は確実に愛妻家で、自分の子供たちを手慣れた様子で抱いたりあやしたりしている。王族にしてはずいぶん家庭的だ。きっと悪い男ではないのだろう。

　最後にゴウドリックが旅立つロワの肩に手を置いた。

「委細はアルノワに任せるがよい。すべて心得ておる。余としても有為の近きん侍じを失うのは惜しいが、そなたには助けが必要であろう」

　はい、とも、いいえ、とも答えようがなかった。ロワは何一つ了承していない。逃げだしたところで行き場がないから、流れに身を任せているだけだ。

　黙っていると、魔王はロワを引き寄せ、身を屈めて耳みみ許もとで囁ささやいた。

「おまえの目は彼女によく似ている。ロワよ。また会おう」

　ずるいじゃないか。

　目が似ている、だって？　そんなことを言われても嬉うれしくなんかない。母は死ぬ前に一度くらいはロワを抱いたのか？　それすらもわからない。覚えていないのだ。どうやっても思いだせない。

「もう行きます」

　詰めかけた群衆の歓呼が嵐となって吹き荒れ、ロワを進ませる。人々が唱えるのは祖国や王の名だけじゃない。王子万ばん歳ざい。ロワジュディアン様万歳。我らが王子。ロワジュディアン。王子ロワジュディアンに幸さちあれ。友だちに声をかけるような調子でロワの結婚を祝福する声も聞こえた。馬車に乗りこむ前に、アルノワにうながされて手を振ると、誰も彼も皆、笑え顔がお、笑顔、笑顔で、胸が苦しくなった。

　馬車にはアルノワと護衛の武官が二人同乗した。一人じゃなくてよかった。もし一人きりだったら、嗚お咽えつくらいは漏らしていたかもしれない。

　アークラント。ロワはこの国で生まれ、七歳まで過ごした。舞ぶ妓ぎだったという母親の故郷はどこか別の場所だろうが、父親は今もここにいる。血を分けてもらっただけの親でも、父は父だ。たとえ憎んでも、恨んでも、あの男の血がこの身に流れている。

　ロワはジョーの傭兵部隊を辞やめ、帰る家をなくしたと思っていた。そうじゃなかった。ここにも家があったのだ。少なくとも、家になりえたかもしれない場所が。

　今ようやくそのことに気づいたのに、これからロワは遠く離れた異国へと旅立たなければならない。

「何が百族協和だよ……」

　アークラントの城都グンダナからヨルムンドの巨都ユグドラまでは、直線距離だと約千五百キロだ。安全な経路を選択してやや遠回りし、およそ千七百キロの道程となる。

　イスカリア諸国域からグンダナへ向かったときと違って大所帯だし、何しろ婚礼の旅だから、野宿するわけにもいかない。七月十八日にグンダナを出発し、ユグドラへの玄関口だというロキシル門に到着したのは八月十九日だった。思えば、ジャッカルの一員としてブッチーズと戦ったのが六月十九日なので、それからちょうど二ヶ月経たったことになる。自分史上もっともめまぐるしい二ヶ月だったと言っても過言じゃないだろう。

　ロキシル門は比喩的な地名ではなくて、その名のとおり立派すぎるほど立派な門だ。

　すごいと聞かされてはいた。間近で見ると、本当にものすごい。高さ二百メートル以上の岩壁に穿うがたれたトンネルに、巻き上げ式の門扉が備えつけられている。とにかくそれが馬鹿馬鹿しいほど大きいのだ。鬼山城の門も、ロキシル門には及びもつかない。圧倒的にでかすぎる。

　そんな遠近感が狂いそうになる門の前で、そろいの緑りよく衣いをまとった二千人もの軍勢がロワたちを出迎えた。彼らが掲げる旗は白地に緑の巨大樹だ。兵の半分は、もう半分の倍もありそうなほど背が高い。

　ヨルムンドは陸東に泰然とそそり立つ、由緒ある巨人族の国なのだ。

「遠くアークラントより、よくぞ参られた。親王隊ダルフインド、礼！」

　指揮官らしい男が合図をすると、二千の兵が一斉に吼ほえた。これはちょっと馬車から出たくない。ロワたちを歓迎しているとはとても思えない雰囲気だ。

「ひょっとして、喧けん嘩かを売ってるのかな……？」

「何を愚かな」

　アルノワに尻を叩たたかれて下車すると、指揮官が近づいてきた。来なくていいのに。というか、来ないで欲しい。

　指揮官の鎧よろいは真珠のような光沢を帯びている。まだ青年なのか。彫刻のような容貌で、髭ひげは生やしておらず、長い髪を編んでいる。かなり身分が高そうだ。当然、巨人族だろう。身長は二メートル以上。二・五メートルといったところか。巨人族としては大おお柄がらなほうではなく、兵の中にも彼より上背がある者はざらにいる。とはいえ、めちゃくちゃ大きい。ここだけの話、ロワは百六十センチもないのだ。

　それでも彼だけならまだ、かろうじて平静を装える。問題は彼が連れている生き物だ。

　一言でいえば、ティラノサウルス、ということになるだろうか。ティラノサウルスの成体は体長十メートル以上だったと記憶している。おそらくあれはその三分の二か、ひょっとすると半分くらいかもしれないが、充分巨体だ。ついでに、ティラノサウルスより前まえ脚あしがずっと発達していて、四つ足で歩いている。そのせいで、頭の位置が低い。だから何なのかと訊きかれるとロワとしては大変困るし、怖い。冷や汗が噴きだして止まらない。

「……なんで竜なんか」

　戦場で何度か出くわしたことがある。ただ、あんなに大きな竜は初めて見た。背に鞍くらが置かれているし、轡くつわのような金具が口に嵌はめられているので、乗用なのか。でも、首輪や引き綱くらいはつけるべきだ。今にもあの竜がロワを獲物だと見なして襲いかかってきそうで、気が気でない。

「スカーヴァ。おまえはそこにいろ」

　指揮官が命じると、竜はお座りをして首こうべを垂れた。ありがたい。でも、一息つくのは早すぎるようだ。

　指揮官はそのまま歩を進め、ロワの真ん前で立ち止まった。ロワのほぼ真上に指揮官の顔がある。白はく皙せきの美男だ。機嫌が悪いのか。指揮官は憎々しげにロワを見下している。

「よもや貴公がロワジュディアン殿どのなのではあるまいな」

「……そういう言い方ってあるかな」

「何？」

「ロワです。ああ、ええと、僕がそのロワジュディアンです。そうは見えないかもしれないけど。ところで、あなたは？」

「我が名はオライオン」

　旅の間、アルノワはヨルムンドに関する情報をロワに叩たたきこんだ。ロワはこれからヨルムンドの王女タマミナと結婚させられる。オライオンといえば、ヨルムンドの王太子だ。

「憐あわれな」

　ロワの義兄になる男はため息をついた。

「なぜだ。何ゆえ父上は、このような者にタマミナを」

「恐れながら申しあげます」

　アルノワが進みでた。恐れながらと言ってはいるが、絶対、恐縮なんかしていない。

「我がアークラントの王子たるロワジュディアン様への侮辱は、魔王ゴウドリック陛下のみならず、ヨルムンド王エラストローム陛下の名誉をも汚けがすことになりかねません。頑是なきご所業、殿下におかれましては諸事ご留意のうえ、何とぞお改めくださいませ」

　オライオンは両目を見開いて頰ほおを紅潮させた。怒ってるわ、これ。完全にキレてるって。ロワは最悪の結末を予想したが、そうはならなかった。オライオンは口くち許もとをゆるめた。

「女、名は？」

「アルノワと申します。ゴウドリック陛下から、ロワジュディアン様とタマミナ様にお仕えするよう命じられて参りました」

「覚えておこう」

「光栄至し極ごくに存じます」

「ロワジュディアン殿。貴公を迎えに来たのは、おれだけではない。たっての願いでな」

　オライオンが振り返って腕を振ると、流れるように隊列が左右に分かれた。

　女が立っている。乗馬できそうな服装だが、どこからどう見ても女性だ。うつむき、右手で左腕をきつく押さえて、極端な内股になっている。

「来い、タマミナ」

　オライオンが手招きすると、女はようやく歩きだした。長くまっすぐな髪を束ねている。手足も長い。というか、長身だ。それはそうだろう。オライオンの妹だ。彼女も巨人族なのだ。でもまあ、思ったほどじゃない。たいていの種族と同様、巨人族の女性は男性より一回り小さいという。彼女は兄と比べてずっと小柄だ。

　そうはいっても、兄の隣で足を止めた彼女は、ロワより頭一つ、いや、もしかしたら二つぶんほど大きい。二メートルには届かないだろうが、間違いなく百八十センチ以上だ。

　オライオンの体形は均整がとれている。レオポルドも肉体美を誇っていたが、この巨人族の王太子には勝てない。サイズを度外視しても、芸術品のような体つきだ。

　彼女はさほどでもない。胴長短足だとか、顔が大きすぎるとか、そういうことは一いつ切さいないのだが、けっこう肉づきがいい。上背があるので、すさまじい迫力だ。

　それにというか何というか、彼女は明らかにおどおどしている。下を向いているが、ロワからは丸見えだということに気づくと、彼女は両手で顔を覆い隠した。赤面している。耳まで真っ赤だ。指の合間から、大きな目でロワを見ている。

「た、た、た、……たま……たまみな、です」

　耳をそばだてていないと聞き逃してしまいそうな小声だった。なんだかロワまで恥ずかしくなってくる。いたたまれない。帰りたいが、帰れない。

「あ、……どうも、ロワです」

　オライオンが怒気をみなぎらせた。たしかに今の挨拶はあまりよくなかったかもしれない。ロワは彼女と結婚する。アークラントとヨルムンドという大国同士の架け橋になるのだ。二人は夫婦になって、たぶん子供を作ったりもしないといけない。

「……マジか」

　つい呟つぶやいてしまった。

　タマミナが両手を少しずらした。両目と鼻、それから口も、おおよそ見える。彼女はロワと同い年のはずだ。背せ恰かつ好こうからすると信じられない。ただし、顔は年相応だ。それどころか、十代半ばでも充分通用する。子供っぽいというよりも、どこかあどけない。
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「はい……？」

「あ、いや、ええと、その、……よろしくお願いします」

　ロワが会釈をすると、タマミナは微笑ほほえんだ。細められた目が潤んでいる。なぜ彼女は今にも泣きだしそうなのか。本当は、ロワみたいなちんちくりんの妻になんてなりたくない。政略結婚だから、我慢している。無理に作り笑いをしているのかもしれない。

　熱っぽく湿り気を帯びた彼女の瞳はきらきらしていて、とてもきれいだ。ロワとしては、せめて彼女を傷つけたくない。でも、この結婚自体が彼女を傷つけるものなのだとしたら、どうすればいいのか。どうしようもないんじゃないのか。
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　ロワは八月二十二日に巨都ユグドラで巨人族の王に謁見した。長なが髭ひげ王おうの異名をとるエラストローム王は身長が三・三メートルもあって、髪は腰より長く、髭は膝まで達する。

「ロワジュディアン。間もなくおぬしは余の息子となり、おぬしの父君は余の兄弟となる。我がヨルムンドとアークラントはおぬしと余の娘によって固く結ばれ、扶たすけあい、守りあう。万一、片方が道義に背けば片方が諫いさめ、往ゆく道を正しあうであろう。ふつつかな娘むすめだが、タマミナをどうかよろしく頼む」

　息子の王太子と違って物腰はおおらかだが、思慮深さと厳しさが面おも差ざしに表れている。ロワは思わず頭こうべを垂れた。

「こちらこそ……」

　本当は、命に替えても、くらいのことは言うべきなのだろう。でも、恥ずかしいし、そこまでの覚悟があるのかというと、基本的にはない。

　旅の間、アルノワが呪じゆ詛そするようにくどくど説明するのを聞かされた。ロワもそこまで馬鹿じゃないから、事の重大性はさすがに理解している。

　陸東の大国といえば、まず東北の雄アークラントだ。それから、南部のガルマンティーと、パルメア。そして、中西部のヨルムンド。以上が陸東四大国ということになる。

　ガルマンティーはクロベール家の王を戴いているが、実権を握っているのは七侯と呼ばれる七人の大領主だ。

　魔王ゴウドリックⅢ世は、縁組みによって四男エルドリックにローダイン侯を継がせることに成功した。ローダイン侯は、七侯の中の三大侯と称される最有力者の一人だ。また、同じく三大侯のジーカー侯には、魔王の三女が嫁いでいる。現在、アークラントのガルマンティーに対する影響力はかなり大きい。

　さらに、ロワとタマミナの結婚でアークラントとヨルムンドが接近する。これで陸東四大国のうち、三国が好誼よしみを通じることになるわけだ。

　国同士なので、何でも腹を割って話し合い、仲よく共存共栄を図るというわけにはなかなかいかないだろう。しかし、利害が一致すれば歩調を合わせられる。たとえば、陸東に帝国の魔手がのびたら、三国はおのずと協同して対抗することになるはずだ。

　なんで僕がこんな重要でめんどくさい役割を、とは正直思う。でも、ロワがこの役目を放ほうりだしたら、アークラントとヨルムンドの関係が悪化しかねない。それがどうした。知ったことか。言うだけなら簡単だが、実際にぜんぶかなぐり捨てて逃走するとなったら、そうとう度胸がいる。逃げてどうするというあてもない。

　タマミナとは日に一度、食事をともにする以外、顔を合わせる機会がない。会っても、タマミナは決まりが悪そうで、ロワも話術が巧みなほうじゃないから、天気について少し話す程度が関の山だ。先が思いやられる。

　結婚式は九月一日に執とり行われる。当のロワはまるで実感が湧わかないが、その日が近づくに従って式の列席者が続々とユグドラに集まってきた。中には当然、アークラント側の者もいて、ロワは祝辞を頂戴したり、返礼をしたりしなければならなかった。

　昔、というか前世だが、サントマルタンで貴族の息子だったことがある。アルノワに教育されるまでもなく、その気になればそれっぽい所作や話し方もできなくはないのだが、風采のほうはどうにもならない。何しろロワはちんちくりんだ。

　魔王の名代としてやってきた兄には、面と向かって嫌いや味みを言われた。

「やれやれ。父上の勇み足にも困ったものだ。よりにもよって、こんな豎子こぞうに大いなる巨人の国との橋渡し役を任せるとはな」

　人を子供扱いするローダイン侯エルドリックも、まだ二十二歳と若い。凄みさえある大変な美貌の持ち主だが、魔王ゴウドリックや長兄ヘルメル王太子とは似ておらず、鋭利すぎて扱いづらい刀剣を思わせる男だ。

　アルノワ曰いわく、魔王はエルドリックについてこう語ったことがあるという。「彼奴あやつはとにかく頭が切れる。誰も彼も自分より馬鹿だと思っておるのだろうが、実際、千人いれば九百九十九人は彼奴より愚鈍だから始末に負えぬ」と。

「ご指導ご鞭べん撻たつのほどお願いします」

　ロワはしおらしく頭を下げてみせた。相手は弱冠十九歳でローダイン侯となり、三大侯の一人としてガルマンティーの舵かじ取とりをしてきた化物だ。張りあう気は毛頭ない。

「せいぜい励んで、自らの価値を示すがいい」

　エルドリックはさっそくありがたい教訓を垂れてくれた。

「おまえの価値とはすなわち、その身に流れる尊き血だ。全力であの麗しき花嫁を愛めでよ。余計なことはするな。どうせ何もできまいがな」

　すなわち、さっさと子供を作れ、ということだろう。これは政略結婚なのだから、ロワもそれくらいわかっているが、大きな問題がある。

　経験だ。何度も生まれ変わったのに、ロワには一度たりともその経験がない。童貞にも程ほどがある。いわば筋金入りの童貞なのだ。

　かっこよくて、もちろん経験なんかありまくるだろうお兄さん。花嫁を愛でろというなら、その愛で方を具体的にご教授願えないでしょうか。訊きけないけど。訊けるわけがない。どうしよう。アルノワに教えてもらうしかないのか。それはできれば教わりたくない。

　ともあれロワは、結婚式までの大半の時間を、巨都ユグドラの天てん王おう宮きゆうで過ごした。

　巨大樹を模して造られた天王宮は、ゆうに一つの町ほどもある。ここで手に入らないものはほとんどない。あちこちに広がる露天の区画には、草花が生い茂り、人工の泉が湧いて、果樹は瑞みず々みずしい実をつけている。回廊の端はしに野花が咲いていると、天王宮の住人たちは踏まずにそのままにしておく。石床は苔こけ生むし、壁には蔦つたが這はっている。屋内を蜂や蜻蛉かげろう、蛾がが飛んでいても、気にとめる者はいない。

　この国では、巨人族以外はすべて小さき者と総称される。

　ヨルムンドは巨人族の国だが、小さき者たちを受け容いれることで発展を遂げた。現在では、巨人族より小さき者のほうがずっと多い。

　巨人族には小さき者を下に見る意識が根強くあるようだが、王女の婿むこに小さき者を迎えるくらいだから、深刻な蔑視ではなさそうだ。要人にも小さき者が大勢いる。ただ、小さき者は大きな者に一定の敬意を払うのが、ヨルムンドではあたりまえの作法らしい。

　ユグドラの街にも何度か出かけた。巨都の民たみは皆、王女がアークラントの小さき者と結婚することを知っている。だから念のため、お忍びという形で、エラストローム王が護衛を兼ねた案内役をつけてくれた。

　ユグドラは祝賀ムード一色だった。目抜き通りには屋台が並び、花が飾られ、大きな者と小さき者で賑にぎわっている。裏通りにも活気があった。案内役のユイヒ・マクロバリに頼んで貧民街に足をのばすと、子供たちがまとわりついてきた。一向に離はなれてくれず、鬼ごっこのような遊びに付き合わされて、へとへとになった。

「王家は深く愛されています」

　マクロバリは猫耳人コーサニカにはめずらしく無ぶ愛あい想そうで、常に釘くぎを刺すような言い方をする。

「民にとって陛下は偉大な父であり、王太子殿でん下かは敬愛する兄なのです。王女殿下は慈しむべき妹であり、娘です。王女殿下を不幸にする不届き者は八つ裂きにされるでしょう」

　何でもマクロバリ家は、祖父、父、そしてユイヒの三代にわたってヨルテュール王家に仕えている。祖父ナザク・マクロバリは、先王モルスゲンクが崩御すると、主君のあとを追って殉死したらしい。その死に様はヨルムンドの人々に鮮烈な印象を残し、以後、マクロバリは忠義者の代名詞になったのだとか。

　ちなみに、猫耳人コーサニカは血が濃ければ濃いほど、見た目の性差が少ない傾向にある。ジャッカルで同期だったミケルがまさにそうだが、自分は男だとも女だとも明言せず、恋愛対象の性別にもこだわらない。人懐っこく、気ままで、しなやかで軽やかという猫耳人コーサニカのイメージから、ユイヒ・マクロバリはかけ離れている。ロワが王女を少しでも悲しませたら、きっとマクロバリが手ずから八つ裂きにするだろう。

　王女とうまくやるしかない。でも、いったいどうやって？

　見当もつかない。真性の童貞には荷が重すぎる。
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　九月一日。ロワは結婚式の当日、早朝に呼びだされ、王女の私室でタマミナと会った。

　立って向かいあうと、必然的にタマミナがロワを見下ろすことになる。ロワはだいたい見下ろされる側だから、平気だ。慣れている。

　でも、タマミナとしてはやはり、これから自分の夫になる男を見下ろすのはいやだったのかもしれない。彼女は床にぺたんと座りこんでロワを見上げた。両目が潤んでいる。頰ほおが、いや、耳も、顔のほとんど全体が、それどころか首まで真っ赤だ。

　タマミナは今にも泣きそうで、それは当然、ロワが原因だろう。思えば彼女はいつもたいてい目を湿らせている。泣きたいくらい、いやなのか。いやでいやでしょうがないのだ。それはそうだろう。誰が好きこのんでロワのような男と結婚したがるものか。

　これが意に染まない縁談でも、タマミナは王女だ。身分に応じた責任がある。父王に命じられれば、国のために従うしかないのだろう。

　ただ、どうか安心して欲しい。きみがいやがることはしない。指一本ふれたりしないし、きみが望まないなら、近づきもしない。子供はできないだろうが、それはしかたない。とにかくきみを傷つけたくないし、泣かせたくない。

　タマミナが口をぱくぱくさせて、何か言おうとしている。声にならないようだ。

　ロワは片膝をついた。床に座りこんでいる王女よりもロワのほうが目線が低くなったけれど、こっちのほうがいい。むしろ、落ちつく。

　すると不思議なことが起こった。タマミナがロワに向かって右手を差しのべたのだ。

　ロワはつい右手を出した。そうしたらもっと摩ま訶か不ふ思し議ぎな事件が起きた。王女の羽みたいにやわらかな両手が、ロワの右手を握ったのだ。

「ロワジュディアン様」

「……はい」

「タマミナは、幸せです」

「え？」

　聞き違いだろう。ロワの頭がおかしくなったのかもしれない。王女の顔は依然として真っ赤っかだし、その両りよう眼めは濡ぬれて光っている。でも、笑っているようにしか見えない。

「……ああ。ええと。うん。……その。え？　僕は、嫌きらわれて、……まあ、好かれてはいないんじゃないかとばかり……」

「えっ。なぜですか？」

「や、だって」

　これだよ？　このちんちくりんだよ？　顔もよくない。性格だってべつにあれだし。こんなのが結婚相手だよ？　よかった、とは思わないはずだ。それがふつうじゃないか。

「ロワジュディアン様」

　タマミナはロワの右手を自分のほうへと引きよせた。何だろう。あったかい。それに、すごくいい匂においがする。やばい。動どう悸きが。

「……ロ、ロワで、いいよ。……あ、いいです」

「はい。ロワ様」

　とろけた。心が。いっぺんに。

　これまでもタマミナは何度か微笑みかけてくれたが、どこかよそよそしいというか、はにかんだ表情だった。今は違う。恥じらいは残りつつも、心の底からうれしそうだ。絶対に演技じゃない。もしこれが見せかけだとしたら、とんでもない演技力だ。彼女に限ってそれはないだろう。いや、断言できる。確実にない。

「ロワ様は、おやさしいかた。タマミナには、わかります」

　やさしい。

　いつか言われた。

　やさしいのね、と。

　そうか。赤い巻き毛のミシャだ。違うのに。──僕は、ただ。

　ただ、彼女が好きだったんだ。

　醜いと思われて、馬鹿にされても、好きだった。嫌われたくなかった。だから、彼女にはやさしくしようとした。それだけなんだ。

「……自分が、やさしいかどうか。僕にはよくわからない。だけど、……きみにはできるだけ、やさしくしたいと思ってる」

「タマミナを、一生おそばに置いて、くださいますか？」

　王女は不安だったはずだ。自分はどんな男と結婚させられるのか。相手は小さき者だから、自分より短たん軀くだということは覚悟していただろう。そのうえ愚かで粗暴で、とても愛せないような男だったら？　仮にそうでも、その男を夫にするしかない。

　ロワはやさしい、それがわかるとタマミナは言った。ロワの人間性なんか彼女にわかるはずもないのに。自分は幸せだと。相手がどんな男であっても、そう思いこもうと彼女は決めていたのかもしれない。やさしい男と結婚して、幸せになる。それがきっと彼女の切なる願いなのだ。よかった。願いが叶かなった。彼女はそう信じたいのだ。

　ロワは所詮、ちっぽけな元傭よう兵へいでしかない。でも、縁があって妻になる人の願いを、できることなら叶かなえてやりたい。

「いつまでも、僕のそばにいて欲しい」

「喜んで」

　彼女が一緒にいてくれたら、そこが自分の居場所だと思える。そんなふうになるのではないかという予感がした。

　ロワはこれからヨルムンドで生きてゆく。どうせ他ほかに行き場はない。ここに骨を埋うずめよう。アークラントとの架け橋にでも何でもなってやる。ただし、最優先するのはタマミナだ。彼女を幸せにする。そのために生きよう。

　結婚式は盛大で壮麗だった。国内外の参列者は三千人に及び、給仕や料理人、警備、楽師などを含めて二万人が参加した。その後、パレードが天王宮から出てユグドラを練り歩くと、巨都や近隣の住民が沿道を埋うめ尽くして熱狂した。

　ロワは最初、アークラント風の礼装を身にまとい、その後、ヨルムンドに伝わる婚礼服に着替えた。タマミナの花嫁衣装は緑玉と黄金がちりばめられた純白のドレスで、亡母の形見だという。

　エラストローム王は十年以上前に王妃ハルミナを亡くしたが、再婚していない。王太子オライオンにはすでに妻がいて、彼も他の女性には目もくれないらしい。

　同じ王族でも魔王家とはまったく違って、ヨルテュール家の人々は一夫一妻を厳格に守っている。ヨルムンドではそれがあたりまえのようだ。ロワにはそのほうが自然に感じるし、水が合うかもしれない。

　パレードのあとは天王宮で宴うたげが催された。大きな者たちの飲酒量は半端ではなかったが、小さき者に無理やり飲ませようとはしないのが救いだった。王の許しをえて自室に戻ろうとすると、アルノワに首根っこをつかまれた。

「まさか床とこに就つかれるおつもりですか。あなたはもうタマミナ王女の夫なのですよ」

「……わかってるけど。さすがにそれくらいは」

「でしたら、新婚初夜に夫がなすべきことをなさい」

　ロワはアルノワに引きずられて王女の部屋へと向かった。タマミナはロワを待っていたようだが、その間に寝てしまったらしい。目を覚まし、慌ててロワを部屋に迎え入れてくれた。

　二人きりになった。

　──で、どうすれば？

　手順はわかる。日本人だったころは、人並みにその手の画像やら動画やらを閲覧した。経験が皆かい無むなだけだ。一通りの知識はある。ただ、どんなふうに切りだして、どういう流れで始めればいいのか。そのへんが曖あい昧まいというか、皆目見当がつかないというか。

　タマミナがしずしずと寝台に腰を下ろした。つられてロワも彼女の隣に、といっても不適切ではないと思われる程度の距離を置いて座った。

　明かりは覆いをかけてある燭しよく台だいだけだ。それでも、薄い夜着の上にガウンのようなものを羽織っている彼女の姿がはっきりと見えた。薄い。

　薄いなあ、その服。薄すぎて、なかなか直視しがたいものがある。

　蠟ろう燭そくの火を消すべきかもしれない。提案してみようか。直接的すぎるだろうか。室内を真っ暗に。すなわちそれは開始の宣言に等しいし、彼女としても承諾しづらいかもしれない。もっと婉えん曲きよくな言い回しはないものか。

「胸が、破裂してしまいそうです」

　見れば、タマミナはその破裂しそうに大きな胸を手で押さえ、ふう、ふう、と息をついている。途端にロワの心臓も早鐘を打ちはじめた。いや、実際にはずいぶん前から心拍数が急上昇していたのだが、意識していなかったのだ。というか、おっきい。おっきいなあもう。どうなってんの。おっきすぎだろ。

「……こういうことは、その、……初めてなもので」

　言ってしまってから後悔した。

「えっ」

　タマミナはロワを見て、それから下を向いた。

「……そ、そうなのですか、それは、……とのがたに任せればよいのだと、義あ姉ね上うえに言われたもので、そうだとばかり……」

　男がリードする。やはりそれが妥当だろう。ここは一つがんばるしかない。もう夫ふう婦ふなんだし。やることをやる。それが夫婦だ。たぶん。だけど、できるのか。タマミナも初めてらしいし。初めては大変で簡単にはいかない。そんな話を聞いたことがあるような。

「あの、ロワ様」

「……はい。何でしょう」

「タマミナは、……はしたないと思われるでしょうが、ロワ様の近くにまいりたいです」

「それはもうまったく問題ないです」

　タマミナが体を横に、ロワのほうへと移動させた。互いの手がふれあったところで、彼女は静止した。彼女は手を引っこめなかった。ロワは勇敢にも彼女の手を握った。自分の中にこんな勇気が眠っていたなんて想像したこともなかった。

　座ると、身長差が少し縮む。それでもロワの頭は彼女の肩までしかない。彼女は気にならないのか。子供みたいなこの男が夫なんだと思い、憂ゆう鬱うつになったりしないのか。

　卑下するな。泣いても笑っても夫婦になったのだ。背は今さらのばせなくても、彼女を愛することはできる。いや、できるのか？　そもそも、ロワは彼女を愛しているのだろうか。出会ってまだ十日あまりだ。よく知りもしない。

「ロワ様」

「……はい。ごめん。きみにばかり話させている」

「いいえ。よいのです。タマミナは、ロワ様とたくさん、お話ししたいですから」

「僕も、……うん、きみと話したい。だって、話さないと何もわからないし」

「そうですね。タマミナは、ロワ様のことが知りたいです。ロワ様に笑っていただきたい。今日も、明日も、できたら、いつまでも」

　ロワは彼女の手を握る手に力をこめ、ゆっくりと息を吐はきだした。

　彼女を愛しているのか。それはよくわからない。

　ただ、今はまだ愛していなくても、きっと彼女を愛するようになる。

　今日も、明日も、いつまでも、彼女の前では笑っていたい。これは本当にそう思う。

「タマミナ」

「はい」

「きみを、……なんていうか、うまい言葉が浮かばないんだけど、抱だいてもいいかな」

「タマミナは、ロワ様に抱いていただきたいです」

　ロワは覆いかぶさるようにしてタマミナを寝台に押し倒した。彼女は抗わなかった。むしろ、自分から体を倒した。考えるより先に、ロワは彼女の首から胸元あたりに顔を押しつけていた。何やってんだろうと思った。彼女の吸いつくような肌はひんやりしていた。かつてこれほど滑なめらかなものにふれたことがあるだろうか。いや、ない。ロワは彼女の鎖骨付近に口づけした。決して意図的にしたわけじゃない。気がついたらそうしていた。彼女は身を震わせて微かな声を漏らした。ロワは謝りたくなった。でも、これから彼女を抱くのだ。この程度で謝罪していたら何もできない。彼女の耳の下まで唇を這はわせる。彼女の息遣いは荒い。お互いの呼吸が乱れている。熱い。全身が。とりわけ頭が。

「ロワジュディアン様。タマミナ様。申し訳ありません」

　誰かが部屋の扉を叩いている。誰かというか、アルノワだ。

　ロワはがばっと起きた。何だよ、こんなときに。いったい何やってくれちゃってんの。怒鳴りそうになった。なんとか自制した。

「まことに、大変申し訳ありません、危急の報しらせが──」

　タマミナも身を起こした。顔を見あわせる。彼女はうなずいてくれたが、ロワは羞恥心交じりの怒りが収まらなくて、つい「何事だ」と偉そうな口をたたいてしまった。こういう態度はよくない。髪を引っかきまわし、息をつく。ロワは寝台から立ち上がった。

「入ってかまわない」

「失礼いたします」

　アルノワは入室すると、燭台を一いち瞥べつした。それ以外のものには視線を向けることなく、ロワをまっすぐ見た。いつもの無表情とは違う。えらく顔がこわばっている。

「たった今、サンドストームの王都サイファが陥落したとの報せが届きました。エヴァラスティアの帝国東方征圧軍は、ランハッジに侵攻中とのことです」
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　帝国来襲の報は、ランハッジ使節のもとに母国からもたらされたようだ。使節はこれをエラストローム王に口頭で伝えると、その足で帰国の途とに就いたという。ロワとタマミナの結婚式に参列したサンドストーム王の従兄弟いとこは、王都が陥落したと聞いて卒倒してしまったらしい。

　ロワはローダイン侯エルドリックと会った。兄は青筋を立てていた。

「よもやサイファが落ちるとはな」

　陸西のエヴァラスティア帝国がサンドストームの王都サイファを陥落させるには、まずその西に位置する従属国ノアヘルドかトアルンドの領土を通過する必要がある。さらに、太たい砂さを渡らなければならない。

　帝国の大軍が太砂を押し渡るのは、現実的ではないと考えられていた。もっと言えば、不可能だろうと。鋭利なほどに明敏そうなエルドリックも、この事態はまったく予想していなかったようだ。

「サイファが落ちたのは先月の二十一日だとか。ランハッジに攻めこんだのは二十四日らしい。それがなぜ今日まで伝わらなかった。同時に知れるとはどういうことだ」

「サンドストームは、王都が攻撃されて混乱していたから、急使を立てる余裕もなかったんじゃないでしょうか」

「そんなことはわかっている。サンドストームの王太子ウーランを知っているか。知るまいな。ウーランの妻は我が妹ランサリヤだ。それくらいは知っているな？」

　魔王の五女ランサリヤは十九歳だ。ロワにとっては一歳上の姉ということになる。

「……どこかに落ちのびているかも」

「都を急襲され、我先に逃げる王族などそうはいまいがな。ランハッジも気になる」

　ランハッジは一人の王と五人の公が治める連合国家だ。魔王の次女バルディラがパノン公に嫁いでいる。子供が三人いるらしい。

　兄は把握している現状や今後の見通しについて当たり散らすようにまくし立てると、打って変わって落ちつきを取り戻した。

「私は帰国する。何かと騒がしくなりそうだ。おまえは王女のよき夫でいよ。それ以外、今のおまえにできることはない。何かあれば報せてやる」

「ありがとうございます」

　兄上、と付け加えてみたら、ローダイン侯の端たん整せいな顔がゆがんだ。兄は足早に去った。

　夜が明けると、続報が入った。帝国東方征圧軍は数十万の恐るべき大軍勢で、東方元げん帥すいの皇女リンゼリカ・フォーエヴァランスが率いている。ピエトロジョーたちが戦った帝国第五征圧軍の指揮官も、名目だけかもしれないが、皇帝の娘シャルゼリカだった。帝国には皇女が軍を統率する伝統でもあるのか。ランハッジは劣勢だという。

　ロワはエラストローム王と朝食をともにした。王太子オライオンは姿を見せなかったが、タマミナが同席した。

　義ち父ち王おうは魔王ゴウドリックの慧けい眼がんを褒ほめ称たたえ、これは予想されていた事態だと語った。

「余はここまで帝国の動きが早いとは思っておらなんだ。しかし、後手に回らずにすむのはゴウドリック王のおかげよ。サンドストームやランハッジを見舞った厄難を軽かろんずるわけでは決してないが、不幸中の幸いと余は考える」

　王の見立てでは、ランハッジは東征軍を食い止められず、その東に位置するダナロアも危うい。ダナロアが制圧されれば、いよいよアークラントが矢や面おもてに立つことになる。

「知ってのとおり、魔王の軍は精強無比だ。タイシュとヒューベリーの援軍も期待できる。しかも、東征軍とやらの兵力は大なりといえど、遠い異国の地で戦っておるのだ」

　間違いなく勝てる、と王は断言した。タイシュとヒューベリーは、アークラントの隣国にして同盟国だ。とくにタイシュは、大たい君くんハズリットが魔王の次男ドゴシアンを養子にしている。魔王と大君は盟友と言ってもいい仲のようで、両国の結びつきは非常に強い。

　この日、結婚式の翌日にあたる九月二日は、早馬が次々と天王宮に駆けこんできた。

　午ひる過ぎには、ランハッジが東征軍に降伏したとの一報が入った。二十八日のことだとか。ダナロアの神王パプティマンが二十九日に非戦不服従を宣言し、行方をくらましたという怪情報もあった。ちょっと意味がわからないが、ダナロアは九月教団とかいう秘教組織に事実上、牛耳られている。かなり奇妙な国なので、常識外れのことが起こってもおかしくないのかもしれない。

　サンドストーム王ロベルトとその一族は、東征軍に囚とらわれて斬首されたという。王太子妃ランサリヤは無事なのか。現時点では判然としない。会ったことがないから顔も知らないが、そうはいっても一応、ロワの姉だ。安否が気になる。

　結婚したり度肝を抜かれたり睡眠不足だったりで、心身ともに疲弊していたせいだろうか。夜になると、ロワは体調を崩した。

　熱がいくらかある。頭痛がひどい。割れるように痛む。横になっても寝つけない。

　タマミナが付き添ってくれたが、気の毒なので自室に引きとってもらった。エラストローム王お抱かかえの薬くす師しがロワを診みて処方してくれた薬は、効いているのかいないのか。

　アルノワは片時もロワから離はなれようとしない。

「ロワジュディアン様はお気になさらず。わたくしは当然の用心をしているだけです」

「用心って……？」

　訊きいても、アルノワは答えない。ロワに心労をかけまいとしているのだろう。

「きみはこれからも、僕と王女の近くにいてくれるんだろ」

「ゴウドリック陛下がそのように命じられ、エラストローム陛下もお許しくださいました。わたくしはこの命ある限り、ロワジュディアン様とタマミナ様にお仕えします」

「……そのロワジュディアンっていうの、やめない？　長たらしいよ。ロワでいい」

「それでは、タマミナ様と同じになってしまいます」

「だめなの？」

「よくはないかと」

「そういうものなのかな……」

　痛みが少しやわらぐと、うとうとした。頭が痛くて目が覚め、また浅い眠りに落ちる。

　アルノワは窓辺に立って外を見ているか、さもなくば掃除をしていた。観察するようにロワの様子をうかがっていることもあった。一度だけ椅子に座っていた。きみもちょっとは寝たほうがいい。そう声をかけると、お気遣いありがとうございます、と答えるだけで、眠るとは絶対に言わない。強ごう情じようにも程ほどがある。

　具合はよくなるどころか悪化した。熱が上がって全身が痛み、胃が食べ物を受けつけない。寝入るというより、ときどき意識が途切れる。どうも単なる風邪じゃない。風土病か何かだろうか。

　昔から体は丈夫なほうじゃない。びしょ濡ぬれになれば風邪をひくし、負傷すれば熱を出して、腐ったものを口に入れれば腹を下す。軟弱者。根性なし。半端。クズ。カス。ゴミ。傭よう兵へいたちにはそんなレッテルを貼られた。ダーリャによく罵られたものだ。「それでも傭兵か。馬鹿め。病気なんか気合いで治せ」と。精神論はどうかと思うんだけど。科学的じゃない。科学やそれに類する言葉がない世界だし、しょうがないか。

　この世界。ここは地球の上なのだろうか。星座は北ほく斗と七星とかオリオン座くらいしか覚えていないが、この世界の夜空にはどちらも見あたらない。北極星のような星はあって、北ほく王おう星せいと呼ばれている。やっぱり地球じゃないのか。でも、地球によく似ている。いったいここはどこなのか……。

　翌日の午後にはなんとか起きられるようになった。体中が痛くて、高熱のためふらふらするが、歩けなくはない。

　エラストローム王に謁見を求めて、短い時間ではあるものの、話をすることができた。

「ロワジュディアン。おぬし、まだ顔色がすぐれぬようだが、大事ないか」

「陛下が遣わしてくださった薬師のおかげで、だいぶよくなりました。ご心配をおかけして申し訳ありません」

「さようか。それならばよいのだが……」

　義ち父ち王おうの目をごまかしきれたとは思えない。それでも、気骨を見せておきたかった。

　愛まな娘むすめの夫が強がりもせずに寝込んだままでいる軟弱な男だと知ったら、王はきっと失望する。この天王宮で、王は重要な、もしかしたらタマミナをのぞけば唯ゆい一いつかもしれない、ロワの後ろ盾だ。愛あい想そを尽かされたら、とてもまずい。

　王女の夫が病床にあるという噂うわさは、すでに天王宮中に広がっているようだ。それでいて、誰かが見舞いに訪おとずれるでもない。ロワは無視され、ほとんど孤立している。

　具合もよくない。どうせ僕なんて、といじけたくなる。でも、自分一人の問題じゃない。タマミナがいる。アルノワもいる。ロワの立場が悪くなれば、彼女たちの立つ瀬もなくなってしまう。

　ロワは天王宮を歩きまわり、見覚えのある顔に出くわすと果敢に声をかけた。体を動かしていると、かえって少し楽になった。よく知りもしない相手と適当に話せたのは、たぶん頭がぼうっとしているせいだ。ロワは社交的なほうじゃない。挨拶すら本当は苦手だ。

　夕食はタマミナと一緒にとった。あまり食べられなかったが、調子は悪くない。このぶんだと明日には治るだろう。ところが、そうは問屋が卸してくれなかった。

　はっきりとは覚えていないのだが、ロワは食後に昏こん倒とうしたらしい。

　目覚めると、王女の部屋の寝台に寝かされていた。

　かわいそうに、タマミナは目を泣き腫らしてロワの手を握りしめている。尋ねると、ロワが倒れてからまだ時間はさほど経たっていないという。

「……このことは、陛下に言わないで欲しいんだけど。できたら、誰にも。なるべく秘密にしてくれないかな。少し休めば、僕は起きられるから」

「わかりました。タマミナは、誰にも言いません。皆にも口止めいたします。ですから、どうかロワ様、ご無理をなさらないで」

　無理なんかしていないと言いたいところだが、この様ざまだ。説得力がない。それに、ロワは実際、無理をしている。べつにしたくてしているわけじゃない。せざるをえないのだ。ロワは虚弱で、体力がないから、すぐに限界を超えてしまう。情けない。

「……ごめん、タマミナ。僕はきみと結婚したのに、夫らしいことが一つもできてない」

「とんでもありません。ですが一つだけ、お願いしてもよろしいでしょうか」

「もちろんだよ」

「ロワ様がここにいらっしゃる間、おそばにいさせてください」

「ここはきみの部屋じゃないか。きみがいてくれたら、僕は、……すごく嬉うれしい」

　病状は一進一退だった。極端に悪化することもなければ、快方に向かうでもない。

　こういうときは安静が一番だ。我慢して養生するしかない。傭兵時代はそうしていた。

　でも、今はだめだ。小さき者の中でもひときわ小さいロワは、ただでさえ侮られやすい。弱みを見せたら、徹底的に貶おとしめられるだろう。焦燥感のようなものもある。何かしていないと、いや、正直なところ、何をしていても落ちつかない。

　翌九月四日以降も、ロワはできるだけ人と会った。一人でも知り合いを増やしておきたいし、情報が欲しい。とりわけアークラントの情勢が気になってしかたない。

　千キロ以上離れているが、アークラントを発たった使者は最速三日でヨルムンドに到着するという。スマホもネットも当然ないから、通信手段は口くち伝づてか、書簡を運ぶか。人より足の速い馬などの乗用動物を休まず乗り継いでも、情報伝達速度の限界は一日あたり三百キロ程度のようだ。

　東征軍の一部は、早くも九月二日にダナロアからアークラントへ侵入したらしい。その後、各地で激戦が繰り広げられている。魔王の軍は国境で東征軍を止められなかった。

　九月十日の昼下がり、東征軍が城都グンダナを包囲したと急使が伝えた。九月六日のことだという。

　ダナロアとアークラントの国境からグンダナまで、少なく見積もっても六百キロはある。大軍がたった四日で踏破できる距離じゃない。ロワは我ながら不思議なほど冷静に、虚報だと判断した。

　しかし、天王宮は大揺れに揺れた。皆、初めて具体的に考えはじめたのだ。もしグンダナが落ちたら、どうなるのだろう。どうするべきなのか。

　結果的には、すぐに東征軍によるグンダナ包囲は誤報だと判明した。その直後の暮れ方、ロワは王太子オライオンに呼びだされた。

　部屋に入ると、オライオンがとてつもなく大きな弓を引き絞っていた。

「わかっていようが、貴公には魔王の息子であること以外の存在意義はない」

　でしょうね、と応じるのも腹立たしい。ロワは歯を食いしばって黙っていた。日が沈むころには頭痛がひどくなり、立っているのもつらくなる。

「タマミナには小動物を愛玩する癖があってな。あれが貴公を気に入っているのは、ようするにそういうことだ」

「妻のことは、自分で直接、妻に訊ききます」

　ロワはオライオンに毛け嫌ぎらいされている。どのみち味方にはなってくれそうにない相手だが、そうはいっても王太子をシカトするわけにもいかない。だから、わざわざ来てやった。それだけだ。こっちは頭が痛くてたまらないのに。

「あなたに教えてもらう必要はない」

「……妻、と言ったな」

「言いましたけど？」

「おれの妹を、臆面もなく妻と」

「僕の妻なんで」

「この弓は〝万ばん角かく雷らい霆てい〟」

　オライオンが弓の弦つるから指を放すと、恐ろしい音がした。

「巨人族でもめったに引けん。父が持つ大剣〝熊くま切きり丸まる〟と並ぶ、我が王家伝来の至宝だ。おれはこの弓で七百ポーン先の獲物を射い貫ぬける」

　矢を五百メートル近く飛ばして、しかも的に当てるというのか。にわかには信じがたいが、本当だとしたら神かみ業わざだ。でも、それがどうした。頭が痛い。

「……自慢話には、とくに興味ないかな」

「万が一」

　オライオンはふたたび万角雷霆の弓弦を軽々と引いた。

「魔王が敗れるようなことがあれば、おれは貴公を天王宮から放ほうりだす」

「タマミナは納得しないでしょうね」

「おれの前で馴なれ馴なれしく妹の名を呼ぶな、仔こ犬いぬめ」

「僕の妻なんで」

　頭が痛い。ロワだってオライオンと揉もめたくはないのだ。天王宮の人々と会って話しているうちに思い知らされた。オライオンの影響力はとてつもなく大きい。王太子との関係が悪くなればなるほど、ロワは苦しい立場に追いこまれる。頭が痛くてかなわない。

「……でも、ご不快なら、気をつけます」

「そうしたほうが身のためだ」

　オライオンは弓弦を放した。すさまじい音がしても、王太子は平然としている。

「貴公はせいぜい父親の勝利を祈っていろ。魔王の国が陸西の慮外者どもに破壊されるなど以もつての外ほかだし、おれも望まん」

　王太子の部屋を辞すると、どっと疲れが押し寄せてきた。夕食はタマミナと一緒にとるようにしているが、今日は難しそうだ。頭が砕ける。食べるどころの騒ぎじゃない。

　寝台に身を横たえて悶もだえていると、アルノワが蜂蜜を持ってきた。

「……何も食べたくないんだけど」

「いけません」

　アルノワは蜂蜜を匙さじですくい、ロワの口の中に入れた。甘かった。

「……きみはなんだか、母親か姉みたいだって、感じることがある」

「わたくしのほうが年少です」

「気を悪くしたなら、ごめん」

「お眠りください。母でも姉でもありませんが、わたくしはここにおります」

　その夜は熟睡できた。おかげで翌朝には熱が引いていた。深刻な報告もないようだ。このぶんだと、今夜は王女の部屋で過ごせるかもしれない。そんな考えが頭に浮かんで恥ずかしくなった。それくらい体が軽かったのだ。

　タマミナがロワの部屋を訪ねてきた。今晩の計画が頭をよぎって浮つくロワをよそに、なんだか様子がおかしい。

「……どうしたの？」

「義あ姉ね上うえが、数日、離宮へまいろうと。義姉上には、日ごろからよくしていただいているので、断りきれず……」

　義姉上とはオライオンの妻ナンナのことだ。もちろん、オライオンの差し金だろう。

　あの野郎。マジで絶対に許せない。でも、ここは笑え顔がおだ。

「行っておいでよ。きっと、いい気分転換になるだろうし」

　タマミナはあからさまに申し訳なさそうにしている。ここでロワが渋ったら、彼女はもっと悩むだろう。オライオンの術中に嵌まるのは癪しやくだが、快く送りだすしかない。

　タマミナが天王宮を離れると、ロワは足腰が立たなくなった。どうやらものすごく落ちこんでいるようだ。頭痛もぶり返しているし。だめだ。こんなことじゃいけないと一念発起して、エラストローム王に謁見を申し込んだら多忙だと断られてしまった。そのあと、アークラント軍の敗報がいくつか届いて、よりいっそう気が滅入った。

　踏んだり蹴けったりだ。自室で自暴自棄になりかけて髪を搔かきむしっていたら、アルノワが匙に蜂蜜をのせて差しだしてきた。舐なめて、その甘さを味わうと、少し冷静になれた。

「わたくしも蜂蜜が好きなのです。滋養に富むともいいます」

「そうだね。だけど、……苦しいときの蜂蜜頼みか。食べすぎたら太りそうだ」

「わたしくが肥満しているとでも？」

　ロワは全力で否定した。アルノワはどこからどう見ても完全無欠に細身で、平らすぎるくらいだ。

　ともあれ、蜂蜜の力を借りつつ日々を乗りきるしかない。

　ロワの体調は回復傾向にあったが、戦況のほうは思わしくなかった。ほっとするような情報が一つも入ってこない。それどころか、アークラント軍は連戦連敗している。

　東征軍はどこから来たのか。太たい砂さ経由ではなく、凍いてつく涙の海を渡ってきたという説が囁かれている。果たしてそんなことが可能なのか。

　サンドストーム王太子ウーランの妃、魔王の五女ランサリヤは、やはり王や夫とともに斬首されたようだ。ある程度、覚悟はしていたが、ショックだった。半分しか血が繫つながっていなくても、姉は姉だ。アルノワが言うには、美しくて気配りができる人だったという。生きていてくれれば、いつか会えたかもしれないのに。

　正直、暗い話題しかない。

　こうなると、ロワはむしろ、あの高慢で美しい義兄あにに感謝するべきなのかもしれない。オライオンは妹をロワから引き離して嫌がらせをしたつもりだろうが、かえってよかった。離宮に滞在している間、タマミナは世事に煩わされずにすむ。

　たとえどれほど恐ろしい報しらせが舞いこんでこようと、ヨルムンドにいるロワたちにできることはほとんど何もないのだ。タマミナにはせめて心穏やかに過ごして欲しい。
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　鋼はがねで補強された城壁に群がる兵士たちもまた、鋼をまとっていた。彼らの甲かつ冑ちゆうは見た目ほど重くはなく動きやすい。とはいえ彼らは大型の盾を持ち、鉄てつ槌ついに穂先をつけたような重じゆう槍そうを携えている。重装兵といえば陸東ではユースカの鉄甲兵が有名だが、それに匹敵するほどの装備だ。こうやって目にしていても、彼らがはるばる陸西からこのグンダナまで列をなして押し寄せたとは信じがたい。

「陛下、急ぎお伝えしたき儀が！」

　城壁を見下ろす望楼に、白はく髯ぜんの侍じ従じゆう長ちようが駆けこんできた。

「何事だ」

「先刻より、イヴァラーヤ殿でん下かのお姿が見あたらず。お捜さがししているのですが、一向に」

「あの跳ねっ返りが……」

　呟く彼の顔がわずかにほころんだ。六女イヴァラーヤの激しい気性は若いころの彼に似ている。あれは王宮に迷いこんだ野良猫のようなものだ。誰にでも牙を剝く。ヒューベリーの王子ルルバート・ヒューデルビーに嫁ぐのも納得していない様子だった。案外、これで結婚しなくてすみそうだと、せいせいしているかもしれない。

「捨て置け。あのような者のために、貴重な人手を割さくことはまかりならぬ」

　侍従長は反論しかけたが、結局、頭こうべを垂れた。

「……御ぎよ意いにござります。しかしながら、陛下におかれましては、奥にお下がりくださいますよう。これは侍従団のみならず臣一同、ご一族の総意です。陛下、どうか何とぞ」

　彼は侍従長を追い払おうとした。そのときだった。

　何か途方もなく大きな音がして、望楼が揺れた。この望楼は鬼山城の一部だから、城自体が揺れたのだ。

　彼は城壁を見やった。黒煙が上がっている。

　また轟ごう音おんが響いて、突き上げるような揺れが来た。城壁の上で防戦にあたっていた守兵たちが、完全に浮き足立っている。

「魔術師の仕業か」

　彼は歯は嚙がみした。帝国軍には魔術師の部隊がある。まじないを事とする魔術師なら陸東にもうようよいるが、帝国のそれはあのような術を使うらしい。

「面めん妖ような……」

　不可思議なだけでなく、実害が大きい。敵は魔術で守兵を狼ろう狽ばいさせておいて、次の手を打つつもりだ。

　敵兵をかき分けるようにして、何頭もの竜が城壁に迫ろうとしている。大きい。

　見たこともないほど巨大な竜だ。陸東にあの大きさの竜はいない。帝国の竜騎兵が、竜海を支配している海竜のごとき超大型の竜を駆ることは彼も聞き知っていた。だが、巨竜は太砂を渡れない。砂漠を歩くにはあまりにも体が重すぎる。そのはずだった。

「陛下、どこへ！」

　呼び止めようとする侍従長を無視して、彼は望楼をあとにした。階段を駆け下り、城門へと向かう。そこには守兵がひしめていた。守兵たちが彼に気づいて、ああ陛下、陛下が御自ら、と喜色を露あらわにする。

「備えよ」

　彼は叫ぶなり佩はい刀とうを抜いた。城門が外側から巨竜たちに圧力をかけられて軋きしんでいる。

　城都グンダナは難攻不落だった。その神髄は何なん人ぴとも攻める気にならない防備にある。

　魔族は巨人族と同じく、かつては恐れられ、忌み嫌きらわれ、迫害されていた。流浪してこの鬼き山ざんに辿たどりついた彼の祖先たちは、人を寄せつけない城塞を築いて閉じこもった。以来、次第に人々と融和しながらも、最後の砦とりでだけは頑なに守りとおしてきた。

　彼の長子ヘルメルと同じ名を持つアークラントの建国王には角があった。この国で盛んな大おお角つの神がみ信仰にかこつけた伝説とされているが、魔王家は建国王の遺骨を秘蔵している。その頭骨には角が確かく認にんできるので、これは真実だ。その後、魔族の血は薄まり、角は失われたものの、我らは異なるものであるという意識がいまだに拭いがたく彼らにはある。

　魔族は城都グンダナと鬼山城の壁を高く、厚くし、補修しつづけ、新たな防御の仕掛けを施してはこれを改良した。

　他種族と手を携える道を選んだのも、つまりは恐れからだ。魔族だけで身を守ることはできない。魔眼を持っていようと、十人に囲まれて袋叩だたきにされたら為す術すべがないのだ。

　恐怖が魔族に門戸を開かせた。彼らには味方が必要だったし、敵には用心した。彼らには鋭い嗅覚があった。敵が遥はるか遠くにいても、その匂においを嗅かぎわけた。最大の敵は陸西にいる。彼は敵を察知していた。備えを怠っていたわけではない。

　城門ではなかった。城壁の一部が、いきなり決壊するように崩れ落ちた。

　瓦が礫れきが飛散する。粉ふん塵じんが噴き上がって立ちこめた。守兵たちは竦すくみあがっている。転んで頭を抱かかえている者さえいた。

　彼の足もすぐには前に出なかった。いちいち予想が覆される。相手が彼の予想を超こえてくる、と言うべきかもしれない。

　彼は五十二年生きた。自分は老いたのかと彼は訝いぶかった。東征軍を率いる東方元げん帥すいはすこぶる若いようだ。二十歳にも満たない皇女らしいが、単なるお飾りではない。天剣持ちで、経歴からすると赫かつ々かくたる武勲を重ねている。おおかた軍略、采配の面は麾き下かの将が支えているのだろう。十八、九の小娘が打つ手、打つ手でことごとく彼を出し抜く。そんなことは、常識的に考えてありえない。

「来るぞ」

　彼は刀を構えた。城壁が谷間のように崩れた箇所から、敵兵が一気に傾なだれこんでくる。

　いや、それもまた彼の見込み違いだった。煙幕のごとき粉塵の向こうから進みでてくる影かげは、たった一つだ。

　守兵の指揮官が防戦を指示しようとする。彼は指揮官を制止した。

「待て」

　単身でこの鬼山城に切りこんでくるあの者は、定めし手て練だれだろう。あるいは、天剣持ちの東方元帥その人かもしれない。ならば、この手で討つ。

　その何者かは左手にやたらと煌きらびやかな盾を、右手には黄金色に光り輝く剣を持っている。兜かぶとを被かぶっていない。漆黒の髪、禍々しいまでに赤い目は、絶対種人間とやらの特徴だ。

　件くだんの皇女も、全軍の総帥でありながら先陣を切って敵城に乗りこむほど奇抜ではないということか。あれは男だ。齢よわい五十二の彼の目には、まだ若造のようにも見える。

「これはこれは。このアン・デューの勘違いでなければ、魔王陛下とお見受けす──」

　アン・デューを名乗る男の声が途切れた。左足が地面につく間際で停止している。

　東方元帥の下もとに〝鉄血の右手アイアンブラツド〟と称されし五将あり。アン・デューはそのうちの一人だ。デュー家は〝輝き将しよう〟ダレン・デューを輩出した帝国屈指の名門らしいが、この青年は血筋だけが売りの御曹司ではないだろう。おそらく天剣持ちだ。

　天剣は鍛錬によって獲得できるものではなく、天賦の資質だという。それを与えられた者は、よほど自らを厳しく律しなければ増長しがちだ。

　ただし、どれだけ驕おごりたかぶって油断しようと、天剣持ちが常人に足をすくわれることはまずない。彼らは目に映る世界がそもそも違うのだという。精神を統一すると、降りそそぐ雨のしずくが止まって見える。ある天剣持ちはそう語った。

「いかにも、余が魔王ゴウドリックだ」

　彼は刀を振りかぶってアン・デューに迫る。アン・デューは身じろぎ一つしない。

　動けないのだ。アン・デューは今、魔眼によって拘束されている。天剣持ちといえども、魔王の魔眼を破ることはできない。だが、抜かった。

　魔王の刃やいばがアン・デューをとらえる寸前、アン・デューの背後から別の男がすっと飛びだしてきた。その男は二刀使いだ。一刀で魔王の刀を弾はじき、さらに一刀を突きだす。

　魔王は下がり、二刀使いを魔眼で束縛した。アン・デューよりは年とし嵩かさで、四十絡みだろう。戦場に似つかわしくない極端な軽装だ。防具らしきものを一いつ切さい身につけていない。たしか〝鉄血の右手アイアンブラツド〟にヘルムート・シュタイラスという二刀使いがいた。この男か。

「──不覚！　私としたことが……！」

　魔眼で拘束できるのは一度に一人だ。魔眼から解き放たれたアン・デューが飛びかかってくる。天剣め。忌々しい。魔王は即座にアン・デューを魔眼で縛った。

　すかさずシュタイラスが滑すべるような足どりで距離を詰めてきた。アン・デューほど髪は黒くなく、目が赤くもない。口くち許もとに薄笑いを浮かべ、身のこなしも太刀筋も洗練されているが、この男は天剣持ちではない。想像を絶する血の滲にじむような練磨によって必死に己おのれを高めながらも、軽けい妙みよう洒しや脱だつを装っている。手て強ごわい相手だが、彼とて魔王だ。

　シュタイラスの二刀に惑わされず、彼は最速、最大の力でまっすぐ刀をのばし、槍のような突きを放った。シュタイラスは防げず、上体をのけぞらせたうえ、身をよじって彼の刀から逃れようとする。よけきれない。シュタイラスの肩口が深く裂けた。

「……なるほど」

　呟つぶやいたシュタイラスは体勢を崩している。虚勢を張る憐あわれなこの男を、次で仕留める。そして、アン・デューを始末する。二将の喪失は敵にとって大打撃だろう。

　初めからこうして刀を振るっていればよかった。三番目の息子ディアナンが討ち死にしたグンダナ郊外の戦いも、魔王自ら指揮をとるべきだったのだ。城都の嘆きの断崖は突如、飛竜に襲われた。防戦にあたった長男の王太子ヘルメルは飛竜と相討ちになった。

　なるほど、彼は老いた。彼が三十代のころは、まず自分が打って出た。経験豊富な年長の将軍にも、才気走った若者にも、ひけをとるはずがないという強烈な自負があった。全盛期の彼であれば、守兵らに声をかけられるまでもなく、獲物を襲う猛もう禽きんのように頭上から迫る何者かの気配を感じ、反応していたに違いない。

「陛下、上を！」

　彼はシュタイラスを斬り伏せようとしていた。その寸前だった。

　振り仰ぐと、黒と白の怪かい鳥ちようが翼を広げ、赤い眼めを爛らん々らんと光らせていた。

　女か。若い娘だ。

　彼女は十字形とも何とも言いがたい形状の奇怪な刀剣を手にしている。彼は不思議に思った。あんなものでどうやっておれを斬るつもりなのか。可か憐れんな娘だ。それでいて、百万人を手にかけたかのような目をしている。何だ。この娘は。何を背負っている。

　息子と娘たち、王妃を含めて四人いる妻たちのことが彼の脳のう裏りをよぎった。それから、通りすぎていった女たち。今は亡なき父と母。兄弟。祖父母。従兄弟いとこ。友人たち。彼に残された時間は限りなく無に近い。彼は多くの間違いを犯した。悔いてもやり直すことはできない。舞ぶ妓ぎが踊おどっている。あの舞まい。とうてい忘れられるものではない。サリア、おまえはなぜおれから逃げた。ロワジュディアン。ノイエ。すまぬ、アルノワ。おれは──。
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「対応と申せど、我が国としては畢ひつ竟きよう、防備を固めるしかない。そうではありませんか」

　巨人族としては小こ柄がらな内務卿きようがそう言って列席者を見まわした。賛意を示す者はいない。皆、上座のエラストローム王と、その傍らでふんぞり返る王太子オライオンの顔色をうかがっている。それがこの会議におけるもっとも重要な仕事だとでも言わんばかりだ。

　大だい烏う檀たんという巨木は、上質な家具材として珍重されている。その大烏檀製の巨大な卓が設しつらえられた広い部屋にそうそうたる顔ぶれがそろい、ロワも末席を汚けがしていた。

「それにしても、このような事態に見舞われようとは……」

　長なが髭ひげ王おうほどではないが髭の長い巨人族の将軍が唸うなった。会議には彼を入れて四人の将軍が出席している。三人が巨人族で、小さき者は一人だけだ。

　その一人が突然、まなじりを決して卓に掌てのひらを打ちつけた。

「守りを固めるなど、なまぬるい。アークラントは我がヨルムンドの同盟国。同盟国への悪逆無道は我らへの攻撃であり、侮辱である。断じて座視すべきではない」

「座視するなとブロック将軍は仰おつしやるが、具体的にどうせよと？」

　内務卿が問うと、小さき者の将軍ブロックは小鼻を膨らませて息巻いた。

「決まっておるではないか。東征軍とやらを討つ。この陸東に帝国が身を置く場所はないと思い知らせてやるのだ」

「つまり、派兵ですか」

　堂々たる体たい軀くを持つ巨人族の外務卿が顔をしかめた。

「東征軍の主力部隊はアークラントにいる。アークラントまで軍を送ると？」

「むろん、ヨルムンド一国で戦うわけではない。友邦の力を結集するのだ」

　ブロック将軍は体を大きく見せようとするかのように両腕を広げてみせた。

「我が国は、不届き千せん万ばんなる帝国を追い払う連合軍の旗手となり、盟主となる」

　これまで誰も積極的に意見を述べようとしなかったのに、いきなり好戦的な提案が飛びだした。しかも、ブロック将軍は小さき者だ。この国の小さき者は総じて遠慮がちだという印象を受けていたので、ロワは少なからず驚いた。大きな者たちはどう出るのか。

「ブロック将軍は正しい」

　これ見よがしに重々しくうなずいてみせたのは、王太子オライオンだった。

「誰もが帝国の暴挙を許しがたく思っているはずだ。許しがたい、しかし防御に徹するというのならば、見て見ぬふりをするのと変わらんのではないか？」

　ブロック将軍、それからやはり小さき者の大蔵卿、司法卿が口々に同意した。

　巨人族の内務卿、外務卿、文書卿、警務卿、三人の将軍は首を縦にも横にも振らない。

　王は黙然として空の一点を見つめている。

　オライオンは椅子から立ち上がった。

「身の程ほど知らずの悪党どもには制裁を加えねばならん。巨神の裁きを待つのか？　否いなだ。大いなる巨神は人の営みに関かかわらない。地上の事は我らがこれをなさねばならん」

「そうだ」「そのとおりだ」

　警務卿や巨人族の将軍たちが相次いで声を上げた。

　内務卿はうつむいてしきりと髭をしごいている。外務卿が隣の文書卿に何か囁ささやいた。文書卿は難しい顔をして頭かぶりを振る。

　内務卿と外務卿はどうやら反対のようだが、他ほかはオライオンに追従しそうだ。もともと内務卿と外務卿以外の重臣は、大きな者も小さき者もオライオンと近しい。王太子が右と言えば右を向く連中だ。そうはいっても、まさか戦争をしようなんて。

　勝手にすればいい。ロワが口を出す筋合いでもない。だいたい、自分がなぜここにいるのか、ロワは正直、よくわかっていない。ただ呼ばれたから出席している。ロワは単なる王女の夫にすぎないのだ。置物と化してじっとしていればいい。

　そのうち会議は終わる。戦争が始まって、彼らは戦うのだろう。戦いたいなら好きなだけ戦えばいい。結果、武運拙く敗れ去ったとしても、勝敗は兵家の常だ。彼らは本ほん望もうだろう。でも、戦いで命を落とすのは、たいてい指揮官じゃない。末端の兵士たちなのだ。

「ちょっとよくわからないな」

　戦いくさ馬鹿の考えることはまるっきり理解不能だ。そこまで言ってしまうと角が立つ。ロワとしては表現をやわらげたつもりだが、オライオンに思いっきり睨にらまれた。

「ほう。祖国を攻め奪われた我が義弟おとうとに、何やら存念がありそうだ。開かい陳ちんしてもらおう」

　義兄あにが、それどころかこの場にいる全員が、ロワを注視している。

　ロワには何の権限もない。それなのに、なぜこの会議に席が与えられたのか。ロワはたぶん、嘆き悲しみ、憤怒するべきなのだ。帝国への憎悪を表明して、ブロック将軍やオライオンに、よくぞ言ってくれたと涙を流して感謝する。それがこの場で魔王の息子に期待されている役回りなのだろう。残念ながら、その期待には添えそうにない。

「こんなこと、言うまでもないと思うんですけど。遠征して東征軍を叩くっていうのは、現実的じゃありませんよね。ヨルムンドとアークラントの間には、他の国だってあるわけだし」

「それでは、素知らぬ顔で放ほうっておけと？　帝国の凶獣どもは、貴公の一族を皆みな殺ごろしにしたのだぞ」

「東征軍の総兵力は公称三十万」

　ロワはあえてオライオンの言葉を無視した。ここで感情的になったら義兄あにの思う壺つぼだ。じつのところ、まだ疑っている。グンダナが陥落したなんて。

　東征軍、城都グンダナを包囲。その一報が入ったのは、おとつい、九月十五日だ。

　複数の筋から同じ情報がもたらされたので、今度は確度が高い。籠城となれば、長期戦になる。王はただちに将軍たちや外務卿、大蔵卿に対応策の検討を命じた。その時点では、たった二日で籠城戦が終わるなんて、誰も夢にも思わなかっただろう。

　ロワも今日未明、アルノワに叩たたき起こされて城都陥落の報しらせを聞いたときは、真に受けなかった。いまだに七割ほどしか信じていない。三割くらいは間違いだと思っている。でも、時間が経たつごとにその割合は低下してゆくだろう。

「実際はたぶん、そこまで多くないでしょうけど、十五万以上と見積もったほうがいい」

　オライオンは不快そうに眉をひそめた。

「何が言いたい」

「ヨルムンドの軍は総勢三万。しかも、国境に配備されている二万と、巨都防衛にあたっている最大軍ハルマルクス三千は動かせない。遠征に動員できるのは七千だけです」

「充分だ。それどころか、七千もいらぬ。このおれと親王隊ダルフインドだけでよい」

　豪語する王太子に、王と内務卿、外務卿をのぞく列席者たちが喝采を浴びせた。

「二千の親王隊ダルフインドで？」

　ロワは危うく笑うところだった。義兄とは相性が悪いが、愚かな人ではないだろうと思っていた。過大評価だったのか。

「……ただの脳筋クソ野郎じゃないか」

「何か言ったか？」

「いえ。ところで、僕の計算だと、十五万を二千で割ったら七十五です。単純な割り算なんで合ってると思うんですが、どうですかね」

「おれを愚ぐ弄ろうするのか」

「とんでもない。王太子殿でん下かは大変聡そう明めいな方とお見受けします。だから是非、僕に教えてください。七十五倍の敵に、どうやって勝つおつもりですか」

「貴公は何も知らん。このおれが旗を立てれば、ヤナロアの王太子、我が義兄ラロンは、すぐさま音に聞く豹ひよう騎兵を率いて駆けつけるだろう」

「ユースカの第二王子スカル殿下は、名だたる鉄甲兵を連れてこられるでしょうな」

「パルピオットのギハッド殿下は、あの怪猿隊を従えて馳はせ参さんじられるはずです」

　ブロック将軍と司法卿が競うように言った。腰巾着どもめ、とはあえて罵らなかった。

「それで、総兵力はどれくらいになると義あ兄に上うえはお考えでしょう？」

　あえて義兄呼ばわりしてやったら、オライオンはさっと顔を紅潮させた。

「一万にはなろう。ただの一万ではない。一騎当千の最たる勇者が一万も集つどうのだ」

　巨人族の将軍たちが素早く視線を交わすのをロワは見逃さなかった。おそらく一万には届かない。オライオンはとっさに誇張したのだろうが、五千でも一万でも同じだ。

「一万だとすると、敵勢の十五分の一ですね。なるほど。七十五分の一よりはだいぶ希望が持てそうです」

「戦いは数ではない」

「たしかに、数が多いだけじゃ戦いには勝てない。でも、軍を動かす者が一と十五を比べてどっちが大きいか判断できないとしたら、数以前の問題なんじゃないかな」

「貴公に戦の何がわかるというのだ」

　きっとあんたより実戦の経験は豊富だよ。そんなことを言ったら殴られるだろうか。それはまずい。あの脳筋王太子に軽く小突かれただけで、ロワは粉こな微み塵じんに砕けてしまう。

　ロワはそっと息をついた。頭を冷やさないと。売り言葉に買い言葉ではだめだ。ロワは義兄と喧けん嘩かをしたいわけじゃない。止めたいのだ。

　ジャッカルでは、戦死者を一人も出さずに勝つため、日々知恵を絞っていた。それでも戦に犠牲はつきもので、一人、また一人と仲間を失った。そのたびに悔しくて、本音を言えば身を切るようにつらかった。

　なぜ戦うのか。傭よう兵へいだから。生活のため。仕事だから。納得しがたくても、理解してはいた。戦争なんて馬鹿馬鹿しい。二十一世紀の日本を知るロワはそう思う。だが、人権、自由、平和、国際協調といった概念が存在したあの世界でも、様々な理由で人は殺しあっていた。結局、人は争い、血を流さずにはいられない生き物なのかもしれない。

　でも、死ななくていい人まで死ぬことはない。オライオンや将軍たちが戦いたいなら、彼らだけで戦うべきだ。勝つ見込みもない戦いに、大勢の兵を巻きこむことはない。

「アークラントは遠い。千キロ、いや、三百リーク以上離はなれています」

　クラウゼヴィッツの『戦争論』にたしかこんな言葉があった。「しばしば攻撃に対する防御の優位が両極性の働きを消滅させる」。

　難解な表現だが、ようするに防御は攻撃より有利だということだ。だから、攻撃しようとする場合は、防御側を戦力で凌りよう駕がしていなければならない。攻撃は強者にのみ許される特権だ。少数の側が圧倒的多数の側を攻めるなんて、正気の沙さ汰たじゃない。

「遠征には莫ばく大だいな金がかかりますよ」

　ロワは現実の冷や水を浴びせるつもりで脅したのだが、オライオンに鼻で笑われた。

「大蔵卿。王家の金かね蔵ぐらは鳥が巣を作れる有様か？」

「いいえ、殿下。ヨルテュール家の金蔵は伝来の宝物と民たみが納めた税で溢あふれかえっております。鳥が巣を作る隙間はなく、探せば金の卵が見つかりましょう」

「……え。いやだけどそれは、王家の私有財産で、国庫とは……」

　ロワは頭を振った。なまじ二十一世紀の民主主義国家を知っているせいで、ロワの感覚がずれているのか。ヨルムンドという国とヨルテュール王家は一体なのだ。少なくとも、王家はそう見なしている。

「……東征軍が南下してくるかどうかも、今のところは定かじゃないわけだし。相手の出方次第で軍を動かすかどうか決めるってことで、とりあえずいいと思うんだけど」

　オライオンは大おお袈げ裟さにため息をついてみせた。

「どうもわからん。なぜ貴公が出兵に異を唱える。止めて何の益があるのだ。よもや貴公、帝国の回し者なのではあるまいな」

　戦っても勝ち目がない。兵を死なせるだけだ。それこそ、ヨルムンドにとって何の益がある？　ないじゃないか。百害あって一利なしだ。だからロワは反対している。

　率直にそう主張しても、義兄は納得しないだろう。彼は勝てると信じているからだ。どうして信じられるのか。わからない。やっぱり馬鹿なのかな？

「陛下」

　ロワは長なが髭ひげ王おうに向きなおった。頼みの綱はもう王だけだ。王までオライオンに与くみするのなら、どうにもならない。

「彼を知り己おのれを知れば百戦殆あやうからず、といいます。でも、僕たちはまったくと言っていいほど、敵である帝国東方征圧軍を知りません。言葉を飾らずに言わせてもらいますけど、一万で十五万を倒せると考える将しよう帥すいが、自軍の実情を知っているとはとても思えない。彼を知らず己を知らざれば戦う毎ごとに殆うし。これは必敗の状況です」

　つい記憶にある孫子の文章を引用してしまった。この世界に孫子はいない。まずいか。

「おい、貴様！」

　オライオンが声を荒らげた。おまけに義兄を激げつ昂こうさせてしまったらしい。ところが、人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬という。孫子の一節はエラストローム王の琴線に触れたようだ。

「黙っておれ、オライオン」

　王は両目を見開いて王太子を一喝すると、ゆっくりとロワに顔を向けた。

「おもしろき言げんよ。ロワジュディアン、おぬしの前歴は承知しておる。何者かに師事し、軍略を学んだか」

「……師匠は、とくに。しいて言えば、実戦と戦友たちが僕の先生だったのかもしれませんけど。一応、軍師みたいなことを、したり、しなかったり」

「なれば、先の言はおぬしの考えなのだな」

　いいえ孫子こと孫そん武ぶです、とは言えない。有名な軍略家の名前を適当に出せばいいのかもしれないが、あいにく思いつかなかった。

「……まあ、そうです」

「余はおぬしの意見に一理ありと感じ入った。しかし、軍の備えは必要であろう。こたびの凶変、まこと不幸なれど、おぬしの父にして余の義弟たるゴウドリック王の予見がまさに正しかったことを示しておる。帝国の軍はいずれ南下すると考え、用意すべきだ」

「それは、……陛下のおっしゃるとおりだと、僕も思います」

「己を知り、彼を知らねばならぬな」

　王が目を伏せて長い髭をしごきはじめると、大だい烏う檀たんの間に重い沈黙の帳とばりが下りた。ついさっきまで王太子派が議論を主導していたのに、今は全員、王が下す判断を待っている。オライオンさえ、父王には刃は向むかえないようだ。

　よかった。この王なら、軽はずみなことは絶対にしないだろう。長髭王は、ロワが娘むすめ婿むこだから庇かばってくれたわけじゃない。ロワの主張を理解したうえで、妥当だと思ったから支持した。ジョーとはタイプがまったく違うが、度量が広い。英えい邁まいな君主だ。

「一度、帝国と直接交渉してみるのはどうでしょうか」

「何だと？」

　オライオンが目を剝むいて卓を叩いた。この男は逆上すると、すぐに顔が真っ赤になる。まるで赤鬼だ。とって食われそうで、正直、めちゃくちゃ怖い。

「申してみよ」

　王がうながしてくれなければ、ロワは口を開けなかったかもしれない。

「……帝国は容赦のない、無慈悲な敵です。でも、それ以上のことは、ほとんどわからない。そもそも、彼らの目的は何なのか。アークラントでひとまず満足するのか。それとも、一気に陸東を制覇するつもりなのか。妥協しあえる相手なのか。交渉すると言いましたけど、その余地があるのかどうかさえ不明です」

「いわば、交渉は半ば、彼を知るための口実なのだな」

「そうです。話ができる相手なのか。まずはそこから見きわめないと」

「しかし、たやすくはない。そのような役目ならば、身の安全が保障されるとは限らぬ。果たして、適任の者がいるかどうか……」

「ここにいるではありませんか」

　オライオンが顎あごをしゃくって、ロワを示した。

「見かけによらぬ口八丁。交渉相手が東征軍なら、アークラントに里帰りもできる。我が義弟おとうともさぞかし故郷が気がかりでしょう。一石二鳥とはこのことだ」
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　大烏檀の間での会議が終わり、部屋に戻ろうとしたら、大声で呼びかけられた。

「ロワ様！」

　見ると、廊下の向こうからものすごい勢いでタマミナが駆けてくる。速い。脚あしが長いから、速く感じるだけか。だけどあれって、かなり足が速い人の走り方じゃない？

「ロワ様！　ただいま帰りました！　おそばにいられず申し訳ありません、ロワ様！」

　抱だきつかれた。いや、正確には抱きあげられた。

　ロワとしては助かった。あの速度でタマミナに抱きつかれたら、ロワの体格では受け止めきれない。十中八九、ぶっ倒れてしまう。

「タ、タマミナ、あの、お帰り、だけどその、人が……」

「まあ、タマミナったら、人前でなんてことを！」

　タマミナはすぐにロワを放し、両手で顔を覆った。行き交う人々は礼儀正しく見ないふりをしてくれている。

　ロワは咳せき払ばらいをして王女を見上げた。あらためて大きい。でも、なんだか懐かしい大きさだ。彼女はグンダナ陥落の報を耳にして、大急ぎで離宮を飛びだしてきたのだろう。せっかく再会できたのに。胸が痛む。

「タマミナ。……きみに、言わなきゃいけないことがあって」

「すでにうかがっております。ロワ様のお父様や、ご家族の方々が……」

「あ、ええと、そっか。うん。そうだね。でも、そのことじゃなくて。僕はこれから、グンダナに行くんだ」

「は……？」

　事情をのみこんでもらうのに、まず苦労した。理解すると、彼女は自分も同行すると言いだした。ロワが説得を試みても、彼女は首を横に振るばかりだった。しまいには王に直じか談だん判ぱんしようとして、これを聞きつけたオライオンが止めに入る事態にまで発展した。

「馬鹿を言うな、タマミナ。その男が赴くのは敵地なのだぞ。おまえがのこのこついて行けるような場所ではない」

「その男とはいったい何です。ロワ様はタマミナの旦那様なのですよ。お兄様といえども、その男呼ばわりは許しません」

「許さなければどうするというんだ。妹の分際で、小こ癪しやくな。おれのほうこそ許さんぞ」

「許していただかなくて、けっこうです。タマミナはもう、ロワ様のおそばから離れないと決めました。妻なのですから」

「何が妻だ。まだ同どう衾きんしたこともないくせに！」

「な、なぜそんなことを知っているのですか。それはロワ様がお体を悪くされて……」

「夫ふう婦ふが聞いて呆れる。子供の遊びと勘違いしているのではないか。いや、おまえの夫とやらが、そもそもまだ子供なのか」

「またロワ様を侮辱した！　信じられない！　この馬鹿兄、オライオン！　ころす！」

　王がやってきて「いいかげんにせよ、見苦しい！」と[image: ]りつけなければ、取っ組みあいになっていたかもしれない。そうなったら、さすがにオライオンが圧勝するだろう。ただ、タマミナは兄を罵り、呼び捨てにして、物騒な言葉を叩たたきつけ、一歩も引かなかった。わりといい勝負になっていたかも？　何にせよ、意外な一面だ。

「……申し訳ありませんでした。本当にもう、お恥ずかしい限りです……」

　ロワの部屋に連れてきて、アルノワが用意してくれた茶を一口二口飲ませると、タマミナは大きな体を小さく小さく縮めて涙ぐんだ。何と言って慰めればいいのか。激しいところもあるんだね、気にしなくていいよ、もっと怖い女性を知っているし、とか。だめか。

「まあ、タマミナは僕のために怒おこってくれたわけだし」

「……お兄様は、いつもああなのです。兄として妹を心配しているのだとは思いますが、タマミナの行動を見張って、指図して。……ずっといさかいが絶えないのです」

　タマミナはロワと同年の十八歳で、オライオンは二十五歳のはずだ。七つ上の兄、それもあのオライオンと喧嘩してきたのか。もちろん、兄は手心を加えるとしても、気の弱い妹なら屈服するだろう。タマミナは繊細そうに見えて、きっと芯が強いのだ。

「かえって、ほっとしたよ」

　タマミナは濡ぬれた眼まなこをしばたたかせて、小首を傾げた。

　ロワはおずおずと王女の手を握った。

「悪いけど、……やっぱり、きみをグンダナには連れていけない。僕がそうしたくても、陛下はお許しにならないと思うし。でも、ちゃんと帰ってくるから」

「タマミナはここで、ロワ様がお帰りになるのを、待てばよいのですね？」

「待っていてくれるかな」

「はい。ロワ様がおっしゃるのでしたら。何日でも、何ヶ月でも、タマミナは待ちます」

　彼女の瞳には引力がある。吸いこまれそうだ。二人きりなら自分の欲求に逆らわなかったかもしれないが、部屋にはアルノワがいて、そっと出ていこうとしている。

　ああ、そう。行くの？　なんで？　なんでも何も、アルノワは気を利きかせて退出するつもりなのだ。ちょっと決まりが悪いけれど、ありがとう。アルノワは静かに扉を開けた。

「あっ。アルノワさん」

　まさか、タマミナに呼び止められるとはまったく思っていなかったに違いない。アルノワは「はいっ？」と少々調子外れな声を出して振り向いた。

「アルノワさんは、ともに行かれるのでしょう？」

「……それは、わたくしが決めることではありませんので」

「アルノワさんは、ロワ様とタマミナの侍じ女じよです。けれど、ヨルムンドにおいでになる前のロワ様をご存じなのは、アルノワさんだけ。大切なかただと思っています」

　アルノワは一呼吸置いてから、頭を下げた。

「わたくしのような者には、もったいないお言葉です」

　ロワはまだタマミナの手を握りつづけている。タマミナはロワに微笑ほほえみかけ、手をきつく握り返してから、ふたたびアルノワに目を向けた。

「タマミナは行けません。だからせめて、アルノワさんはロワ様のおそばに。さしでがましいようですが、どうかロワ様のこと、お願いいたします」

　アルノワは視線をさまよわせたあげく、ロワを見た。

　例の凶報のせいだろう。アルノワは明らかに元気がない。平静を装おうとしているようだが、あまり成功していないし、ロワも気にはなっていた。

　アルノワを伴ってグンダナへ行くべきなのか。彼女は長年、魔王の侍従団に属していた。祖国への思い入れはロワよりよほど強いだろう。魔王やその家族のこともよく知っているはずだ。知人や同僚、それに、親族や友人といった近しい間あいだ柄がらの人もいるに違いない。

　いや。いるか、いたか。どちらなのか。そこが問題だ。

「無む理り強じいはしないけど、僕と一緒に来てくれるかな」

　アルノワは即座に一礼した。

「ご命令とあらば、うけたまわります」

　明日には巨都を発つ。一晩だけならタマミナと過ごすこともできた。服喪中だから避けたと言いたいところだが、そうじゃない。

　まただ。急に頭が痛くなってきた。冷や汗が出るほど強烈な頭痛だった。とりあえず部屋に戻って横になり、アルノワに蜂蜜を持ってきてもらって舐なめてみたりしたが、それくらいで治るわけもない。黙って静養するしかなかった。

　寝て起きると痛みは消えていて、どうにか出発を延期せずにすんだ。不幸中の幸いと言えるのかどうか。幸さい先さきはよろしくない。いろいろな意味で先が思いやられた。
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　エラストローム王はロワに巨樹の枝リグナムデインと呼ばれる鉄より硬かたい木剣を貸し与えた。護身にも使えるが、ヨルムンド特使の身分を証明する宝ほう物もつだ。ロワは十一名の随員とともに城都グンダナへと向かった。

　特使は外交に関して王と同等の権限を持つ。もっとも、それはあくまで表向きだ。

　特使侍官アルノワ以外の随員は、ロワよりも副使ユイヒ・マクロバリに従うだろう。出発する前、マクロバリ本人がはっきりとロワにこう告げた。

「特使。このマクロバリ同様、貴官の爪の先までヨルムンドのものとお考えください。ゆえに、貴官のすべてはヨルムンドのために使われねばなりません。その死さえもです」

　ユイヒ・マクロバリはただ「マクロバリ」とだけ呼ばれている。王直属の家臣で、特定の官職はない。王の命で何でもする一種の隠おん密みつだが、一軍を率いることすらあるという。マクロバリには手足となる陪ばい臣しんが複数いて、随員の中にも彼らが紛まぎれこんでいる。ロワが思うに、徳とく川がわ家いえ康やすに仕えた服はつ部とり半はん蔵ぞうのような存在なのかもしれない。

　ロワだって、ヨルムンドの国益を損そこねるような真ま似ねをするつもりはない。痛くもない腹を探さぐられて気分はよくないが、正直、マクロバリがいてくれて大助かりだった。

　何せグンダナは遠い。巨都ユグドラから北上して、ヨルムンドの友国ユースカを縦断し、ヒューベリーに入るまで約五百キロ。ヒューベリー領内を東北東におよそ六百キロ進めば、やっとアークラントに到いたる。グンダナまでは、そこからさらに六百キロの道のりだ。

　その間の移動方法や経路の選定、情報収集と安全の確保は、マクロバリがぜんぶ引き受けてくれた。おかげで一日あたり百キロ以上ものハイペースで進むことができた。

　アークラント入りしてから、避難民の集団に何度か遭遇した。人目につきづらい道を選んでいるせいか、帝国軍を見かけることはなかった。

　マクロバリによると、東征軍は現在、アークラント軍の残党狩りを行っている。主力はグンダナから動いていない。連戦に次ぐ連戦で、さすがに息切れしているのだろう。

　短い旅ではなかったが、何かとめまぐるしいせいか、あっという間に感じた。

　アークラントの北部は山がちどころか山しかない。この陸東最大の山系ギャロリンは、西のタイシュ、その北のカザラシュまで広がっている。グンダナが築かれた鬼山もギャロリンにそびえる山の一つだ。一行は鬼山の四十キロほど手前、赤せき英えい山ざんの麓で野営した。

　随員のうち三名はすでに先行してグンダナ入りし、会談の段取りをつけるべく奮闘している。ロワは天幕の中でさっさと横になったが、寝つけなくて外に出た。

　小さな野営地の中心には、遠くから明かりを見つけられないように覆いを掛けた角灯が置いてある。一人の随員が角灯のそばに座って見張り番をしていた。彼はロワに軽く会釈をしただけで、何も言わなかった。

　野営地の外れに各人の乗馬と替え馬が繫がれている。ロワはそこまで行って、馬たちの様子を見た。追つけられていることには、とっくに気づいていた。

「アルノワ？」

　呼びかけると、「はい」と返事があった。彼女は足音を立てずに近づいてきた。

「お話しするべきかどうか迷っていたのですが、これも陛下がわたくしに課された役目かと思い……」

「……魔王が、僕に何を？」

「論より証拠といいます。ごらんください」

　だしぬけにアルノワの体から重量のあるものが地面に落下した。彼女の腰や脚あしにくくりつけてあったのか、ケースか何かに収納されていたのか。とにかく隠し持っていたらしい何らかの物体が、次々と落ちて互いにぶつかり、硬い音を立てた。

「暗くて、よく見えないんだけど」

「昼日中に堂々と披露して支障がないようなことであれば、迷いはしません」

　アルノワは右手を上げた。何か握っている。剣らしい。

　ロワは息をのんだ。

　彼女の両眼が妖しい光を放っている。

　さっき地面に落ちた、いくつもの、もしかしたら十以上の、小ぶりな、たぶん刃物的な武器のたぐいが、なぜか浮き上がってかしゃりかしゃりと鳴りながら、どういうわけか繫がってゆく。アルノワが持つ刃物の先に別の刃物がくっつき、その刃先にまた別の刃物が接合して、さらにその切っ先に別の刃物が、といった具合にどんどん連結し、金属の大蛇のごとき様相を呈そうとしている。

　アルノワが右腕を振ると、その大蛇が素早く身をよじってロワの鼻先を掠かすめてから、彼女の足あし許もとでとぐろを巻いた。

「〝永劫回帰する無限の刃オーヴエンダンレツト〟。これがわたくしの魔眼です」

「魔眼、──って、魔族の……」

　ロワは言葉を失った。

　アルノワの両眼はまだ妖しい輝きを宿している。陽ひ射ざしとも炎とも、その反射光とも違う、決してまばゆくはないのに、迫りくるような強い光だ。

　魔眼というくらいだから、あの目に何か秘密があるのだろう。でも、あの目がどんな具合に機能して、この現象を引き起こしているのか。見当もつかない。

「魔眼とは」
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　アルノワがまた右腕を揺すった。連なり一繫ぎになった武器の群れが、意思ある生き物のようにのび、しなって、わだかまる。

「あらゆる可能性の中から特定のものを引き寄せて実現させる力。わたくしの場合、刃やいばを有するものがこのように継ぎ合わされ、意に沿って操作されます。九歳のとき、わたくしはこの力に気づきました。そして、魔眼がわたくしを陛下に引きあわせてくれたのです」

「……すべての魔族が、魔眼を持っているわけじゃない、……はずだよね。たしか」

「かつては魔眼あってこその魔族でした。もともと魔族には角が生えていたとも言います。今や角は完全に失われ、魔眼の形質はごく一部の者しか発現しません」

「きみはたまたま、……その魔眼を持って生まれた？」

　アルノワはロワの問いに答えず、剣を手放した。すると武器の群れはあっという間にばらばらになり、そこらじゅうに散らばった。妖しい目の光も失せた。

「紛うことなき魔王ゴウドリックⅢ世陛下の御み子こであらせられるロワジュディアン様。あなたにも魔眼はあります」

「そんな……」

　ロワは手で口の周りをこすった。魔眼なる力が自分に備わっている。ありそうにない。というか、ありうると思ったことすらない。

「陛下がそうおっしゃいました」

　アルノワは断言した。

「……僕は聞いてないけど」

「何か考えがおありだったのだと思います」

「言ってくれればよかったのに。……知らないよりは、知ってたほうがいいことだろうし。一応、親なんだし。やっぱり責任っていうか、……あるんじゃないかな、そういうの」

「陛下は父親である前に、アークラントの王でなければいけませんでした」

「そういうものなんだろうね。だけど、……ずっと放ほっといたくせに、必要になったからっていきなり呼びつけて、大事な仕事だか何だか知らないけど、人に押しつけてさ」

「陛下をお恨みですか」

「恨むほど、僕はあの人のことを知らない。正直、死んだって言われても、実感が湧わかないんだよ。あの人に長く仕えてたきみには悪いけど。何も感じない。……ほとんどね」

「わたくしも実感が湧きません」

「きみを連れてくるべきじゃなかったな」

　アルノワは首を横に振って、「いいえ」と低い声で答えた。

　これ以上起きていると頭が痛くなりそうだ。ロワは天幕に戻った。いくらかは眠れた。

　日の出とともに出発し、昼前には行く手にグンダナの偉容が見えてきた。遠目には以前となんら変わらない。本当にあの城都が陥落したのか。それも、たった二日で。

「嘆きの断崖が飛竜に襲われたとの情報があります」

　マクロバリが教えてくれた。ロワは眉をひそめた。

「……飛竜？　たしか、飼い慣らせないんじゃ。すぐに飛んで逃げちゃうとかで」

「私もそう了解していますが、どうも事実のようです。それから、鬼山城の鉄壁は帝国の魔術師に破壊されたとも」

　にわかには信じがたい。だが、そんなことでも起こらなければ、あの城都がやすやすと落とされはしないだろう。

　城都に近づいてゆくに従って、徐々に戦争の爪痕が目につくようになってきた。

　嘆きの断崖で大勢が何か作業をしている。破損した箇所を修復しているのか。様々な種族の作業員が、土つち埃ぼこりにまみれながら瓦が礫れきを除去したり、木組みの足場を伝って石材やら何やらを運んだりしている。彼らは兵士ではなさそうだ。アルノワが呟くように言った。

「おそらく、我が国の民たみ人びとです」

　城門の外で待っていると、先遣した随員が黒赤の二色旗を掲げる東征軍の一隊とともに現れた。そのまま捕縛されてしまってもおかしくはない。緊張したが、ロワが身分を明かすと、彼らは丁重にヨルムンド特使一行をグンダナの中へと導き入れた。

　城都は思いのほか活気があった。荷車を牽ひく者がいる。牛車や馬車も行き交っている。道端で商売をする者の姿も目立つ。あちこちで大工や石工が建物や道を修繕している。

　これが敵軍の占領下にある街なのか。すでにグンダナの情勢をだいぶ把握している随員がロワに耳打ちした。

「帝国は人夫を募集し、応じた者には報酬と仮かり票ひようを与えています。彼らが首に下げている小さな札がそれです」

　見れば、大手を振って歩く者たちは皆、金属の札がついた紐ひもを首に掛けている。随員曰いわく、貧困層の市民は続々と人夫になって働き、賃金と仮票を手に入れているのだとか。

　仮票を持つ者は、帝国の行政庁で六等戸籍を取得できるらしい。六等戸籍の所有者は未満人と呼ばれる。未満人とはまたずいぶんな呼称だが、私有財産を一いつ切さい認められず、あらゆる犯罪で死刑が適用されうるという劣等種よりはずっとましだ。

　帝国において、未満人と劣等種は人間とは見なされない。ただし、未満人の場合、帝国に奉仕する義務を果たすことで、部分的に人間扱いされる。

「仇敵に尻尾を振るとは」

　眉をひそめるアルノワの気持ちもわからなくはない。彼女と同じように思う者は、市民の中にもきっといるだろう。まさしくそれが東征軍の狙いなのかもしれない。

「さすがにこなれてるってことか……」

　ロワはかつてグンダナの光を見た。

　婚礼の旅に出発する王子を送りだす市民たちは、喜びに沸わき、幸せそうだった。でも、どこかに光が当たれば、必ず影かげができる。パレードで浮かれ騒ぐ連中を薄暗い路地から眺めて、苦々しく思う人々もいたに違いない。

　もともと貧困層は、国や王に不満を持っていたはずだ。占領軍が仕事と金をくれるのなら、なびかない理由はない。逆に、国と王に恩や愛着を感じていた富裕層は、占領軍よりも裏切り者の貧困層を憎むだろう。

　おそらく東征軍は、意図的に市民を分断しようとしている。その目もく論ろ見みはうまくいっているようだ。

　鬼山城へと通じる坂道は複数あるが、一行はもっとも大きな表通りを進んだ。嘆きの断崖に近い一帯の下町はあれほど賑にぎわっていたのに、表通りには帝国兵しかいない。このあたりに住む富裕層は大手を振って歩けないような状況なのだろう。

　坂道を登りきると、広場に出た。ここでは激しい戦いが行われたようだ。混凝土コンクリートの舗装がひび割れたり剝はがれたりしていて、そこかしこが黒く汚よごれていた。

　広場の端はしのほうにやたらと長い台が設しつらえられ、警備兵が配置されている。鬼山城に向かうのなら、その台の近くを通る必要はない。ところが一行はなぜか台の前へと導かれた。

　黒赤の軍服を着た白はく髪はつの男が、台の上にずらりと並べられた籠のような、容器のようなものを眺めている。彼はただの警備兵ではないだろう。随員の一人がロワに囁ささやいた。

「ゲルト・ファッツ将軍です」

　当時はまだ三十歳で、将軍としては若い、新進気鋭の武人だった。あの戦いで仕留めそこねたせいで、彼はああやって髪が白くなるまで生きながらえた。

　ゲルト・ファッツが振り返った。髪だけじゃなく、髭ひげまで白い。目は帝国を象徴する赤だ。赤というよりショッキングピンクに近い。三十歳のころの面おも影かげがあるのかどうか。何しろ、会ったのはあの一度きりだ。正直、よくわからない。

　声は脳のう裏りに刻みこまれている。若きゲルト・ファッツは、アベルカイン・ララクルスを罵った。「劣等種が！」と。

「どなたがヨルムンドの特使殿どのか？」

　老いたるゲルト・ファッツが問うた。こんな声だっただろうか。

　現在の彼は、陸東にまでその名を轟とどろかせる帝国軍の宿将だ。戦いくさ上手で、多くの遠征を成功させた実績からすると、兵へい站たんの名人でもあるらしい。帝国人の中ではめずらしく話が通じる男だとか。実際、彼はロワとの会談を受け容いれた。

「初めまして、将軍。ヨルムンド特使、ロワジュディアン・ヨルテュールです」

　ロワが進みでると、ゲルト・ファッツは右手を差しだした。意外だった。相手にとってロワは劣等種だ。握手するのか。いいだろう。握手でも何でもしてやる。ロワはゲルト・ファッツの手を握ろうとした。そのときだった。アルノワが声にならない声を漏らした。

　振り向くと、アルノワは叫びだす寸前のような顔をして、両手で口をふさいでいた。何か絶対に見てはいけないものを見てしまった。そんな表情だった。

　ロワは眩暈めまいを覚えた。僕はとんでもなく迂う闊かつだ。そう思わずにはいられなかった。

　どうしてだ。なんで今の今まで、台の上に並んでいるものをよく見ようとしなかったのか。異様なものだということはわかっていた。だから、注視しなかったのか。無意識のうちに避さけていたのだろうか。

　もう見ないわけにはいかない。ロワはそれらを直視した。

　一つ一つは、金属の骨組みと硝がら子すのように透きとおったものとで出来ている、円筒形の容器だ。大きさは一抱かかえほどもあって、透明度の高い液体で満たされている。

　中身はその液体だけじゃない。何かが底に沈んでいる。

　人の頭のような、生首のようなものが。いや、ような、じゃない。生首だ。

　いくつあるのか。十や二十ではきかない。もっとだ。

　魔王の三男で、軍の指揮官だったディアナンがいる。彼はグンダナ郊外で戦死した。

　錆さび色いろの髪をしたヘルメル王太子は、あの青すぎる目を見開いたまま死んでいる。王太子は城都を防衛するべく勇敢に戦い、命を落としたという。

　王妃と長女は首だけになってもやはり似ていた。

　ああ、あの丸っこい女性は王太子妃プラシアだ。いかにも善良そうで、ロワにも親切だったあの人が、どうして。

　もちろん、魔王ゴウドリックⅢ世もいた。ロワの父親は両目を抉えぐられ、眼がん窩かが空洞になっていた。

　魔王とその一族は全員殺された。知っていた。覚悟していた。そのつもりだった。

　本当に？　ロワは訝いぶかった。僕は何を覚悟していたんだろう？　こんなものを見る羽目になると予想していたか？

　父はしょうがない。彼は王だった。戦いに負けたらこうなる。ヘルメルやディアナンもやむをえない。王妃や王女、王太子妃といった女性たち、他の魔王の親族らも、大人だ。とてもむごいとは思うけれど、帝国軍に捕まればこんな目に遭うのだろう。

　でも、王太子ヘルメルの七歳と五歳の息子、そして四歳と三歳の娘は、まだ幼い子供だ。魔王は側室たちに五歳と四歳、三歳、二歳、一歳の子を産ませた。男児も女児もそれぞれ愛らしくて、ロワと半分血が繫つながっているとは信じがたかった。なぜだ。

　あれほどまでに可か憐れんな子供たちを殺あやめ、あまつさえ首を切断して容器に放りこむ。そんな、まともな人間なら決して思いつかない所業に、どうして及ぶことができるのか。

　何が人間の帝国だ。絶対種人間だ。人間がこんなことをするか？　もちろん、否いなだ。いやしくも人間なら、こんなことをするはずがない。人間にはできないことを、彼らはやった。だから、彼らは人間じゃない。

　きっと彼らの主張はこうだ。自分たちこそ人間であり、この者たちは人間ではない。ゆえに、これは罪ではない。

　笑わせてくれる。そんな理屈、ロワは絶対に認めない。認めてたまるものか。

「ところで将軍、これはどういった趣向でしょう？」

　自分が落ちつき払っているようにしか聞こえない声こわ音ねで話していることに、ロワは内心、驚いていた。しかし、ファッツもまた、冷静そのものだった。

「降伏せずに敗れた敵国の元首及びその三族は、斬首のうえ六十日間、その死を公おおやけに示す。これは我が人間の帝国の規定に則のつとった通常の措置だ」

「そうですか。理解しました」

　ロワはファッツと握手をした。老将の手は大きく、分厚かった。日干しにしたように乾いていて、温度を感じない。手を放すと、ファッツはさらりと不意打ちをかけてきた。

「東方元げん帥すいが直々に会われる。これより鬼山城までご足労願おう」
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　鬼山城は傷いたんでいた。前もって聞いてはいたものの、鋼はがねで鎧よろわれた城壁の一部が崩れている様さまはとりわけ衝撃的だった。帝国軍の魔術師がやったという話だが、ダイナマイトで発破でも掛けないとこうはならない。この世界にはそういう魔術があるのか。

　アルノワを含めた随員たちは広場で待たされた。ゲルト・ファッツらに連行されるようにして城へ導かれたのは、ロワと副使のユイヒ・マクロバリだけだ。

　謁見の間に行くのかと思ったが、どうやら違うらしい。ロワも城内のことはあまり知らないが、別の部屋に連れていかれようとしていることくらいは、なんとなくわかった。

　天井が高すぎる長い廊下の向こうに扉があり、その前に女が立っていた。陸東風とも陸西風ともつかない奇妙な装いをしていて、ベールのようなもので顔を隠している。ずいぶん華きや奢しやだ。若い娘なのか。なんとも場違いだ。

　娘が靴音を響かせて歩いてくる。左手を腰にあて、右手で胸元を押さえて、尻を振り振り、左右の脚あしを交差させるようにして前に出す。大おお袈げ裟さで、特徴的な歩き方だ。

　娘が足を止めて首を傾げた。ファッツも立ち止まった。ロワたちも倣ならうしかなかった。

「ゲルト。東方元帥がお待ちよ」

「馴なれ馴なれしく呼ぶのはやめよと、何度も言っているはずだが」

「あら、つれないこと。あたしとあなた。もう長い付き合いじゃないの」

「戯ざれ言はよせ。ニエ・ゾキア。魔女め」

　魔女。渾あだ名なみたいなものか。それとも、本物の魔女なのか。だとしたら、魔術師か。

　ニエ・ゾキアがロワのほうに顔を向けた。ベールをどける。厚化粧だが、面おも差ざしからすると、せいぜい十代半ばだろう。

　魔女が例の歩き方で接近してくる。ロワはつい目を背けてしまった。するとニエ・ゾキアは、ロワの視線を先回りして上体を斜めに折り曲げ、満面に笑えみをたたえた。

「あなた、ヨルムンドの特使さん？　どうかしたの？」

「いえ」

「もしかして、あたしとあなた、どこかでお目にかかったかしら？」

「……ないと思いますけど。貴国は遠いですから」

「そうよねえ。ロワジュディアン・ヨルテュールさん。ところであなた、最近、ヨルムンド王家に婿むこ入いりしたアークラントの王子様と、まるきりおんなじ名前じゃない？」

「陸東ではありふれた名です」

　ロワはとっさに答えた。というか、肯定も否定もしていないので、実際は答えになっていない。魔女は顎あごの下で両手をぱちんと合わせ、童女のようにきゃっきゃと笑った。

「ロワジュディアン。そうなの。へえ。長いのによくある名前なのねえ。ふうん。そお」

「そのへんにしておけ」

　ファッツが遮ると、ニエ・ゾキアは不満げではありながらも引き下がった。

　気味の悪い女だ。見かけどおりの十代半ばとは思えないし、なぜかロワから目を離はなそうとしない。自ら扉を開けてファッツらを部屋に招き入れる際も、その何色ともつかない瞳はしつこくロワを追っていた。ファッツにも怪しまれている。だから魔女なのか。

　その部屋は謁見の間を数十分の一ほどに縮小したような造りだった。といっても、鬼山城の謁見の間は広すぎる。この部屋も決して狭くはない。

　椅子が一脚だけあって、その両側に四人の男女が並び立っている。男女なのか。驚いたことに猫耳人コーサニカが一人交じっている。他ほかの三人は確実に男だ。

　椅子に腰かけている女性が東方元帥だということは一目瞭然だった。

　なぜなら、東方元帥は皇女のはずだからだ。

　ロワは何度も生まれ変わったが、エヴァラスティアの皇帝を見たことはない。でも、帝国は人間の帝国、すなわち、絶対種人間の国を標ひよう榜ぼうしている。皇帝とその一族は当然、混じりっけのない純粋な絶対種人間とやらなのだろう。

　皇女の髪は黒すぎるほど黒い。漆黒だ。ファッツの目もかなり鮮やかなショッキングピンクだが、彼女の両眼ほどじゃない。まるで瞳が発光しているかのようだ。

　彼女を目まの当たりにして、心が動かない者はきわめて稀まれだろう。とにかく骨格からして違う。ただほっそりしているのではなく、まず頭が小さい。座っていても、すらりとした手足の長さがわかる。

　ある意味、その容貌は異常だ。目が大きすぎる。鼻の形が整いすぎている。顎は細く尖っている。どの要素もたぶん度を越こしている。それでいて、均衡が崩れる寸前でまとまり、彼女の顔の中にぴったりと収まっている。

　何が人間だ。あんな生き物、人間じゃない。人間はあそこまできれいじゃない。あれは人間とは別の動物だ。そうに違いない。

　だって、ロワは彼女を知っている。間違いない。何度も会った。忘れるはずがない。

「東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランスである」

　皇女が名乗った。高くはない。むしろ低い声だ。音だから空気を震わせているはずなのに、止まって聞こえる。別のものに喩たとえることができない声だ。

「……ヨルムンド特使、ロワジュディアン・ヨルテュールです」

　ロワは上目遣いで皇女を見つめたまま、いくらか腰を折った。目がそらせない。ロワはまばたきもしなかった。皇女もロワを見ている。目を合わせているのに、互いの視線は交わらない。皇女はロワ個人ではなく、ヨルムンドという大国の特使がどんな人物なのか、一挙手一投足を観察して品定めしているのだろう。

　ロワは彼女を知っているが、彼女はロワを知らない。

　あたりまえじゃないか。頭を冷やせ。

　ロワだって、彼女を知っているわけじゃない。彼女によく似た女と、過去、ロワじゃなかったころに会った。それも、一度じゃない。

　ポマ村でミシャの犬バナーを叩たたき殺した女は、たぶん皇女より年少だった。

　チロッテの野でアーカイムの志願兵ギルヒーを瞬殺した女は、どうだろう。本当に一瞬の出来事だったが、皇女と瓜うり二ふたつだったような気がする。アーカイム軍に助すけ太だ刀ちしたナバク・ハーザードが、姫将軍とか何とか言っていた。あの女も皇帝の娘むすめだったのか。

　蜥蜴人サラマンのルカリックは、デュラーンの樹海で一人の女に殺害された。皇女が瘦せこけて汚い身なりをすれば、やはり似ていると思う。

　アベルカイン・ララクルスの命を奪ったのは、アドリトラー帝の娘シャルゼリカだ。彼女は帝国第五征圧軍の指揮官だった。見た目に加えて、立場までリンゼリカに近い。

　何だ、これは。血か。血のせいなのか。エヴァラスティア皇帝の血はそれほどまでに濃く、強いのだろうか。たとえば、歴代の皇帝はみんな同じ顔をしていて、だから生まれる娘も全員そっくりで。そんなことがありえるのか。

　いずれにせよ、あの女たちと皇女は、同じ血を引いているとしても、別人だ。

　東方元帥リンゼリカ・フォーエヴァランス。ロワは彼女に殺されたわけじゃない。

　いや、そもそも、殺されたのはロワじゃない。

「アン・デューです」

　皇女の右隣に立っている、黒髪で赤い目の男が胸に手をあててみせた。まだ若そうだ。三十歳前後か、ことによると二十代後半だろう。美男なのだろうが、侮蔑の色が浮かぶ顔は醜い。このアン・デューという男は、おそらくロワを溝どぶ鼠ねずみか何かだと思っている。

　あからさますぎて、腹も立たない。ロワは一つ息をついて会釈した。すると今度は、皇女の左隣にいる中年の男が名乗った。

「ヘルムート・シュタイラス」

　髪がそこまで黒くない。目も赤というより赤褐色だ。ここにいる以上、名のある将なのだろうが、立ち位置からして年少のアン・デューと同格で、競う立場なのかもしれない。

　そのシュタイラスの横で、猫耳人コーサニカが口ずさむように言った。

「ハーマイン・ロメ」

　たぶん女性だろう。猫耳人コーサニカは性別不詳だが、そうはいっても男性にしては美人すぎる。

　ファッツ、そしてニエ・ゾキアが、皇女の両脇に並ぶ列に加わった。

「東方元帥の鉄血の右手アイアンブラツド、おまけつき、といったところねえ」

「そのおまけです」

　アン・デューの隣で、少年めいた男がにっこりと笑った。髪は漆黒で、遊び道具を発見した子供のように目を赤々と輝かせている。ロワと同年輩か、もしくは少し上か。

「純潔騎士団筆頭ミカエル・ベアトリクス。べつにお見知りおきくださらなくてけっこうです。劣等種には興味がないので」

　こっちは正式な外交官なのに、なんて失礼なやつだ。キレようかな？

　魔女ニエ・ゾキアはくすくす笑い、アン・デューはにやついている。ハーマイン・ロメは斜め上に目をやって小声でぶつぶつ呟き、考えごとでもしているのか。

「特使殿どの、用向きを」

　うながすゲルト・ファッツが、まっとうな常識人に見える。

　ロワはキレてはいなかった。キレかけてもいないが、正直、動揺はある。東方元帥。あの皇女だけじゃない。何なんだ、こいつら？　ロワたちを人間だと思っていない。それだけはたしかだ。人間でなければ何なのか。猿か。虫か。それとも、小石か。塵ごみ屑くずか。だから、平気であんなふうに殺して、さらし者にできるのか。

　仮に、彼らこそが人間で、ロワたちは人間じゃないとしよう。だとしても、両者の間に優劣はない。人間が上で、人間じゃないものは下だと信じるのは自由だ。でも、それは自明の真実なんかでは断じてない。思いこみだ。妄想と言ってもいい。

　日本人だったころ、『サピエンス全史』という本を読んだ。簡単に言えば、宗教も国家も貨幣経済も企業も、すべては虚構なのだと著者は喝破していた。虚構だから、すなわち無意味であるということではなくて、それどころか、虚構は巨大な意味を持ち、人類を繁栄させる原動力になったのだ。

　目を開かれる思いがした。二十億人以上が信仰するキリスト教のような、途方もなく大きく、とんでもなく強固な虚構を築き上げた人類の歩みに驚嘆した。

　同時に身震いした。たとえば宗教、たとえば国家、たとえば金銭、経済といった虚構のもとに、人類は延々と相争い、殺しあってきた。それらは虚構にすぎないのに。

　ここでも同じだ。

　人は虚構を力にして文明を発展させながら、虚構に突き動かされて殺しあう。

　おまえたちは間違っている。そう言ってやりたい。無駄だ。鼻で笑われて終わりだろう。彼らは虚構を信じて戦争を続ける。人が死ぬ。もっと、もっと、彼らは殺すだろう。

　彼らを止めたい。どうすれば止められる？　何か方法はないのか？　ありそうにない。それでも、探さぐらないと。どんなに小さくてもいい。糸口を見つけるのだ。

「我がヨルムンドは、貴国と友好を深めたいと考えています」

「不要だ」

　東方元帥は眉一つ動かさずに即答した。そうだろう。わかっている。でも、簡単に引き下がるわけにはいかない。

「どうか、閣下、お聞きください、我が国は──」

「貴国の事情に配慮する特段の理由があるとは思われない。アドリトラー大帝の御み代よより、我が人間の帝国は降伏以外の申し出を受けつけていない。交渉はしない」

「だったら、……それなのに、どうしてわざわざ僕とお会いになったんです」

「我が人間の帝国が他国を征圧し支配下に置くのは固有の権利であり、義務である。ゆえに、宣戦の布告も行わない。これを陸東に知らしめるよい機会と考えた」

「……我が国にそれを喧けん伝でんさせようと？」

「貴国がどうしようと、我が方は関知しない。しかし、ある国が我が人間の帝国に使者を立て、けんもほろろに追い返されたことを、他国は間もなく知るだろう」

「あくまで侵略をお望みですか」

「戦いたくなければ、降伏せよ。我々は非情ではない。我が人間の帝国に服従を誓った者は、等しく未満人として扱われる。ヨルムンド特使ロワジュディアン・ヨルテュール」

「……はい」

「貴国の王に無条件の降伏を勧められよ。話は以上だ。下がれ」

　子供の使いじゃないのだ。下がれと言われて、おとなしく下がるわけにはいかない。何かないのか。まずは東方元げん帥すいの関心をひかないと。関心。わからない。皇女は人間らしい心を持っているのか。彼女はまるで人造人間アンドロイドみたいだ。案外、本当にそうなのかもしれない。彼女は不自然だ。異様なまでに美しすぎる。感情らしきものがうかがえない。そして、何度も何度も僕の前に現れる。

　人間の帝国という歪ゆがんだ虚構が世界をのみこもうとしている。彼女はおぞましい虚構の尖せん兵ぺいとして造られた機械人形なんじゃないのか。

　ミカエル・ベアトリクスとかいう少年めいた騎士が、やにわに爪先で床を叩きだした。

「あのう！　下がれと、東方元帥閣下がおっしゃっているのですが！　わからないのかなあ、劣等種だから頭が悪すぎて！　早く出てってくれないかなあ！」

「ミカエル、何という言い種ぐさだ」

　アン・デューは青二才をたしなめたのかと思いきや、へらへら笑っている。

「失礼、特使。ですが、退出したほうが身のためです。率直に申しあげて、あなたがたは臭う。まったく劣等種臭い。私もそろそろ堪忍袋の緒が切れそうです」

　ロワとマクロバリは部屋を出た。すごすごと退散するしかなかった。

　ゲルト・ファッツ将軍に出迎えられたときはまだ客に近い扱いだったが、帰りは囚人同然に護送された。城をあとにして広場でアルノワたちと合流すると、宿舎の用意があるので今日は泊まっていけと帝国兵に言われた。断る気力もなかった。
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　案内された宿舎とやらは、下町の外れにある廃はい墟きよのような建物だった。壁と屋根はしっかりしているので風雨はしのげるが、仕切られた部屋と部屋との間にあるべき戸がない。窓はただの四角い穴だ。椅子や寝台も見あたらない。どこもかしこも黴かび臭くさく、床には埃ほこりが積もっている。これのどこが宿舎だ。虚こ仮けにするにも程ほどがある。もちろん腹は立つが、それ以上にロワは打ちのめされていた。

　何もできなかった。

　マクロバリも猫のような耳をくたっとさせて、口数が少ない。アルノワは心ここにあらずといった様子だ。他の随員たちも悄しよう然ぜんとしている。

　日が暮れると、マクロバリの指示で数名の随員が外に出ていった。

「こうなった以上、敵の戦力を少しでも把握しておきたい。我々は明日、グンダナを出ざるをえないでしょうが、何人か残していきます」

「……僕らは監視されているんじゃないかな。見逃してくれるといいけど」

「ご心配なく。何か手を考えます。この任務は決して無駄ではありませんでした」

　マクロバリは強がっている。それか、無駄ではなかったと信じたいのだろう。

　ほとんど真っ暗な戸のない部屋の隅で、ロワは移動の間に使っていた毛布にくるまって横になった。十月のグンダナはすっかり秋だ。窓から吹きこむ夜気はだいぶ冷たい。

　首や肩、背中が張っている。頭が重い。頭痛の前兆だ。蜂蜜を舐めたい。あの甘さを思いだしていたら、何者かが部屋に入ってきた。アルノワだった。

　彼女はロワのすぐそばに座りこむと、やがて肩を震わせはじめた。

　ロワはおそるおそる手をのばし、彼女の腰のあたりをさすった。彼女は拒まなかった。声を殺して静かに涙を流しつづけた。彼女が泣きやむまで、ロワは黙って撫なでていた。

「……見苦しいところをお見せしてしまい、申し訳ありません」

「気にしなくていいよ。僕だって泣きたいくらいだし」

「陛下のまだ幼い御み子こ様がたは、お生まれになったときから存じあげています。人間とやらは、どこまでも残酷になれるようです」

「王に降伏を勧めろって、東方元帥に言われた。それも一つの方法かもしれない」

「ロワジュディアン様はそうされるおつもりですか」

「もし僕が王なら、……どうするかな。降伏すれば、民たみも、王も、王族も、他の偉い人たちも、みんな未満人とかってのになっちゃうけど。……死ぬことはない」

「一国の王たる者が、戦う前にその道を選択することはないでしょう」

　帝国は遅かれ早かれヨルムンドにも攻めてくる。戦争は避さけられない。

　巨人族は王太子オライオンに代表されるように、良く言えば誇り高く、悪く言えば傲慢だ。要職についているような小さき者たちは、巨人族にへつらい、率先して従う。おそらく彼らは降伏しない。

　だとしたら、ヨルムンドもアークラントと同じ道を辿ることになるのか。王も、王太子も、命を奪われ、首を斬られて、さらされる。王女タマミナも。

　あの容器の中で、タマミナは目を閉じているだろうか。開けたままか。唇は引き結ばれているだろうか。それとも、ゆるんでいるか。彼女は童顔だ。胴体から切り離はなされてしまえば、まるで少女のように見えるだろう。いずれにせよ、彼女は二度としゃべらない。

　六十日間、その死を公おおやけに示す。ファッツがそう言っていた。それから、どうするのか。焼いてしまうのか。保管するのか。生首入りの容器が、百も二百も、それ以上、どこかに陳列されているのかもしれない。トロフィーみたいに。

　いやだ。

　タマミナをそんな目に遭わせてたまるか。絶対に阻止してやる。どうやって？

　ヨルムンドが負けなければいい。帝国に勝てばいいのだ。勝つ。帝国に勝たないと。

　突然、アルノワが立ち上がろうとして、途中でやめた。

「ロワ様……」

　彼女はうろたえている。ロワジュディアン様、ではなく、ロワ様、とロワを呼んだ。

　遅まきながらロワも気づいた。窓辺に誰かいる。

　窓には木戸すら嵌まっていない。そこから入りこんだのか。いつの間に。

　戸がない窓から月明かりが射さしこんでいる。たぶん男だ。黒っぽい装束を身にまとい、覆面のようなもので顔を隠している。

　ロワは身を起こした。覆面の男は動かない。まるで人の形をした像のようだ。

　手て許もとに置いてあった巨樹の枝リグナムデインを握り、そっと息をついた。

　この木剣はヨルテュール家伝来の名品で、王権の象徴だ。硬かたくて重い特殊な木で造られている。斬れ味こそ鋼はがねの剣に劣るものの、めったなことでは折れず、曲がりもしない。

「危害を加えるつもりはありません」

　覆面の男が言った。気のせいか。どこかで聞いた覚えのある声だ。

　異変を察知したのか、マクロバリが部屋に駆けこんできた。ロワは目を疑った。速い。

　マクロバリが音もなく覆面の男に躍おどりかかる。二人は斬り結んだらしい。刀剣と刀剣がぶつかる音が何度もした。互いに肉薄しては離れ、接近してまた飛び離れる。二人が円を描えがく。一方が斬りこみ、他方は身をひるがえす。白はく刃じんが雷光のように閃ひらめき、どちらかが転がる。跳ぶ。壁を蹴ける。

「敵ではありません！」

　アルノワが鋭く声を発しなかったら、どうなっていただろう。双方か、少なくともどちらか一人は傷ついていた。斃たおれていたかもしれない。

　マクロバリはロワの真ん前で刀を構えた。

「やるな」

「そちらこそ」

　男は刀を下ろして覆面を外した。ロワは、あっ、と言おうとしたのに、「えっ」と言ってしまった。

　暗くても、その瞳は青すぎるほどに青々している。錆さび色いろの髪。整っているが、残忍そうな顔立ち。声に聞き覚えがあるはずだ。でも、おかしい。

「……ヘルメル王太子？　いやだけど、そんなはずは──」

「そう。私はヘルメル殿でん下かではない」

「じゃあ、……影かげ武む者しや？」

「それも我が役目の一つではあった。すべてではないが」

「ノイエ・キルシュ」

　アルノワが囁くように言った。

「彼はリリアックの長おさです」

　ロワは首をひねった。リリアック。──って？

　何それ？

「アークラントの諜ちよう報ほう機関か」

　マクロバリは知っているらしい。ヨルムンド王直属の隠おん密みつのようなものらしいし、蛇の道は蛇ということなのか。

「城都が陥落し、王が殺されたのに、よくもおめおめと」

「主命により、こうして生き恥をさらしている」

　ノイエ・キルシュはふたたび覆面を被かぶった。

「城を枕に討ち死にしてもよかったが、陛下は鬼山城の門を閉ざす直前、脱出して国家再建を図れと我らに命じられた」

「それでは、……リリアックは健在なのですか」

　アルノワが訊きくと、ノイエはうなずいた。

「ほぼ無傷だ」

　これは、──使える。

　ロワは知らずに右手の人差し指を嚙かんでいた。魔王はどんな思いでリリアックを残そうとしたのか。ふつうに考えれば、諜報機関の役割は国内外の情報収集と分析、そして各種秘密工作だ。諜報機関だけが存続したところで、アークラントを再建するのは難しいだろう。ただ、魔王の血はまだ絶えていない。ロワ自身が魔王の息子だし、兄や姉もいる。それに、この男は王太子と瓜うり二ふたつだ。

「ヨルムンド特使ロワジュディアン・ヨルテュール殿どの。私はあなたにお会いして、確かめておきたかった」

　ノイエ・キルシュ。リリアックの長。言ってみれば、彼は魔王の遺産だ。

　ロワはマクロバリを押しのけてノイエに近づいた。ノイエがわずかにあとずさりするほど接近した。

「僕は自分の王位継承順位が何位だか知らないし、興味もない。それから、ヨルムンドは降伏しない。僕らは相手の手の内をちょっとでも探さぐりたくて、グンダナに来たんだ。他ほかに何か確かめたいことは？」

「……いや」

「じゃあ、次は僕の番だ。きみは僕の味方？　それとも、敵？　どちらでもない？　僕としては、きみの力を借りたい。僕らは勝たなきゃいけないんだ。帝国に負けるわけにはいかない。そのために、きみの力が要いる。──ここから出たい。今すぐに」
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　知っているか。彼女の異名を。知らない？

　そうか。陸東の人は知らないのか。陸西の、とくに帝国領内に住む者なら、幼子以外はたいてい知っているのに。

　ばらばら姫。

　いまだに彼女はその名で呼ばれている。なぜかって？

　そうだな。陸東の人は当然、あの出来事も知らないか。

　当時はすごかった。猫も杓しやく子しもあの話題で盛り上がっていたよ。醜聞とは違う。ある意味、それ以上だ。もしくは、それ以下、と言うべきか。

　人暦一〇三年、新暦で言えば一〇三三年に先帝クランフーリンから禅譲を受けて即位したアドリトラーⅡ世には、娘が三人いる。三人の中でも、彼女は一番人気があった。

　何しろ彼女は、赤子のころから類たぐい稀まれな見目麗しい姫として知られていた。絶対種人間の特徴を完璧な形で生まれ持った彼女の肖像版画は、飛ぶように売れた。

　まったくわからないものだ。あの可か憐れんきわまりない高貴な姫が、前ぜん代だい未み聞もんのひどく悲惨でおぞましい事件を起こすとは。

　そのとき彼女はまだ九歳だった。人暦一〇二年だから、父アドリトラーⅡ世が皇帝になる前だ。四月九日。薄紅色の桜が咲き誇る御ご所しよの庭園で、彼女はいつものように侍じ女じよや弟妹たちと仲よく遊んでいた。

　その瞬しゆん間かん、何があったのか。正確なところは誰にもわからない。なぜなら、近くではっきりと目撃した者は一人も生存していないからだ。ただ、漏れ伝わる関係者の話を総合すると、おおよそこのような顚てん末まつだったらしい。

　彼女は突然うずくまり、苦く悶もんしはじめたようだ。イルビタという名の侍女が、「姫様、どうされました」とか何とか言いながら、彼女に駆け寄った。すると、近寄ってきたイルビタの頭部を、彼女は素手で握り潰してしまった。

　たった九歳の少女が、その小さな手で、成人女性の頭を握り潰す。もちろん、そんなことは不可能だ。ふつうの九歳には。ところが、彼女はそれをやってのけた。

　さらに、イルビタは両腕を引きちぎられたうえ、地面に何度も叩たたきつけられた状態で見つかったという。なんとも恐ろしいことだが、状況から考えるに、ぜんぶ彼女の仕し業わざだ。

　誰にとっても救いだったのは、同じく庭園にいた彼女の弟妹、つまりアドリトラーⅡ世の幼い息子と娘が、難を逃れたことだろう。これは勇敢な侍女と衛兵たちの献身のおかげで、そのうちの何人かは言葉どおりの意味で献身、ようは自分の身を犠牲にした。死んだということだ。彼女に殺された。いや、何人か、じゃない。

　七十二人。

　それが、桜咲く庭園とその近辺で、のちに収容された遺体の数だ。

　七十二人分、という表現が適当かもしれない。

　最初の犠牲者イルビタと同じように、多くの者は腕や脚あしを引き抜かれたり、ねじ切られたりしていた。頭部の損傷も激しく、身み許もとの特定に大変な困難が伴ったという。

　かくして、血肉と桜の花びらが舞い散る中、ばらばら姫は誕生した。

　帝国民に持てはやされ、愛された姫が、一日にして怪物に成り果てた。いや、一日どころか、彼女はわずか半刻以内で七十二人を殺害したと見られている。

　たまたま、御所にとある客人が滞在していた。

　シャハン・ギヴ、享年七十二歳。そう。時のクランフーリン帝に剣の手ほどきをし、気の置けない友人でもあったという音に聞こえた老天剣もこの日、絶命した。

　ギヴはむろん、彼女が帝家の子女だということを知っていた。じつは、このころすでにクランフーリン帝は病が篤あつく、アドリトラーⅡ世への禅譲は既定路線だった。父が間もなく皇帝になれば、彼女は皇女だ。老いてもギヴは天剣、もし手段を選ばなかったのなら、容易に彼女の凶行を止めることができただろう。剣を抜きさえすれば。

　ギヴは抜かなかった。抜いたら、斬る以外ない。斬らずに止めるべく、ギヴは彼女を羽交い締めにしようとした。

　だが、ギヴが気配を消して背後から忍びより、両腕をのばすと、彼女はするりと逃れて回れ右をした。襲いかかってくる彼女を、ギヴは真正面から捕まえた。

　老天剣が渾こん身しんの力をこめて小さな怪物を抱だきすくめる。怪物の咆ほう吼こうは人間のものとは思えない。激しく身をよじって抵抗する怪物を、老天剣が[image: ]りつける。

「ええい、正気に返れ小娘、そなたは獣けものではない、人だ、天剣の子よ、そなたの天剣が目覚めたのだ、その身の内で暴れ回る力を何と心得る、よいか、それは人間の帝国に勝利をもたらし、帝国が進む道を切り開くための稀まれなる力ぞ、かほどに強き力を天より与えられておきながら、それを制する心を持たぬとは、幼きとはいえ、とんだうつけよ」

　さすがは天剣、名にし負うシャハン・ギヴ、あの雷声で怒鳴られたら、いかなる怪物も我に返るに違いない。果たして、小さな怪物はとうとう人間の言葉を発した。

「うるさいじじい！」

　両手両足は老天剣によって封じられていたが、まだこれがあると言わんばかりだった。彼女は獰どう猛もうな肉食獣のごとくギヴの顔面に嚙みついた。それでもギヴは彼女を放さなかったというから、やはり只ただ人びとではない。

　ギヴはやがて物言わぬ、まあ、顔を食いちぎられては息があっても物言えるわけもないのだが、ともあれ見るも痛ましい死体に成り果てた。その四肢が力を失って彼女が解き放たれたとき、遠巻きにしていた生存者たちは、この世の終わりさえ覚悟したという。

　しかし、老天剣が捨てた命は無駄にはならなかった。全身血染めの小さな怪物は、両手で顔を覆って泣きじゃくりはじめた。七十二人にギヴを加えて七十三人殺したあげく、彼女はやっと理性を取り戻したのだった。

　彼女はおとなしく縛ばくに就つき、御所の地下深くに監禁された。その地下室の通気孔が御所の片隅にある小さな穴へと通じていた。その穴からは昼となく夜となく、謝罪する少女の声が聞こえてきたという。

「ごめんなさい、生まれてきてごめんなさい、生きていてごめんなさい、ごめんなさい、本当にごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

　真っ暗闇の中、彼女は鉄鎖でがんじがらめにされ、壁と床に繫がれていた。水とわずかな食べ物だけ与えられ、かろうじて生かされた。この過酷な処遇は、彼女の実父アドリトラーⅡ世がクランフーリン帝に具申したものだという。

　父としては、娘むすめが舌でも嚙かみ切って自死してくれればと、ひそかに願っていたのかもしれない。彼女は声を出せた。猿さる轡ぐつわを嚙まされていたわけではない。その気になれば、彼女は舌を嚙み切って自害できた。しかし、彼女はひたすら謝り、許しを乞いつづけた。

　天剣は本来、天てん佑ゆうであり、祝福されるべき天てん稟ぴんだ。その素質には程度の差がある。目覚め方も千差万ばん別べつだ。加齢とともに天剣がその身に馴な染じんでゆく者もいれば、七転八倒して三日三晩、苦しんだ末に、天剣としての新たな人生を歩みはじめる者もいる。

　ばらばら姫の覚醒はあまりにも過激だった。人が死にすぎた。いや、人を殺しすぎた。

　彼女が庶民であれば、人々を殺しつづけ、最後には自らも殺されただろう。だが、彼女は次期皇帝の娘だった。ゆえに命拾いした。

　かつて帝国民は彼女を愛していた。それだけに、反動は大きかった。

　人々は街角で、酒場で、家々で論じた。ばらばら姫は罪を犯した。罪人は罰せられねばならない。公衆の面前で火あぶりにしろ。いや、八つ裂きにするべきだ。

　一方で、彼女を憐あわれむ声もあった。そうはいっても、まだ九歳の子供じゃないか。天剣のせいだ。やむをえなかった。あれは怪物かもしれないが、楽に死なせてやればいい。

　人暦一〇三年正月、瀕ひん死しのクランフーリン帝がアドリトラーⅡ世に禅譲した。帝位に就いた父は娘に恩赦を与えた。我が子可愛かわいさか。ああ、皇帝も人の子か。

　釈放後、まだ十歳になったばかりの娘に、七十三日かけて帝都とその周辺を裸足はだしで歩かせ、十歩進むごとに這はいつくばって謝罪させる。それが人の親のやることだとしたら、骨肉の情とはいったい何だろう。

　加えて、アドリトラーⅡ世帝は帝国兵に命じ、娘に向かって罵声と礫つぶてを浴びせさせた。ばらばら姫が反撃してきたらどうするのか。最初、民たみは恐れていたが、少女は何を言われても睨にらみ返すことすらせず、礫が当たって血が流れても黙って歩きつづけた。次第に民も彼女を罵り、礫をぶつけるようになった。

　だが、六十七日目、風向きが一変した。

　降りそそぐ悪罵と投石を物ともせず、一人の女がばらばら姫に走り寄った。彼女は誰あろう、あの侍女イルビタの母親だった。母親は身を挺ていして満まん身しん創そう痍いの少女を庇かばい、声を張りあげて群衆や帝国兵を責め詰なじった。

「私はイルビタの母です。イルビタはいつも姫にお仕えできて自分は果報者だと自慢しておりました。不幸な事故が起こりましたが、やさしいあの子のことです、いつか天上でも姫にお仕えしたいと願っていることでしょう。このことでもっとも心を痛めているのは、姫に相違ありません。姫は生きて償おうとしていらっしゃる。その姫を言葉と石で痛めつけ、あなたがたの心は泣きませんか。あなたがたは人として恥ずかしくないのですか」

　ばらばら姫を表だって悪あし様ざまに言う者はほとんどいなくなった。むろん、石を投げる者は皆かい無むだった。

　七十三日の謝罪行あん脚ぎやを終えると、アドリトラーⅡ世帝は娘にこう申し渡した。

「リンゼリカ・フォーエヴァランス、汝なんじは余の娘である。しかし、余は汝から皇女の籍を剝奪する。終生、我が人間の帝国に尽くせ。それが汝の責務である。汝がその手で殺あやめた者たちへの弔いでもある」

　人暦一〇五年、リンゼリカは十二歳になると滅私報国の誓いを立て、一兵卒として帝国軍に入隊した。以来、戦場で数えきれない武勲を立て、昇進に昇進を重ねた。

　いまだかつて彼女ほど帝国の敵を殺した者はいない。彼女は兵に敵を殺させることにも長たけていた。ついに彼女は、帝国東方征圧軍を率いる東方元げん帥すいに任ぜられた。

　彼女は公的には皇女ではない。誰もがそれを知りつつ、我らが皇女、と呼ぶ。

　彼女は自身の全存在を賭けて戦い、勝利を帝国に捧ささげる。彼女は帝国のものである。ゆえに彼女は、一般的な意味の皇女ではないとしても、やはり皇女なのだ。彼女をあのばらばら姫とそしる者も、その功績を否定することはできない。

　彼女は今後も勝って、帝国に多くをもたらすだろう。彼女はそのためだけに生きている。彼女の前に立ちふさがる者は不幸だ。何せ、彼女は一度たりとも敗れたことがない。
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　敵は十中八九、ロワジュディアン・ヨルテュールが魔王の息子だと知っている。ロワをすんなり帰すと見せかけて捕縛し、処刑するつもりかもしれない。もっとも、殺す気ならさっさと捕まえているだろう。何か他ほかの企たくらみがあるのか。

　いずれにせよ、相手の思惑に乗ってやる必要はない。まずは一刻も早く敵の手中から脱することだ。宿舎は東征軍に見張られているだろう。でも、ノイエ・キルシュはその目をかいくぐって侵入してきた。

「出ることもできるんじゃないかな。この建物から。そして、グンダナからも」

「抜け道はある」

　ノイエは事もなげに言った。グンダナの地下には、数百年前の魔族が用いていた通路や貯蔵庫がふんだんに残っているらしい。それらは複雑に繫つながったり分かれたりして、さながら迷宮のように入り組んでいる。大半の出入口がふさがれているので、その存在を知る者すら稀なのだとか。しかし今から百年以上前、当時の魔王がリリアックにグンダナの地下を調査させ、一部の通路が城都の外にまで通じていることを突き止めた。

「よろしい。我々リリアックが案内しましょう」

　最大の難関は、監視されている宿舎から特使一行全員が出ることだった。結局、怪しまれるのを覚悟で一人、もしくは数人ずつ宿舎を抜けだし、尾行を撒まいた。うまくいかなければ、リリアックやマクロバリの部下が始末をつけた。

　湿っぽくて黴かび臭くさい地下通路に入ってしまうと、もうほとんど安全だった。歩きながら、ノイエと話す時間もたくさんあった。ロワはあらためてノイエに協力を要請した。

「きみにしかできないことが二つあって。一つは、王太子の影かげ武む者しやならではっていうか」

　東征軍によるアークラント平定はまだ完了していない。ノイエがヘルメルのふりをして魔王に即位することを宣言し、地方軍や国境警備の部隊、敗残兵などを糾きゆう合ごうすれば、万単位の軍を編制できる。

「私はただの影武者です。王太子の身代わりになることはできても、王太子になることはできない」

　ノイエは覆面を外さない。外せないのだろう。ただの影武者にしては、ノイエは王太子に似すぎている。顔立ちはどうにかして変えられるかもしれないが、瞳の色はそうもいかないはずだ。あの青々とした瞳は一度でも見たら忘れられない。

「いざというときは、本人になりかわる。……それが影武者なんじゃ？」

「私は魔眼を持たない。すぐに別人だとばれます。さらに言えば、数万の兵を集めたところで、東征軍と戦って勝てる見込みがあるとは思えない」

「まあ、かえって東征軍に、反帝国勢力を一掃する機会を与えちゃうかも……」

「愚策でしょうな」

　とりあえずノイエには、どさくさに紛まぎれて魔王になってやろうというような野心はなさそうだ。冷静で、状況を正確に把握している。あとは、信用できる男なのか。いや、ロワがノイエを信用するかしないかだ。

「もう一つ。──僕には計画がある。きみとリリアックに、それを手伝ってもらいたい」

「あなたはヨルムンドの特使だ。その計画とやらをいかに実行するのか。それとも、あなたの代わりに、我々がやれと？」

「もう身代わりはいやだよね」

　ノイエは答えなかった。もちろん、ロワもノイエに実行役を託すつもりはない。

「僕の役目は東征軍と交渉することだったけど、失敗した。帰国して、巨樹の枝リグナムデインをエラストローム陛下にお返ししなきゃいけない。そうしたら、僕は単なるタマミナ王女のお婿むこさんに戻る。たぶん、何もできない」

　ロワは腹を決めていた。問題はマクロバリだ。

「……とにかく、情報が欲しい。ありったけの情報が。帝国。東征軍。東方元帥。麾き下かの将軍たち。各国の情勢。何でも知りたい。それから、移動手段を考えないと。たぶん、ものすごく長い距離を移動することになると思う。足は速ければ速いほどいい」

「もしや──」

　アルノワが言いかけて、マクロバリが続けた。

「国に帰らないおつもりですか、特使」

「帰らない。……ていうか、帰れない。いや、可能か不可能かっていう話じゃなくて。このままじゃ事態は悪化する一方だし。手遅れになる前に、どうにかしないと。……マクロバリが許してくれないだろうけど」

「特使が帰国されないのなら、私も帰りません。随行します」

「……どういうこと？」

「国に戻ればあなたは単なる朴ぼく念ねん仁じん。特使の身分のまま働いてもらったほうが有益です」

「ええと、つまり、……国益にかなうから、僕の行動を認めてくれるってこと？」

「そのように理解していただいてかまいません」

「ありがたいけど、朴念仁って。ひどいな。そりゃあね。僕はコミュ力高いほうじゃないし。でも、けっこう努力してるのに……」

　たしかに、とアルノワがうなずいた。

「ロワジュディアン様は変わられました。最初は何この人と思いましたが」

「あのさ。そうやってフォローしておいて落とすの、やめてくれない？」

「今はお仕えできて光栄に存じております。人は見かけによらないとはこのことですね」

　持ち上げたあと、必ず言葉で刺してくる。もっと甘やかしてくれてもいいのに。

　ロワは今後の予定をノイエに明かした。半ば即興の計画だが、基礎はもともとあった。しかも、発案者はロワじゃない。ロワは現状に合わせて修正を加え、肉づけしてゆけばいいだけだ。

「了解した。ヨルムンド特使ロワジュディアン・ヨルテュール殿どの。我々リリアックは、情報提供を含め、可能な限り全面的な支援を行うことを約束する」

「……よかった。図ずう々ずうしくて悪いんだけど、馬なんかは用意してもらえたりするかな？」

「豹蜥蜴リパードがいいだろう」

「ふうん。リパード。……それって、どういう？」

　やがてロワたちは地上に出た。人数が多いと目立つし、少数のほうが何かと身軽でいい。随員たちとはここで別れることにした。ノイエ・キルシュ以下リリアックとは行く先々で接触し、情報交換をしたり、援助を受けたりすることになるだろう。アルノワは魔王の命でロワを捜索したときもリリアックと連携をとっていたらしく、何人か顔見知りの諜ちよう報ほう員がいる。彼らが連絡係を務めてくれるようだ。これより先はしばらくの間、ロワ、アルノワ、マクロバリの三人旅となる。いや、三人と三頭か。

　リパード。この生き物はすごい。

　見た目はその名のとおり蜥蜴とかげのような肌をした大型の豹ひようだ。とても頑健で、最高速度は狼おおかみにも劣らず、馬の駈歩キヤンターを上回る速さで半日以上、駆けることもできる。悪路にも強い。雑食性で、草から虫、小動物まで何でも食べる。野生種は飼育種よりずっと小さいが、生まれてから死ぬまで絶えず移動しつづける、じつにめずらしい動物なのだという。

　ただ、欠点もある。乗り心地が独特なのだ。

　上下動は激しくない。馬みたいに蹄ひづめで地面を蹴けって進むのではなく、リパードは四足で体を押し進めるような走り方をする。これがぐらぐらと揺れて、酔いやすい。

　三人と三頭は、グンダナ郊外からタイシュ国境までの約四百キロを、たった二日で走破した。その間、ロワは八度も嘔おう吐とした。胃に何か入れると戻してしまう。二日目は水以外、何も口に入れなかったが、それでもえずいて胃液を吐いてしまった。

　つらくても、必死で先を急いだ。もたもたしていたら、東征軍が動きだす。

　国境はタイシュの軍によって厳重に守られていたが、巨樹の枝リグナムデインとリリアックの手回しのおかげで無事に通過できた。そこからタイシュの都ランタイまでは一日で駆け抜けた。

　ランタイは四辺が三十キロ以上に及ぶ方形の城塞都市だ。タイシュは遊牧騎馬民族の一派、殉じゆん族が建てた国だが、アークラントほどではないにせよ、様々な種族が住んでいる。ランタイの城壁や建物は土を固めたもので、屋根や舗装はだいたい煉れん瓦がだ。

　ランタイにはロワの兄がいる。魔王の次男はタイシュの大たい君くんハズリットの養子だ。

　大君の居城から程ほど近い場所にある大公子ドゴシアンの館やかたを訪おとずれると、兄は面識のない弟とすんなり会ってくれた。

「遠路大儀だったな、弟よ」

　応接間で弟とアルノワ、マクロバリを迎えた兄の両りよう脚あしには、五、六匹の猫がまとわりついている。

「この館、ずいぶんたくさんの猫が……」

　マクロバリが呟つぶやくと、ドゴシアンは笑って猫を四匹いっぺんに抱だきあげた。

「飼っているうちに二匹、三匹と勝手に増えた。どいつもこいつもほとんど半野良だ。出ていったきり帰ってこないやつもいる。猫耳人コーサニカ、おまえもうちに住むか」

「私は猫ではありません」

「わかっている。美人だから言ってみただけだ。ヨルムンドのマクロバリといったら有名だな。こんな美人だったとは。俺は美人が大好きだ。きっと父に似たのだな」

　たしかにドゴシアンは、容姿だけならもっとも魔王に似ているかもしれない。いや、女好きなところもか。

　アルノワ曰いわく、魔王は生前、次男をこう評していたという。「あやつは阿あ呆ほうだからすぐ図に乗る」。ただ、すこぶる立派な体たい軀くの持ち主で、戦いとなると人一倍勇猛らしい。

「兄上。……初対面でいきなりこんなふうに呼ぶのは、ちょっと抵抗あるんですけど」

「気にするな。俺には兄弟が大勢いる。一人や二人増えたところで、どうとも思わん。猫みたいなものだ。だいぶ欠けてしまったが──」

　ドゴシアンは突如として憤怒の形相に変わり、猫たちを放ほうり投げた。

「帝国め。叩たたき潰つぶしてやりたいが、やつらは手が早い。兵も多すぎる。まさか、凍いてつく涙の海と太たい砂さ、二手に分かれて押し寄せてくるとは……」

　東征軍の侵攻経路はおおよそ判明している。彼らは北と西からやってきた。

　東方元げん帥すい率いる第一軍は、身軽な歩兵と軽騎兵、魔術師たちで構成されていたらしい。第一軍はサンドストームの属国ノアヘルドに傾なだれこんで突破すると、太砂横断に挑んだ。その際、石駱駝アルパという、陸西の南部砂漠地帯で徴発した動物を輸送に活用したようだ。第一軍は太砂を押し通り、そのままサンドストーム王都サイファに襲いかかった。

　第二軍は、ゲルト・ファッツが指揮を執とったと見られている。ファッツは残りの歩兵と、重騎兵と軽騎兵の一部、そして巨大な陸竜を駆る竜騎兵を船に乗せ、凍てつく涙の海を渡ることに成功した。詳細は不明だが、陸西側と陸東側の中間にあるシリカ島を経由し、陸東北部のボーン人の土地ミドラムボーンに上陸したものと考えられている。第二軍はそこから南下してカザラシュに侵入、あっという間に首都ハーンバードを落とした。さらに南西へ進軍し、コルビアを降伏させると、そのままの勢いでサンドストームを衝いた。

　王都サイファは第一軍と第二軍に挟撃されたのだ。そのせいで、なすすべなく攻略されてしまった。

「……カザラシュやコルビアはどうなんでしょう」

「コルビアはだめだ」

　ドゴシアンは顔をしかめて首を振った。

「やつらはあっさり降って、帝国の手先に成り下がった。コルビアの首都カランディーは、今や東征軍の拠点と化しているという話だ」

「カザラシュはタイシュと同じ、馬族の国ですよね」

「うちは殉族で、あっちは嶄ざん族だがな。タンばっかり食っている貧乏人たちだ。弟よ、タンを食ったことはあるか。まずいぞ、タンの粥かゆは。臭いしな」

「もともと仲がよくないってことですか？」

「そのへんは複雑だ。俺は馬族じゃないし、理解できんところもある。嫌きらい嫌いも好きのうち、みたいなものかな。そうか。女と同じだな。タイシュに逃げてきた連中もいるぞ」

「それは、……有力者も？」

「俺の友だちで、ウシロパという男がいる。おもしろい名だろう。これでも嶄族の名家の出だ。帰国して抵抗運動をやりたいとか何とか」

「できたら、引きあわせてもらえませんか」

「お安いご用だ、弟よ」

「それと、兄上……」

　ロワが口ごもると、ドゴシアンは笑った。

「訊ききづらいなら訊くな。──というわけにもいかんか。王位のことだろう」

　兄は豪放磊らい落らくを絵に描かいたような顔をしているが、それだけの男ではなさそうだ。父親と違って策略家ではないだろう。かといって、鈍感では決してない。

「俺にそのつもりはない。しかし、大君はどう考えておられるか。俺はここでの暮らしに満足しているし、面倒は御免被こうむりたいが、そうも言っていられん」

「……ですよね」

「まあ、いきなり魔王家に迎え入れられ、巨人族の王女と結婚させられたあげく、俺に会いに来る羽目になったおまえと比べればな」

　ドゴシアンはロワの肩をがっちりとつかんだ。性質は水と油なのだろうが、本当にこの人は魔王に似ている。胸苦しくなって、ロワは思わずうつむいた。肩が重くて痛い。強いよ。力が強すぎるって。

「僕は、……できたら、タイシュにはヨルムンドと手を組んで欲しいんです。陸東の国々が力を合わせないと、帝国にはとても太た刀ち打うちできない」

「百族協和か」

「はい」

「よかろう」

「え。……いいんですか？　自分から言っておいて何ですけど、そんなあっさり」

「俺は仇あだ討うちがしたい。大君には俺から頼んでみよう」

「聞き容いれていただけるでしょうか」

「大君もまあ戦いくさ好きだ。負け戦はお嫌いだが、うまい話なら乗るだろう」

「当然ですけど、勝つつもりです。……負けるわけにはいかない戦いだから」

「さっそくウシロパを呼ぶか」

　ドゴシアンはすぐに使いをやって、カザラシュ人を館に連れてこさせた。

　ウシロパは髪を短く刈っていて、糸のように細い目をした瘦そう軀くの男だった。嶄族には豪ごう氏しと呼ばれる古い血筋が五つあり、ウシロパはその一つ、羅ら嶄ざん家の宗子なのだという。

　王家の観かん嶄ざん家以下、五豪氏の主立った者は首都ハーンバード陥落時に殺された。ウシロパは順位こそかなり低いものの、カザラシュの王位継承権を持っている。

「近々俺は、千ほどの郎党を率いて帰国するつもりだ。その際、王を名乗るべきか……」

「なれ、なれ」

　ドゴシアンはウシロパの背中を叩いてけしかけた。

「おまえはけちだし、王の器うつわではないが、他ほかになれそうな者がいない。どのみち誰かが王をやらねばならん。その誰かがおまえではいかんということもあるまい」

「簡単に言わないでくれ、阿兄アーニイ」

　阿兄は、お兄ちゃん、といったような意味だ。馬族は親しい友人を家族扱いする。

「俺より継承順位が上の者が何人かは落ちのびているかもしれない。それに、王になったら、帝国は俺を本気で潰しにかかるだろう。ハーンバードは半日も保もたなかったんだぞ」

「それでもおまえはぴんぴんしているではないか、阿弟アーテイ。何をびびることがある」

「やつらは強い。本当は戦いたくなんかないさ。でも、カザラシュは俺たちの国だ」

　ドゴシアンと気が合い、帝国軍の強さを肌で知った上で、それでも立ち向かおうとしている。吝りん嗇しよく家かだとしても悪い男ではないようだし、愚かでもなさそうだ。

「あの、ウシロパ様。……さしでがましいかもしれませんけど、いいでしょうか」

「阿兄の弟は俺にとっても弟同然だ。遠慮はいらない。何でも話せ」

「馬族はたしか、徳を重視しますよね。まずは実績を積むことが大切なんじゃないかと。そうすれば、おのずとウシロパ様の徳が高まって、王にと望む者も増えるはずです」

「戦果を上げよということだな。しかし、あの帝国を相手に、たった千の手勢では……」

　当然、真っ向勝負を挑むのは自殺行為だ。まともに戦ったら確実に全滅する。

「東征軍の一部はボーン人の土地ミドラムボーンから南下してきました。コルビアの首都は東征軍の拠点になっているとか。カザラシュにも東征軍の補給路があるはずです」

「食しよく糧りようだの軍需品だのを運んでいる者たちを襲えということか。護衛の部隊はついているだろうが、単なる人夫もいるはずだ。卑劣ではないか」

　ドゴシアンはからからと笑った。

「気にするな、阿弟。おまえの兵はたった千だろう。弱者が圧倒的な強者と戦うというのに、卑ひ怯きような手くらい使わんでどうする。どんどんやれ」

「阿兄がやるわけではないから、言うのはたやすい。汚い手はどうもな……」

「いきなり問答無用で攻めてきて、俺たちの家族を虐殺した。汚いのはやつらだぞ」

　なおも悩んで考えこむウシロパに、ロワは策をいくつか提案した。

　まず、部隊はできるだけ小さく分け、なるべく集結しないで移動しつづける。戦闘のセオリーとは逆だが、あえて戦力を集中させない。カザラシュ内に小部隊を無数にばらまき、東征軍の補給線だけを狙って遊撃戦を展開するのだ。

　ウシロパ軍はカザラシュ人なのだから、土地鑑がある。地の利を生かして迅速に攻撃し、反撃されたらすぐに退ひく。とにかく被害を最小限に抑おさえる。

　同時に、羅嶄家宗子の名を使って、現地で協力者を増やす。戦力にならなくても人手はあればあるだけいいし、物資も必要だ。彼らはいずれ、ウシロパ政権の後押しにもなる。

　また、コルビアにも反帝国勢力がいるはずだから、これとも連携をとる。

「負けることがないように戦うわけだな。持久戦か」

　ウシロパはうなずいた。細い目に気迫がみなぎっている。腹を決めたようだ。

「俺たちは真冬に馬の上でも眠れる。首都を守る戦では役に立たなかったが、騎射も得意だ。向いてはいるか」

「阿弟よ、おまえならやれる。大丈夫だ。俺が大君に掛けあって、援助するように頼んでやる。兵もいくらかなら出せるかもしれんぞ」

「ありがたい、阿兄。ロワジュディアン、貴君にも礼を言わねばならんな」

「いいえ、亡なき魔王が、……父が、こう言ってたんです。帝国に対抗するには、国と国、民族と民族、種族と種族とが手と手をとりあって、力を結集するしかない。百族協和こそが、唯ゆい一いつの道だと」

　帝国に負けるわけにはいかない。でも、途方もなく強大すぎる敵だ。いったいどうやって勝てばいいのか。答えはすでにあった。父が用意していた。

　父といっても、よくは知らない。顔を合わせたのは数度。話した時間はとても短い。短すぎた。何が父だ。あんなの父親でも何でもない。勝手だよ。あまりにも勝手すぎる。

　魔王の息子。欲しくもないそんな身分を押しつけられ、結婚までさせられた。でも、おかげでタマミナと出会えた。夫ふう婦ふの実感は正直まだないが、もう彼女を赤の他人とは思えない。大事な人だ。守りたい。是が非でも守らないと。そのためには、戦うしかない。

　百族協和。

　その理念こそが、父が残した最大の遺産なのかもしれない。

　いや、この血も力になる。ロワが魔王の息子でなければ、タイシュの大公子ドゴシアンのような兄はいなかった。

　父は着々と準備して布石を打っていた。惜しむらくは、東征軍の襲来が早すぎた。父はこうなることを予期していた。備えを進めていたが、間に合わなかった。

　しかし、まだ魔王の子供たちがいる。

「よし」

　ドゴシアンは涙ぐみながら破顔した。

「阿弟は帝国に一泡吹かせるだろう。はなむけと、前祝いだ。飲もう。弟よ、おまえも付き合え」

「あ、ごめんなさい、兄上。僕はもう行かないと」

「行くだと？　何もそう慌てんでも。一日くらいはいいだろう」

「いや、だめなんです。急いでるので。本当にごめんなさい。これで失礼します」

「おいおい待て、だったらせめてその猫耳人コーサニカは置いていけ、こら、待てったら──」
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　三人は慌ただしくタイシュの都ランタイを出ると、ランハッジを通り抜けてサンドストームに入った。

　リパードの足なら、たとえ帝国兵に見つかって怪しまれても振りきれる。七百キロあまりを四日ほどで走破し、太砂のすぐ手前でリリアックの連絡係と落ちあうことになっていた。さしものリパードも砂漠は苦手だから、砂猪ゾアを手配してもらわないと、それより先には進めない。

　じきに日没だ。昼夜の寒暖差が激しい砂漠が間近なので、すでに冷えこみはじめている。少し肌寒いほどだ。

　太たい砂さを砂の海に喩たとえると、その東岸にあたる一帯には、岩の丘が無数に乱立している。太砂に住む砂の民たみは丘の一つ一つに名をつけて区別し、目印にしているのだとか。リリアックの連絡係は、長靴と呼ばれる丘の上でロワたちを待っていた。

　連絡係にリパードを引き渡し、用意してもらった砂猪ゾアに乗ってみた。馬ともリパードともまるで違う乗り心地だ。砂猪ゾアは背中の首に近い位置に瘤こぶがある。鞍くらにまたがったら、その瘤に体を被かぶせるようにして乗るといいらしい。つまり、前傾姿勢をとる。

「バランス、とりづらいな……」

　ぼやいていたら砂猪ゾアが暴れだし、振り落とされてしまった。連絡係やマクロバリ、アルノワにまで笑われて、ばつの悪い思いをした。

「ていうか、笑いすぎだし。そんなに大笑いすることなくない……？」

「まったく無様だな、半人前め」

　聞き知っている声がした。

　見ると、岩いわ陰かげから二人の男が連れだって出てきた。一人はかなり体格がよくて、もう一人はすらりとしている。

　ロワは弾はじかれたように立ち上がった。アルノワは深々とお辞儀をして、そのまま頭を上げようとしない。

　体格がいいほうの男が土と佐さ犬いぬめいた顔を笑わせた。

「よせよ、嬢ちゃん。見返りはちゃんと受けとったし、貸し借りはねえ。だいたい、嬢ちゃんのほうが大変だったろ」

「いやだな、ジョー。べつに湿っぽい話をしにきたわけじゃないでしょう」

　すらりとした男は、こんな砂漠の真ん前でも相変わらずやけに仕立てのよさそうな服やら靴やらを身につけている。しかも、それらがまるで汚よごれていない。

「やあ、ロワ。お久しぶりです」

　貴公子のようなファウスト商会の大旦那は、気安くロワの手を握って肩を叩いた。

「あれ？　きみ、ちょっと瘦せたんじゃないですか。結婚したら、たいてい太るものなのに。夫婦仲は決して悪くないと聞いていますけど」

「……それどころじゃなかったりするんで」

「そうですよね。このたびはまことにご愁傷様です」

　ヨヴェル・ファウストは神妙な面おも持もちで言ったかと思うと、すぐに笑え顔がおになった。

「ところで、お話はノイエ・キルシュからうかがいました。ちょうどこちらの方面に所用があったものですから、お返事をさしあげようかと」

「じゃ、だめですか」

「とんでもない。ご依頼いただいた件、私にできる範囲でやらせていただきますよ。私ときみとの仲じゃないですか。なぜだめだなんて」

「……あなたのことだし、断るときこそ、自分の口で言うんじゃないかと」
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「相手が残念がる顔を見て喜ぶような人間だとおっしゃりたいんですか？　ひどいな。でも、さすがにいい勘をしていらっしゃる。実際、そういう傾向が私にはあります」

　ヨヴェルは両腕を広げてみせた。この男の表情や身振りは、やたらと大おお袈げ裟さなのに洗練されていて、演技力過多な役者のようだ。

「ただ、私はね。とにかく、きみに会いたかった。それで罷まかり越したわけですよ」

「俺はそうでもなかったがな」

　ジョー・ヴィシャスは鼻柱に皺しわを寄せた。口くち許もとがえらくゆがんでいる。また少し太ったんじゃないの。ロワはそう言おうとしてやめた。軽口をたたけるような雰囲気じゃない。

「直接、俺んとこに来るならまだしも、使いっ走りなんかよこしやがって。この俺を呼びつけるとは、どういう了見だ」

「ごめんなさい。……やらなきゃいけないことが、いっぱいあって」

　ジョーは、ふん、と鼻を鳴らした。

「帝国のクソ野郎どもがおっぱじめてから、俺らは商売あがったりだ。蓄えを取り崩して馬鹿やってる毎日だからよ。どうせ呼べば出てきやがるだろうと、足あし許もとを見てたんだろ」

「……そんなことは」

「ねえってのか？　噓うそつきめ。まあ、図星だがな。町まち場ばを離れりゃあ、少なくとも飲む打つ買うはできねえだろうってんで、すぐそこまでみんな連れてきてる」

「みんな、いるんだ。この近くに……」

　ロワは目を伏せて喉元を押さえた。だったら、一緒に来ればよかったのに。──いや。

　仲間たちは狐狼団ジヤツカルに残れと言ってくれた。ジョーの意向がどうであれ、出ていくと決めたのはロワ自身だ。ロワを許していない仲間もいるだろう。たとえば、ダーリャとか。

「……帝国が攻めてきたら、イスカリアで傭よう兵へいの仕事がなくなることは予想してた」

「けったくその悪い連中だぜ。どこまで行ってもついて回りやがる。まるで呪のろいだな」

　平時のイスカリア諸国域では、毎日どこかで小国同士が傭兵部隊に戦争をさせている。いわば風物詩だ。イスカリアの夏には夏の、冬には冬の、四季ごとの戦いがある。

　しかし、帝国という巨大な敵が陸東に現れたら、状況は一変するだろう。どの国も競って防備を固める。だから傭兵部隊の需要が高まるかというと、たぶんそうはならない。

　そもそも、なぜイスカリアの小国が傭兵部隊を使うのか。正規兵と傭兵の給料を比べたら、傭兵のほうがずっと高い。ただし、イスカリアでの傭兵働きは、実働数日から十日間ほどの短期限定だ。正規兵だとそうはいかない。月払いなら毎月、人数分の人件費が掛かる。傭兵は必要に応じて一定期間だけ雇用すればいいから、結果的には安上がりなのだ。

　帝国はいつ攻めてくるかわからない。だからといって、それに備えて高い傭兵を雇いつづけていたら、財政が破綻する。どの国も、常設衛兵隊の増強、城壁や物もの見み櫓やぐらの補修といった現実的な対応をとるだろう。

　かくして、傭兵たちは帝国のせいで、おまんまの食い上げとなる。

「そのうち風向きが変わりますよ」

　ヨヴェル・ファウストは喉を鳴らして笑った。

「イスカリア諸国域以外の国も、徐々に傭兵を求めるようになる。実戦経験を多く積んでいる者は、大国の常備軍にも少ないですからね」

「そのうち、徐々に、か。そうなるまで、どうやって食いつなぎゃいいってんだ」

「ジョーは平気でしょう。こんなときのために蓄財している傭兵部隊なんてそうはない」

「ファウストの大旦那さんとは違うんだぜ。俺の狭え懐に突っこんでる小金なんざ、太砂の中の小さなオアシスみてえなもんだ。いつ干上がっちまうか」

　傭兵たちは遅かれ早かれ困窮する。そこに付け込んで彼らを使う手をロワは考えた。もちろん、一方的に利用するわけじゃない。ロワの策に乗れば、彼らにも旨うま味みがある。ただ、前提として、彼らに話を持ちかけないといけない。幾十、それ以上ある傭兵部隊一つ一つと接触するとなったら、時間も手間もかかる。

　アルノワはリリアックと協同してロワを捜さがしあてた。これにはヨヴェル・ファウストも一枚嚙かんでいた。リリアックとファウスト商会との間には接点があるのではないか。ノイエに確かく認にんしたところ、案の定だった。リリアックは商会から物資や情報を買っていた。

　ロワがリリアックを経由してファウスト商会に連絡をとれば、きっとヨヴェルが出しゃばってくる。ヨヴェルは商会の会長だ。ヨヴェルを動かすことができれば、商会は動く。そして、商会は多くの傭兵部隊と取引がある。

「早いほうがいいと思いまして。じつは、さっそくブッチに声をかけてみたんです」

　ヨヴェルは相好を崩した。

「たいそう乗り気でしたよ。帝国軍に嫌がらせをして名を上げつつ、物資をせしめる。うまくいけば、ちょっとした英雄ですからね。話はもうだいぶ広まっているはずです」

　ジョーは肩をすくめた。

「その件は俺も小耳に挟んでるがな。やつら相手に火事場泥棒みてえな真ま似ねをして、無事ですむとはとても思えん。陸東人は帝国を甘く見すぎだ」

「僕は甘く見てなんかいない」

　ピエトロジョー・サントマルトリス、きみと一緒に、僕はあの帝国と戦ったんだから。

　いっそのこと、包み隠さず白状してしまったらどうだろう。誠心誠意、ありのままに説明して、たとえばアベルカインとピエトロジョーしか知らないようなことを話せば、信じてもらえるかもしれない。

　でも、その瞬しゆん間かんからロワはロワではなくなる。かつてアベルカインだった男。その前にも四度、別の男として生き、死んだ。そんな男をジョーは、人々は、どう思うだろう。

「……ジョーには、面と向かって、ちゃんと自分で頼みたかったんだ。それで、リリアックから商会経由で連絡をつけてもらって、わざわざ来てもらった。来てくれなかったら、諦めようと思ってた」

「言ったとおり、火事場泥棒はごめんだぜ。鼠ねずみが群がったところで獅し子しは倒れねえ。何匹か食われて、追い散らされて、それでしまいだ。俺らには合わねえしな」

「わかってる。そうじゃなくて。……ジョー」

　一瞬、ピエトロジョー、と呼びそうになった。動どう悸きがしている。口の中が乾いてからからだ。唇を舐めたら痛かった。少しひび割れている。

「東征軍を支えているのは、ゲルト・ファッツだと思う」

　ジョーは食いしばった歯の間から呻うめくような声を絞りだした。

「……ゲルト・ファッツ」

「名のある、……老練な将軍らしい。僕が会いに行ったときはグンダナにいた。でも、あちこち動きまわって東征軍全体をつぶさに見てるみたいで。これは僕の推測なんだけど、彼の手腕がなければ、この大遠征は実現しなかった」

「ロワ、おまえさん、どこまで知ってやがる？」

「サントマルタンは帝国に滅ぼされた。……そのとき、帝国第五征圧軍を実質的に率いてたのが、ゲルト・ファッツだった」

「昔の話だ。そうか。見えてきたぜ。俺にファッツを殺せってんだな？」

　ジョーは今、どんな表情を浮かべているのだろう。知らぬ間にロワは下を向いていた。全身の筋肉が硬直している。汗が噴きだして止まらない。

「……すぐにってわけにはいかないんだけど。僕にはまだ、やらなきゃいけないことがあるし。……それをすませたら、僕と一緒にファッツを討って欲しい。……具体的な作戦までは考えてなくて。そのあたりはこれからなんだけど」

「どえらい仕事だな。高たけえぞ。払えるのか？」

「これでも僕は、王女の夫だし。……ヨルテュール王家は、ものすごく裕福だから」

「おまえさんが遣える金じゃあるまい」

「それは……」

「エラストローム陛下は特使を高く買っておられます」

　示しあわせたわけでもないのに、マクロバリが助け船を出してくれた。

「僭せん越えつながら、このマクロバリも陛下に言上いたします。金銭で解決する問題であれば、いかようにも──」

「ほお。半人前のくせに、ヨルムンドの名高いマクロバリまで丸めこんでやがるのか」

「僕はそんな、丸めこんでなんか……」

「私が立て替えてもいいですよ？」

　ヨヴェルは胸に手を当てて、頭をちょっと下げてみせた。ジョーは笑った。

「どれだけ利子をとられるのか、見物だな」

「そこはもちろん、お安くしておきます。友人相手に儲もうけようとは思いませんから」

「……金は」

　ロワは両手を握り固めた。歯を食い縛る。自分は間違っていたのか。標的がゲルト・ファッツなら、ジョーにとっては祖国の仇かたきだ。憎んでも憎みきれない。殺せるなら殺したい相手のはずだ。リリアックからえた情報によれば、ファッツはグンダナの中に閉じこもっているわけじゃない。動向を探さぐっていれば、必ず隙を見いだせる。ファッツは天剣持ちでもない。ジョーが力を貸してくれれば、やれる。

「報酬は、なんとかする。……なんとかできる。ファッツさえ殺せば、東征軍は……」

「小利口な馬鹿はな」

　ジョーはロワの胸ぐらをつかんだ。腕一本で持ち上げられて、足が地面から離はなれた。

「とかく策を弄ろうして他人を操あやつろうとする。図に乗って、操れると思いこむ。世の中にはてめえなんぞより賢いやつがごまんといるってのにな」

「……操ろうと？　僕が？　ジョーを？」

「実際、俺が二十ばかり若かったら、おまえさんに踊おどらされてただろうよ」

　ジョーは鼻から息を吐くと、ロワを突き放した。ロワは無様に尻餅をついた。

「まあ、目のつけどころは悪かねえ。俺んとこにはオリヴァーがいる。そのオリヴァーが天剣持ちかもしれねえと睨んでるお姫さんもいるしな。成算はなくもねえ。あの野郎の居場所がわかって、相応の犠牲を払う覚悟があればの話だが」

「……犠牲」

「ファッツが毎晩、そこらを散歩してるってんなら、俺が一人でいってぶち殺してやる。だが、そんなわけはねえ。相手も用心はしてるはずだ。やつの命タマ一つとるのに、俺は目の前で自分の子供がばたばたとくたばる姿を見なきゃならねえのか？」

　ジャッカルの傭兵は精鋭ぞろいとはいえ、オリヴァーやダーリャはあくまでも例外だ。例外じゃないふつうの人間は、ふと敵の槍やりを避よけそこねて死ぬ。流れ矢に当たっても死ぬ。ときには転んで頭を打っただけでも死ぬ。ファッツを討つとなれば、ある程度の損害を見込んだ上で作戦を立てることになるだろう。

　それが傭兵稼業だ。戦場に出れば、力がない者、運が悪い者から順に死んでゆく。

　でも、ファッツの暗殺は傭兵の仕事なのか。

　もし個人的な報復にすぎないのであれば、そのために子飼いの傭兵たちを死なせるわけにはいかないと、ジョーは言っている。

　あまつさえ、ロワはジョーの復ふく讐しゆう心しんに付け込んで、ジャッカルを駒にしようとした。

　いや、違う。あの男に恨みがあるのはジョーだけじゃない。アベルカイン・ララクルスにとっても仇きゆう敵てきなのだ。きみなら、きみだけは、わかってくれるよね、ジョー。いや、ピエトロジョー。これは僕たちの復ふく讐しゆうだし、あの帝国が陸東に押し寄せてきた以上、絶対に食い止めなきゃいけない。何があろうと負けるわけにはいかない戦いなんだ。

　そんなことは口が裂けても言えない。ロワはアベルカインではないのだ。

「ジョー、僕は」

　ロワは呼びかけたつもりだ。しかし、ジョーはかまわずロワに背を向けて立ち去ろうとしている。聞こえなかったのか。ジョーにとってはもう、ロワの声なんて聞くに値しないのか。ジョーは背中で語っていた。この半人前以下め、おまえには失望した、と。

「お待ちください」

　アルノワがジョーの行く手に立ちふさがった。

「ロワジュディアン様は大きな責任を背負われ、懸命に戦っていらっしゃいます。その荷を少しでも負担していただきたいとまでは申しません。ですが、励ますくらいのことはしてくださってもよろしいのではありませんか。この人でなし」

　ジョーは鼻白んだ。

「……人でなしとはずいぶんだな」

「失礼をお詫わびします。つい本音が出ました」

「やつは仕事を依頼するために俺を呼んだ。俺は断った。もう話すことはねえよ」

「あなたは父親で、ジャッカルの傭兵たちは皆、あなたの子供だと、わたくしは承っておりました」

　アルノワは微笑ほほえんだ。見る者の心胆を寒からしめる嘲ちよう笑しようだった。

「口先だけだったようですね」

「威勢のいい嬢ちゃんだ」

　ジョーはアルノワの肩に手を置いた。山賊の親玉みたいな大男にしては、えらくやさしげな手つきだった。

　ジョーはゆったりとした足どりでアルノワの脇を通りすぎていった。

　達者でな、とか、じゃあな、とか、あばよ、とか。一言でいい。別れの挨拶くらいしてくれたっていいのに。

　あるいは、ロワのそんな甘ったれた心根がこの事態を招いたのかもしれない。

　違うんだよ、ジョー。本当に。他の傭よう兵へい部隊はともかく、ジョーを操るつもりなんてなかった。離れてしまっても、ジョーはオヤジだから。言わなくても、きっと察してくれる。しょうがねえな。わかったよ。おまえさんの頼みなら、一肌脱いでやる。そんなふうに応じてくれるんじゃないかと、おそらく心のどこかで期待していた。

　ヨヴェルが頭を搔かきながらため息をついた。

「頑固なオヤジさんだなあ」

「僕が悪いんだ。……非は僕にある」

　これじゃあまるでただの十八歳だ。何度もの人生を合わせれば、かなり長生きしている。親離れなんか何回も経験しているのに、この様ざまとは。恥じ入るばかりだ。

　アルノワは一礼してジョーを追いかけていった。見送るつもりなのか。アルノワのことだから、まだジョーに意見し足りないのかもしれない。制止したいが、ロワにはその気力がなかった。正直、何もしたくない。

　それでも、アルノワが戻ってきたら、ロワたちは砂猪ゾアに乗って出発するだろう。

　計画は道半ばどころか、端たん緒しよについたばかりだ。ゲルト・ファッツの排除が叶かなわないとしても、こんなところで立ち止まるわけにはいかない。進むしかないのだ。
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　砂漠というと、一面、砂しかない光景を想像してしまう。

　実際は、ごく稀まれに雨が降ったときだけ水が流れる涸かれ川があったり、砂より岩や小石が目立つ地域もあったりする。乾燥地に適応した植物があちこちに生育しているし、水が湧わく緑地、いわゆるオアシスもある。想像以上に地形は変化に富んでいるが、そうはいっても土地鑑がないとあっという間に迷う。

　砂の民たみも初めからこの太たい砂さに住んでいたわけではない。彼らはもともと、太砂の東に広がる沃よく野やで繁栄していたようだ。そこに四氏族を名乗る民族が押し寄せてきた。四氏族によって彼らは太砂へと追いやられ、やむをえず砂の民になったのだ。

　やがて四氏族がサンドストーム王国を建てた。王国と砂の民はおびただしい量の血を流した末に和解し、沃野の王と砂の王は兄弟の契りを結んだ。

　砂の民が逃げこむまで、太砂は驚異と神秘に満ちた恐るべき禁域だった。現在では、原初にして終しゆう焉えんの聖なる地と見なされているという。

　いずれにせよ、砂漠を知らない者に、太砂は容赦しない。リリアックの連絡係が道案内してくれなければ、立ち往生するどころか、命を落としていただろう。

　断ち切れていなかった思いを断ち切り、捨てきれていなかった甘えを捨て去った。目指すは砂の民をまとめる砂の王の居きよ所しよだ。砂の民は複数のオアシスを拠点にして移動生活を送っているから、やみくもに探してもまず出会えない。砂の民と交流がある者だけが、十月のこの時期ならばあのオアシスにいるだろうと見当をつけられる。

　ダリッドと呼ばれるオアシスまで、約二百キロの道のりに四日もかかった。

　泉を十と重え二十重はたえに取り囲むようにして無数の天幕が張られ、砂猪ゾアや火山羊アパシヤニ、砂角竜ヤヒンドといった家畜が放し飼いにされている。連絡係が気心の知れた砂の民に王への取り次ぎを頼むと、あいにく不在だった。十日ほどは戻らない予定だという。代わりに、砂の王の弟と会えることになった。

「──ナバク・ハーザード？」

　その名を聞いて、ロワは驚いた。

「〝風の戦士〟って、……あの天剣持ちの？」

　ロワが生まれる遥はるか前、陸西のアーカイムで一人の志願兵が国を守る戦いに参加した。そのとき助すけ太だ刀ちに駆けつけたのが、名高い風の戦士だった。

　当然、あの風の戦士とは別人だろう。当代のナバク・ハーザードはきっと彼の子孫だ。

　考えてみれば、アーカイムに侵攻してきた帝国軍の将しよう帥すいはランゼリカで、東方元げん帥すいリンゼリカと瓜うり二ふたつだった。その片腕〝輝き将しよう〟ダレン・デューの末まつ裔えい、アン・デューも東征軍にいる。奇妙な巡りあわせと言うほかない。

　通された天幕は、一軒家ほどの広さはゆうにあった。天井や側面の布には精緻な刺し繡しゆうが施され、床には美しい絨じゆう毯たんが敷かれている。

　風の戦士は椅子に腰かけたままロワたちを迎えた。他ほかの砂の民と同じように白い頭巾を被かぶり、白い外がい套とうを身にまとっている。座っていてもずいぶん大きい男だ。上背もありそうだが、肩の広さが尋常じゃない。

　それにしても、本当にあのナバク・ハーザードじゃないのか。浅黒い肌、刃やいばのように尖とがった顎あご髭ひげ、獰どう猛もうそうな顔立ち、鋭すぎる目、どれをとってもあの風の戦士と寸分違たがわない。声を聞くまではそう感じていた。

「遠く巨人の国より参られたとか。そのわりには、さして丈高くもないようだが」

　風の戦士は冗談めかして笑ったのだろう。でもロワは正直、痛々しさすら覚えた。

　この男は病やんでいる。力んで無理に発声しているようだが、無残にしわがれているし、よく見れば頰ほおのこけ方や目の落ち窪くぼみ方が尋常じゃない。顔色もひどく悪い。

　ロワたちはナバクの前まで進みでて一礼し、それぞれ名乗った。皆、ナバクが病み衰えていることを察したようで、多かれ少なかれ動揺している。ナバクは苦く笑しようした。

「気を遣わせてすまぬな。このとおり、砂猪ゾアにもろくに乗れぬ有様よ。おかげで帝国の連中にみすみす太砂を渡らせ、サンドストームの王を救うこともできなんだ」

「……風の戦士。こんなときに申し訳ありませんが、お願いがあって参りました」

「特使殿どの。ロワジュディアンといったか。いずれ帝国に関することであろう。何なりと聞いてやりたいが、王は砂の民を束ねるだけでやっとだ。太砂は海のごとく荒れている」

「帝国は、今も太砂経由で陸西から陸東に物資を運んでいるようです」

「むろん承知している」

「砂の民にとって、太砂は聖なる地だと聞きました」

「太砂を踏み荒らす不届き者どもを捨て置くのか。特使殿はそう言いたいのだな」

「……差し出口だということは承知しているつもりです」

「俺も軍を率いて東征軍を討とうとした。砂上なら多勢に無勢でも俺たちに利がある」

　ナバクは目を伏せて顎あご髭ひげをしごいた。その手が微かに震えている。砂猪ゾアにろくに乗れないと彼はさっき言った。あるいは、出撃することすらできなかったのかもしれない。

　ナバクの病状はそうとう深刻なのだ。心苦しいが、ロワも簡単には引き下がれない。

「つまり、砂の民は息をひそめて東征軍という嵐が過ぎ去るのを待つということですね。だったら急いで砂の中に潜もぐって隠れたほうがいい。帝国は、彼らの言う絶対種人間以外が治める国を征圧して支配する、その権利が自分たちにはあると主張しています。彼らに言わせれば、この太砂も彼らの土地なんです。でも、ひょっとしたら、地中にまでは彼らの手も及ばないかもしれない。そう祈りながら、どうぞかくれんぼをお楽しみください」

「この俺を挑発するか、豎子こぞう」

　ナバクは肘掛けをつかみ、体を押し上げるようにして立とうとした。

「叔お父じ様！」

　天幕に一人の女性が飛びこんできたのはそのときだった。

　ロワと同年代だろうか。体は大きくないが、目が風の戦士と似ている。叔父と呼ぶくらいだから、姪めいなのか。彼女の射殺すような眼光は、病身のナバクよりも激しい。

「何をやってるんです、叔父様。使者だか何だか知らないけど、病気なんだから寝てないと。明日にも死にかねないほど弱ってるという自覚がまだないんですか。馬鹿ですか」

「おい、シャリファ。その使者殿がここにおられるのだぞ。もう少し、口の利きき方というものを……」

「あなたたちもあなたたちです」

　シャリファと呼ばれた女性はいきなりロワに詰め寄り、食ってかかってきた。今にも嚙かみついてきそうな勢いだ。

「叔父様は、まともに話ができるだけでも奇跡に近い状態なんです。わかりませんか」

「……そんなにお悪いんですか」

「どこに目がついてるの？　馬鹿なのかもと思ったら、やっぱり馬鹿」

「僭せん越えつながら！」

　アルノワが口を挟もうとしたが、シャリファは無視してかまわずまくし立てた。

「叔父様はずっと砂の民の誇りだったんです。だからみんな傷ついて、深く悲しんでるんです。そのうえ我が物顔で太砂を歩きまわってるやつらまでいるし」

「僕はそのことについて話しあいたくて、来たんだけど……」

「叔父様を煩わせるなと言っているんです。もういつ死んでもおかしくないんですよ」

「シャリファ、俺としては、まだくたばるつもりはないのだがな……」

「あたりまえです。すぐに死んでもらっては困るから、安静にしてなきゃいけないと言ってるんじゃないですか。わたしの父は砂の王だけど、腰抜けで頼りにならないし」

「いやシャリファ、客人の前で王の面めん目ぼくを潰つぶすようなことはだな……」

「わたしだってわかってますよ、叔父様。父にも長所はあります。平和なときはいい王だけど、非常時はてんでだめなんです。叔父様がいて、バランスがとれていたのに──」

　突然、シャリファの両目から洪水のように涙があふれた。

「それなのに、ひどいです。死んでしまうなんて。殺しても死なない人だと思っていたのに、どうしたらいいんですか。父だってもう、悲嘆に暮れて使い物にならないし」

「俺は一応、まだ死んではおらぬと、何度言えば……」

　ナバクの口ぶりからすると、きっとシャリファはいつもこの調子なのだろう。叔父と姪というより、この二人こそ親子のようだ。ふとジョーの土と佐さ犬いぬめいた顔が浮かび、ロワは軽く頭を振った。もう親離れしたはずじゃないか。突き放されてようやく、だけど。

　ロワは懐から未使用の手拭き布をとりだした。差しだすと、彼女は意外とあっさり受けとり、それで涙をぬぐった。

「あとで洗って返します」

「いえ、……いいです。さしあげるので。要いらなかったら、捨てちゃってください」

「そうですか」

　シャリファはしばらくの間、自分の涙で濡ぬれた手拭き布を凝視していたが、丁寧に折りたたんで衣ころもの中にしまった。それから咳せき払ばらいをして一つ息をつき、ロワを見すえた。

「というわけで叔父様は死にかけですから、何もできません。わたしがさせません。何か用があるなら、わたしが聞きます。戦いだったら、父よりはずっと役に立ちますよ」

　ナバクがうなずいた。

「シャリファは俺にひっついて十になるならずで戦場に出た。天剣こそ持たぬが、筋はいい。兵にも俺の次に懐かれている」

「そうです。あのときもわたしが兵を率いて出るべきでした。叔父様が無茶をして、ただでさえ短い寿命を縮めたりするから、大騒ぎになって戦いどころじゃなくなったんです」

「言葉もない。おまえが俺たちの王になるべきだな、シャリファ」

「女は砂の王になれません。そのうちくだらない男と結婚させられて、人生終了です」

　よくしゃべる女性だが、口が達者なだけではなさそうだ。姪かわいさのひいき目かもしれないが、風の戦士から高く評価されている。

　どうやら砂の王の息女シャリファはすぐれた武人らしい。言われてみれば、彼女の立ち居振る舞いは小気味よくキレがあり、身体能力の高さがうかがえる。

「……それじゃ、シャリファ殿でん下かを交えて、今後のことをあらためて相談させてもらえませんか」

「殿下なんてやめてください。シャリファでいいです。馬鹿にしてるんですか？」

　いちいちキレ気味で突っかかってくるのはやめて欲しいが、実際的な議論になるとシャリファは理性的で合理的だった。ロワと話が合い、状況の認にん識しきもおおよそ共通していた。

　サンドストーム王国は事実上、滅亡した。砂の民たみも、長らく武の象徴だった風の戦士が重病で、統制をとるだけで四苦八苦している。

「せめて病魔めが一年遅く、俺のもとを訪おとずれていればな」

　ナバクが自嘲げに、そして口惜しそうに呟つぶやいた。ロワは帝国軍の隊列に単身躍おどりこむ風の戦士の姿を覚えている。今、目の前にいるナバクも天剣持ちだという。

「叔父様の病状はもとより、病やまいに冒されていること自体、わたしたちは秘していました。きっと東征軍は拍子抜けしたでしょう」

　風の戦士が健在であれば、東征軍を止められただろうか。

　少なくとも、太砂を渡る第一軍は手を焼いたはずだ。第一軍が停滞すれば、凍いてつく涙の海を越えてきた第二軍と歩調が合わなかったかもしれない。

　第一軍と第二軍に挟撃されなければ、サンドストームの王都サイファはもっと持ちこたえただろう。その後の進軍にも影響が及んだに違いない。

　東方元帥らは遠大で綿密な計画を立案し、実行に移して、この遠征を今のところは成功させている。しかし、彼らは運にも恵まれた。なるべくしてこうなったわけでは決してない。たとえば、風の戦士が病に冒されておらず健康だっただけで、彼らはつまずいていたかもしれないのだ。

「太たい砂さは必ず取り戻します」

　シャリファは叔父に似た鷹たかのような目を輝かせて、力強く断言した。

「何年かかろうとあの野蛮人どもを追いだして、サンドストームを復興させてみせます」

　さしあたって、砂の民はシャリファの指揮の下もと、帝国の輜し重ちよう隊を攻撃すると確約してくれた。太砂に帝国の二色旗がたなびけば、どこからか砂の民が集まってきてこれを引き倒し、踏みつける。反撃されそうになったら、彼らは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去るだろう。かつて彼らは、そうやって沃よく野やの王国をさんざん手こずらせた。

「よし、特使殿を歓迎せねばなるまい。宴うたげだ。宴といこう」

　昂こう揚ようしたせいか、ナバクは見違えるほど意い気き軒けん昂こうになった。それでも、姪には逆らえないようだ。

「何を言ってるんですか、叔父様。だめに決まっているでしょう。もう話はまとまったんです。一日でも長生きするために、さっさと寝てください。さあ！」

　どのみち、飲めや歌えのどんちゃん騒ぎで時間を浪費するわけにはいかない。ロワたちは食事だけさせてもらうと、急いでダリッドのオアシスをあとにした。

　行きは四日かかったが、帰りはシャリファの指示で砂の民が同行してくれたこともあって、三日で長靴の丘に到着した。ここでまた豹蜥蜴リパードに乗り替え、ランハッジを抜けてヒューベリー、バーミット、ナハンドラと回る予定だ。

　そうとうな強行軍なので、頑強とは言いがたい自分の体がもつかどうか。ひそかに懸念していたのだが、多少瘦せたのと、慢性的にだるいのと、たまに頭痛がするくらいで、あとはなんともない。行けそうだ、と思った矢先に、ロワはリパードの鞍くらから転げ落ちた。

　もしかして、失神したのか。

　アルノワやマクロバリがさかんにロワの名を呼んでいる。ああもう、不ふ甲が斐いないなあ、ごめん、と言ったつもりだが、声になっているのかいないのか。

　どうやらロワは、二人に支えられて地べたに座っているようだ。

　アルノワが水筒の口をロワの唇に押しつけた。ロワは水を一口飲んだ。

「どうか落ちついてお聞きください、特使」

　マクロバリが何か言っている。

「今しがた報しらせがありました。東征軍が動いたとのこと。これに先立ち、オライオン殿下率いる連合軍も進発した模様。……もはや開戦は必至です」
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　いったいぜんたい何をしてくれるんだ。喚わめき散らしたい気持ちを押し殺して、朝も昼も夜も豹蜥蜴リパードを疾駆させた。あちこちに立ち寄る暇はないが、ドゴシアンにだけは会っておきたい。急ぎに急いで二日でタイシュの都ランタイ入りし、例の猫屋敷を訪ねた。

「いよいよだな、弟よ。俺としては今すぐにでも騎兵を率いて東征軍と一戦交えたいが、大たい君くんが許してくれん。なんとも歯がゆい」

「大君のご判断は正しいんじゃないかと思います。兄上はここぞというときに、とどめの一撃を加えてください。正面きって戦うんじゃなく、敵の後背を衝いて欲しい」

「うってつけだ。うちの騎兵は速いからな。そういえば、ヒューベリーのルルバート王子に文ふみを送ってみた」

「ああ、僕もヒューベリーには行きたかったんです。間に合わなかったけど」

「子供のころ、ルルバートとは何度か遊んだ。あいつはイヴァラーヤにぞっこんだったからな。婚約者を殺されて頭にきている。帝国を討つなら加勢すると言ってきたぞ」

「マジですか！」

「うむ。マジだ。マジ？　まあ、本当だ」

「それは、……ありがたい。助かります、本当に。ありがとうございます」

「気にするな、弟よ」

　前回同様、飲んでいけと兄に誘われたが固辞し、ロワたちはランタイを発たった。

　情報によると、東征軍はグンダナを出て、南西のバーミットに向かっているようだ。

　連合軍の動静はよくわからない。兵数は一万から二万。オライオンの親王隊ダルフインド、ヤナロアの豹騎兵、ユースカの鉄甲兵、パルピオットの怪猿隊などによって構成されているとか。予想より集まったという印象だが、二十万の東征軍とは比較にならない。

　ロワが立てた戦略では、東征軍を待ち構えるのが大前提だった。

　東征軍は途方もなく規模が大きいのに、一いつ切さいの略奪を禁じているようだ。グンダナでも報酬を払って人夫を集めていた。それだけ兵へい站たんが万ばん全ぜんなのだろう。しかし、そこに綻びが生じたとしたら？

　カザラシュのウシロパや砂の民、傭よう兵へい部隊が東征軍の補給線を攻撃すれば、輸送が遅滞する。大軍なだけに、少々の欠乏でも影響は大きいはずだ。東征軍はやがて物資を現地調達するしかなくなる。驚異的に速かった彼らの進軍速度は鈍にぶるだろう。

　町や村は自衛のために傭兵部隊を雇うかもしれない。じつは傭兵部隊の側から積極的に売り込む手て筈はずになっている。現地調達部隊と傭兵部隊の間で戦いが起これば、さらに時間が稼げる。

　その隙にヨルムンドは防備を固めつつ、東征軍の侵攻経路を見定めるのだ。いざとなったら戦力を最大限集中させ、満を持して東征軍を迎え撃つ。

　ここまで念入りに準備をしても、勝算は五分か、もっと低いだろう。さらに策を練って、少しでも勝ち目を増やしてから、決戦に持ちこみたい。

　そのつもりだったのに、オライオンはロワの帰りが遅いので、痺しびれを切らしたのか。マクロバリが同行しているから、ロワが逃げたとは思っていないはずだ。いずれにせよ、あの王太子はさっさと決着をつけたがっている。戦えば必ず勝てると信じているのだ。

「……大馬鹿野郎だよ」

　十月二十七日。ロワは小川の畔ほとりでリパードを休ませていた。

　リリアックから随時もたされる情報を総合すると、オライオンたちは十月十三日ごろ、ロキシル門を出てナハンドラ方面に移動しはじめたらしい。

　ナハンドラは蜥蜴人サラマンの国だ。ロワも蜥蜴人サラマンだったことがあるので知っているが、かの種族は血族をあまり重んじない。代わりに党という集団を形成する。

　ナハンドラの国主はクリーク党の党首ラン・クリークだ。オライオンはラン・クリークよりも、クリーク党に次ぐ第二位の勢力、シーザ党の若き党首イニオン・シーザと近しいのだとか。ロワの高慢な義兄はあんな性格をしているくせに、なぜかやたらと友だちが多い。そこがまた厄介だ。

　一方、東征軍がグンダナを発ったのは十四日で、進路は南西だという。その先にあるのはバーミットだ。バーミットをさらに南西方向へ抜ければ、ナハンドラに到達する。

　グンダナからバーミット国境までは、およそ五百キロ。東征軍はやたらと速い。一日あたり三十キロ以上、ときには四十キロから五十キロも進むこともあるようだ。五百キロなら十五、六日といったところだろうか。

　ロワとしては、なんとか東征軍に先んじてオライオンと接触したい。幸いリパードなら一日二百キロ走れる。もっとも、また気を失っては元も子もない。急ぎすぎずになるべく急いでバーミット入りした。

　オライオンたちの居場所はいまだにわからない。連合軍はどこにいるのか。

「ナハンドラにいることは間違いないようですが……」

　マクロバリの顔にも疲れの色が見える。アルノワは少し瘦せたかもしれない。まあ、人のことは言えないか。ロワは最近、ちょっとでも無理をすると、すぐ気が遠くなる。

「それにしても森ばっかりだな、この国……」

　バーミットの国土は六割から七割が森林に覆われているという。ぱっと見はどこもかしこもまるで原生林だ。

　日本人だったころ、テレビで有名な屋久島の縄文杉を見て、一度、行ってみたいと思った。この森には縄文杉のような大木がいくらでもある。

　バーミットの森の中をうろつくのは危険だ。大昔からこの地に住む猫耳人コーサニカたちは、厳格な掟おきてに従って彼らの森を守っている。他国の猟師だろうと旅人だろうと関係ない。禁忌を破った者は、森の猫耳人コーサニカに連れ去られて罰せられる。野宿しているところを襲われ、殺されることもあるという。

　この国は謎に満ちている。森の猫耳人コーサニカはイゴールという指導者に率いられ、コムナという集落や、大コムナと称される町で暮らしているらしいが、何もかも定かではない。イゴールは王なのか、もしくは神官のような存在なのか。本当にいるのか。そもそもバーミットは、いわゆる国、国家とは違うのかもしれない。

　地域としてのバーミットは、北のアークラント、東のコモエ、西のヒューベリー、南のゴイシュ、さらには南西のナハンドラとも接していて、それぞれに通じる道が複数ある。道といっても単なる川だが、そこは森ではないから、猫耳人コーサニカはめったに姿を現さない。川が氾濫していなければ、川沿いはおおよそ安全だ。何箇所か、橋も架けられている。

　伏せの姿勢でくつろぐリパードの横っ腹に背を預けて地べたに座っていると、向こうから騎馬が駆けてきた。リリアックの諜ちよう報ほう員いんだ。

　彼曰いわく、東征軍の正確な現在地が判明したらしい。ロワたちより先行しているようだ。

「……速いな。連合軍はどこにいるんだ。オライオンを止めなきゃ……」

「ですが、特使──」

「わかってるよ」

　ロワは乱暴な口調でマクロバリの言葉を遮った。

「どうやって止めるんだって、言いたいんだろ。オライオンは陛下のお許しをえて出撃したんだ。僕なんかの言うことを聞く義理はない。だけど、止めなきゃ確実に負けるんだ」

　胃が痛くて食べ物がろくに喉を通らない。最悪のケースは何だろう。連合軍が敗北し、オライオンも討ち死にする。そうなったら王も民たみも絶望して、ヨルムンドは降伏するだろうか。きっとしない。オライオンと親王隊ダルフインドを失った状態でむやみに東征軍と戦い、惨敗に惨敗を重ねて征服される。王とその一族は当然、全員さらし首だ。もちろん、タマミナも。だめだ。絶対、だめだ。痛い。胃だけじゃなくて頭もひどく痛む。

「アルノワ、蜂蜜をくれないかな。蜂蜜だったら、舐められそうだし。たぶん……」

「申し訳ありません、ロワジュディアン様。蜂蜜の手持ちは、もう」

「そっか。……いいんだ。僕は大丈夫だから」

　食べないともたない。ロワは塩辛い携行食を無理やり水で流しこみ、リパードに跳び乗った。しばらく川原を進むと、吐き気がこみあげてきた。吐かない。吐いてたまるか。あたりが真っ暗になるまで、ロワを乗せたリパードはひたすら脚あしを動かしつづけた。

　鞍くらから下りて毛布にくるまると、一瞬で意識が途絶えた。

　明るい。

　目が覚めた。明るすぎる。早朝じゃない。たぶん午ひるを過ぎている。ロワはついアルノワを怒鳴りつけてしまった。

「なんで起こしてくれなかった！　きみだってわかってるだろ。一刻を争う事態なんだ」

「彼女は何度も特使に声をかけたのです」

　黙然とうつむくアルノワの代わりに、マクロバリが反論した。

「特使はぴくりともしませんでした。眠らせておく以外、どうせよと？」

「……ごめん。悪かったよ。許してなんて言えないけど。僕が悪い。ぜんぶ僕が……」

　わかっている。ロワは限界を超こえつつあった。いや、おそらくもう超えている。

　栄養をとって体を回復させたい。でも、携行食を口に入れるだけで嘔おう吐とを催す。昔、本か何かで読んだ。人は水だけで一ヶ月くらいは生きられる。水だ。水を飲もう。

　リパードに揺られていると、意識が遠のく。

「……アルノワ。何でもいいからさ、話しかけてくれないかな。声を聞いてたくて……」

　アルノワは現状と今後の見通しについて尋ねた。ロワはそれに答えているつもりだが、どうもろれつが怪しい。ちゃんと考えようとしている。でも、頭が働いてくれない。

　マクロバリもアルノワも疲れているはずなのに、泣き言一つ言わない。当然、失神するみたいに寝入ったりしない。何なんだよ、この体は。弱い。貧弱すぎる。

　狐狼団ジヤツカルでもっと鍛えておけばよかった。露骨にさぼると怒られるから、上手な怠け方を研究して身につけた。ロワはずっと背が低かったし、やせっぽちで、病気がちでもあった。多少筋肉をつけたところで、でかいやつには勝てっこない。無駄だと思っていた。肝心なときに、そのつけが回ってきた。

「……いや、だけど、もっとひどかったんだよ。これでもちょっとはましになったんだ。ダーリャに馬鹿にされたな。へなちょことか、ひょろひょろ野郎とか、弱虫とか……」

　アルノワの声が聞こえない。自分自身の声しか。僕は何を呟つぶやいてるんだろう。よくわからないな。

　それでも、日が暮れるまでは粘ったが、寝れば回復するとは正直とても思えない。今、横になったら、二度と起きられないような気がする。

「万一のときは、僕を置いていってくれないか。頼むよ。オライオンをどうにか……」

　マクロバリに[image: ]しつ咤たされた。

「私たちにそれが可能だと思いますか。特使、私はあなたを信じて付き従ってきました。あなたなら、我がヨルムンドを救えるかもしれないと」

「……救いたいよ。救えるなら、僕だって。そうしないと、今度も僕は……」

「とにかくお休みください、ロワジュディアン様」

　アルノワはロワを抱だきかかえるようにして横たわらせた。そこにはいつの間にか毛皮や毛布で即席の寝床が整えられていた。

「でも……」

　反はん駁ばくしようとするロワの口を、アルノワは手で覆ってふさぎ、耳みみ許もとで「しぃー」と何度も囁ささやいた。ロワは恥も外聞もなく泣きじゃくった。アルノワは涙やら鼻汁やら唾液やらを丁寧にぬぐい、頭や肩や胸を撫なでてくれた。きみはやっぱり、僕のお母さんか、姉さんみたいだ。ロワはそう思っただけだろうか。それとも、声に出して言ったのか。

　アルノワは微かに笑って歌を口ずさみはじめた。聞いたことのない、でも、やけに懐かしい歌だった。暗闇の中で彼女の声がした。

「わたくしは、あなたの母でも姉でもありません。兄様、わたくしはここにおります」

　あれは夢だったのかな。

　ロワはあえて確かめはしなかった。きっと夢だろう。
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　目が覚めると、蜂蜜が届いてた。アルノワがリリアックの諜報員に頼んだらしい。

　ロワは蜂蜜を舐めたり川の水で顔や手足を洗ったり眠ったりしながら、丸一日、小川の畔に留とどまった。少しよくなったので次の日はリパードに乗ったが、つらくなると下りて歩くか、休息をとるかした。

　こんな調子だと一日に二十キロ程度進むのが関の山だが、ここは我慢のしどころだ。後戻りしているわけじゃないし、完全に止まってしまうよりはいい。そう考えるしかない。

　東征軍はネフテ河がわという大きな川沿いを進軍し、ナハンドラへ向かっている模様だ。リリアックが張りついていて、東征軍の動静はかなり高い精度で把握できている。

　連合軍のほうは依然としてよくわからない。ナハンドラは湖や湿地、沼しよう沢たく地だらけで、濃霧が立ちこめていることも多いという。オライオンは地の利を生かして東征軍を奇襲するつもりなのかもしれない。

　ロワの手て許もとには数枚の地図がある。リリアックが長い年月と多大な労力、ときには諜報員の命まで費やして作り継いできたという陸東地図の、部分的な写しだ。

　もしロワがオライオンなら、バーミットからナハンドラに入ってすぐのアハナン湿原で仕掛ける。地図によると、ネフテ河はアハナン湿原で複数の支流に分かれるから、大部隊が整然と列をなして河岸を行軍するという具合にはいかなくなるはずだ。兵を伏せられる丘や茂みもふんだんにある。霧が出ていれば、さらに不意打ちしやすい。

　東征軍に察知されていなければ、オライオンの奇襲は案外うまくいくかもしれない。

　じつは、地理的な条件以外にも好材料がある。ウシロパや砂の民、傭よう兵へい部隊による補給線への攻撃が、東征軍に影響を及ぼしつつあるのだ。リリアックによれば、東征軍の兵力は約十五万。敵はアークラントにヘルムート・シュタイラスと数万の兵を残してきた。

　シュタイラスは当初、東方元げん帥すい率いる本隊と行動を共にしていた。バーミット入りする前に、四、五万の兵を連れて引き返したらしい。補給線を維持し、反帝国勢力を抑おさえこむためだろう。その結果、東征軍の戦力は約四分の三になった。

　問題は、連合軍の奇襲が成功して、東征軍に打撃を与えたとしても、それが最終的な勝利に繫がるかどうかだ。

「東征軍を根絶やしにするっていうのは、現実的じゃない」

　あまりしゃべると疲れるが、ひたすら黙ってリパードに揺られているのもつらい。それに、言語化することで、自分の思考が明確になって整理される。

「……目標は、彼らを撤退させることだ。まずアークラントまで押し戻したい。次の段階でアークラントから追いだして、コルビアの首都カランディーまで退ひかせる」

「砂の民がサンドストームを、ウシロパ様がカザラシュを押さえ、あとはランハッジをなんとかすれば、東征軍はコルビアで逼ひつ塞そくすることになります」

　アルノワは心得ていて、ロワが考えをまとめる手伝いを適切にしてくれる。

「うん。……本当に包囲殲せん滅めつする機会が巡ってくるのは、このときだと思う」

「東征軍は連戦連勝で負けを知りません」

　マクロバリも切れ者だ。彼女の存在も大きい。

「存外、打たれ弱いという予想も成り立ちうるのではありませんか」

「……どうかな、それは。僕は正直、そこは楽観してない」

「なぜです」

「東方元帥だよ」

　リンゼリカ・フォーエヴァランス。彼女の来歴は陸西では広く知られているようだ。もちろん、リリアックはとうに把握していた。

　彼女は幼くして無む辜この七十三人を殺害し、その罪を背負って生きてきた。ばらばら姫が帝国にもたらす勝利は贖しよく罪ざいだ。彼女はおそらく勝つことに取り憑つかれている。

　彼女は自分自身に敗北することを許さない。彼女が指揮する東征軍のすさまじい高速前進は、相手に準備をさせないという意味で合理的だ。でもそれ以上に、彼女の精神を反映している。ロワにはそう思えてしょうがない。

「……とにかく進んで、勝つ。勝って、進んで、勝ちつづける。仮に敗色が濃厚になっても、東方元帥は退却を命じないんじゃないかな。彼女が最後の一人になっても、戦いをやめないかもしれない……」

「そんな指揮官がいるでしょうか」

　マクロバリが疑念を持つのも無理はない。考えすぎだったらいいとロワも思う。

　東方元帥がまともな将しよう帥すいなら、後方攪かく乱らんと連合軍の奇襲が功を奏した段階で、素早く撤退するだろう。傷が深まる前に逃げて、すみやかに態勢を立てなおそうとするはずだ。

　もし彼女が餓えた狼なら、しゃにむに獲物の喉笛に咬かみつき、息の根を止めるまで離はなれない。ロワが知謀の限りを尽くし、オライオンたちが無類の武勇をふるったとしても、彼女は一歩も退かないだろう。

　彼女は天剣持ちだ。彼女ほど帝国の敵を殺した者はいないという。言ってみれば、単独殺人の最多記録保持者だ。彼女は死ぬまで殺しつづける。ロワだって彼女の凶きよう刃じんから逃れられる保証はない。またか。また彼女に殺されるのか。

　違う。ロワを何度も殺したのはリンゼリカじゃない。血の繫がりはあるのかもしれないし、とても似ていて、同じ天剣持ちでもある。けれども、彼女たちは全員別人だ。

　体調は上向いてきた。まだむちゃはできないが、リリアックの諜報員と接触する回数を増やした。もっと敵を知りたい。とにかく情報が欲しい。

「……軽装の兵が多いっていうのは、やっぱり機動力を重視してるのかな。歩兵は軽装弓兵と突撃歩兵が中心で、重じゆう槍そうと大盾を持った重装兵は少ない。騎兵も、重騎兵は二千か三千で、軽騎兵が一万五千くらいか……」

　それに、魔術師たちと、竜騎兵が三百程度。超大型の陸竜十頭ほどは、遅れて隊列からやや離れているらしい。これに輜し重ちよう隊が続く。

「竜か。……グンダナが落とされたときも、竜の突撃にやられたっていうし。たしか、嘆きの断崖は飛竜に襲われたって……」

　その飛竜はヘルメル王太子が自身の命と引き換えに討ち果たしたという。東征軍の飛竜はその一頭だけなのか。

　リリアックに探さぐってもらったが、それらしきものは見あたらないとのことだった。かといって、もう飛竜がいないと信じるのは早計だ。奥の手として隠しているかもしれない。

　十一月三日、ロワたちはとうとうナハンドラのアハナン湿原に辿たどりついた。小雨が降り、霧も出ている。連合軍の居場所はいまだ不明だ。東征軍も湿原に入りつつある。

　茂みの中にひそむロワたちからは、東征軍の前衛部隊がかろうじて見えた。ネフテ河はこのあたりから極端に蛇行し、河原が狭くなって、一つ、二つと流れが分岐する。水深は浅いようだ。帝国兵の一部が騎乗し、もしくは歩いて、渡河しはじめた。

　やがて東征軍の隊列が三つに分かれた。まだか。ここじゃないのか。

　突然、馬がいななき、帝国兵が騒ぎだした。何か起こったらしい。どうやら騎兵や歩兵が次々と倒れているようだ。「敵だ」という声より、「敵か」と問うている声のほうが多く聞こえる。その間にも一人、また一人、一騎、また一騎と、帝国兵たちが川に倒れこむ。悲鳴が、水音が、こだまする。

　南のほうで鬨ときの声があがった。小雨と霧で視界がきかないせいか、幽鬼の絶叫のように禍まが々まがしく響いた。

「……始まった。行こう、アルノワ、マクロバリ。連合軍だ。オライオンに会わないと」

　帝国兵が次々と倒されている。オライオンたちが何かしているのだ。ロワたちはリパードを全力疾走させて南を目指した。ざぶざぶと川を渡る。川の水は雨よりずっと冷たいが、気にしてはいられない。行く手が小高くなっている。樹木だけじゃない。人ひと影かげらしきものが見える。大きい。巨人族か。マクロバリが大声で名乗ると、応こたえる声があった。

「──特使、あれは親王隊ダルフインドです！　オライオン殿でん下かもおられるかと！」

　果たして、オライオンは丘の上にいた。真珠の光沢を帯びた鎧よろいを身にまとい、とてつもなく巨大な弓、至宝〝万ばん角かく雷らい霆てい〟に長大な矢をつがえては放ち、つがえては放っている。

　まさか、この矢が帝国兵を射い貫ぬいていたのか。今も文字どおり矢継ぎ早に帝国兵を射殺して、東征軍をパニックに陥れているというのか。この男がたった一人で？

「一別以来だな」

　オライオンはロワを一いち瞥べつしてまた矢を放つと、神像めいた顔を笑わせた。

「どこぞで野垂れ死にしているのかと思っていたぞ。おれとしては、そうであってもよかったのだがな」

「……オライオン殿下。まだ間に合います。どうか、すぐに軍を退いてください」

「何を言うかと思えば。おれは忙しい。あと三百はこの手で殺さねばならんのだ。邪魔をするな、仔こ犬いぬ。──誰かある！　矢を持て！」

　オライオンが怒鳴ると、親王隊ダルフインドの巨人兵が慌てて矢束を抱かかえてきた。

　義兄は一本抜いてまた弓につがえ、放つ。矢をつがえては放つ。放つ。放つ。ちゃんと狙いをつけているのか。さすがにそれは無理だろう。霧で視程は百メートルもない。義兄はただ敵がいそうな方向めがけて矢を飛ばしているだけだ。

　矢といってもあのサイズだから、槍というか、ほぼミサイルだ。当たったらひとたまりもない。当たらなくても、あんなものが飛んでくるだけで怖い。怖すぎる。

「……すごい、けど。いや、でも、敵は十五万なんですよ。たとえあなたがその弓で三百人、……千人殺したって、焼け石に水じゃないですか」

「ならば、この万角雷霆で千人射殺したあと、我が剣で十万人斬り刻んでやろう。我が友たちが討ちとるぶんも残してやらんとな」

　オライオンがいくらすごくても、そこまでいったら非現実的だ。驕おごりたかぶるにも程ほどがある。アホなことをぬかすなと一喝したい。でも、我慢だ。決裂するわけにはいかない。

「……砂の民たみやカザラシュの残党、傭兵たちが東征軍の補給線を攻撃しています」

「貴公の手て柄がらだと言いたいのか」

「そうじゃなくて。時間が経たてば経つほど、こっちが有利になるってことです。何も今ここで戦わなくてもいい。決戦を先延ばしにするわけにはいきませんか」

「愚かなことを！」

　オライオンは急に顔を真っ赤にして獅し子しのごとく吼ほえた。

「ここでやつらを粉砕しなければ、我が友イニオン・シーザの祖国、このナハンドラが蹂じゆう躙りんされる！　友とその同どう胞ほうを救うために、我らは立ったのだ！」

「……それは──」

　ロワは絶句した。何か言い返さないと。ロワだって、余裕があればナハンドラとも交渉するつもりだった。それなのに、オライオンが勝手におっぱじめてしまったから。

　こうなってしまった以上、この国に被害が出ても、しょうがない。

　いや、しょうがないとさえ、本当は思っていなかった。ナハンドラの蜥蜴人サラマンたちを助けたい。ロワの頭の中にそんな考えがあっただろうか。なかった。皆かい無むに等しかった。

　ロワはただ、帝国に対抗するための力が欲しかったのだ。百族協和なんてお題目でしかない。兵力を手に入れるための方便にすぎなかった。

「ナハンドラの国論は割れていた」

　ロワより人としてずっと立派で、まっとうな義兄は、間断なく矢を放ちながら言った。

「シーザ党が我らと結び、率先して血を流す気概を見せることで、どうにか降伏論を抑えこんだのだ。ここで我らが威勢を示せば、後方に控える国主ラン・クリーク以下、クリーク党の者たちも奮い立ち、嵩かさにかかって帝国軍に襲いかかるだろう」

「でも、……もしここで、力負けしちゃったら……」

「語るに落ちたな、臆病者め。貴公が何かと小細工を弄ろうするのも、つまりは怖いからだ」

「怖いさ、そりゃあ。負けたらどうしようって。だから、勝ちたいんだ。絶対に負けられない。味方を勝たせたい。そのためなら僕は、何だって……」

「心配は無用だ。おれは勝つ。貴公はユグドラに帰るがいい。せいぜい我が妹を喜ばせてやれ。それが唯ゆい一いつ、貴公にできることだ。仔犬の価値というものだ」

　タマミナには会いたい。きっとロワをあたたかく迎えて、いたわって、慰めてくれる。会いたいよ。だけど、ユグドラに戻ってタマミナに会うのが今やるべきことなのか。

　違う。すごすごと帰るわけにはいかない。ロワはその場に踏みとどまった。義兄に嫌いや味みの一つくらい言われるかと思ったが、それどころではないようで、無視された。

　義兄はその後も万角雷霆で矢を放ちつづけ、ついに弦つるが切れると長剣を抜いた。

「敵はどうだ」

「前方四百ポーンに迫っていると思われます」

　巨人族の兵士が答えた。四百ポーンというと約二百八十メートルだ。

「矢を射かけてくるんじゃ……」

　ロワは振り仰いだ。案の定だ。来た。矢だ。雨あられと飛んでくる。

「各自、防げ！」

　オライオンが叫んだ。そう言われても、どうやって防げばいいのか。

「ロワジュディアン様、わたくしの後ろに！」

　アルノワが隠し持った武器を魔眼〝永劫回帰する無限の刃オーヴエンダンレツト〟でとっさに繫げ、大蛇のごとき武器の群れで飛来した矢を搦からめとってくれなければ、ロワは一本か二本は食くらっていただろう。それを見て、オライオンが笑った。

「奇っ怪な犬小屋もあったものよ」

　矢になんか当たるわけがない、矢のほうが遠慮して自分を避よけてゆくとでも思っているのか。こんな状況なのに、義兄は不可解なほど悠然としている。

「よかろう、頃合いだ。勇者たちよ、友を守り、敵を殺せ。この湿原が帝国兵どもの墓所となる。ヨルムンドのオライオン、ここにあり。おれに続け！」

　周囲の兵が雄お叫たけびをあげ、そこらじゅうで不気味な咆ほう吼こうが沸わき起こった。霧が震えた。

　オライオンが先頭をきって駆けだすと、皆、隊列もへったくれもなく前へ、ひたすら前へとまっしぐらに突き進んでゆく。いいのか、それで。子供の喧けん嘩かじゃあるまいし。ロワは半ば呆気にとられながらも、リパードを走らせてオライオンたちを追いかけた。

　すでに白兵戦が始まっている。でも、これは予想外というか、想像の斜め上というか。川の浅瀬やぬかるんだ湿地のあちこちで、一人の巨人族に何人もの帝国兵がむらがっている。ところが、二、三人、いや、七、八人に取り囲まれても、巨人族は物ともしない。戦せん斧ぷや槍、大剣で、数人を一気に吹っ飛ばしてしまう。強い。強いんだけど？　巨人族の精鋭兵、ちょっと強すぎない？

　とくにオライオンは図抜けている。

　巨人族の男性の中だと、彼の体格はおおよそ平均か、少し背が高い程度だ。それでいて、あの万角雷霆を軽々と引く。そして今は、こんなにも足場が悪いのに、身軽にぴょんぴょん飛び跳ね、帝国兵の首をどんどん刎はねている。どこまでも一方的だ。あれが戦いなのか。まるで帝国兵を玩具おもちやにして遊んでいるかのようだ。

「……けどさ。いくらなんでも、思わないじゃないか。こんなに強いなんて」

　目につくのは帝国兵の屍しかばねばかりだ。見たところ、東征軍は連合軍の十倍、二十倍、それ以上の損害を出している。もしかすると、このまま押しきれるかもしれない。ロワが東征軍の指揮官なら、ひとまず後退する。リンゼリカ・フォーエヴァランスは何を考えているのか。どれだけ兵が倒れても、東征軍はあとからあとから押し寄せてくる。これでは死なせるために兵を前線に逐ちく次じ投入しているようなものだ。胸が悪い。敵軍の兵に同情したくなってくる。何が東方元げん帥すいだ。数に物を言わせて猪ちよ突とつするだけの愚将じゃないか。

　ただ、何か引っかかる。

　銃器が普及していないので、軍隊は密集隊形をとるのが常識だ。それなのに、東征軍は十人程度が組になって、ばらばらに突撃してくる。しかも、その速度や密度が最初からほとんど変わっていない。偶然なのか。そうは思えない。ひょっとして、わざとか？

　だとしたら、何のために？

「いたいたいたあ、劣等種の大将首！　さすがは東方元帥閣下！　見つけたあ！」

　知っている声だった。一度しか会っていないが、悪い意味で強く印象に残っている。

　霧を切り裂くようにして赤い鎧に身を包んだ一団が現れた。彼らの狙いはオライオンか。しかし、親王隊ダルフインドの精鋭兵たちが王太子を援護するべく急行すると、一団はたちまち散開して矛先をそちらに向けた。一人だけだ。

　赤い戦士がたった一人でオライオンに斬りかかる。

「猪ちよ口こ才ざいな」

　笑いながら迎え撃とうとしたオライオンの剣を、赤い戦士の剣が弾はじいた。赤い戦士が斬ざん撃げきを繰りだす。見えない。速すぎる。あのオライオンが防戦一方だ。

　たしか純潔騎士団筆頭を自称していた。ミカエル・ベアトリクス。あの少年めいた騎士だ。動きが人間離ばなれしている。間違いなく天剣持ちだ。そうか。そういうことか。

　東征軍は視界不良の中、奇襲された。反撃しようにも、連合軍を視し認にんできない。そこで東方元帥はどうしたか。きっと手探りで敵を見つけることにしたのだ。

　彼女の手は兵たちだ。もちろん、敵がいる場所に手をのばせば、斬りつけられ、傷を負う。兵は死ぬ。損害が大きければ大きいほど、そこにいる敵は手て強ごわいということだ。

　つまり、彼女は兵を使い捨ての道具にして、連合軍の配置や兵力を把握しようとした。そして手応えがある、兵がもっともよく死ぬ場所に、純潔騎士団をさしむけた。

　天剣持ちのミカエルだけではなく、他ほかの赤騎士たちも手て練だれだ。巨人族を向こうに回して、一対一でも簡単にはやられない。二対一や三対一になると、赤騎士たちのほうがむしろ優勢だ。万ばん夫ぷ不ふ当とうのオライオンを、ミカエルが釘くぎ付づけにしているのも大きい。

　巨人族が一人、また一人と腹や脚あしを斬られ、くずおれて、倒れ伏してゆく。そのうえ純潔騎士団に続いて、密集隊形を組んだ帝国兵がどんどん攻め寄せてくる。まずい。この流れは非常によくない。

「殿でん下か！　オライオン！　このままじゃあ……！」

　ロワは最前線からやや下がった位置にいる。間もなく敵はここまで押し上げてくるだろう。そうなったら戦うしかない。戦って敵を押し返せるのか。ロワはほぼ戦力外だし、魔眼が使えるアルノワも天剣持ちのような超人じゃない。マクロバリにしても同じだ。無理だろう。戦っても意味がない。

　退くべきだ。ロワたちだけ逃げてもしょうがない。総崩れになる前に全軍が撤退しないと、ここでぜんぶ終わってしまう。

　ロワに指揮権があれば、そうしている。やはりオライオンだ。彼に決断してもらうしかない。でも、当の義兄はミカエルに掛かりっきりだ。どうしよう。どうすればいい？

「ユースカのスカル、ここにあり！　許せ、我が友よ！　助すけ太だ刀ちいたす！」

　ものすごい地響きだ。後ろから波が来た。鋼鉄の波は濤とうだ。

　名だたるユースカの鉄甲兵は、鋼はがねの鎧よろい兜かぶとをつけたまま寝起きするという。筋金入りの男たちが、やかましい金属音を立ててロワたちを追い越こしてゆき、赤騎士に、寄せくる帝国兵にぶつかってゆく。鉄製の盾と鎚つちを構えて敵に体当たりするのが彼らの戦法だ。突き倒す。踏み越える。また突き倒す。足を止めれば、彼らはその場で文字どおり鉄壁と化す。

　ひときわ丈高い鉄甲兵がいる。指揮官は彼だ。ロワは鉄甲兵たちを縫うようにリパードを走らせ、指揮官に駆け寄った。

「スカル王子！　僕はタマミナ王女の夫、ヨルムンドのロワジュディアン・ヨルテュールです！　オライオンを、義兄あにを救ってください！　早く軍を退かせないと！」

「馬鹿な。戦いくさは始まったばかりだ。俺がオライオンを助け、反転攻撃すれば……」

「東征軍には、あの赤い騎士以外にも天剣持ちが二人います。そのうち竜騎兵も出てくる。魔術師だっているんです」

「勝ち目は薄いと言いたいのか」

「残念ですけど、このままだと負けます。殿下もそうお思いになったから、義兄を助けに来てくださったんじゃありませんか」

「オライオンは俺たちの希望だ。彼を失えば、勝てるものも勝てなくなる」

「……そうです。再戦を挑むために、何がなんでも義兄だけは死なせるわけにいかない」

「舌先三寸ではあるまいな」

　スカルは兜の面めん頰ぽおを上げ、鈍にび色いろの瞳でロワの目を見すえた。

「ならば貴公、俺と共にしんがりを務めよ。さすれば、我が友オライオンを必ずや生かして逃げ延びさせよう。撤退についても、俺が説得する」

「やります」

　即答してから、いいのか、と自問した。しんがりは危険だ。生きて帰れる保証はない。命がけの大仕事だ。スカルはそれをやると言っている。

　ユースカの王子に決死隊みたいなことをやらせて、お願いします、それじゃあ、というわけにはいかない。たとえロワが死んでも、オライオンを逃がさないと。ヨルムンドにも、連合軍にも、義兄は必要不可欠だ。じつはいい人みたいだし。タマミナにしても、何のかの言って、政略結婚して間もない夫より実の兄のほうが大事だろう。

「よし。ロワジュディアン、今より貴公も我が友だ。ついて来い」

　スカルの行動は重厚でありながらも迅速だった。鉄の王子は強ごう引いんにオライオンとミカエルの間に割って入ると、稲妻のごとき天剣の斬撃を分厚い盾と鎧とで受け止めた。

「うわ、硬かたいなあ！」

　ミカエルは跳び下がった。

「頭にきたぞ。東方元帥閣下から承った聖なる任務の遂行を邪魔するとは許しがたいにも程ほどがあるんだよ、劣等種の分際で！」

「オライオン、下がれ。この戦は分が悪い。ここは俺が引き受ける。次で挽ばん回かいしろ」

「何を言う！　スカル、わざわざきみが来てくれなくても、おれは一人でやつを……」

「友よ、きみが窮地にあると知り、俺は持ち場を離れた。もはや陣立ては崩れている。敵は奇襲されても動揺していない。勝てずとも皆、ここで討ち死にしろと言うのか」

「……すまん。おれは、……意地になっていた。だが、それならきみも一緒に！」

「ここは俺が引き受けると言ったはずだ」

　スカルがミカエルに躍おどりかかる。ミカエルは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで身を躱かわしたものの、スカルから目を離せないようだ。

　スカルは決して素早くないが、足捌さばきや鎚と盾の動きで巧妙に牽けん制せいし、ミカエルを自由にさせない。ミカエルが苛いらついて剣を浴びせても、あの鎧と兜がスカルをがっちりと防御する。天剣持ちといえども、鉄の王子に致命傷を与えるのは容易ではないだろう。

「スカル、あとからきみも来い、絶対に！　全軍、撤退。大骨笛ボルンを吹け！」

　オライオンは大声でそう命じると、ロワを睨にらんだ。ロワは目をそらした。

「アルノワ、マクロバリ、きみたちも逃げてくれ。僕はやることがある」

「特使。あなたは存外、しぶとい御お方かたです」

　マクロバリがお世辞を言うなんてめずらしい。励ましているつもりなのかもしれない。

「ありがとう、ユイヒ・マクロバリ。ちょっとだけ心強いよ」

「どうかご武運を」

　マクロバリは一礼してオライオンと一緒に後退した。アルノワは残った。

「何をなさるおつもりですか。ろくに戦えもしないくせに、恰かつ好こうをつけて」

「恰好つけてはいないし、僕だって剣とか弓矢とか、一通り使えなくはないんだよ。弱いけど。……まあ、何かかんかね」

　ひたすら知恵を絞るのだ。そうすれば、無駄死に以外にもできることはなくもない。

　鉄甲兵は強固だ。鉄甲兵自身が疲ひ労ろう困こん憊ぱいするまでは、まず打ち倒せない。ただ、防護効果の高い兜のせいで視野が極端に狭く、聴覚も大きく制限されているようだ。見ていると、目の前にいる敵にしか対処できていない。

　ロワはアルノワを連れてリパードで戦場を駆けまわり、鉄甲兵たちに指示を飛ばした。敵がいる方向を教えるだけでも、彼らの助けになる。孤立している鉄甲兵がいたら、仲間を誘導して援護させた。集まれば集まるほど、鉄甲兵は高くて分厚い障壁になる。

　彼らは文句一つ言わず、鉄の体を引きずって右へ、左へ、前へ、後ろへと動き、帝国兵を防ぎ止めつづけた。それは明らかに絶望的な戦いだった。彼らはいずれ精も根も尽き果て、指一本動かせなくなる。二度と母国の土を踏むことはかなわないだろう。彼らは死ぬのだ。おそらくそれがわかっているはずなのに、彼らは彼らの戦いを放棄しなかった。捨て鉢ばちにならず、諦めることなく、すべてを出しきって、彼らは倒れていった。
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　彼らは本当にすばらしかった。ロワは彼らのようには戦えない。それでも、彼らの戦いにこうやって少しでも手を貸すことができた。誇らしかった。僕もここで彼らと一緒に死のう。そう思った。やれるだけのことをやって、最後までやりきったら、ここで死んでも悔いはない。なかなか悪くない終わり方だ。

「どうか、王子を」

　一人の鉄甲兵にそう言われて、ロワは目が覚める心ここ地ちがした。

　耳をそばだてれば、何人もの鉄甲兵が体を張って帝国兵の行く手を阻みながら、彼らの王子に声をかけている。

「王子」「──スカル王子」「王子だけは、どうか！」

　彼らはとうに自分の命の使い途みちを決めている。でも、彼らが仕えるスカル王子だけは死なせたくない。生きて欲しいと望んでいる。

　死なせるべきじゃないとロワも思う。鉄の王子は、天剣持ちを単独で相手どることができる並外れた武人だ。戦況を読み、思いきって適切な判断を下せる。えがたい優秀な指揮官だ。こんなところで失うわけにはいかない。

　ロワは鉄甲兵を十人足らずかき集めて手短に作戦を伝えた。彼らはすぐさま了解し、四方からミカエルに殺到した。何人か瞬しゆん時じに斬り捨てられてしまったが、彼らは死にものぐるいだ。微み塵じんも怯ひるまない。さすがのミカエルも手こずっている。

「おまえたち、何を！」

　突然、蚊か帳やの外に追いやられ、スカルは激憤した。今だ。ロワはすかさず鉄の王子のそばにリパードをつけた。飛び降りて、手綱を差しだす。

「殿下、このリパードに乗って義兄を追ってください。次の戦にはあなたも必要です」

「ここまで従ってくれた部下を見捨てて、俺だけ逃げろと言うのか」

「みんな、あなたを生かすためにこそ死にたいと願ってる。見てください、彼らが最さい期ごまで戦い抜くのは、オライオンのためじゃない、あなたのためなんだ！」

　スカルは獣けもののように唸うなりながらリパードにまたがった。

「無駄にはせんぞ！」

　叫ぶなり、リパードを疾駆させる。ロワは安あん堵どしてへたりこみそうになった。

「あなたもまた、次の戦いに必要です、ロワジュディアン様」

　アルノワは片腕でロワを抱かかえ上げて自分のリパードに同乗させた。

「──いいえ、あなたこそが」

　リパードはあっという間に加速した。ロワは鞍くらの前に、アルノワは後ろに座っている。アルノワはほとんどロワを抱だきすくめるようにしてリパードの手綱を握っていた。

「……なんだか、僕が弟みたいだ」

「まったく、手のかかる兄様」

　とても小さな声だった。二人が密着していなければ、聞きとれなかっただろう。

　二頭のリパードは小雨降る霧の湿原をひた駆けに駆けた。霧がさらに濃くなって、視界が悪化の一いつ途とをたどっている。追いすがってくる者は、敵か味方か。味方であればいいと願った途端、襲われて、スカルが鎚で叩たたき伏せたり、盾で払いのけたり、アルノワが魔眼の力で繫げた刃物の鞭むちを振るったりして、切り抜ける。そんなことを繰り返した。

　撤退はうまくいっているのか。わからない。まっすぐ南西を目指しているつもりだが、同じ場所をぐるぐる回っているかのようだ。スカルの装備が重すぎるせいか、リパードの足が鈍にぶい。当然、アルノワもそれに合わせている。逃げきれるのか。

「いよいよというときは先にゆけ、友よ」

　スカルが叫んだ。行く手に敵影が見える。騎馬のようだ。数騎ではない。それなりにまとまった数だ。

「できませんよ。今さら、そんなこと」

　ロワはスカルにそう応じてから、突破しよう、とアルノワに囁ささやいた。敵に出くわすたびに方向転換していたら、間違いなく迷子になる。突き進むしかない。といっても、ロワはリパードに乗っているだけだ。敵を斬り破るわけじゃない。

　アルノワを巻きこみたくはなかった。一いち蓮れん托たく生しようだと腹をくくるしかないのか。

「……ロワジュディアン様。敵が、……去ってゆきます！」

　聞き違いかと疑ったが、本当だった。敵の姿が霧の向こうに消えて、見えなくなった。

　その後も同じようなことが何回かあった。ロワたちは正体不明の集団につきまとわれているのか。逆に見守られているようでもあった。どちらにしても不気味だ。

「あれを振りきらねば、オライオンたちと合流できない」

　スカルは兜かぶとを脱ぎ、鎚つちや盾を捨て、鎧まで外した。大胆で、かつ合理的な判断だ。

　二頭のリパードは一気に速度を上げた。やがて例の集団を見かけることはなくなった。日没前にはアハナン湿原を出て、スカルの案内で連合軍の陣地に到着した。

　山やま間あいの盆地に柵や逆さか茂も木ぎを巡らせ、数万の兵を収容できる。ガナクの谷と呼ばれるこの地には、もともとシーザ党の集落があったらしい。連合軍はここから進発し、アハナン湿原で東征軍を待ち受けたのだ。

　陣中で再会したオライオンとスカルは、きつく抱ほう擁ようしあって互いの無事を祝った。

　それからオライオンは、問答無用でロワをかき抱いだいた。

「義弟おとうとよ。おれはおまえを見くびっていた。リリアックとかいう者たちから聞いたぞ。我がヨルムンドのために、おまえがどれだけ尽力してくれたか。なおかつ、こうして我が友スカルを連れ帰ってくれた。他ほかにも多くの友が、おまえのおかげで命拾いした。祖国を、親兄弟を失いながら、おまえはこんなに瘦せ衰えるまで、おれたちのために……」

「ええ、いや、まあ、それはあの、自分なりに最善を尽くそうとはしたっていうか……」

「おれはおまえの意見に従うべきだったのだ。友の力を結集するだけにとどめ、おまえを待ってから戦いを始めるべきだった。おれの過ちで大勢を死なせた。愚かだった」

「そんな、それはちょっと、……そのとおりっていえばそのとおりだとは思うけど……」

「おれは将の器うつわではない。義弟よ、今からおまえが全軍を指揮してくれ！」

「や、それはだめです、僕こそ将の器じゃないんで！　健康面に不安があるし、カリスマみたいなものもないし、その、義兄上みたいな人を陰かげながら支えるのが、僕みたいなのにふさわしい役回りだと思うし、あと、ちょっと力をゆるめてもらえると……」

「おお、すまん。ついな。そうか。大将はおれのほうがいいと、おまえは思うか」

「思います。すごく思います。……補佐役として、僕にできることは何でもやりますし」

「それは頼もしい！　頼む、義兄おとうとよ。どうかこのオライオンを輔たすけてくれ！」

　君子は豹ひよう変へんす。立派な人物は、自分の間違いに気づくとすぐに心を入れかえるという。オライオンもそうなのか。それとも、単に節操がないだけなのか。

　ともあれ、総大将オライオンは健在で、スカルのような優秀な部将も生き残った。マクロバリも無事だった。ロワがガナク陣地に入ったとき、すでに七千以上の敗兵が帰陣していて、翌朝までにその数が一万を超こえたのも良い意味で予想外だった。スカルの鉄甲兵は一人も戻ってこなかったが、連合軍全体としての損害が思ったよりずっと少なかったのは、彼らが東征軍を食い止めてくれたおかげだろう。

　ヤナロアの王太子ラロン率いる八百の豹騎兵は、数騎しか失っていない。パルピオットの第三王子ギハッドは、怪猿隊を含む二千の兵を連合軍に参加させたが、これは半減した。もともと二千いた親王隊ダルフインドは、千五百。オライオンはその他にも、巨都防衛を主任務とする最大軍ハルマルクスの予備隊二千を連れてきていた。この部隊は後方に置いていたので、無傷だ。シーザ党の蜥蜴人サラマン兵八千も、ほとんど傷を負うことなくガナク陣地入りしていた。

　夜明け直後に軍議が開かれて、ロワも招かれた。

「これでラン・クリークを動かすのは難しくなった」

　シーザ党の党首イニオン・シーザが腕組みをして低く唸うなった。艶つややかな青い鱗りん皮ぴに黄色い彩紋を施している。めったにお目にかかれないほど容姿端麗な蜥蜴人サラマンだ。

「……あるいは、私に責任をなすりつけ、帝国に降ろうとするやもしれん」

「先手を打ちましょう」

　ロワが提案すると、オライオンが身を乗りだした。

「どうすればいい、ロワ」

　義弟を通り越して、ロワ呼ばわりですか。豹変しすぎじゃないの。まあいいか。

「苦しいところですけど、東征軍を攻撃します。でも、嫌がらせ程度でいい」

「ナハンドラは降らん。東征軍にそう思わせるわけか」

「ええ。……僕たち連合軍はまだ敗れていないと、クリーク党に示すことにもなります」

　たとえラン・クリークが降伏を申し入れても、蜥蜴人サラマンに進軍を妨害されていれば、東征軍はこれを受け容いれないだろう。ラン・クリークは腹をくくるしかない。戦って東征軍を退けないと、自分が殺されるのだ。

　協議の結果、ラロンの豹騎兵とイニオンの蜥蜴人サラマン兵で混成小部隊を編制して、この作戦に当たってもらうことになった。それ以外の部隊は、ヨルムンド方面へ後退しつつ、戦機をうかがう。

「ただ退ひくのか。我がナハンドラの民たみはどうなる」

　イニオンの懸念はもっともだ。ロワは胃の痛みをこらえて大丈夫だと請け合った。

「東征軍は略奪を禁じている。抵抗しなければ、危害を加えられることはないはずです」

「予想される侵攻経路上の村や町に、前もってその旨むねを触れまわっておくべきだな」

「はい、是非そうしてください。クリーク党を連合軍に引きこまないと……」

　そのためなら、ロワは平静を装って噓うそもつく。いや、噓は言っていない。

　東征軍は略奪を行ってこなかった。それは事実だが、ロワが仕組んだ後方攪かく乱らんの影響で今後、現地調達しはじめるかもしれない。たぶん、そうなるだろう。

　我ながらとんだ二枚舌だ。でも、準備が整う前に決戦を挑むわけにはいかない。この状態で戦えば必ず負ける。もっと時間が必要だ。場所も選びたい。

　連合軍はガナク陣地を引き払って移動を開始した。

　一日三十キロを目め処どにすれば、十日でヨルムンド国境に着く。ただ、ナハンドラではたくさんの湖こ沼しようを迂う回かいしつつ、川を渡ったり避よけたりしながらの行軍になる。三十キロを目標にして急いでも、二十キロが関の山だろう。東征軍に追いつかれるかもしれない。

　その懸念は杞き憂ゆうに終わった。

　アハナン湿原の戦いの五日後にあたる十一月八日。リリアックの諜ちよう報ほう員いんが、青天の霹へき靂れきとしか言いようがない情報をもたらした。

「……グンダナで王女イヴァラーヤが蜂起？　イヴァラーヤって、僕の妹の……？」

　たしか、ふわふわした麦わら色の髪の毛が特徴的で、生意気そうというか、かなり気が強そうな少女だった。

「いや、でも、……グンダナにいた魔王の一族は、皆みな殺ごろしにされたはずじゃ……」

　アルノワが、じつは、と言いにくそうに小声で明かした。

「イヴァラーヤ様だけは、消息不明だったのです。落城のどさくさで遺体が女官や侍じ従じゆうに紛まぎれたとの説が有力で、……むやみにご期待を煽あおるのもどうかと思い、ロワジュディアン様にはお伝えしていなかったのですが」

「そういえば、あの子はいなかったような気がする。……たぶん、だけど」

　イヴァラーヤは一風変わった娘むすめだ。一目でも彼女を見れば、たとえそれが生首でもきっと記憶に残っている。彼女の首はあの広場に並べられていなかった。

　生きていてくれたのか。そして、グンダナで蜂起した。リリアックが協力したわけでもないらしい。魔王の血を引いているとはいっても、まだ十四歳の妹がどうやって？

「ちょっと信じがたいけど……」

　とにかく、魔王の娘の蜂起が引き金になって、アークラントの各地で次々と反帝国の火の手があがっているらしい。それに加えて、ウシロパや砂の民、傭よう兵へい部隊の活動もいよいよ功を奏している。東征軍の速度が目に見えて鈍り、ここ数日は一日あたり十五キロ足らずしか進んでいない。おかげで連合軍は東征軍を引き離はなしはじめた。さらに、若じやつ干かんではあるものの、東征軍から脱走兵が出ているようだ。敵の士気は低下している。

　十一月十一日、ついに東征軍は進軍を停止し、近隣の十以上に及ぶ村や町に現地調達部隊を派遣した。

　この報しらせを受けて、イニオン・シーザは体色が青から紫に変わるほど憤慨した。

「帝国め。外げ道どうの良心に期待したのが所詮、間違いだった。ラン・クリークはこれでもまだ我らと共に戦おうとしないのか。襲われたのはすべてクリーク党の村や町なのだぞ」

　ラン・クリークに直じか談だん判ぱんするべく、イニオンは一時的に軍を離れた。帝国が外道なら、僕も同類だ。ロワはそう思わずにいられなかった。

　東征軍の現地調達は徹底している。食しよく料りようを根こそぎ奪う。武具のたぐいは運べるだけ運び去る。抵抗する住民は殺す。作業が完了したら、住居に火をかける。

　人が死んでいる。一人や二人じゃない。もっと大人数だ。戦場ではないところで、兵士でもないたくさんの人々が、今、この瞬しゆん間かんも殺されている。

　もちろんロワが彼らを直接、死に追いやっているわけじゃない。でも、こうなるように事を運んだ。イニオンはロワの関与を察しているのかいないのか、いずれにしても責めなかったが、自分は無関係だなんて口が裂けても言えない。一人一人の死に責任がある。

　外道なら外道らしく厚顔無恥に徹すればいいのに、胃がひどく痛んで固形物が喉を通らなくなった。さりとて、食べないわけにはいかない。ロワの主食は蜂蜜になった。

　クリーク党は町や村の防衛を断念し、党都クリージットの守りを固めているようだ。傭兵部隊が村々と契約しはじめている。大きな町も傭兵を募っているという。

　十三日には、哀歌隊エレジアンという名の知れた傭兵部隊が、タイラシャという村で東征軍の現地調達部隊を撃退した。その日は傭兵部隊が現地調達部隊を追い払う事例が頻発した。

　翌十四日には東征軍が現地調達部隊の人員を増強し、形勢が逆転しはじめた。もっとも、機を見るに敏な傭兵は逃げ足が速い。一部の傭兵は逃げるついでに村から物資を持ち去った。住民をそそのかして一緒に逃亡させ、仲間に加えてしまう傭兵部隊もあった。

　東征軍の補給線はあちこちで寸断され、補強しては断ち切られて、総体的には瘦せ細っている。現地調達も邪魔立てされてままならない。彼らは大軍だ。その巨体ゆえに、衰弱しているようには見えない。それでも、確実に弱っている。

　そして、東征軍が弱ってあがけばあがくほど、罪のない人々が死んでゆく。

　勝つためだ。だけど、そこまでして勝たなきゃいけないのか。そうだ。勝たないと守れない。彼らは必要な犠牲だ。見知らぬ人たちだから、そんなふうに思える。

「……僕が、外道だから」

　勝つために、たとえばタマミナを犠牲にできるだろうか。今この瞬間、命を奪われている人々も、誰かにとっての大切な存在だ。彼らを救う方法はなかったのか。一人でもいい。今からでも救えないか。ロワは一睡もできなくなった。

　リパードに揺られていると、オライオンが近づいてきた。

「義弟よ。どうしたのだ。顔色がすぐれんな」

「……いえ、僕は平気です、義兄上。少し寝不足なだけで……」

「それだけですか？」

　アルノワに問い詰められた。彼女には勘づかれているかもしれない。でも、ロワは噓をつく。虚言を弄ろうするのは得意だ。外道だから。外道らしく。

「それだけだよ。……そういえば、マクロバリは？　姿を見ないけど」

「エラストローム陛下のもとへ向かわれました。出発前に挨拶して行かれたはずですが」

「そうだっけ。ああ、……そうだったな。うん。……そうだ。これくらい、何でもない」

　何もかも、勝つためだ。

　戦いに勝てば、報われるかどうかはわからないが、すべて終わる。楽になれる。いや、楽になりたいなんて考える資格は自分にはない。ただ勝つために、なすべきことを集中して考えろ。やるべきことはぜんぶやれ。

　十四日の暮れ方にイニオンが戻ってきた。とうとう帝国には降伏しないと国主ラン・クリークに誓わせたという。ただ、クリーク党は党都クリージットの防衛に専念するようだ。夜にはユースカからの増援が到着し、七百の鉄甲兵が鉄の王子スカルの指揮下に入った。

　翌十五日の朝、連合軍が沸わいた。

　ヨルムンドのエラストローム王が、王家伝来の大剣〝熊くま切きり丸まる〟を背負って連合軍に合流したのだ。長なが髭ひげ王おうは最精鋭の最大軍ハルマルクス三千を率い、一人の女武者を伴っていた。

「ロワ様！　ロワ様！　ずっとずっとお会いしとうございました！　ああ、ロワ様！」

　煌きらびやかな鎧よろいをまとった王女に思いきり抱だきしめられ、ロワはあえなく失神した。

　我に返ると妻の膝枕で横になっていた。涙がぼたぼたと落ちてきた。しょっぱかった。

「……いろいろ、ごめん。僕も会いたかったよ、タマミナ。……泣かないで」

「だって、だってロワ様ったら、こんなに瘦せてしまわれて、タマミナはもう……」

「これはその、……ダイエットっていうか。や、違うけど。うん。……ほんとにごめん」

「どうか、謝ったりなさらないでください。お気遣いも、ご心配もいりません。これからは、タマミナがロワ様をお守りします。何があろうと、絶対に。この身に代えても」

　もしかして、それでタマミナは戦士風の身なりをしているのか。ちっとも似合わない。

　再会できてとても嬉うれしいが、いざとなったら敵の矢が届く場所に彼女がいるわけで、痛いたし痒かゆしだ。

　王の援軍は素す直なおに喜ばしい。王はオライオンから連合軍の指揮権をとりあげず、その威光で息子を後押しするような態度をとってくれたから、やりづらさもない。

　パルピオットは連合軍に参加中の第三王子ギハッドの軍を増強しようとしている。ロワの兄、ガルマンティーのローダイン侯も派兵を決め、すでに数千の部隊をこちらへ向かわせているという。

　もっとも、朗報ばかりじゃない。十一月十五日は長い一日になった。

　ほとんど停滞していた東征軍が、にわかに再始動したのだ。進路からすると、党都クリージットを目指している。ロワは迷った。

　東征軍が全軍でクリージットを攻撃するのなら、千載一遇の好機だ。連合軍は反転するべきかもしれない。そして、東征軍がクリージット攻略に取りかかったら、その後背を衝く。クリージットに籠ろう城じようしているクリーク党と連合軍とで、東征軍を挟撃するのだ。

　ところが、続報によると、東征軍は二手に分かれた。

　アン・デュー率いる騎兵を主体とした約三万が連合軍を追ってくる。東方元げん帥すいは残りの十万から十一万ほどでクリージットを落とすつもりのようだ。

　現在、連合軍の兵力は約一万七千を数える。

　巨人族の兵士は、百人力とまではいかないまでも、一人で十人分の戦力として充分計算できる。親王隊ダルフインドと最大軍ハルマルクス、予備隊を合わせると、巨人族兵の数は三千以上だ。

　他ほかにも、少数とはいえユースカの鉄甲兵がいて、馬以上の機動力を誇るヤナロアの豹ひよう騎兵がいる。パルピオットのギハッド王子が擁する五十頭余りの怪猿は、まさしく百人力だ。イニオン・シーザ以下シーザ党の蜥蜴人サラマンたちはナハンドラの地を知り尽くしている。

「……アン・デューの別働隊だけなら、負けない。勝てる。……問題は、そのあとだ」

　東征軍はあのグンダナをいともたやすく陥落させた。泥壁と堀と沼とで守られているというクリージットは、どれだけ持ちこたえられるだろう。

　たぶん、長くはもたない。もともとラン・クリークは抗戦に乗り気ではなかった。すぐに白旗をあげるかもしれない。クリージットがあっという間に落ちたら、どうなるか。

　ロワは頭が痛んで割れそうになるほど悩んだ。立っていると倒れそうになる。うずくまって考えていると、アルノワが頻繁に蜂蜜を舐なめさせようとした。ロワは拒まなかったが、どうも変だ。蜂蜜って、甘くなかったっけ？　何度舐めても味がしない。タマミナに勧められるまま水を飲むと、胃にひどく沁しみた。ああ、生きているだけでけっこう大変なのに、あれもこれも考えないといけない。

　ロワは義兄に頼んで主立った将を集めてもらった。

「僕たちも軍を二つに分けましょう。シーザ党には別行動をとってもらって、他はヨルムンドに向かいます」

　イニオンが納得するかどうか。いや、彼は渋りながらも、最後には賛成するだろう。

「シーザ党には地の利がある。所在を隠して、伏兵になってもらいたいんです。クリージットへの救援は、情勢次第ということで。……ただ、僕の読みでは、残念ですけど、助けようにも間に合わないと思います」

　じつはロワには目算があった。

　イニオンは第二勢力シーザ党の党首で、最大勢力のクリーク党は競争相手だ。彼はナハンドラ全体のことを考えているだろう。でも、何より大事なのはシーザ党のはずだ。クリーク党とシーザ党を秤はかりにかけたら、イニオンは必ずシーザ党をとる。

　クリーク党が壊滅すれば、ナハンドラはシーザ党のものになるだろう。ロワは人が悪いからこう思うのかもしれないが、イニオンにも個人的な野心くらいあるはずだ。ラン・クリークが死ぬか失脚すれば、国主の座がイニオンに転がりこんでくる。イニオンはナハンドラのため、シーザ党のため、そして、権力と地位とを手に入れるために、ロワの思惑どおりに動いてくれるに違いない。

「いいだろう。ナハンドラのためだ」

　果たして、イニオンたちシーザ党の蜥蜴人サラマン兵は、ひそかに連合軍から離れた。

　連合軍を追尾するアン・デューの別働隊は存外、足が遅い。対照的に、東方元げん帥すいの本隊はものすごい速度でクリージットに迫った。

　東征軍の輜し重ちよう隊は別働隊に連なっている。本隊は補給を受けられない状態で行軍しているようだ。

　たぶん本隊の帝国兵は、各自で限られた糧りよう食しよくを携帯している。餓えたくなければ、早くクリージットを落とすしかない。緩んでいた士気を強ごう引いんに高めるための策だろう。

　十七日未明、東征軍本隊がクリージットに攻めかかった。日が昇る前にクリージットの門が開いたというから、呆あつ気けなく勝負がついてしまったようだ。ラン・クリークらクリーク党の要人は逃亡を図ったらしいが、失敗して捕縛され、全員断首された。

　連合軍はヨルムンドに向かって進みつづけた。

　東征軍本隊は奪えるだけの物資を奪うと、十八日にはクリージットを出たとのことだ。本隊より先行しているアン・デューの別働隊は、慌てず急がずひたひたと連合軍を追ってくる。
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　十一月二十日。連合軍はヨルムンドに足を踏み入れた。

　ヨルムンドとナハンドラの国境は、北側と南側を二つの山脈で挟まれており、通り抜けられる平地の幅は五キロもない。しかも、その中間に標高約三百メートルの冠かんむり山やまがそびえている。

　ヨルムンドは国境を守るため、冠山の頂上に中なか砦とりで、北の白はく雨う山脈には北砦、南の雲うん海かい山脈に南砦、以上三つの砦を築いた。三つの砦には常時、千から数百の守備兵が配置されていて、冠山の麓には町もある。連合軍は分散して、中砦、北砦、南砦に入った。

　冠山の中砦には、エラストローム王とオライオンが詰めた。中砦の戦力は、最大軍ハルマルクス三千と親王隊ダルフインド千五百、守兵五百だ。麓の町の住民は王命によって避難させた。

　白雨山脈の北砦は、鉄の王子スカルと七百の鉄甲兵が中心だ。千の守兵と、最大軍ハルマルクスの予備隊二千、ヤナロアの王太子ラロン率いる豹騎兵八百がこれを支える。

　雲海山脈の南砦は、パルピオットの第三王子ギハッドが指揮を執とる。怪猿隊を含む千に二千の増援が加わり、ローダイン侯が派遣した部隊二千も合流した。守兵五百は防御に徹する。

　リリアックはナハンドラや遠方での情報収集に専念させ、各砦間の連絡はマクロバリとその部下たちに受け持ってもらうことにした。

　ロワは中砦でオライオンを補佐する。倒れるつもりは毛頭ないが、アルノワと、タマミナもそばにいるので、もし倒れてしまってもまあ安心だ。

　ロワが東方元帥なら、進撃をやめる。クリージットとその周辺を制圧して、補給線の確保に努め、態勢が整ってから侵略を再開すればいい。

　でも、リンゼリカ・フォーエヴァランスは止まらないだろう。彼女は大胆で、決断力に富み、統率力もある。サンドストームの王都サイファや、城都グンダナ、党都クリージットを落とした手て際ぎわは見事だ。しかし、見える場所に勝利がぶら下がっていたら、手をのばさずにいられない。それは彼女の宿しゆく痾あのようなものだ。付け入る隙はある。

　二十四日払ふつ暁ぎよう、東征軍の先遣隊が冠山に近づいてきた。オライオンが中砦から万ばん角かく雷らい霆ていで矢を放ち、十人ばかり立てつづけに射殺すと、先遣隊は逃げていった。

　しばらくすると、今度はそれぞれ五千ほどの部隊が北砦と南砦に向かって進んできた。あえて兵力を小出しにして、こちらの出方を見るつもりか。だとしたら、あの五千と五千、合計一万の兵は、良く言っても捨て石だ。一万もの兵を躊ちゆう躇ちよなく使い捨ての道具にする。驚きはない。東方元帥らしいやり方だ。

　山の斜面に造られている堅けん牢ろうな北砦と南砦から、帝国兵めがけて矢が放たれはじめた。高所から放たれた矢は恐ろしい威力を発揮する。盾や鎧よろい兜かぶとでは防げない。帝国兵がばたばたと倒れた。それでも東征軍の二部隊は止まらない。とうとう砦の防壁にとりついた。

　城攻めや砦攻めはここからが地獄だ。守兵が攻め手に岩を落とす。煮え湯や煮えたぎった油をぶちまける。東征軍はおびただしい死者を出し、退ひく気配を見せた。

「ロワ、おれが出よう」

　オライオンが顔を紅潮させて言いだした。目を爛らん々らんと輝かせ、完全に猛たけっている。

「いや、まだです」

「まだということは、そのうち出番は来るのだな」

「……とにかく、まだです。たとえあの部隊を皆みな殺ごろしにしたとしても、東方元帥は痛くも痒かゆくもありません」

　二部隊はそのまま撤退した。午ひる過ぎに東征軍がまた動いた。

　約一万の部隊が北砦に襲いかかろうとしている。偶然かもしれないが、北砦を守る兵の数はもっとも少ない。

「ロワ、おれが──」

　オライオンが何度も何度もやかましい。ロワはそのたびに首を横に振った。

　北砦はよく防いでいる。二倍や三倍の兵に攻めたてられたところで、そう簡単に落ちるような砦ではない。東征軍は千以上の屍しかばねを野にさらして、日暮れ前には引き返していった。マクロバリが報しらせてくれたところによると、北砦の損害は軽微だという。

　その夜は眠れなかった。短い時間でもいい。睡眠をとらないと、体がもたない。わかっていても、つい戦いのことを考えてしまう。考えていると、動どう悸きがして、震えが止まらなくなる。とてもじっとしていられない。ロワは砦の中を歩きまわった。タマミナがついてきて、幾度となく声をかけられたが、彼女が何を言っているのか、もちろん聞こえはするのに聞きとれない。ロワは生返事をするか、もしくは謝ることしかできなかった。アルノワが持ってきた蜂蜜を舐めても、相変わらず味がしない。ロワはひたすら彼女のことを考えていた。東方元帥。彼女のことだけを。リンゼリカ・フォーエヴァランス。彼女は勝利をえるために余計な手間も時間もかけない。きっと明日、勝負をつけようとする。奇策は用いない。力押しだ。全力で潰つぶしに来るだろう。必要な手配はした。やるしかない。

　中砦は冠山の頂きに位置する。もっとも高い場所は三百六十度見渡せる望楼だ。ロワはそこで毛布にくるまり、真っ白い息を吐きながら日の出を迎えた。

　タマミナが床に座りこんで目をつぶっている。さっきまでは起きていた。今は寝息を立てている。ロワは胸の内で、ごめん、と謝った。謝ってばかりだ。

　アルノワは胸きよう壁へきに手をかけて、しばらく前から北東の方角を睨にらみつけている。

「いよいよですね」

　アルノワの視線の先で、東征軍はすでに隊列を組み終えている。ロワはうなずいた。

「どっちにしても、長くはかからないと思う」

「勝つとおっしゃってください」

「僕たちが勝つよ。東征軍をこてんぱんにやっつけてやる。楽勝だよ」

「陛下は、強さと弱さを併あわせ持つ御お方かたでした。ろくでなしで、立派だった」

「愛してたんだね。……父さんを」

「一度はわたくしを娘むすめにしようとしたのです。断りました。侍じ従じゆうでいれば、いつまでもお仕えして役に立てる。語らうこともできた。わたくしの話をいつも真剣に聞いてくれた」

「これはあの人がやるはずのことだったんだ。何の因果か、僕ときみが受け継いでる。いや、……僕たちみんながって言うべきかな」

「そうですね。皆で勝ちましょう、兄様」

　北東から管楽器の音が聞こえてきた。バグパイプほど高い音ではないが、アルペンホルンのような低音でもない。太鼓も鳴りはじめた。ロワはふとワーグナーの『ワルキューレの騎行』を思いだした。べつに旋律が似ているわけではない。日本人だったころに観みた戦争映画か何かのＢＧＭを連想したのだろう。

　途端に中砦、北砦、南砦も騒がしくなった。タマミナが目を覚ましてロワの顔を見た。ロワがあえて作り笑いをすると、タマミナは微笑ほほえんでくれた。

　東征軍はまだ前進しない。隊列を組み替えている。

　各砦で二度、三度と鬨ときの声があがった。ロワは東征軍を凝視しつづけた。

　エラストローム王が望楼に上がってきた。熊くま切きり丸まるを背負い、その手には万角雷霆を持っている。従者たちが特製の巨大な矢筒を担いできた。

「かつて万角雷霆はこの倍もあった」

　長なが髭ひげ王おうの三・三メートルに及ぶ体たい軀くは巨人族の中でも飛び抜けている。万角雷霆もさして大きくは見えない。

「我らは幾星霜経て丈低くなり、誰もそれを扱えなくなった。百年ほど前に造りなおしたのだ。余の祖先たる古き王たちは、熊切丸を腰に下げていたという」

「人間！」「人間！」「我が人間の帝国！」「エヴァラスティア！」

　帝国兵が声を合わせて叫びはじめた。負けじと連合軍の兵たちは、おのおの祖国や指揮官の名を連呼する。

「ヨルムンド！」「オライオン！」「長髭王！」「ヨルムンド！」

「ユースカ！」「スカル！」「鉄の王子！」「ユースカ！」

「ヤナロア！」「ラロン！」「ギハッド！」「パルピオット！」「ガルマンティー！」

　東征軍が進みはじめた。足音が地鳴りのように轟とどろき、もうもうと土つち煙けむりが上がる。

　三隊だ。

　東征軍は三つに分かれ、中砦、北砦、南砦を同時に攻撃しようとしている。

「ロワジュディアン、ここまではおぬしが見込んだとおりだな」

「はい、陛下。どうやらそのようです」

　ロワは平静を保っていた。我ながら奇妙だ。感情らしきものがまるで沸わき起こらない。

「……少ないな」

　東征軍の三部隊は、いずれも数十から百程度の竜騎兵を先頭に押し立て、二万から三万といったところだ。多く見積もっても合計九万。ということは、土煙の向こうに四万ほどの大部隊が控えているはずだ。

　王が無造作に万角雷霆で矢を放った。矢はなんと、まだ一キロ以上離れている超大型陸竜の頭頂に命中した。体勢を崩した超大型陸竜に二頭か三頭の陸竜が蹴けつまずく。王が相次いで放つ矢は部隊全体の足並みを乱すだけじゃない。一矢ごとに一頭、数人、それ以上の竜や兵を殺傷している。

　さすがはオライオンの父親だ。いや、エラストローム王の血こそが、オライオンをオライオンたらしめているのだろう。この親にしてこの子ありだ。

　北砦、南砦にはもう帝国兵が殺到しようとしている。

　中砦はまだだ。王に続いて最大軍ハルマルクスと守兵が矢を斉射している。中砦前面の部隊は大きな損害を被こうむって怯ひるみに怯み、進軍の速度は落ちる一方だ。それでもどうにか先せん鋒ぽうが中砦の防壁に辿たどりつきそうになると、長髭王は万角雷霆を従者に預けた。

「見ておれ」

　言い残し、望楼から駆け下りてゆく。

　今でこそ思慮深い王だが、若かりしころの彼は血気盛んな戦士だったという。竜海に乗りだして海竜に挑んだ逸話はつとに有名だ。

　王はたちまちのうちに防壁上に現れると、「開門！」と叫ぶなり敵軍の真まっ只ただ中なかめがけてその身を躍おどらせた。数十名の巨人族兵が王に従った。

　陸竜の背に着地した王は、竜を操あやつる竜騎兵を熊切丸でぶった斬り、次の陸竜に跳び移って竜騎兵を斬った。巨人族兵も王に倣ならい、どんどん竜騎兵を屠ほふった。

　中砦の門は王の命令で開いている。一部の帝国兵はわけもわからず砦に入りこんでしまい、中で待ち構える巨人族兵によって即座に叩たたき殺された。

　王たちはさんざん殺したあと、悠然と門から砦に引き返して閉門させた。

　むちゃくちゃな戦い方だ。十も二十も若くなったように見えるあの猛たけ々だけしき王にとって、これは防戦じゃない。獲物を効率よく殺す狩りか漁だ。東征軍の中砦攻略部隊は明らかにしりごみしている。北砦攻略部隊、南砦攻略部隊は、守備側と拮きつ抗こうしているようだ。

「中砦が堅いのは相手もわかってただろうけど──」

　ロワの予想では、敵は北砦か南砦、たぶんこちらの兵数が少ない北砦を重点的に攻める。きっと北砦攻略部隊には、アン・デューかミカエル・ベアトリクスがいるだろう。もしくは、アン・デューとミカエルを北きた砦とりで攻略部隊と南砦攻略部隊に振り分けているか。

　東征軍の後方部隊が不気味だ。彼らは少しずつ中砦に接近してきているが、まだ遠い。数はやはり四万以上いる。その四割ほどが軽騎兵と重騎兵だ。

　エラストローム王がふたたび開門を命じ、敵中に飛びこんでいった。その直後だった。

　爆音が鳴り響いた。南砦方面だ。何かが爆発した。とっさにロワはそう思った。本当に爆発が起こったらしい。南砦から煙が上がっている。防壁を爆破したのか。

「魔術か。南砦に仕掛けてきた……」

　ニエ・ゾキア。味方にも魔女と呼ばれるあの女の仕し業わざか。鬼山城の城壁も発破を掛けられたという。爆薬を扱えるのか。それとも、爆薬に匹敵する魔術が存在するのか。

　南砦は落ちるかもしれない。ロワは喉を押さえた。息が苦しい。また兵が死ぬ。今この瞬しゆん間かんも敵に殺されている。連合軍の兵はロワの作戦に従って戦っている。本当は一人たりとも死なせたくはない。でも、一人、また一人と死んでゆく。

　だしぬけに東征軍の後方部隊が足を速めた。中砦攻略部隊を支援するのか。それとも、南砦攻略部隊に加勢して一気に攻め落とす気か。違う。

「烽火のろしを！」

　ロワは精一杯、声を張りあげた。間もなく中砦の烽火台から煙が立ちのぼりはじめた。

「……その手できたか」

　東征軍後方部隊は中砦と南砦の間を駆け抜けようとしている。こうなると、連合軍の選択肢は二つに一つだ。放置か、阻止か。放ほうっておいたら、東征軍後方部隊はそのままヨルムンド領内に押し入るだろう。巨都ユグドラには最大軍ハルマルクスの予備隊二千しかいないし、各地の警備部隊も四万の軍勢には対抗しえない。東征軍後方部隊はヨルムンドを蹂じゆう躙りんできる。

　阻止するしかない。後方部隊を撃破しないと、詰つんでしまう。

　長髭王なら、中砦攻略部隊を蹴散らして、後方部隊を攻撃できるかもしれない。

　東方元げん帥すいはどう対応するだろう。後方部隊を押し進めて長髭王の追撃を振りきるか。中砦攻略部隊が壊滅する前に、後方部隊を反転させて長髭王の部隊を叩たたき潰つぶすか。

　いずれにせよ、リンゼリカ・フォーエヴァランスがこの戦いの主導権を握りつつある。

「──手を打っておかなかったら、とてもじゃないけど挽ばん回かいできなかった……」

　東征軍後方部隊の前衛は足の速い騎兵だが、鈍どん足そくの歩兵があとに続いている。それに、四万の隊列は長大だ。歩兵はあまり進んでおらず、まだ国境付近にいる。そこは二つの山脈に挟まれた平地だ。少し南西に進めば白雨山脈側に北砦が、雲海山脈側に南砦がある。

　突然、その後方部隊の歩兵たちが算を乱した。

「お兄様……！」

　タマミナが快かい哉さいを叫んだ。オライオン以下親王隊ダルフインドと、ヤナロアの王太子ラロン率いる豹ひよう騎兵の群れが、斜め後ろから猛然と東征軍の後方部隊に突っこんだのだ。

　オライオンたちは昨夜のうちに砦を抜けだし、白雨山脈に身をひそめていた。手て筈はずどおりだ。ロワがあげさせた烽火を見て、彼らは突撃を敢行した。

　親王隊ダルフインドと豹騎兵を合わせても、数はたかだか二千強でしかない。だが、オライオンと巨人族兵の破壊力は絶大だし、豹騎兵が駆る豹はアムールトラよりも大きくて獰どう猛もうだ。

　東征軍後方部隊の歩兵はなすすべなく壊乱しつつある。前衛の騎兵たちも、馬の脚あしに足あし枷かせでも嵌はめられたかのように速度をゆるめた。望楼の上からだとはっきりとは見えないが、騎兵たちは馬をなだめながら、いったい何事だと後ろを振り返っていることだろう。

　東方元帥はどこにいる？　後方部隊の前のほうか？　真ん中あたり？　後ろか？

　リンゼリカ・フォーエヴァランス。

　さあ、きみはどう出る？

　ロワは天を仰いだ。一瞬だけ目をつぶって、息をつく。あえてうなずいた。

「……よし」

　期待していたとおりとは言えないが、想定内だ。

　前衛の騎兵たちがまた走りだした。ややばらついてはいるが、ほぼひとかたまりになって進む方向を変えようとしている。中砦と南砦の間じゃない。中砦に押し寄せてくる。

　あの騎兵の中だ。きっと東方元帥はあそこにいる。歩兵を救いに行かないで、見捨てた。東方元帥は中砦に総大将がいると睨み、その首をとろうとしている。

　もし中砦が陥落してエラストローム王が討ちとられたら、連合軍は深刻な打撃を受けるだろう。思い上がりかもしれないが、今、ロワが殺されるのも、連合軍にとっては多少痛い。そして、中砦の失陥は致命的だ。北砦、南砦は、その真ん中にある中砦があってこそ機能する。東方元帥の判断は正しい。

　もちろん、ロワとしては、彼女に目標を達成させるわけにはいかない。

「騎兵です！」

　アルノワの声はめずらしく上ずっていた。

「タイシュの騎兵隊！　ロワジュディアン様、ドゴシアン様です！」

　ロワは、ああ、うん、と返事をしたつもりだが、言葉にならなかった。兄上、ありがとう。本当に、心の底からありがとう。すぐ隣でタマミナが北東に目を凝らしている。今にも胸きよう壁へきから飛びだしそうな体勢だ。

　ナハンドラ方面から新たな騎兵の群れが迫りくる。さながら濁流だ。彼らは青せい衣いをまとい、殉の一字を大書した青せい旗きを掲げている。その数、五千以上。おそらく七、八千騎。目の錯覚かもしれないが、ロワは青せい殉じゆん旗きの中に、赤い駿しゆん馬めが描えがかれている青旗を見たような気がした。兄ドゴシアンの旗だ。

　タイシュの騎兵隊は東征軍後方部隊の歩兵には目もくれず、前衛の騎兵たちに追いすがろうとしている。速い。とてつもなく速い。タイシュ人は遊牧騎馬民族の末まつ裔えいだ。手足のように馬を操る。彼らと比べたら、帝国の騎兵なんて足あし許もとがおぼつかない幼児同然だ。タイシュ騎兵隊はまたたく間に東征軍騎兵隊との距離を詰めた。

　無数の矢が飛んだ。タイシュ人は馬上で矢を放てる。彼らの短弓は獣けものの骨や角、腱けんを張りあわせた合成弓だ。小ぶりでも威力がある。

　東征軍後方部隊の騎兵たちが腰でも抜けたように後ろから崩れはじめた。背後を衝かれても、騎兵の集団は急には止まれない。回れ右することもできない。タイシュ騎兵隊は一方的に東征軍騎兵隊を攻めたてた。

「まだ、……ロワ様、まだ来ます！」

　タマミナは見事に声を裏返らせた。よし。よし。──よし。ロワは何度も胸を叩いた。

「イニオン・シーザ」

　やはりナハンドラ方面から、長い斧おの槍やりを携えたシーザ党の蜥蜴人サラマン兵が行進してくる。それだけじゃない。全身に鋼鉄をまとった戦士たちもいる。ユースカの鉄甲兵に似ているが、彼らはえらく小柄だ。

「……それから、ヒューベリーの重兵団」

　ヒューベリーの矮小族ドルガは、体の大きい男性でもロワの肩くらいまでしかない。背は低いが、彼らは敏びん捷しようで頑健だ。長命なドルガは百五十歳まで生きる。ドゴシアンに約束したとおり、ルルバート・ヒューデルビー王子が重兵団を引き連れて参戦してくれたのだ。

　東征軍後方部隊の歩兵たちは、ただでさえオライオンや豹騎兵に引っかきまわされ、秩序を失っていた。そこに蜥蜴人サラマン兵と重兵団が追い討ちをかけた。

　歩兵たちが潰かい走そうしはじめた。退却の合図は出ていない。彼らは勝手に逃げている。

　長なが髭ひげ王おうが咆ほう吼こうし、連合軍の兵たちが絶叫した。

　北砦攻略部隊が退ひきはじめている。これもまた、指揮官の意図による撤退ではなさそうだ。後列から隊たい伍ごがぐずぐずになって、兵が我先に逃げている。南砦攻略部隊も動揺しているようだ。もとより劣勢だった中砦攻略部隊は、散り散りになりつつある。

　ロワは奥歯を嚙かみしめ、爪が掌てのひらに食いこむほど両手をきつく握った。

「……うまくやってくれ、オライオン」

　囲い師しは必ず闕かけ、と『孫子』にある。敵を包囲する場合はどこかに穴を空けておく。追いこみすぎると、敵の強烈な反撃を招きかねないので、かえって危険なのだ。だからロワは、前もってオライオンに言い含めておいた。

　この作戦がうまくいって東征軍が敗走したら、退路を断ってはならない。人は死を前にすると誰でも決死の覚悟で事にあたるが、戦って死ぬか、逃げるかの二択なら、たいてい逃げるほうを選ぶ。東征軍が死兵と化したら厄介だ。逃がしてやらないといけない。

　今のところ、ナハンドラに逃げこんでゆく帝国兵も大勢いる。戦況はロワの目もく論ろ見みどおりに進行しているようだ。目が乾いて痛い。ロワはまばたきをした。

　勝てる、──かもしれない。

　これで解放される。払った犠牲を取り戻すことはできなくても、ひとまず片がつく。

　気が抜けそうになった。いや、だめだ。まだ終わっていない。

　何かが飛び立った。

　東征軍後方部隊の、とりわけ歩兵たちはもはや部隊の体ていをなしていない。その中から、何らかの生き物が翼を羽ばたかせて飛び上がった。あれは鳥か。鳥にしては大きい。

「……飛竜？」

　いたのか。やっぱりいた。檻おりか何かに閉じこめて運んでいたのかもしれない。大きいが、ものすごく大きくはなさそうだ。あれだと羽が生えた馬くらいの大きさだろう。

　たしか、成体の飛竜はあんなものじゃない。まだ成熟していないのか。それでも背に何か乗せている。竜騎兵が乗っているのか。

　舞い上がった飛竜はこっちへ向かってくる。逃げないのか。いやな感じだ。なんだかとても悪い予感がする。

　長髭王は砦から出て、熊くま切きり丸まるで帝国兵を撫なで斬ぎりにしている。中砦の門は開け放たれ、砦にはもう守兵しか残っていない。あとの兵士は王に付き従って大剣や戦斧、槍を振るい、血肉を撒まき散らしている。東征軍の中砦攻略部隊は今や完全に崩壊し、敗走している。

　飛竜が急降下した。あの方向には東征軍後方部隊の騎兵たちがいる。

　騎兵たちは、引き返してくる中砦攻略部隊とタイシュ騎兵隊に前後を挟まれ、右か左に退避するしかない。すでに彼らは指揮官に命じられるまま行動する軍隊ではなく、生き残りを図る個人の群れだ。矢を浴びたくない。槍で突き刺されたくない。死にたくない。敵に、そして味方にも邪魔されずに、この場から離はなれたい。

　飛竜はそんな帝国騎兵たちのただなかに降りてゆく。何をするつもりなのか。高度を下げるのは危険だ。弓矢で狙われるかもしれない。それでもあえて、そうするだけの理由があるとしたら、何だろう。

「……東方元帥か」

　飛竜は着地しなかった。地面すれすれまで降り、急上昇した。飛竜の脚に人がつかまっている。女か。白い衣ころもを着ている。おそらく彼女だ。

　竜騎兵が東方元帥を戦場から離脱させるために飛竜で回収した。それならまだいい。取り逃がすのは惜しいが、彼女は天剣持ちだ。生け捕りにするにせよ、殺すにせよ、膨大な量の血が流れる。逃がしたら逃がしたでしょうがない。でも、逃げるだろうか。

　ロワは大急ぎで望楼の降り口に向かった。

「ロワジュディアン様！」

「ロワ様！」

　アルノワとタマミナが追いかけてくる。ロワは階段を二段飛ばしで駆け下りた。息が切れても廊下を走って、外に出た。門をくぐって見上げると、案の定だった。飛竜がふたたび降下しはじめている。やっぱりそうか。

　あのリンゼリカ・フォーエヴァランスが、逃げる。

　そんなことはありえない。

　東征軍は負ける。兵のみならず、東方元帥の〝鉄血の右手アイアンブラツド〟、部下の将軍たちですら、もはや敗勢をくつがえすことはできないと考えているだろう。それでも彼女だけは敗北を認めない。受け容いれない。彼女はまだ勝とうとしている。どうやって？

　その手で連合軍の兵をことごとく討ち果たすつもりか。いや。彼女は勝利に取り憑つかれている亡もう者じやなのかもしれないが、愚者では決してないはずだ。

「陛下！　エラストローム王！　お戻りください！　どうか！　陛下！」

　ロワは懸命に冠山の斜面を走った。足音、雄お叫たけび、怒号、悲鳴、剣けん戟げきの音、乗り手を失って暴れる陸竜たちの鳴き声が飛び交っている。ロワが声を限りに呼びかけても、長髭王の耳には届かないかもしれない。だとしても、叫ばずにはいられない。ロワは飛ばしに飛ばした。転んだっていい。あと少しで中なか砦とりで攻略部隊を追撃している最大軍ハルマルクスの最後尾に追いつく。下り勾配なので、背の低いロワにも先頭にいる王の姿が見えた。

「エラストローム王！　陛下！」

　王が長い髪と髭をひるがえして振り返った。

「ロワジュディアン様、上から！」

　後ろからアルノワに注意された。知っている。上から来る。そんなことはわかってる。だから、王に警戒を呼びかけなきゃいけない。でも、おかしい。

　ロワはつんのめりかけながら足を止め、振り仰いだ。

「……なんで僕のほうに？」

　翼を広げた始祖鳥を思わせる飛竜が、ロワのほぼ真上にいる。ずいぶん近い。その右脚にしがみついている女性が、赤い眼めを禍まが々まがしく光らせた。手を、──放すのか。

　近いとはいっても、まだ高い。たぶん、地上まで十メートルはあるのに。

　落ちてくる。白い衣を身にまとった彼女が。背から抜いたあの武器らしき物体はいったい何なのか。まあ、見覚えがあるどころか、あれを食くらったことまであるわけだけど。それにしても変な形だ。剣という感じはしないし、槍でもない。またあれで斬られるのか。それか、撲ぼく殺さつされるのか。まいったな。ロワは愕がく然ぜんとしていた。どうして僕が。

　後ろからタマミナに襟首をつかまれて引っぱられなければ、確実にロワはあの武器の餌え食じきになっていた。

　アルノワが魔眼〝永劫回帰する無限の刃オーヴエンダンレツト〟で隠し持った武器を繫げ、ロワをかき抱いだいているタマミナの前に進みでた。

　東方元げん帥すいリンゼリカ・フォーエヴァランスは、十メートルの高さから落下して着地したとは思えないくらい、なにげなくそこに立っている。

　彼女の白い衣は、返り血を浴びてところどころ朱に染まっていた。しかし、彼女は不思議と血に汚けがされているように見えない。黒髪の乱れも、花嫁衣装のおもむきさえある着衣にちりばめられた血液も、彼女を鮮やかに彩いろどっている。

　彼女はきっと、この地上に生み落とされるべきではなかった。彼女が天上の残酷な戦いくさ女神なら、ロワも崇めたてまつるのにやぶさかじゃない。地上の生き物としては不穏当で、不適当だ。その不条理な見目麗しさも含めて、彼女は災厄でしかない。

「ご苦労、ロメ」

　彼女は瞬間、上空に視線を投げた。翼を羽ばたかせて滞空していた飛竜が離れてゆく。ハーマイン・ロメ。飛竜の乗り手はあの猫耳人コーサニカだったのか。

「お下がりください、ロワジュディアン様」

　アルノワが刃やいばを連ねた鞭むちをくねらせる。タマミナはロワを放して後ろに押しやり、佩はい剣けんを抜いた。腰が落ちていて、堂に入った構えだ。王族として、多少は心得があるのか。

「ロワジュディアン。ロワジュディアン。ロワジュディアン。ロワジュディアン」

　リンゼリカが繰り返しロワの名を呼んだ。そのたびに、アルノワとタマミナはびくびくと肩を震わせた。

「間者どもが幾度となくおまえの名前を口にした。おまえはグンダナで行方ゆくえを眩くらませたな。それ以来、おまえの存在が蝿はえのように気になっていた。あるときからは、敵の向こうにおまえを感じるようになった。私の思いすごしではなかったな」

　きみは間違っている。もちろん、僕だって精一杯やった。だけど、実際に強大な東征軍と戦い、勝利をもぎとりつつあるのは兵と将たちだ。今さら僕を殺しても意味がない。

　反論したいのは山々だが、ロワは黙っていた。というか、しゃべれない。体がぴくりとも動いてくれない。

　彼女はロワを見すえている。アルノワやタマミナなど眼中にないかのように、ロワだけを。彼女の光を放っているかのような赤い、いや、ショッキングピンクの瞳に見つめられていると、目を離せない。息をするのも忘れそうになる。恐ろしいのか。それはある。引きこまれる。正直、それもある。彼女はずっとロワを感じていたらしい。光栄だと思ってしまう。いや。いや。いや。惑わされるな。

「……逃げろ、アルノワ、タマミナ、あれは──」

「私は負けない」

　リンゼリカがそう宣言して動いた。その寸前か、それと同時か、直後に、アルノワは刃の鞭を繰りだした。

　リンゼリカはあの武器で、刃の鞭を弾はじき返そうとしたのか。できなかった。刃の鞭は磁石のようにリンゼリカの武器に吸いついた。アルノワの魔眼は刃を有するものを継ぎ合わせ、意のままに操あやつる。リンゼリカの武器も刃の鞭の一部となった。

　どうやらリンゼリカは、瞬しゆん時じにそのことを悟ったようだ。あっさり武器を手放して、次の瞬間にはもうアルノワに肉薄していた。拳こぶしか。速すぎてロワにはほとんど見えなかったが、リンゼリカは拳をアルノワの腹部に叩たたきこんだらしい。

「ごっ……」

　アルノワは声ともつかない音を口から発して吹っ飛んだ。

　刃の鞭が分解して散らばり落ちる。

　アルノワは無防備だ。とどめを刺されてしまう。なんとかしないと。なんとかって。何ができる？　できない。ロワには、何も。

　間髪を容いれず飛びだしたのは、タマミナだ。ロワの平凡な動体視力では、タマミナの太た刀ち筋すじをとらえられない。速いのか。遅くはないと思うが、何か独特の癖がある。

　リンゼリカは大股で後ろ歩きしてタマミナの斬ざん撃げきを躱かわした。すかさずタマミナは詰つめてゆく。一振りの剣が、なぜか左右からリンゼリカを襲う。まるで二刀流か、タマミナが二人いるかのようだ。リンゼリカはこれもまた後退して避よけた。

「巨人族に伝わる陰オン陽ミヨウ剣ケンとやらか」

「陰インノ太刀、螢ホタル火ビ」

　タマミナは尻を突きだすほど体勢を低くして、剣を左手に持ちかえた。しかも、逆手持ちだ。もしかして、心得があるどころじゃなくて、達人なのか。どちらかと言えば鈍どんくさい女性だと勝手に思いこんでいた。大間違いだ。考えてみたら、足だって速いし。

「──参ります」

　タマミナはリンゼリカの向かって右側に踏みこんだ。そのはずだ。

　なぜ左側にいるのか。タマミナは左手で剣を持っていた。右手ではなかったはずだ。

　ロワはすっかりタマミナに幻惑された。リンゼリカは騙だまされなかったようだ。

　タマミナが鋭く振りだした剣を、リンゼリカは右足で蹴けったというより、踏んづけた。靴の裏で、タマミナの剣を上から押さえつけたのだ。

　そんなふうに防がれるなんて、タマミナは思ってもみなかっただろう。彼女が剣を取り落とすと、その横っ面つらをリンゼリカの左足が蹴飛ばした。タマミナは横倒しになった。

「陰陽剣、陰ノ太刀。この目で見て種が割れれば、たわいない曲芸だな」

　リンゼリカは微み塵じんも顔色を変えずに淡々とそう言って、あの武器を拾い上げた。

　タマミナが起き上がろうとする。無理だ。あどけなさすら漂わせていた彼女の顔がひどくゆがみ、鼻や口から大量の血がだらだらと流れている。傍はたから見ても立ち上がれるような状態じゃない。実際、彼女は白目を剝むいて崩れ落ちた。

「……よくも」

　ロワは蚊の鳴くような声しか出せなかった。それも、たった一言しか。リンゼリカ・フォーエヴァランスに言ってやりたいことは、それはもうたくさんあるのに。──よくも。

　よくもやってくれたな、このわからず屋め。きみは負けたんだ。きみに、いや、きみと同じ顔をした女たちに何回も殺されて。きみや彼女たちが属する帝国に、僕はぜんぶ奪われて、何もかも失って。その果てに、みんなの力を借りて、やっと僕が勝った。

　大たい勢せいはもう決まっていて、きみが今やっていることには何の意味もないのに。この人殺しめ。どんな理由があるにせよ、きみは人を大量に殺して喜んでいる。単なる大量殺人鬼だ。許さない。許さないぞ。ぶっ倒してやる。できることなら、そうしたい。

　ロワも護身用に剣くらい帯びている。鉄より硬かたい木剣、巨樹の枝リグナムデイン。王に返そうとしたら、巨都に戻ってからでいいと言われたので、そのまま持っている。ロワは巨樹の枝リグナムデインの柄つかに手をかけた。指に力が入らない。

「ロワジュディアン。おまえの名を私の胸に刻んでおこう。──ロワジュディアン」

　リンゼリカ・フォーエヴァランスが近づいてくる。彼女は少しだけ目を細め、唇の両りよう端はしをわずかに吊つり上げた。笑ったのか。なぜ笑うのか。

　彼女の背後にものすごい勢いで、それでいて音もなく忍びよった巨人族の王が、熊くま切きり丸まるを振りかぶっているというのに。

　あれもたぶん陰陽剣、陰ノ太刀だ。きっと歴戦の王は、娘むすめ以上の手て練だれだろう。

　長なが髭ひげ王おうが熊切丸を振り下ろす。そのとき初めて影かげが差したかのようだった。王はずっと気配を消していた。あの巨体でそんな芸当をやってのける。王は勇猛果敢な戦士で、かつ剣の名人なのだ。万が一にも仕留めそこなうことはない。相手が彼女以外なら。

　彼女は見通していたのか。左に一歩だけ動いて、熊切丸の一いつ閃せんをやりすごした。

　そして、あの武器を解き放つように振るった。

　王の上半身がゆっくりと斜めに傾いだ。その傾き方は完全におかしかった。王の下半身はしっかりと立っているのに、上半身だけが滑すべるように倒れ落ちてゆく。

　ひょっとして、王の上半身と下半身は分断されているのか。彼女があの武器でやった。王を腰の位置で両断した。信じがたくても、そう結論づけざるをえない。

「先に王を殺せば、おまえを逃がしてしまうかもしれない。おまえを先に殺そうとしたら、大物が釣れた。私の勝ちだ、ロワジュディアン。そうだろう？」

　あくまで勝ちにこだわるのか。リンゼリカはまだ笑っている。笑えみを浮かべたまま、ロワに迫る。どれだけ負けず嫌ぎらいなのか。そこまでして勝ちたいのか。なんて執念だ。

　長髭王が討たれた。これは大きい。大きすぎる。この報が連合軍全体に伝わり、東方元帥が東征軍を立てなおしたら、流れが逆転する。連合軍は負けるかもしれない。

　負けるのか。最後の最後で。彼女の頰ほおが少し赤らんでいる。彼女は興奮している。彼女は彼女らしく、自分自身の手で勝利を決定づけた。ついでに、これからあの武器でロワを殺そうとしている。呆あきれて物も言えない。彼女はたった一人で勝ってしまった。

　彼女はどうやってあの武器を使い、ロワを殺したのか。わからない。

　わかるはずがない。

　彼女は武器を振りきった。外すとは考えづらい。

　それなのに、どうしてか武器はロワからそれたようだ。おかしい。

　ロワは死んだ。間違いない。何度も経験したので、ロワは死を知っている。人は死の虚無を感じることができない。真の無とは、まったくの無だからだ。ロワは今、いや、一瞬前というべきか、それを通り越した。死んだ感覚がある。なんで生きているのか。

　思いだした。以前にも似たようなことがあった。

　魔王だ。父ゴウドリックと初めて会ったとき、ロワは危うく斬り殺されるところだった。いや、斬り殺されたのだ。それに、ポーゴ。同い年だったポーゴが初うい陣じんで死んだ日、ロワも何回か死にかけた。そうではなくて、死んだのに、生きていた。

　リンゼリカは眉をひそめ、すぐにまた武器を手て許もとに引き寄せるなり、今度こそロワを殺した。ロワは死んだ。

　まただ。何もない闇がロワを包んだのに、リンゼリカの武器はどうしたことか、当たっていない。ロワの鼻先で静止している。まるで彼女が意図的に寸止めしたかのように。

　むろん、そんなことはありえない。彼女はロワを殺そうとしているのだ。

「……何だ、これは」

　リンゼリカはそう呟つぶやくやいなや、武器を突きだした。ロワは串刺しにされ、絶命した。死んだのに生きていて、リンゼリカの武器はロワの脇腹のすぐ横にある。

　偶然、外れたのか。そんなわけがない。今、ロワの心拍数は二百を超こえているだろう。たぶん血圧もそうとう高い。心臓が口から出てきそうだ。ともあれ、生きている。

「これは何だ！」

　リンゼリカが武器を振りまわす。いろいろな角度からロワを斬り倒す。頭を、胴を、叩き斬る。ロワは毎回、死ぬ。殺されて、蘇よみがえるのとは違う。一瞬死んで、それがなかったことになる。ひょっとして、これはあれか。──魔眼。

　アルノワに言われた。

　あなたにも魔眼はあります、と。

　魔眼とは、あらゆる可能性の中から特定のものを引き寄せ、実現させる力らしい。

　これがロワの魔眼なのか。本当は死んだはずなのに、死ななかった可能性を引き寄せる。賽さい子ころの出目を変えるように、死という結果をねじ曲げてしまう。

「何だ、これは。何だ、これは。これは何だ。何なんだ、これは。これは！　これは！」

　リンゼリカに何度となく殺され、刹那的に死の虚無を味わいながら、ロワは考えた。もしかして、僕は無敵なんじゃ？　だって、死なないわけだし。正確には、死んでも死ななかったことになる。これなら、相手が天剣持ちだろうと何だろうと関係ない。やりようによっては、リンゼリカを討つことすらできるんじゃないのか？

「これは何だこれは！　これは、これは、これは！　何だこれは、何なんだこれは！」

　殺されても、殺されても、殺されたことにならない。ただ、大きな問題がある。

　身体能力、技術の差があまりにも大きすぎて、この利点を生かせそうにない。

　リンゼリカに一太刀浴びせる前に、ロワは殺されるだろう。それで死ななくても、同じことを延々繰り返す羽目になる。ずっと繰り返しているうちに、いつか活路を見いだせるだろうか。

　今、おそらくロワの両眼は妖しく光り、魔眼の力が発動している。でも、この力には何らかの制限があるか、原動力のようなものが必要らしい。

　この異常な脈拍。鼓動に切れ目がない。頭かどこかの血管が破裂しそうだ。血管どころか、心臓が弾はじけるかもしれない。ひどい耳鳴りがして、眼球は飛びだす寸前だ。喉がすぼまり、ちゃんと息ができない。全身の毛穴が何倍にも広がって、そこから体液という体液が流れだし、代わりに針を差しこまれているかのようだ。

　ロワはリンゼリカに殺され、死ななかった可能性を引き寄せるたびに、消耗している。遠からずロワの心臓はまともに働かなくなるだろう。魔眼も使えなくなる。

「不可解だが、いいだろう。ロワジュディアン。おまえが死ぬまでおまえを殺してやる」

　リンゼリカは汗すらかいていない。あの武器で軽々とロワを殺す。
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　ロワは死なないが、殺されている。

　死の虚無がロワの中でその領域をどんどん拡大している。

　ずいぶん死んできたが、この死に方は最悪だ。肉体の前に精神が完膚なきまで破壊されてしまいかねない。

　リンゼリカ。リンゼリカ・フォーエヴァランス。僕を何回殺せば気がすむんだ。愉たのしそうに、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も。魔眼のせいで死なないばっかりに、こんなにも僕はきみに殺される。

　早く終わらせてくれ。もういいから、本当に殺して欲しい。壊れそうな心が叫ぶ。次は僕がきみを殺すから。今度生まれ変わったら、僕はきみを殺す。きみは僕を殺したから、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して、殺して殺して殺しまくったから、僕はきみを殺す。ここまで殺されたら、きみを殺さないと終わらない。きみを、僕がきみを、絶対にきみを、次はこの僕がきみを殺してやる。

「ジョー・ヴィシャス……！」

　誰かがあの男の名を呼んだ。

　なぜここでジョーの名が出てくるのか。空耳だ。あるいは、リンゼリカに殴られて死にかけ、アルノワは正常ではないのかもしれない。そう。それはアルノワの声だった。

　たとえどんな状態であろうと、半分だけ血が繫つながっているロワの妹は、いいかげんなことを言ったりしない。

「待たせたな！」

　黒い毛皮の外がい套とうをまとった土と佐さ犬いぬが、横合いからリンゼリカに飛びかかる。ジョーの大剣は鉄てつ槌ついのように重くて頑丈だ。粉ふん砕さい丸まるの名は伊達だてじゃない。

　リンゼリカはその一撃を例の武器で受け止めた。押されて半歩下がる。すぐに力で押し返そうとした。でも、ジョーは踏んばってびくともしない。唾を飛ばして笑う。

「俺みてえな凡人はここまでだ。東方元げん帥すいさんよ、素質はあんたの専売特許じゃねえぞ」

　ジョーが飛びのいた。リンゼリカは追おうとしたが、入れ替わりに小こ柄がらな剣士が割って入った。火花が散る。さながら花火だ。剣士が操あやつる剣とリンゼリカの武器が、超高速で絶え間なく激突している。

　血まみれダーリャダーリヤ・ブラツド。ずば抜けた剣才の持ち主だということはロワもわかっていたが、ここまでとは。東方元帥と渡りあえるほどだとは、さすがに思っていなかった。

　ただ、ダーリャは姿勢が低く、リンゼリカは高い。リンゼリカが上からあの武器をがんがん打ち下ろして、それをなんとかダーリャがしのいでいるようにも見える。

「天剣を持つ者にも弱点はある。盲点というべきか」

　気がついたら、師がロワの隣にいた。剣達者オリヴァーオリヴアー・ソードマン。天剣持ちでなくとも並外れた剣士を、人は剣豪と呼ぶ。傭よう兵へいの間で剣豪といえば、まずオリヴァーの名が挙がる。

　この人は何歳なのか。鑿のみで粗あら削けずりしたような彫りの深い顔は、若々しくはないが年齢不詳だ。どこか仙人めいていて、俗世間から離れて超然と生きているのが似つかわしい。それでいて、傭兵部隊にいる。ロワのような出で来き損そこないも根気強く指導してくれた。

「彼らは速く動けるが、速く考えられはしない。しかと覚えておくがいい、ロワ」

　まるで遺ゆい言ごんみたいだ。ロワはオリヴァーを制止しようとした。もっとも、ロワごときに剣豪オリヴァーを止められるはずがない。

　夜風のようにオリヴァーが進みでると、申し合わせたようにダーリャが横っ跳びした。リンゼリカはダーリャを追撃しない。オリヴァーに隙を見せることになるから、それはできない。迎え撃つ構えだ。オリヴァーはまだ剣を鞘さやから抜いていない。彼は居合抜きのようなことができる。

　間合いに入った。剣豪がついに剣を抜き放つ。

　リンゼリカはオリヴァーの手を読みきって、狙いすましていたのだろう。オリヴァーが剣を抜いた途端、その右腕が斬り飛ばされた。

　右腕だけが。

　囮おとりだ。オリヴァーは利きき腕を囮にして、左手で剣を抜いていた。

　左腕と剣を一直線にのばして放った剣豪の突きは、リンゼリカの首の右側を抉えぐった。すんでのところで彼女が身をよじらなければ、喉元あたりを貫かれていただろう。

　傷口から鮮血が噴きだした。

　彼女はあとずさり、斜めに体を折ってうなだれた。目をつぶっている。オリヴァーが次の太た刀ちで彼女を斬り伏せようとしているのに。彼女もそれはわかっているはずだ。左手による一振りでも、剣豪は彼女を討ち果たすだろう。

　帝国に勝利を捧ささげつづけてきた彼女にとって、これが初めての挫折なのかもしれない。彼女はとうとう負けを認めざるをえなくなった。敗北に打ちのめされ、諦めた。

　諦めかけて、ぎりぎりのところで踏みとどまったのか。

「……私は負けない」

　彼女は目を見開いて、あの武器を振り上げた。どうにかそれでオリヴァーの斬ざん撃げきを防いだものの、もともと崩れかけていた体勢がさらに乱れてしまった。手に持った武器が体の中心から遠く離れている。あの状態だと、ほとんど力が入らないはずだ。

　剣豪がリンゼリカの武器を搦からめとるように剣をくねらせる。武器なしで剣豪と渡りあうことはできないだろう。さりとて、武器を奪われまいと抗えば、もっと隙だらけになる。

「負けられないんだ、私は！」

　リンゼリカは武器を手放した。素手で戦やるのか。いや。

　彼女は身をひるがえした。逃げる。

　あのリンゼリカ・フォーエヴァランスが、敵に背を向けて逃げてゆく。

「逃がすか！」

　即座にダーリャがあとを追おうとしたら、オリヴァーが引き止めた。

「よせ。しゃにむに逃げる手負いの天剣持ちは、誰にも捕まらぬ。あれは捨て置け」

　東方元帥は最大軍ハルマルクスの中に突入していった。どこにいるのか。もう見あたらない。

　あの武器はロワの足あし許もと近くに転がっている。彼女は朱に染まった花嫁衣装のような服しか着ていない。味方の兵が彼女を取り囲んで嬲なぶり殺ごろしにするだろうか。彼女は首に浅からぬ深手を負っている。放ほうっておいても血を流しすぎて力尽きるかもしれない。いずれにしても、彼女にはふさわしくない最さい期ごだ。

　だが、似合わない終しゆう焉えんを迎えつつある者は、彼女の他ほかにもいる。

　ロワはよろめきながらも彼のもとへと急いだ。

　彼は大地に横たわり、兵士たちや、血染めの顔を見るも無残に腫はらした彼の娘に囲まれていた。

「父様、ああ、父様、父様……」

　彼の娘は大怪我をしているせいか、動転のあまりか、その両方か、彼の上半身と下半身を繫つなぎあわせようとしていた。どう考えてもそれは無益な行為だが、誰も止めようとしない。ロワもやめろとは言えなかった。

　エラストローム王は息があった。顔面は蒼そう白はくどころか土気色だが、目を、口を開け、呼吸をしている。なんて生命力だろう。本当にすごい人だ。彼は英雄だ。ヨルムンドが誇る英雄だったのだ。こんな終わり方をするような人ではなかった。誰のせいだ。ロワは土下座して謝りたかった。僕だ。僕のせいだ。相手の攻め手を読んでいたつもりで、読みきれなかった。その結果がこれだ。

　王はロワを見ると、まばたきをした。近くに寄れ、という意味だと理解できた。ロワは膝をついて王の口くち許もとに耳を寄せた。

「はい、陛下。ロワジュディアンは、ここにいます」

「……タマミナと、オライオンを、頼む」

　とても重い言葉だった。でも、ためらうことは許されない。王の時間は限られている。

「お任せください。僕にできることは、すべて。何だって──」

「ヨルムンドを」

　王はそこまで言って息を吸いこみ、吐はきだした。そして英雄は無に落ちた。

　涙は出てこなかった。このまま寝そべってしまいたいが、そういうわけにはいかない。立て、とロワは自分に命じた。義父ちち王にタマミナとオライオン、そしてヨルムンドのことを託された。立ち上がって、やるべきことをやれ。

「ロワジュディアン様……」

　アルノワがダーリャに支えられて歩みよってきた。ダーリャはロワと目を合わせようとしなかった。

「大丈夫かい、アルノワ」

「はい、わたくしは平気です。でも、タマミナ様が……」

「ついていてやってくれないか。僕はまだ仕事がある」

　ロワは膝に手を押っつけ、やせっぽちなのにやたらと重たい体を無理やり起こした。長なが髭ひげ王おうの死はまだこの一帯にいる者しか知らない。敵にはほぼ知られていないだろう。この戦いだけに限れば、全体の趨すう勢せいに影響はない。東征軍を一兵残らずヨルムンド領から叩たたきだす。まずはそこからだ。

「おい、半人前」

　ぶっきらぼうな口調だった。振り向くと、ジョーが粉砕丸で肩を叩たたいていた。

「ちゃんと食ってるのか。骨と皮ばかりじゃねえか」

「……ジョーは僕の依頼を断った。なんでここにいるのさ」

　つい非難めいた尋ね方になってしまった。ジョーは、ふん、と鼻を鳴らした。

「俺の黴かび臭くせえ復ふく讐しゆうなんぞに付き合わせて、子供を巻き添えにする気はさらさらねえ。そう言わなかったか？」

「答えになってないだろ。ここは戦場なんだ。どうしてしゃしゃり出てきたんだよ。危ないじゃないか。それこそ巻き添えになっちゃうよ。だいたい、今までどこに──」

　国境のこちら側、中なか砦とりでの西には森が広がっている。ジョーたちはどこかに身を隠していたのだろう。彼らは連合軍の動きを把握して、先回りしていた。そうとしか考えられない。いや、連合軍というより、ロワの動向をうかがっていたのだ。

「……アハナン湿原で敵の騎馬に出くわして、もうだめかと思った。……あれって」

「陸東を救おうなんてだいそれたことを考えてやがる利口な馬鹿息むす子こがいたら、見守ってやるのがオヤジの義務ってもんだ。それによ──」

　ジョーは物騒な面相に剣けん吞のんな笑えみをたたえ、顎あごをしゃくってみせた。

　見れば、ジョーとダーリャ、隻せき腕わんになってしまったのに止血しただけで平然としているオリヴァーだけじゃない。やさしい巨漢のバオッゾがいる。最古参の犬頭人ウルフニツド傭兵トビがいる。年下だが同期の猫耳人コーサニカミケルら狐狼団ジヤツカルの歩兵たちがいて、魅惑の鋼のレオポルドレオポルド・ホツトステイール以下の騎兵隊も轡くつわを並べている。

「家族がやべえってときに、体を張らねえ間抜けがどこにいる。そんな道理もわからねえから、おまえさんはいつまで経たっても半人前なんだ」

「──『俺がくたばるまで、あいつは俺の息子だ』と」

　アルノワはタマミナを抱だきよせて背中をさすりながら言った。

「わたくしに、そうおっしゃいました。正直、あてにしてはいませんでしたが」

「わざわざ来てやったってのによ。相変わらず、きつい嬢ちゃんだぜ」

　ジョーは満更でもなさそうに顎をこすっている。太たい砂さの手前、長なが靴ぐつの丘でジョーと会った。アルノワは一人でジョーを見送りに行った。あのときか。

「……傭兵失格だよ」

　ロワは目をきつく閉じた。泣いてたまるか。そうだ。泣くことなんかない。

　死んで、生まれ変わって、奪われ、失い、死んで、また生まれ変わって。ろくなものじゃない。せっかく居場所を見つけても、やっぱりなくして、帰るところもなくて。

　そんなことはなかった。

　いつの間にか、欲しかったものをぜんぶ手に入れていた。

　今ここにあるものも、いつか壊れてしまうんじゃないかと思えて、怖い。

　何もかも、いずれは滅びる。何回も生き直しているのだから、いいかげん達観するべきなのかもしれない。どんな生も脆もろくて、儚はかなくて、所しよ詮せんは虚しいものだと。

　僕は、僕らは、愛いとしい人も、憎い相手もみんな、死んでしまう。

　ときには、劇的に。

　ときには、呆あつ気けなく。

　だから、どうだっていいんだ。何があっても気にするな。ただ生きて、死んでゆけ。

　でも、大事なものを、大切な人を、守りたい。

　どこからか沸わき起こるこの気持ちは本物だ。決して偽りじゃない。否定できないし、否定する必要もない。

　ロワは一つ息をついて、目を開けた。

「狐狼団ジヤツカル。僕がきみたちを雇う。これからこの戦争を終わらせなきゃならない。しっかり働いてくれたら報酬は弾はずむし、継続的な契約を考えてもいい」

「損して得取れってやつだな」

　ジョーはにやりとして粉ふん砕さい丸まるを振りかざした。

「よし、野郎ども、一稼ぎと言わず、荒稼ぎだ！」

　傭兵たちが一斉に粗野な叫びで応こたえる。ロワは巨樹の枝リグナムデインを抜いた。

「最大軍ハルマルクス、そして、すべてのヨルムンドの戦士たちよ。今はただ心を一つにして、敵を討とう。これは王命だ。連合軍に勝利を。進め。あと一息だ。突き進め！」







あとがき







　初めまして。十じゆう文もん字じ青あおといいます。

　もしかしたら、「いや、知ってる」と思われた方もいらっしゃるかもしれません。

　ありがたいことに、僕は角川スニーカー文庫で何冊も本を出させていただいています。じつは、２０１１年に惜しまれつつ休刊となった雑誌『ザ・スニーカー』でも小説を連載していました。ザ・スニにはけっこうたくさんの原稿を載せてもらったのです。作家あたりの掲載量でいえば、もしかすると上位のほうかもしれません。

　それくらい、十文字青という小説家とスニーカー文庫とは縁が深いのです。少なくとも、僕は勝手にそう思っています。もっとも、２０１６年に『ノラ猫マリィ』という拙著『薔ば薇らのマリア』の続編的な小説を刊行しましたが、これはスニーカー文庫ではありませんでした。縁深い、マジ深い、深い深い、深すぎなんだよ、と常日ごろ主張しているわりには、久しぶりのスニーカー文庫です。

　というわけで、古巣に戻ってきました。感慨もひとしおです。

　いや、そうでもないかな。




　何しろ、スニーカー文庫はいつも僕の心の中にありますから、戻ってきた、とか、そんな感じは薄かったりします。

　僕はいなかったように見えたかもしれない。ですが、ちゃんといたのです。

　ただ誰にも見えなかっただけです。

　言ってみれば、透明人間です。

　わかるでしょうか。僕の言いたいことが。

　もしわかったら、たいしたものです。僕にはまったくわかりません。




　こういったあとがきを許容してくれるのも、スニーカー文庫ならではです。

　僕はあとがきが大の苦手で、あとがきらしいあとがきの案が思いつかず、二十七冊出した『薔薇のマリア』では、ちょっとおかしなあとがきをずいぶん書きました。

　どんなあとがきを書いても、歴代担当編集者はこころよく、「ＯＫ！」と言ってくれました。まあ、本当は苦い顔をしていたのかもしれませんが、僕は遠く北海道に住んでいて、仕事相手と直に会うことはめったにないので、表情なんか見えませんし、了承してくれさえすれば問題ありません。

　大切なのは、何はともあれ、こんな僕に、いつも「ＯＫ！」と言ってくれた、ということです。

　ともすると、ふらふらっと変な方向へ行きそうになる僕を、見守ってくれた。それどころか、「いいぞ、行っちゃえ」と、「いや、そっちはまずいと思うけど、とりあえずやってみろよ」、「もういい、好きにすれば……」と、僕の背中を押してくれた。

　その結果、僕のような小説家が今日まで歩んでこられた。小説のことを日がな一日考え、書いて、また、その他の物語をつくる仕事にも携わったりしている。

　もし、僕が小説家として『ザ・スニーカー』やスニーカー文庫で小説を書きはじめたころに、「そんなのはだめだ！」とか、「いかん、こうしろ！」とか、「何やってんだ、ええかげんにせえ！」と[image: ]られてばかりだったら、たぶん僕は「めんどくせえなあ」、「やってられっかよ、ケッ」、「何なんだよ偉そうに、飛び蹴りしてもいい？」という感じになって、この仕事を辞めていたのではないかと思うのです。

　いみじくも、角川学園小説大賞という昔あった新人賞で特別賞をもらったあと、僕は編集部に呼ばれて、当時の副編集長の女井おないさんにこう言われました。

「きみ、ひとの言うこと聞かないでしょ」

「そっすね」

　よくもまあ、こんな人間を一人前の小説家に育ててくれたものです。まあ、そんなに指導してもらった記憶はなくて、だいたいにおいて僕は、好き勝手に原稿を書いて、担当編集者に渡すだけでした。

　最初の担当編集者の柏かしわ井いさんに、「うん、おもしろかった。これでいこう」と言わせてやる、そのためにどんな小説を書いてやろう、と日々頭をひねって、ひたすら原稿を書くのが、僕にとっては小説家になるためのレッスンだったのです。

　柏井さんは毎回、「うん、おもしろかった」と言ってくれました。少々妙ちきりんな原稿でも、「まいったなあ、でもおもしろいからしょうがない、これでいこう」と言ってくれたのです。「ええで」、「ええんやで」、「ええがな」、「ええっちゅうとるやろ」と、いい感じの関西弁丸出しで、編集長、副編集長、その他、編集部の皆さんも、僕をバックアップしてくれました。べつに関西弁じゃなかったかな。とにもかくにも、おかげで僕は、アニメ化したわけでもない『薔薇のマリア』を二十七冊も書いて、シリーズを完結させることができたのです。

　控えめに言っても、僕はスニーカー文庫に恩があります。

　でも、今のところは、あまり恩返しできていません。くたばるまでにはなんとか返したいと思っているのですが、こればっかりは時の運なんかも絡んできますので、どうなることやら。

　ところで、なんでこんなどうでもいいような話を書き連ねているかというと、担当編集者に「あとがき４～６Ｐお願い」と言われて、「うっそやろ、そんないっぱい書けるわけないやん……」と困り果てたあげく、「まあ適当に書いたれ」となったせいです。




　まだ紙数が残っているので、この『僕は何度も生まれ変わる』について。「最初からそれを書いたらよかったんじゃないの？」と思った方。同感です。でも、あとがきを書きはじめたときは思いつかなかったので、しかたありません。

　この小説は難産でした。なんとなくこんな感じ、という具合にコンセプトがまとまったのは一年ほど前だったでしょうか。それまでも、どうしようああしようこうしようと揉もむに揉んで、長かった。原稿をいったん書き上げてからも、かなり手直ししました。推すい敲こう、というのでしょうか、その作業は、なかなか楽しいものです。人にもよるでしょうが、時間が無限にあるなら、何度でも、いつまでも直していたい、と感じることもあります。なので、僕はずいぶんこの小説で楽しませてもらいました。自分が書いたものとじっくり向き合っていると、「……あっ、そうだったの？」と意外なことに気づいたりもします。この小説を通して、担当編集者とも、ぶつかったり、理解を深め合ったりしました。




「ところで、ぜんぜん内容にふれてないよね？」と思われた方。

　僕も今、そう思いました。

　まあでも、小説のことは、小説の中にぜんぶ書いてあるわけですから、他で話さなくてもいいんじゃないかという気もします。めんどくさいですし。

　そう。基本、めんどくさいのです、小説は。寝て、目が覚めたら、書けている、というようなものじゃないし。読むのもけっこう手間だと思います。

　それでも、小説はいいものです。

　僕はたぶん、死ぬまで小説を書いたり、あるいは、何か別の形で物語をつくったりしてゆくのではないかと思いますが、この生き方は、他人にはすすめませんが、それはよくないからではなく、生計を立てるのがちょっと大変だったり、向き不向き、運不運もあったりするからで、僕としてはこれ以上ないくらい満足しています。僕は死にたくない。永遠に、こうやって生きてゆきたい。本気でそう願っています。非才の身ゆえ、限られた寿命でやれることはたかが知れている。もっと時間が欲しい。不老不死が難しいなら、生まれ変わっても小説を書きたい。物語をつくりたい。何度も生まれ変わって──。

　なんとなく繫つながったんじゃないでしょうか。そうでもないかな？




　最後に、すばらしい絵を描かいてくださっただーくろさん、本書の制作、出版、販売に関わったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様へ、ありったけの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またどこかでお会いできたら嬉うれしいです。


十文字　青　　
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